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巻頭図版 4

第 2号方形周溝墓出士壺形土器

上敷免遺跡出土石製品
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5 第 5発掘区

第5発掘区は、 X軸の439~464にあたる。遺構確認面における標高は34.5mと若干高い。ほぽ中

央部に発掘区を南北に横切って谷が確認された。遣構はこの谷の両側を中心に分布しているが、東

側の集中区はその分布が非常に密で、切り合いも著しい。これはこの部分が土取りによる削平を受

けていないことに起因するものと考えた方がよい。谷の西側の遺構集中区では、噴砂と同様に、地

震に伴う液状化現象によって下層の黒色土が噴き上がった亀裂が、帯状になってほぼ南北に走って

いる。この黒色土帯は遺構に大きな影響を与えているが、これを切って構築されている住居跡も認

められ、興味深い。

第 5発掘区で検出された遺構は、住居跡54軒（第207～第260号） ．掘立柱建物跡 l棟（第 6号）

・土坑53基（第69～第121号） 。溝11条（第17～第27号）である。

住居跡は、分布が密な東側で特に切り合い関係が著しい。確認されたほとんどのものが北側若し

くは東側の辺にカマドを構築している。これらの時期別の内訳は、古墳時代中期 4軒、後期29軒、

奈良時代 8軒、平安時代前期10軒、不明 3軒である。

掘立柱建物跡は谷の東側に 1棟確認された。建物の方向は方位に忠実で、二間二間の建物と推定

される。出土遺物はほとんどなく、その時期は不明である。

土坑は、その規模・形態等さまざまで、谷を挟んだ 2つの住居跡群内と、東端部に集中して分布

している。うち19の土坑から図示できる遺物が出土しているが、その性格を類誰する資料に欠け

る。しかし、時期的には住居跡の属する時期と大差はなく、 3群ともに住居跡の近辺に分布するこ

とから、これらの土坑群の多くは生活に関連した、なんらかの意味をもつ遺構と考えられる。な

お、東端部に位置する群はおもにピット群として整理したが、これは発掘調査時の分類に準じたも

ので、そこに質的な違いを認めている訳ではない。

溝もまた性格は不明であるが、多くは谷と並行もしくは直行する方向に走っており、排水溝とい

ったような性格をもっていた可能性がある。出土遣物からみると、おもに奈良～平安時代にかけて

機能していたものと考えられる。

発掘区の中央に形成された谷部からは、縄文時代後晩期の遺物とともにそれとはぱ同じ量の土師

器および須恵器が出土した。これらは主に東斜面から出土しており、その時期は古墳時代後期から

平安時代にいたる。縄文時代の遣物を含む層とはおおむね区別がつくが、古墳時代以降の包含層を

層位的に細かくおさえることはできなかった。集落が営まれていた時期には、土器が廃棄され続け

ていたものと考えられるが、谷が埋没してから形成された溝（第22• 23号溝）の出土遺物と、谷包

含層から出土したもっとも新しい土器群の示す時期が一致することから、その遺物の示す時期、 9

世紀後半にはほぼ埋没状態にあったものと推測される。

なお、谷部の確認面には畦状の痕跡が認められたが、水田など生産遺構として明確にとらえるこ

とはできなかった。出土遺物もないのでその時期は明らかではないが、おそらくは近世のものと考

えられる。
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第207号住居跡

1.暗褐色土 炭化物・黄褐色土粒子をわずかに含む。しまりよし。

2. 暗褐色土 炭化物・黄褐色土粒子を多く含む。しまりよし。

3.暗褐色土 2層中で特に黄褐色土粒子を多く含む部分。

8' 

第207号住居跡貯蔵穴

1.茶褐色土 黄褐色土粒子（径 1~2mm)を全体的に多盤に含み、炭化物を

わずかに含む。やや粘性があり、堅緻。

2.暗茶褐色土 茶褐色土を基本に黄褐色土粒子（径 1~3mm)を多贔、同プロ

ック（径l~2cm)を少星含む。炭化物粒子を多く含む。やや

粘性があり堅緻口

ロ

言

s・ 第207号住居跡カマド

A. 黄褐色土 茶褐色土を基本に黄褐色tプロック

（径5mm~1 cm)を多く含むC

B.赤褐色土 焼土ブロックを主体に黒色土を少星

含む。

c.黒褐色土 黄褐色土粒子（径3~5mm) ・炭化物

を多量に含む。

D.茶褐色土 黄褐色土粒子（径 1~3mm)を全体的

に多量に、焼土・炭化物を若干含む。

E.黄褐色土 茶褐色土を基本に黄褐色土プロック（

径5IIlJll~1 cm)を多量に含む。

F. 明黄褐色土 黄褐色土プロック（径l~2cm)を基

本に茶褐色土を若干含む。焼土プロッ

クが上部に集中する。

G.黄褐色土 黄褐色土ブロック（径1~2cm)を基

本に茶褐色土を少鼠含む。

H. 暗茶褐色土 黄褐色土粒子（径3~5mm)を多く、

焼土粒子をまばらに含む。

I.黒褐色土 黄褐色土粒子（径l~3mm)をまばら

に、炭化物粒子を多く含むロ

J.黒褐色土 基本的に！層と同じだが、焼土プロッ

クを多く含む。

K. 暗茶褐色土 基本的に I層と同じだが、炭化物・焼

土粒子を多く含む。

L.灰褐色土 暗茶褐色土を基本に灰・炭化物を多く

含む。粘性強くしまりなしロ

゜ヒ—/—←

口
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1- 1 

第700図第207号住居跡
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第207号住居跡（第701• 702図）
No. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（況） 備 考

1 坪 口(10.4) 高(4.2)R濯＋関＇ 橙～にぶい黄橙 40 No.13。体部外面風化によりケズリ不明
瞭。

2 坪 口10.5 高5.2 B＋屑 橙～黒褐 100 No23。口縁部～体部内面ナデ。風化。

3 坪 口11.9 高4.7 B+R濯＋W' にぶい橙 90 体部外面風化によりケズリ不明瞭。

4 坪 口11.6 高4.8 B+R+W にぶい黄橙～黒 100 No.17。口縁端部ヘラアテ面取り。

5 坪 口(12.0) 船W' 橙～にぶい橙 20 口縁部ナデ。体部外面風化著しくケズリ
不明瞭。

6 坪 口(12.0) 高4.2 B+R+IHW' 橙～黒 20 口縁端部繭又り。臨訊面風化著しくケ
ズリ不明瞭。胎土中の含有物量多い。

7 坪 口(12.2) 高(5.6)W+W' 橙 30 内面風化顕著。外面もほとんど調整見え

ない。

8 坪 口(14.0) 高(4.2)B+R+W 灰褐 25 N叫8。口縁部ナデ。体部外面ヘラケズ
リ。， 坪 口(14.0) 高6.4 B+R+W 明赤褐 70 No.15。口緑端部ヘラアテ面取り。体部
内面ヘラナデ。

10 坪 口14.8 高6.7 B+R+W 橙 100 No.21。口縁部ナデ。体部外面ヘラケズ
リ。

11 坪 口(16.0) R渭少舟’少 橙 35 口縁端部面取り。風化により器面ツルツ
ル。

12 小型褻 口(12.0) B+R+W濯＇ 橙 30 No.8。疇外面細かいヘラケズリ、内面
ヘラナデ。

13 嚢 口(18.0) B+R＋屑＋W'＋礫 橙 上半部 15 No.16。風化著しく器面ザラザラ。

14 甕 底7.6 B+R惰＋W' 明赤褐 疇 50 胴部外面ヘラケズリ。底部外面多方向の
ヘラケズリ。

15 ミニチュ 底3.4 R+W+W' （内）橙 疇 100 外面ヘラケズリ後ナデ。内面ヘラナデ。

ア （外）明黄褐～黒

16 甕 口16.0 胴19.0 B+R+W十川＇ にぶい橙～灰褐 60 No2・7・11。口縁部外面輪積み痕。胴部

内面ヘラナデ。

17 窺 口19.8 底6.0 B+R柑多 褐灰 100 No.1 • 2。鵬訥疇いヘラナデ。
高32.6 胴20.1

18 甑 口21.4 底9.5 B+R十川 にぶい橙～黒褐 100 No24。胴部外面ヘラケズリ、内面粗い
高28.3 ヘラナデ後粗いミガキ。

19 甕 口17.0 底5.5 B+R+W濯＇ 明赤褐～褐灰 95 No2。胴部外面ヘラケズリ、内面ヘラナ
高31.5 胴21.0 デ。胎土中の含有物量多い。

20 壷 口17.5 底(10.6) B+R廿ltw' 橙～黒褐 60 No.4・6・22カマド。口縁部外面ヘラアテ
高(35.1) 胴33.1 による段をもつ。口縁部～胴部上半と胴

部下半接点なし。

(1) 住居跡

第207号住居跡（第700図）

ち・り一438• 439Gridに位置する。形態は正方形に近い。長軸3.8m、短軸3.6m、主軸の傾き

はN-10°-Eである。床面までの深さは44cmで、覆上は自然に埋没した状態を示している。床面

と壁は焼けている箇所があり、また、炭化材が散乱していることから、焼失家屋の可能性がある。

カマドは北壁のやや西寄りに設けられ、袖は地山の造り出しである。燃焼部はほとんど掘り込ま

れておらず、長甕 2個体が並列正位で検出された。支脚には石が使用されている。貯蔵穴はカマド

の右側、住居の北東隅に設けられている。規模は46X 53cm、深さは60cmで、底に近づくにつれて幅

が狭くなっている。壁溝はほぽ全周している。柱穴は確認されなかった。
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遺物はそう多くはないが、残存率は良好である。土器以外には編物石が3点出土している。

第208号住居跡（第703図）

と一438• 439Gridに位置する。大半が調査区域外や大きな攪乱部分にかかり、北西コーナーと、

カマド煙道部の一部が検出されたのみである。規模、形態は不明である。カマドは北壁に構築され

ている。検出された範囲には浅い壁溝が巡っている。出土遺物は少なく、すべて破片である。
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第208号住居跡カマド

A. 暗褐色十 多旦の焼土プロック（径3~5cm)と少旦の炭化物粒了を含む。

しまり良し。

ll. 暗褐色上 Aよりも黒色味が強い。焼七粒了・炭化物粒子を多琺に含む。しまり弱ロ

C.褐色十 焼士粒子・炭化物粒子を少載含む。粘性ややあり。
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第208号任居跡（第703図）
No. 器種 大きさ（C員） 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口(14.0) 高（3.6)W 橙 20 カマド。口緑部ナデ。体部外面ヘラケズ

リ。

2 坪 口(11.0) 高(3.6) B 橙 10 内面風化。

3 坪 ロ(12.0) 高3.9 B+W （内）黒褐 40 No2・ 4。底部回転糸切り後、高台ナデつ
（外）にぶい黄橙 け。

4 坪 口(12.0) 高(5.3)R+¥'I 橙～灰褐 20 No.3。口縁端部ヘラアテ。
胴(12.2)

5 高坪 口(18.0) 高5.5 R多＋H にぶい橙 坪部 20 カマド。体部外面ナデ。内面風化。

6 甕 底（6.0) 高2.8 砂 （内）にぶい橙 疇 10 カマド。胴部外面ヘラケズリ、内面ナデ
（外）橙

第209号住居跡（第704図）

ほ。ヘー439Gridに位置する。長軸5.7m、短軸4.3mの長方形を呈する。床面の一部が噴砂によ

って大きな段差がついており、大半は削平されている。主軸の傾きは N-6lo_Wである。カマド

は西壁やや北寄りに構築されているが、袖が右側にわずかに詔められる程度である。その他の内部

施設は確認されなかった。遣物はまったく出土しなかった。
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第705図 第210• 211号住居跡および第210号住居跡出土遺物

第210号住長 跡（第705図）
No. 器種 大きさ(c■) 胎土 色調 残存率(X) 備 考

1 坪 口(16.0) 高(3.2)砂 灰白 10 体部外面ヘラケズリ。

2 坪 口(13.0) 高(2.9)W 褐灰～橙 20 No.4 • 6。口諜端部ヘラアテ。
胴(13.4)

3 坪 口(16.0) 高(3.7)W 橙 20 No.4~6。

4 坪 口(13.0) 高(3.9)R にぶい橙 20 口縁部ナデ。

5 琵 口(17.0) 砂 橙 口縁 20 風化顕著。胎土中の含有物量多い。

6 甕 底5.4 砂 （内）橙 下半部 30胎土中の含有物量多い。
（外）にぶい褐

第210号住居跡（第705図）

ヘー440Gridに位置し、第211• 212号住居跡と切り合っている。第211号住居跡とは床面の高さ

に差がないため、新旧関係ははっきりしない。柱穴と考えられる浅いピットが2基確認されたが、
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第706図 第211号住居跡出土遺物

No. 器種 大きさ（cm) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 蓋 口(12.6) 高(4.2)B+W 灰 30 天井部回転ヘラケズリ。左回転ナデ。

2 高坪 脚基部3.2 関 灰 脚部上半 No.2。脚部三方に二段の透かし。胎土中
80 の含有物量多い。

3 坪 口(13.2) 高4.3 B 明赤褐 20 口縁端部ヘラアテ。

4 坪 口(13.0) 高(3.7) R にぶい橙～浅黄橙 20 嵐3.
胴(13.4)

5 坪 口(14.0) 高(3.2)R にぶい橙～にふい 10 口縁端部ヘラアテ。

褐

6 坪 口12.8 高4.3 B 橙 100 No.4。胎土中の含有物量多い。

7 坪 口(16.0) 高(3.1)R にぶい橙～黒褐 20 口縁部ナデ。

胴（16.8)

8 椀 口(24.0) B+R＋屑 （内）橙（外）にぶい 口縁 10 No.l。口縁端部ヘラアテ。
橙， 壷 底5.4 R にぶい赤褐 疇 50 胴部内面ナデ。胎土中の含有物量多い。

10 壷 底(8.0) 柑 明赤褐 疇 30 胴部内面ナデ。

11 甑 底(6.0) B+R＋屑 （内）橙 疇 10 胴部外面丁寧なナデ、煤付着。
（外）にぶい橙

12 坪 口(12.0) 底(6.0)W 灰 20 口縁部外面重ね焼き痕。混入。

高3.8

13 蓋 つまみ2.6 H 灰 30 左回転ナデ。天井部ロクロナデの後回転

ヘラケズリ、中央部回転糸切りの痕跡

混入。
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第707図 第212号住居跡および出土遺物

第212号住居跡（第707図）
N叫器種 1 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（％） 備考

1 I 坪 I口13.2 高4.8 IB+R多 橙 90 No.1。

カマドなどの施設は確認されなかった。

出土遣物は少なく、破片のみである。図示したもの以外に須恵器火甕の胴部破片が数点出土して

いる。

第211号住居跡（第705図）

へ一440Gridに位置する。第210• 212号住居跡と切り合い、かつ攪乱を受けているので、全容は

不明である。壁溝が一部で検出されたにすぎない。

出土遺物は少なく、混入もあるが、陶邑編年でいう TKIO式期に相当する須恵器贔が出土してい

る。遣物からは第210号住居跡よりも古い様相を呈している。

第212号住居跡（第707図）

は一440Gridに位置し、北壁を第210号住居跡と接し、東半は攪乱を受けている。確認された一

辺は3.3mである。柱穴は 2基検出されたが、 10cm程の浅い落ち込みである。壁溝は西壁から南西

コーナーにかけて確認された。ほぼ一定の幅で、深さは 5cmである。

出土遺物は柿めて少なく、土師器杯が］点図示できたにすぎない。
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第213号住居跡

I.茶褐色土 黄褐色土粒子（径1~3mm) ・同プロック（径5mm~1 cm)を全体的に

多量に含む。白色微粒子を多く含む。やや粘性があり堅緻。

2.暗茶褐色士 黄褐色土ブロック（径5mm~1 cm)を多量に、炭化物粒子をわずかに含

む。やや粘性があり堅緻。

3. 黒褐色土 暗茶褐色土を基本に黄褐色土ブロック（径5mm~1 cm)を少量、炭化物

粒子を多量に含む。粘性があり堅緻。

4.黄褐色土 黄褐色土ブロック（径1~2cm)を甚本に黒褐色土を若干含む。

5.黒灰色土 灰を基本とし焼土粒子・黄褐色土粒子をわずかに含む。

第213号住居跡カマド

A.暗褐色士 黄褐色土粒子（径1~2mm) ・炭化物粒子を少量含む。堅緻。

B. 暗褐色土 黄褐色土粒子（径1~5mm)を多量に、炭化物粒子・焼士粒子をわずかに

含む。堅緻

C.褐色土 黄褐色土粒子（径 1~3mm)を少絋含み、焼土ブロックを下層域に含む。

粘性があり堅緻。

D.黒褐色土 灰層。炭化物粒子・焼土粒子を多量に含む。粘性なくもろい。

E.焼土ブロック・炭化物・黄褐色土の混合層。やや粘性があり堅緻。

F. 暗褐色土 黄褐色土粒子（径2mm) ・焼土粒子をわずかに含む。粘性があり堅緻。

G.暗褐色土 F層に比べ黄褐色土粒子・焼土粒子を多晨に含む。

H.暗褐色土 黄褐色士粒子（径 1~3mm)を多量に、焼土粒子を少量含む。粘性があり

堅緻。

第213号住居跡貯蔵穴

I.暗茶褐色土 黄褐色土粒子（径3~5mm)を全体的に多量に含む。焼土粒子をわずか

に含む口やや粘性があり堅緻。

2. 暗黄褐色土 黄褐色土プロック（径 1~2cm)を甚本に暗茶褐色土を少鼠含む。粘性

強くよくしまる。

第213号住居跡（第708図）

ち・り一440~442Gridに位置

し、南西コーナーは調査区域外に

かかる。長軸6.2m、短軸4.lmの

長方形を呈するが、噴砂による浸

食を受けているため、いびつな形

態をしている。主軸の傾きは N

-80°— E で、床面までの深さは

50cm前後である。床面はしっかり

としているが、噴砂の影響で落ち

込んでいる部分がある。

カマドは東壁中央に構築されて

いる。袖は地山の造り出しで、燃

焼部は浅く掘り込まれている。煙

道は煙出しにむけて徐々に浅くな

っており、確認時には天井部が一

部に残存していた。柱穴は 4基確

認されている。いずれも深さ20cm

前後と浅く、柱痕も明瞭ではない

が、バランスよくほぽ定位置にあ

る。貯蔵穴はカマドの向かって右

側、南東隅に設けられている。規

模は62X67cm、深さ30cmで、底は

平らである。壁溝は幅が狭く、浅

いが全周するものと思われる。北

東コーナ一部分では壁よりも内側

を巡っているが、このラインが本

来の住居跡のプランであった可能

性がある。

遺物は主に覆土から出土した

が、貯蔵穴．柱穴．壁溝内から完

形の土師器坪が出土している。杯

類の出土がめだっ。土器以外には

士錘が 1点覆上から出土した。ま

た、北西コーナーから編物石が9

点集中して出上した。
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第213号住居琺（第709図）
No. 器種 大きさ(CII） 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口(11.0) 高(3.1)B+R少＋H 橙 25 口縁部ナデ。風化。

2 坪 口12.4 高3.7 B+R多惰＋W' 橙 90 No.5。口縁端部弱いヘラアテ。

3 坪 口13.4 高4.2 R少渭＋N＇少 橙～黒 90 口縁部ナデ。風化。

4 坪 口13.2 高3.7 B+R多渭 橙 95 No.1。体部外面丁寧なヘラケズリ。

5 坪 口(13.8) 高4.5 B+R+W にぶい橙～にぶい 20 ロ縁部ナデ。風化。

黄橙

6 坪 口(14.2) 高3.7 B+R+W にぶい黄橙 30 ロ縁部外面ヘラアテによる段をもつ。体

部外面ヘラケズリ。

7 坪 口(14.0) 高(4.1)B+R少渭少 にぶい橙 15 口縁部外面ヘラアテによる段をもつ。体

部外面風化によりケズリ不明瞭。

8 坪 口14.2 高3.9 B+R+W にぶい黄橙 80 口縁部外面ヘラアテによる段をもつ。

9 坪 口14.0 高4.4 B+R+W 橙 80 口縁部外面ヘラアテによる段をもつ。内

面風化顕著。

10 坪 口(14.0) 高4.3 B+R少渭 にぶい黄橙～黒 15 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

11 坪 口14.0 高3.7 B+R少渭 にぶい黄橙～黒 100 No.2。体部外面丁寧なヘラケズリ。

12 坪 口(14.0) 高（3.9)B+R+il 橙 20 口縁端部ヘラアテ。口縁部外面ヘラアテ

による段をもつ。

13 坪 口15.0 高3.6 B+R+W にぶい黄橙 90 No.6。体部外面風化によりケズリ不明瞭。

14 坪 口(17.0) 高(4.5)B+R多惰 灰褐 10 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

15 坪 口(20.0) B+R少惰少 橙～にぶい褐 15 口縁端部ヘラアテ。体部外面風化により

ケズリ不明瞭。

16 坪 口12.0 高4.2 B+R少＋H にぶい橙 90 No.4。口縁端部弱いヘラアテ。

17 坪 口(12.4) 高3.9 B+R+W にぶい褐 60 口縁部～体部内面中位ナデ。

18 坪 口(12.0) B＋屑 にぶい黄橙 20 口縁端部弱いヘラアテによる段をもつ。

19 坪 口11.8 高4.1 B+W にぶい黄橙 100 No.3。口縁部～体部内面中位ナデ。

20 坪 口13.0 高4.6 B+R+lHW' 橙 70 体部内面ヘラナデ。

21 坪 口12.0 高4.8 B+W 灰黄褐 70 口縁部～体部内面中位ナデ。

22 坪 口(14.0) 高3.6 B+R+W にぶい黄橙 40 体部外面ヘラケズリ。風化顕著。

23 甕 口(26.0) B+R少渭 褐灰 口縁 15 口縁端部面取り。

24 椀 口10.6 高7.0 B多＋R渭＋W' にぶい黄橙～黒 90 体部外面ヘラケズリ、下位のみヘラミガ

キ。

25 蓋 口15.2 B+R+W 橙 上半部 40 口縁端部ヘラアテ。胴部内面ヘラナデ。

26 甑 底(9.0) B+R惰＋砂 橙 下半部 20 胴部外面ヘラケズリ、内面ヘラナデ後ミ

ガキ。

27 甑 底(8.0) 孔(5.4) B+R+W＋砂 （内）黒（外）明赤褐 底部 25 胴部内面ヘラナデ。底部外面ヘラケズリ

28 壷 口(18.O) B+R+W 橙～にぶい赤褐 口縁 20 口縁部外面ヘラアテによる段をもつ。

29 甕 底5.2 B+R惰＋砂多 橙～黒褐 下半部 20 貯蔵穴。底部外面一方向のヘラケズリ
風化により器面ザラザラしている。
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第710図 第213り什居跡カマド（上）および編み物石出土状況（下）
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第711図 第214号住居跡および出土遺物

（第711図）
No. 器種 大きさ(c璽） 胎土 色調 残存率（災） 備 考

1 台付甕脚基部5.8 R渭＋砂多 にぶい黄橙 疇 15 疇内面ヘラナデ、→恥ケメ。脚部内
面ハケナデ。

B+W 1にぶい赤褐 30 胴部内外面・調部内外面細かいハケメ。
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第215号住居跡

1.褐色土

2.暗褐色土

3. 暗黄褐色土

茶褐色土プロック・同粒子を多く含み、炭化物を少饉含む。

茶褐色土プロックを少鼠、炭化物・炭化材が多く含まれる。

茶褐色土粒子を多量に、炭化物を少鼠含む。砂質の強い層。

第215号住居跡貯蔵穴

1.暗褐色土 茶褐色土ブロックを少鼠、炭化物を多量に含む。

゜2.暗黄褐色土 砂質土で、茶褐色土粒子を多く含む。炭化物はほとんど含まれない。

二
冒
ロ
ニ
冒
冒

□ロニ
口

に 2m 
--- | ----1 

／ ＼ 

゜
10cm 

第712図 第215号住居跡および出土遺物

第215号住居跡（第712図）
No. 器種 大きさ(c皿） 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 高坪 口(14.0) B+R+W 橙 坪部 15 口縁端部ナデ。体部外面粗いヘラミガキ
内面風化。

2 高坪 口(14.0) B+W 橙 坪部 20 口縁部外面ハケメ、内面暗文状のヘラミ
ガキ。割れ口に粘土の接合面が観察でき
る。

3 壷 底7.0 B+砂 （内）浅黄橙（外）橙 疇 100 外面胴部～底部ハケメ。胴部内面短かい
単位のヘラミガキ。
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第714図 第216-号住居跡出土遺物

第216号住居跡（第714図）
No. 器種 大きさ（C阻） 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口(12.0) B+R瑾＋W' 橙～灰褐 20 口縁端部ヘラアテ。体部外面ヘラケズリ

2 皿 口(17.2) 高（3.0)B+R＋屑濯' 橙 20 口緑端剖華いヘラアテ。

3 皿 口(16.0) B+R+W 橙 15 口緑端部ヘラアテ。体部外面ヘラケズリ

4 坪 口(16.0) B+R+W 橙 10 口縁端部ヘラアテ。体部外面ヘラケズリ

第214号住居跡（第711図）

ち．り一442• 443Gridに位置し、南半は調査区域外にかかる。検出された一辺は長さ3.3mで、

西壁の残存状況から南北に長い長方形を呈すると推定される。長軸の傾きは N-22°-Wである。

覆土はほとんどなく、確認面と床面のレベルはほぱ同一であった。中央部軸線上に地床炉が確認さ

れている。壁溝は幅23cm前後、深さ 6cmで、検出された範囲で全周する。

出土遺物はごくわずかであったが、台付甕が 2個体確認された。

第215号住居跡（第712図）

と・ちー443• 444Gridに位置する。長軸3.8m、短軸3.6mのほぽ正方形を呈し、長軸の傾きは

N-29°-W、床面までの深さは20cmである。覆土は自然に埋没した状態を示している。

炉は中央部に 3箇所確認されている。いずれも地床炉であり、掘り込みはあまり深くない。ピッ

トは 3基検出されているが、いずれも浅く、本住居跡に伴うものかどうか不明である。貯蔵穴は南

西隅に設けられている。規模は径60cm、深さは30cmで、底は平らである。

出土遺物はほとんどなく、すべて破片である。かろうじて高杯など 3点を復元実測することがで

きた。

第216号住居跡（第713図）

ぬ一445Gridに位置する。あまり明瞭ではないが、第217号住居跡に切られているようである。

北半が道路にかかっているため、その全容は明らかでない。住居内の施設も確認されなかった。

出士遺物は少なく、すべて破片である。土器以外には土製紡錘車が覆土から出土している。
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第217号住居跡（第713図）

り・ぬ一445• 446Gridに位置し、追路と水道によって壊されている。検出された南壁の長さは

5.0mであるか、カマドの位置からみて南北方向に長い長方形を兄するものと考えられる。床面ま

での深さは30cmである。主軸の傾きはカマドAでN-89° E、カマドBでN-l °-Eである。

カマドは東壁（A)と、北壁（B)に構築されているが、互いの新旧関係は不明である。カマドAは

燃焼部の掘り込みをもたず、はっきりとした袖は存在しない。煙道部にかけては攪乱をうけてお

り、明らかでない。カマド Bは袖をもち、燃焼部は浅く掘り込まれている。その他の施設は確認さ

ロニロ□ロ口口／ニロ
ロ／／＿／口l；ー／

□1／／ ／ロ-―ーロ
ロ／／口l-=.-~:~ ~~=二／
＼ 

□□/ 
口

□三
□ □,o  10cm 

第715図 第217号住居跡出土遣物(1)
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第217号住居跡（第715• 7l!i図）
No. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口12.2 底5.0 B+il 橙 70 底部静止糸切り。
高3.5

2 坪 口(11.0) 高3.5 B+W+W' 橙 40 口縁端部ヘラアテ。

3 坪 口(13.4) 高3.2 B+R+W （内）黒（外）橙 30 ロ縁端部ヘラアテ。体部内面黒色を呈す
る。

4 坪 口(14.0) 高(4.0)B+R少惰少 橙～浅黄橙 10 口緑端部ヘラアテ。

5 坪 口(14.0) 高(4.5)B+R+W＋屑＇ （内）黒（外）橙 20 口緑端部ヘラアテ。口縁部～体部外面中
位ナデ。

6 坪 口(14.0) 高(4.4)B+R+W十川' （内）黒（外）橙 20 口縁端部ヘラアテ。

7 坪 口(14.0) 高4.8 B+R少 （内）黒（外）橙 30 口縁攀恥ラアテ滋。

8 坪 口(15.2) 高(4.0)B+W 橙 40 口縁端部ヘラアテ。風化著しく器面凹凸

している。， 坪 口(16.0) B+l'l+W' 橙 15 口縁端部ヘラアテ。内面風化。

10 皿 口(18.0) 高3.6 B+R+II'少 にぶい黄橙 15 内面風化著しく器面凹凸している。

11 坪 口(16.0) 高(5.8)B+R濯＋W' 橙～黒 10 口縁端部ヘラアテ。

12 皿 口(17.8) 高3.0 B+R＋屑＋W' （内）黒（外）橙 35 口縁端部ヘラアテ。体部外面ヘラケズリ

13 皿 口(18.2) 高(3.0)B+R少＋H （内）橙 10 口縁部～体部内面ナデ。

（外）にぶい黄橙～
示早

14 坪 口10.4 底6.4 R少惰少＋砂 橙 50 口縁端部ヘラアテ。内面放射状暗文。
高3.0

15 坪 口(12.0) 底(5.2)B+R＋屑 橙 25 底部外面一方向のヘラケズリ。平底。内
高2.8 面放射状暗文。

16 坪 口(13.6) 高3.6 B+H （内）黒（外）橙 30 内面放射状暗文。

17 坪 口13.6 底11.0 B多＋R濯 にぶい橙 90 口縁端部ヘラアテ。内面暗文。底部外面

高3.1 一方向のヘラケズリ。

18 坪 口(13.6) 高(3.8)B+R+W濯' （内）黒 30 口縁端部ヘラアテ。内面暗文。

（外）にぶい黄橙

19 坪 口(14.0) 高(3.4)関＋砂 橙 25 内面暗文（数条ずつのブロックになって
いる）。底部外面ヘラケズリ。

20 坪 口(14.4)底(9.0) B+W+W' （内）黒（外）橙 40 口縁端部ヘラアテ。内面放射状暗文。底
高（3.9) 部外面ヘラケズリ。

21 坪 口(14.2) 高4.5 B+R++W+W' にぶい橙～黒 30 口縁端部強いヘラアテ。内面暗文。

22 坪 口(16.2) 底9.8 B+W にぶい赤褐 20 ロ緑端部強いヘラアテ。内面暗文。底部
高2.7 外面一方向のヘラケズリ。

23 椀 口(16.2) 底(8.0)B+R＋屑 橙～黒 20 口縁端部ヘラアテ。内面暗文。底部外面
高5.4 ヘラケズリ。

24 坪 口(16.0) 底(8.0)W+W'＋砂 橙～黒 30 口縁端部強いヘラアテ。内面ナデ後暗文

高3.8 底部外面ヘラケズリ。

25 坪 口(16.6) 底9.2 B+R+W 橙 70 口縁端部強いヘラアテ。内面暗文。底部

高4.7 外面ヘラケズリ。

26 坪 口(18.2) 高(4.6)B+W 橙～黒褐 20 口縁端部強いヘラアテ。内面暗文（数条
ずつブロックになっている）。

27 坪 口(13.4) 底 (9.0)B+W 橙～黒 15 内面2本の螺旋状暗文。底部外面一方向
高3.3 のヘラケズリ。

28 坪 口17.0 底9.2 B+W 橙 100 内面5本の螺旋状暗文。底部外面ヘラケ
高3.2 ズリ。

29 手づくね 口（4.4) 底1.6 B多＋R濯 淡黄 30 外面指オサエ。
高3.0
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30 高坪 口(20.6) R多惰 橙 ロ縁 15 口縁部外面ヘラアテによる段をもつ。

31 高坪 R+W 橙 坪部 20 坪部と脚部を接合する突起状の面か残存

している。

32 高坪 脚（12.0) B+R濯＋H＇ 橙～淡黄 呻 25 脚部外面ヘラケズリ。脚裾部内外面ナデ

33 台付甕 脚(10.0) B+R+W 橙 疇 20 脚部外面ヘラケズリ。脚裾部内外面ナデ

34 甕 口13.8 底6.0 B+R瑾＋簡 にぶい橙 70 疇内面ヘラナデ。廊靱面一方向のヘ

高14.3 ラケズリ。

35 椀 口(12.0) B+R+W 橙 口縁 25 口緑部外面ヘラアテによる段をもつ。

36 甕 底5.2 B+R+W+W' にぶい赤褐～にぶ 疇 100 胴部内面指ナデ。底部外面一方向のヘラ

い黄橙 ケズリ。

37 疑 口(19.0) B+R+W+W' 橙～黒褐 口縁 20 ロ縁部ナデ。胴部内面ヘラナデ。

38 甕 口18.6 B+R柑＋柑' にぶい橙～明褐灰 口縁 75 口縁端部弱いヘラアテ。口縁部ナデ。

39 甕 口(20.8) B+W少 にぶい橙 口縁 30 口縁部外面輪積み痕。胴部内面丁寧なナ
プ―̀。

40 甕 口(22.2) R濯＋W' 橙 口縁 40 口縁端部ヘラアテ。胴部外面ヘラケズリ
内面ヘラナデ。

41 甕 口22.6 伯砂多 橙 上半部 60 口縁部ナデ。胴部内面ヘラナデ。

42 甕 口(22.0) B+R少＋W惰' 橙 ロ緑 10 口縁端部強いヘラアテ。胴部内面ヘラナ
プ9・ 。

43 甕 口24.0 R少＋W+W' にぶい橙 25 口縁部外面輪積み痕。胴部内面ヘラナデ

44 椀 口(18.0) H 灰 10 体部外面下位回転ヘラケズリ。胎土中の

含有物量多い。

45 蓋 つまみ4.4 H 灰 つまみ 80 胎土中の含有物量多い。

46 坪 底(5.6) R+W 灰白 20 体部外面最下位、回転ヘラケズリ。底部

回転糸切り。

47 甕 口(19.4) B+W 橙～渇灰 ロ縁 40 胴部内面輪積み痕。風化顕著。

れていない。

遺物はすべて覆土から出土したが、その鼠は比載的多い。賠文の杯類が多いが、放射状の暗文を

もつものに混じって、本遣跡では珍しい螺旋状の暗文を施した恥が2点みられるのが注目される。。

また、鉄製品として刀子の）J身部の破片が出土している。

第218号住居跡（第717図）

ちー445Gridに位置する。長軸4.4m、短軸4.3mで、形状はほぼ正方形を呈している。主軸の傾

きは N 89° Eで、床面までの深さは42cmである。カマドは東壁中央に構築されている。燃焼部

は深く掘り込まれ、袖は小さく造り出されている。本住居跡は礫層にいたるまで掘り込まれている

ため、壁溝や柱穴などの施設は確認できなかった。

出土遺物の量は比較的多いが、破片が多く、按合率はあまり良奸ではない。若干の混入が認めら

れるようである。また、土錘が2点覆土から出土している。
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第218号住居跡

1.暗褐色土 焼土粒子・炭化物を多く含み、礫を少最含む。

2.黒褐色土 拳大の礫・焼土粒子・炭化物を多く含む。土器片が多く含まれる。

3.茶褐色土 礫および細砂を多鼠に含み、少量の焼土粒子・炭化物を含む。

第218号住居跡カマド

A. 黒褐色土 焼土プロック（径5mm~1 cm)を多量に含み、小礫（径

5 mm位）を全体的に含む。

B.暗黄褐色土 黒渇色土を基本に黄褐色士粒子を少贔含む。小礫（径 5

mm~1 cm)を多星に含む。

C. 暗茶褐色土 小礫（径 1~1.5mm)と砂を基本に黒褐色土を少贔含む。

E
ド

寸
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`
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34~ 6m 
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第717図第218号住居跡
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第718図 第218号住居跡出土遺物（1)
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第218号住居跡（第718、719図）
No. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口(10.0) 高(3.2)B+R+W にぶい赤褐～黒褐 口縁 25 口縁端部ヘラアテ面取り。体部外面ヘラ

ケズリ。

2 坪 口(12.0) 高(3.7)B+R+W 橙～黒 35 ロ緑部～体部内面ナデ。

3 坪 口12.4 高(4.4) B+W にぶい橙～褐灰 70 口縁端部ヘラアテ。口緑部と体部の境目

ヘラアテ。

4 坪 口(12.0) W+W' （内）黒 45 口縁端部ヘラアテ。

（外）にぶい褐

5 坪 口(12.0) 高(3.4)B＋屑＇ 浅黄橙～灰黄褐 20 口縁端部ヘラアテ。口縁部外面ヘラアテ

による段をもつ。

6 坪 口(12.0) 高(3.5)B+R＋屑十W' 橙～浅黄橙 20 ロ疇～体部内面ナデ。口縁醐面ヘラ

アテによる段をもつ。

7 坪 口(13.0) 高4.0 B+R+W にぶい赤褐 25 口縁部外面弱いヘラアテによる段をもつ

8 坪 口(14.0) 高(3.7)B+R多＋N 浅黄橙 20 口縁端部ヘラアテ。口縁部外面ヘラアテ

による段をもつ。， 坪 口13.0 高4.6 R+W にぶい赤褐 80 口縁端部強いヘラアテ。口縁部外面ヘラ

アテによる段をもつ。

10 坪 口13.6 高4.4 B+W 橙～黒 70 口緑端部ヘラアテ。口縁部外面ヘラアテ

による段をもつ。

11 坪 口14.0 高4.4 B+R+W にぶい黄褐 90 ロ緑端部ヘラアテ。口縁部外面ヘラアテ

による段をもつ。

12 坪 口(15.0) 高（3.3)R+W 明赤褐 口縁 30 口縁端部ヘラアテ。口縁部外面ヘラアテ
による段をもつ。体部外面ヘラケズリ。

13 坪 口(14.0) 高3.8 B+R+W にぶい赤褐～灰褐 20 口縁部外面ヘラアテによる段をもつ。

14 坪 口(17.0) B+W+W' にふい黄橙 15 口縁端部弱いヘラアテ。体部外面風化に

よりケズリ不明瞭。

15 坪 口(12.0) 高(4.2)B+R+W 橙 20 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

16 坪 口(12.0) 高4.5 B+W 橙 40 口縁端部弱いヘラアテ。体部外面ヘラケ

ズリ。

17 坪 口12.0 高4.8 B+R 橙～にぶい橙 90 口緑端部強いヘラアテ。

18 坪 口11.6 高4.2 B瑾＋W' 橙～にぶい橙 95 口縁部と体部の境目強いヘラアテ。

19 坪 口12.2 高4.8 B+R少瑾 橙～にぶい橙 70 口縁部～体部内面中位ナデ。

20 坪 口(13.2) B+R+W にぶい黄橙 20 口縁端部欠損。体部外面風化著しくケズ

リ不明療。

21 坪 口(14.0) B+R惰 橙 15 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

22 坪 口(9.8) B+W にぶい黄橙 口縁 25 体部外面ヘラケズリ、内面風化により調

整不明瞭。

23 坪 口(9.8) B+R＋屑 橙 25 ロ縁端部ヘラアテ。体部外面ヘラケズリ

内面風化により調整不明瞭。

24 坪 口11.4 高4.2 B+R＋屑 （内）黒 95 口縁端部ヘラアテ。口縁部～体部内面ナ

（外）にぶい橙 プ-。

25 椀 口(12.O) B+R+W 浅黄橙～褐灰 25 口縁端部ヘラアテ。内面暗文。

26 椀 口12.5 高4.1 B+R+W 橙 90 ロ縁端部面取り。内面放射状暗文。

27 椀 口(14.4) 高7.8 B+li+W' 橙 25 外面底部付近風化。

28 椀 口(20.0) R+W 橙 20 口縁端部ヘラアテ。口縁部外面数本の強

いヘラアテによる段をもつ。風化顕著。

29 坪 口(20.0) B+R+W 橙～にぶい橙 15 ロ疇～体部内面ナデ。
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30 壷 B濯＋W' にぶい黄橙 下半部 70 底部外面ヘラケズリ。胴部内外面風化に
より器面凹凸している。

31 鉢 口(26。0) B+R+W 浅黄橙 口縁 20 口縁端部弱いヘラアテ。口縁部外面数本
の弱いヘラアテ。

32 鉢 口(21.6) B+R+W 橙 80 口縁端部ヘラアテ。口縁部外面ヘラアテ
による段をもつ。体部内面ヘラナデ。

33 甕 口(18.0) 佑附＋礫 橙～灰褐 口縁 30 口縁端部ヘラアテ。胴部内面ヘラナデ。

34 甕 口(20.0) B+R＋屑濯'+砂多 橙 口縁 25 口縁端部ヘラアテ面取り。口縁部と胴部
の境目に強いヘラアテによる段をもっ
器面ザラザラしている。

35 甕 口(20.0) B+R＋屑 橙 口縁 25 口縁端部強いヘラアテ面取り。胴部内面
ヘラナデ。

36 甕 口(22.0) B+R少濯＋砂 橙 口縁 20 疇内疇躙み痕疇。内面風化。胎土
中に含有物量多い。

37 甕 口(22.0) B+R＋屑＇＋砂 橙 口縁 30 口縁端部強いヘラアテ沈線。器面ザラザ
ラしている。

38 甕 口(18。O) B+R濯＋礫 橙～黒 上半部 30 口縁端部弱いヘラアテ。胴部内面ヘラナ
プ―̀。

39 高坪 脚(13.2) B+W 浅黄橙 脚部 40 脚部外面風化により器面ツルツル。脚裾
部内外面ナデ。

40 蓋 口(18.6) B濯＋W' 橙～にぶい橙 口縁 20 口縁端部強いヘラアテ。胴部外面ヘラケ
ズリ。

41 壺 底8.0 B+R+W 橙 下半部 80 底部外面一方向のヘラケズリ。底部を僅
かに作り出している。

42 壷 橙～黒 疇 100 胴部外面ヘラケズリ、内面ヘラナデ。

43 壺 口(20.0) B濯少 橙 口縁 25 口緑部ナデ。胴部内面ヘラナデ。

44 甕 口(32.0) B＋屑十W' 橙～褐灰 口縁 10 口縁端部ヘラアテ面取り。胴部外面ヘラ
ケズリ、内面風化により調整不明瞭。

45 壷 口(20.0) B多＋H にぶい黄橙～黒褐 45 口縁疇ヘラアテ疇り。口縁部面へ
ラアテによる段をもつ。胴部内面ヘラナ
プヽ—·`。

46 高台付椀 高台9.6 H 緑灰～灰 高台部 55 疇 5回転糸切り後、高台ナデつけ。

47 甕 口(20.0) w 灰 口縁 15 口縁部外面斜方向のエ具アテ痕をめぐら
す。

48 壷 底9.5 B+R少柑 にぶい黄橙 胴部 40 底部外面ヘラケズリ。底部を僅かに作り
出している。

第720図第219号住居跡カマド
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第219号住居跡（第721図）

ヘ・と一444Gridに位置し、第220号住居跡を切って構築されている。形態は長方形で、規模は

長軸4.lm、短軸3.5m、主軸の傾きは N-77°-Eである。床面までの深さは23cmである。カマド

は東壁やや南寄りに構築されている。燃焼部は浅く掘り込まれ、袖は存在しない。壁溝は狭いが深

く掘り込まれており、ほぽ全周する。礫層に掘り込まれているため、他の内部施設の存在を明らか

にすることができなかった。

出土遺物は少ないが、 6世紀前半と考えられる須恵器蓋が出士している。
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第219号住居跡

1.黒褐色土 焼土粒子・炭化物を少量含む。小礫を含む。

2.暗褐色土 焼土小ブロックを少量含み、炭化物を多く含む。炭化物は 1

層より大きくなる。礫も大きくなり 1層より多く含まれる。

3.黒褐色土 茶褐色土粒子・焼士粒子を少量含む。

第219号住居跡カマド

A.黒褐色土 焼土小ブロックを多量、炭化物・小礫を少量含む。

B.暗褐色土 焼土粒子・炭化物が若干含まれ、礫はほとんど含まれない。 ゜
2m 

第721図第219号住居跡
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第219号住居跡（第722図）
No. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 蓋 ロ(12.4) 高5.6 H 灰 40 天井部回転ヘラケズリ。

2 坪 口(12.0) 高(4.1)B+R にぶい黄橙 25 口縁端部ヘラアテ。体部外面ヘラケズリ

3 坪 口(12.0) 高(4.9)B+R＋柑 橙 25 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

4 坪 口(12.0) 高(4.3)B+R+W濯＇ 橙～にぶい黄橙 25 口緑端部ヘラアテ。口緑部外面ヘラアテ

による段をもつ。体部外面風化によりケ

ズリ不明療。

5 坪 口(12.0) 高(4.2)伯砂多 橙 20 口縁端部ヘラアテ。体部外面ヘラケズリ

6 坪 口(13.0) 高(4.3)B+R少輝 橙 30 口縁部外面ヘラアテによる段をもつ。

7 坪 口(14.0) 高(4.0)B+R+W 浅黄橙 30 口縁端部ヘラアテ。口縁部外面ヘラアテ

による段をもつ。

8 坪 ロ(14.0) B+W 明褐灰～黒褐 15 口縁部外面ヘラアテによる段をもつ。体

部外面風化によりケズリ不明窟。， 坪 口(12.0) 高(4.4)B+R+W にぶい褐 20 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

10 坪 口(12.0) B+R+W 浅黄～黒 20 体部外面風化著しくケズリ不明療。

11 坪 口(12.4) B+R+W にぶい橙～淡黄 20 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

12 坪 口(13.0) B+R+W 橙 30 口縁端部ヘラアテ沈線。

13 坪 口11.4 高5.8 R多＋H 橙 70 口縁部と体部の境目強いヘラアテ。

14 坪 口(13.0) 高5.2 B+R+W 橙 30 口縁攀〖ヘラアテ疇り。体部外面風化
著しく器面ソルツル。

15 坪 口(16.0) Rt¥'I+W' にぶい橙～にぶい 15 壁溝。口縁端部ヘラアテ面取り。風化顕

黄褐 著。

16 高坪 口(25.0) B少＋R+W 橙～にぶい黄橙 暉 20 ロ縁端部弱いヘラアテ。口緑部内外面ナ
プヽ・・マ。

17 高坪 口(14.0) B+R多濯 にぶい橙 25 口縁部内外面ナデ。

18 甕 口(18.4) R+W にぶい黄橙～灰黄 40 胴部外面ヘラケズリ、内面ヘラナデ。

褐

19 褻 口(20.0) 礫 にぶい黄橙 ロ縁 20 口縁疇疇り。風履しく器面ザラザ
ラ。胎土中の含有物量多い。

20 壷 底6.0 B+R+W少 にぶい黄橙 疇 50 外面胴部～底部ミガキ。胴部内面ヘラナ
ァ̀―’。

21 甕 底(7.0) B+R+Wt砂多 橙 疇 45 胴部内面ヘラナデ。底部一方向のヘラケ
ズリ。

22 支脚 上端5.2 下端10.6 R多惰 橙 70 外面ヘラケズリ。内面指ナデ、凹凸して

高12.9 いる。

第220号住居跡（第723図）

ヘ・と一444• 445Gridに位置し、第219• 221苛住居跡に切られる。長軸5.4m、知軸5.3mの正

方形に近い形態を呈する。主軸の傾きは N 70° W、深さは60cmである。礫層を掘り込んで構築

されており、床面に砂を敷いている箇所がみうけられた。

カマドは西壁南寄りに構築されている。袖は地山の造り出しで、燃焼部は煙道に向かって緩やか

に立ち上がっている。貯蔵穴はカマドの向かって左側、南西隅に設けられている。規模は58X

60cm、深さは25cmで、底は平らである。その他の施設は検出されなかった。
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第220号住居跡

1.茶褐色土 黄褐色土粒子（径1mm以下）を全体的に多量に含む。炭化物粒子・小礫

を多く含む。粘性なく堅緻。

2.暗茶褐色土 茶褐色土を基本に黄褐色土ブロック（径5mm~1 cm)を多量に含む。焼

土粒子をまばらに、小礫を多く含む。粘性なく堅緻。

3.黒褐色士 黄褐色土粒子（径1~3mm)および焼土・炭化物粒子を多蓋に含む。土

器を多く含み、礫は他層に比べ少ない。粘性なく堅緻。

4.黄褐色土 黄褐色士ブロック（径1~3cm)を基本に茶褐色士をまばらに含む。小

礫を少量含み、粘性なく堅緻。

5.暗黄褐色土 暗茶褐色土を基本に黄褐色士粒子（径1mm以下）を少量含む。炭化物粒

子をまばらに含む。

6.黒色土 焼士・炭化物粒子多量に含み、黄褐色士粒子（径 1~3mm)をまばらに

含む。他層に比べてしまりがなく粘性がない。砂質。

第220号住居跡カマド

A.暗黄褐色土 赤褐色焼土ブロックを多量に、茶

褐色土小ブロックを少量含む。

B.暗褐色土 焼土小プロックを少量、灰を若干

含む。

C.黒褐色土 灰を多量に、焼土粒子を少量含む。

0 2m 

第723図第220号住居跡
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第724図 第220号住居跡出土遺物(1)
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第220号住居跡（第724~727図）
No. 器種 大きさ(c皿） 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口10.6 高(4.3) R+W にぶい赤褐～黒 50 口縁部～体部内面中位ナデ。

2 坪 口(10.6) 高4.9 B+R多廿l 赤～橙 70 風化著しく調整不明。

3 坪 口11.0 高(4.9) R+il にぶい赤褐 50 口縁端部面取り。体部外面ヘラケズリ。

4 坪 口10.8 高4.5 B+R濯少 橙 70 口縁部～体部内面中位ナデ。体部外面へ

ラケズリ。

5 坪 口11.4 高4。5 B少＋R濯少 橙～褐 80 口緑部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

6 坪 口(11.4) 高(4.8)B+R多＋H 橙 40 口縁端部繭又り。体醐面ヘラケズリ。

7 坪 口(12。O) 高(5.1)B+R+W 橙 30 口緑部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

8 坪 口(12.0) B+W 橙～灰褐 25 口緑端部ヘラアテ。口緑部～体部内面ナ
ァ—―。

， 坪 口(12.0) 高4.3 R+W 橙 20 口縁端部面取り。

10 坪 口(12.0) 高(4.3)B+R+W 橙 25 体部外面ヘラケズリ。風化顕著。

11 坪 口(12.0) R+il+砂 にぶい黄橙 35 口縁端部面取り。口緑部外面風化著しく

ケズリ不明瞭。

12 坪 口(12.0) 高4.2 R多＋H 橙 10 風化著しく器面ツルツル。

13 坪 口(12.0) R多＋屑 橙 25 体部外面風化によりケズリよく見えない

14 坪 口12.0 高4.6 B+R十川 にぶい黄橙 60 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

15 坪 口12.0 高5.3 R+W 橙 80 ロ疇ナデ。衛訟面ヘラケズリ。

16 坪 口12.2 高5.2 B+R多＋H十W' 橙 100 口縁端部ヘラアテ面取り。体部外面風化

によりケズリよく見えない。

17 坪 口(12.0) R+W+W' 橙 30 口緑端部面取り。口縁部と体部の境目強

いヘラアテ。

18 坪 口12.0 高4.8 B+R+W+W' 浅黄橙 70 口緑部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

19 坪 口(11.8) 高4.4 R+W にぶい黄橙～橙 60 体部外面風化によりケズリよく見えない

内面ヘラエ具痕。

20 坪 口(12.0) 高4.7 R+W 橙～にぶい黄橙 25 口縁端部面取り。体部外面風化著しくケ

ズリ不明瞭。

21 坪 口(12.2) 高4.4 R多＋H にぶい黄橙 40 口縁端部面取り。胎土中の含有物量多い

22 坪 口12.2 高4.7 R+W 橙 80 口縁端部ヘラアテ。体部外面ヘラケズリ

23 坪 口12.4 B+R+W 橙 80 体部外面風化著しくケズリ不明瞭。

24 坪 口12.6 高4.7 R多刊 橙 70 口縁端部ヘラアテ面取り。

25 坪 口12.8 高4.0 B+R+W 橙～黒褐 60 口縁端部ヘラアテ。

26 坪 口(13.0) B+R+W 橙 40 体部外面風化によりケズリ不明瞭。

27 坪 口(13.0) 高(4.1) R+W 橙 30 口縁端部面取り。体部外面風化によりケ

ズリ不明瞭。

28 坪 口(13.0) 高(4.3)R濯＋砂 にぶい橙～黒褐 20 ロ緑端部面取り。体部外面ヘラケズリ。

29 坪 口(13.0) B+R+¥'I濯＇ にぶい橙 30 口縁部ナデ。内面風化。
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30 坪 口(13.0) 高5.4 R+W+W'少 橙 30 体部外面風化によりケズリ不明瞭。

31 坪 口12.8 高5.4 R多瑾 橙 90 風化著しく調整不明。

32 坪 口(13.0) 高(5.0)R渭少＋砂 にぶい橙 35 口縁端部面取り。体部外面ヘラケズリ。

33 坪 口(13.4) 高(3.6)R+W 疇 40 口縁端部ヘラアテ。体部外面ヘラケズリ

34 坪 口(13.6) 高3.4 R+W 黒褐 40 口縁端部ヘラアテ。体部外面ヘラケズリ

35 坪 口(14.0) B+R少刊少 にぶい黄橙～灰白 20 口縁端部ヘラアテ。体部外面風化により
ケズリ不明瞭。

36 坪 口(13.8) B+R渭＋W' 橙 35 口縁端部繭又り。

37 坪 口(14.0) B+W 橙 30 口縁端部面取り。体部外面ヘラケズリ。

38 坪 口(14.0) 高(4.5)R多＋li濯＋砂 橙 25 ロ縁端部ヘラアテ面取り。

39 高坪 口(14.0) H 青灰 坪部 10 口縁部に強い稜をもつ。ロクロ成形。

40 坪 口(14.0) B+R瑾＋W' にぶい橙 25 ロ縁端部繭又り。体部外面ヘラケズリ。

41 坪 口(14.0) 高(5.3)B+R濯 橙 40 口縁部～体部内面ナデ。

42 坪 口(14.0) 高5.7 R＋屑十H' にぶい橙 20 口縁端部ヘラアテ面取り。口縁部と体部
の境目強いヘラアテ。

43 坪 口(14.0) B+R+w 橙～にふい黄橙 25 口縁端部ヘラアテ面取り。

44 坪 口（14.0) 柑 にぶい黄橙 25 口緑端部面取り。体部外面ヘラケズリ。

45 坪 口(14.0) R＋屑 橙 30 口縁端部繭又り。知訊面風化によりケ

ズリ不明瞭。

46 坪 口(14.4) 高6.6 B+R多＋＼i濯＇ 橙～にふい黄橙 70 口縁端部面取り。

47 坪 口14.8 高6.4 R+¥'I 明赤褐 70 口縁端部面取り。

48 坪 口14.8 B+R+W 橙 50 口縁端部ヘラアテ面取り。

49 坪 口(16.0) 高(6.1)R濯＋W'＋砂 橙～褐 30 体部外面風化によりケズリ不明瞭。

50 坪 口(16.0) B+R+W+W' にぶい橙～灰褐 20 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

51 坪 口16.0 高(6.0) B+R濯少 橙 90 口縁端部面取り。

52 坪 口(10.2) 高4.6 R+W 黒褐 40 口縁端部ヘラアテ面取り。

53 坪 口12.0 B+R+W 橙～浅黄橙 50 口縁端部ヘラアテ。

54 坪 口(12.0) B+W 灰黄褐 25 体部外面風化によりケズリ不明瞭。

55 坪 口(12.0) R少柑＋W' にぶい橙～黒 25 口縁端部弱いヘラアテ。口縁部と体部の
境目強いヘラアテ。

56 坪 口(14.0) 高(4.1)R多柑 橙 15 体部外面風化によりケズリ不明瞭。

57 坪 口(14.0) 高3.1 B+R+W 橙 25 口縁部ナデ。胎部外面ヘラケズリ。

58 坪 口(12.6) R+W 橙～黒 45 口縁端部弱い面取り。体部外面ヘラケズ
リ。

59 坪 口(12.0) 高5.0 R+W 橙 30 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。
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60 坪 口(12.0) R多＋H 橙 30 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

61 椀 口(12.0) 底(4.0)H＋砂 橙 15 口縁端部ヘラアテ面取り。底部外面ヘラ
高(5.1) ケズリ。体部と底部の境不明瞭．

62 椀 口(12.0) R+W 橙 20 口縁端部ヘラアテ。

63 鉢 口13.6 底4.0 R多＋H十W' 橙 90 体部外面指ナデ。底部木葉痕。
高6.4

64 鉢 口(18.0) R+W にぶい橙 35 口縁部ナデ。風化顕著。

65 鉢 口(19.0) B+W 橙～にぶい赤褐 口縁 25 口縁部ナデ。体部外面風化によりケズリ
布朦、内面ヘラナデ。

66 小型壷 底4.0 R+W 橙～灰褐 疇 80 疇中位遷く屈曲する。底部木尉頁。

67 高坪 口（7.2) 調11.4 B+R多＋川 橙 60 口縁端部ヘラアテ。脚部外面ナデ。
高13.8

68 高坪 口(17.8) B+R多＋H 橙 50 口縁端部ヘラアテ。調部外面ナデ。
調（11.2)高(13.3)

69 高坪 口(24.2) R+W 橙 坪部 30 口緑端部弱い面取り。口縁部ナデ。

70 高坪 口(26.8) B+R+W 橙 坪部 30 風化著しぐ貞整札朦。

71 高坪 臓基部4.0 H＋砂 橙 30 坪部内面風化により器面凹凸している
騨部外面ナデ。

72 高坪 調(6.0) R＋川＋砂 にぶい橙 脚部 30 臓部内外面ナデ。

73 高坪 調基部4.4 B+R+W にぶい褐 脚部 80 坪部と調部の境目ナデ。脚部内面ヘラナ
プ—―。

74 甕 口20.2 底5.0 B+R多＋H 橙～暗赤褐 60 口縁端部ヘラアテ面取り。底部外面一方
高14.9 向のヘラケズリ。

75 甕 口18.4 底6.0 R渭＋砂多 橙～にぶい黄橙 90 No.1。口縁端部ヘラアテ面取り。胴部外
高18.0 面風化により器面ザラザラでケズリ不明

瞭。底部外面一方向のヘラケズリ．
76 壷 口(12.0) B+R+W 浅黄橙 上半部 20 口縁端部ヘラアテ。体部外面風化により

ケズリほとんど見えない。

77 甕 口18.2 R＋砂 にぶい橙 口縁 55 口縁端部弱い面取り。風化顕著。

78 甕 口(18.0) R+W にぶい橙 口縁 15 口縁端部ヘラアテ面取り。

79 甕 口(18.0) 砂 橙～掲灰 口縁 55 口縁端部面取り。胴部内面ヘラナデ。

80 甕 口(18.0) B+R少＋W+W' にぶい橙 口緑 30 口縁端部ナデ。胴部内面ヘラナデ。

81 甕 口18.2 B+R渭＋W'＋砂 橙 口縁 80 口縁部ナデ。胴部内面ヘラナデ。

82 甕 口(20.0) B+R+W＋礫多 橙～灰褐 20 口縁部ナデ後、胴部外面ヘラケズリ。

83 甕 口(18.2) R渭＋砂多 にぶい橙 口縁 45 口縁部ナデ。胴部内面ヘラナデ。

84 甕 口(19.0) R渭＋砂 にぶい橙 上半部 25 胴部輪積み痕明瞭。風化顕著。

85 壷 口(19.6) B+R+W 橙 口縁 40 口縁部外面ヘラアテによる段をもつ。胴
部内面ヘラ木目痕明瞭。

86 壷 口(22.0) B+R+W にぶい黄橙 口縁 20 口縁端部面取り。胴部内面ヘラナデ。

87 壷 底8.0 B+R+W 淡赤橙～にぶい橙 底部 50 底部外面ヘラケズリ。内面風化。

88 壷 底(8.0) B+R渭＋砂 橙 底部 30 胴部外面ヘラケズリ、内面ヘラナデ。風
化。

89 壷` 底8.6 R多＋H 橙 疇 100 胴部外面風化。底部木葉痕。
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底(6。0)

壷 I底6.0

甕 l底6.2

B+R濯少

BHI 

B+R＋砂多

疇 20 疇内面ヘラナデ。底訊面ヘラケズリ

疇 100 犀郎面風化によりケズリ不疇。底部
外面一方向のヘラケズリ。

疇 80 1風イ頃しく鴫不疇。

本住居跡の覆土には多贔の礫とともに、多くの土師器が含まれていた。破片が多く、接合率もあ

まり良好ではない。土師器以外には須恵器の破片が1点出土している。小破片であるためはっきり

とはしないが、口縁に明瞭な段をもつその形態から、おそらく無蓋高坪の坪部破片と推定される。

6世紀初頭頃のものであろうか。

第221号住居跡（第729図）

へ。と一444• 445Gridに位置し、南東コーナーが第220号住居跡と、南西コーナーが第222号住

居跡と切り合い関係にある。長軸6.0m、短軸4.5mの長方形を呈し、主軸の傾きはN-85°-E、

床面までの深さは23cmである。

カマドは東壁やや北寄りに設けられている。袖は地山の造り出しで、燃焼部は明瞭に掘り込まれ

第728図 第221号住居跡カマド
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□ 第22,1号住居跡
1.茶褐色土 黄褐色土粒子（径 1~2mm)を全体的に多く含み、炭化物粒子をまばらに

含む口礫を少し含み、粘性なく堅緻。

2.暗褐色土 褐色土粒子（径1mm以下）を少鼠、礫を多最に含む。粘性があり堅緻。

3.黒褐色土 茶褐色土を基本に焼土および灰を多盤に含む。やや粘性があり堅緻。

4.黄褐色土 茶褐色土を基本に黄褐色土プロック（径5血～1cm)を多鼠に含む。粘性

なく堅緻。

D• 
第221号住居跡カマド

- A. 暗褐色土 焼土粒子を少鼠、炭化物を

若干含む。

B.褐色土焼土小ブロックが多最に含

まれ、若干の炭化物を含む。

C.暗褐色土 礫を多簸に、焼土プロック

を若干含む。しまりはある

が粘性に欠ける。

0 2m 
トー—- ---+--―- --|  

第729図第221号住居跡
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第731図 第221号住居跡出土遺物 (2)

第221号住居跡（第730• 731図）
No. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口(12.2) 底(6.0)B十川 灰 45 疇回転糸切り。
高3.7

2 坪 口12.4 底6.2 B+W 灰オリープ 70 疇回転糸切り。
高3.7

I 
3 坪 口12.6 底6.0 B+IHW' 暗オリーブ灰 80 1貯蔵穴。底部回転糸切り。

高3.4

4 坪 口(13.8) 底5.8 R+W少 灰白 15 疇回転糸切り。
高3.5

5 坪 口(13.0) 底6.0 H 灰 20 底部回転糸切り。
高3.8

6 坪 口(12.4) 底（6.6) W 灰 40 底部回転糸切り。
高3.4

7 坪 口(12.8) 底(5.8)Ii 灰白 30 疇回転糸切り。
高(3.7)

8 坪 底5.6 H 灰 底部 100 疇回転糸切り。口縁部欠損。

， 坪 口(13.0) 底(6.2)R+W 灰 35 頸。蒻回転糸切り。
高(3.6)

10 坪 口12.8 底5.7 B+W 灰 60 疇回転糸切り。
高3.4

11 坪 口(13.6) 底(5.6)B少＋H 灰 15 疇回転糸切り。
高3.4

12 坪 口(12.8) 底(5.6)W 灰 30 貯蔵穴。底部回転糸切り。
高3.7

13 坪 口(13.0) 底(6.4)W+W' 暗 40 疇回転糸切り。
高3.3

14 皿 口(18.8) 底6.7 B多＋R+W 浅黄～灰 40 貯蔵穴。底部回転糸切り。重ね焼きの痕
高3.0 跡あり（径8.0cm)。風化顕著。
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15 皿 口(14.0) 底(5.4)B+W 灰 15 鴫．回転糸切り。
高(2.1)

16 皿 口(15.0) 底(6.6)B+R+W+W' にぶい黄褐～灰 35 疇回転糸切り。配虚麟。
高2.6

17 皿 口15.0 底6.3 B+W+W' 灰 80 疇回転糸切り。
高2.5

18 皿 口15.2 底6.3 B+W+W' 灰 70 疇回転糸切り。
高2.4

19 高台付椀 口(14.6) 高5.8 B+R渭＋W' 灰黄 15 底一部回転糸切り後、高台ナデつけ（風化
高台(6.4) により見えない）。

20 高台付椀 口14.0 高6.1 B消＋礫少 オリーブ灰 65 疇回鯰切り後、高台ナデつけ。
高台6.6

21 高台付椀 高台7.6 佑礫少 緑灰 高台部 疇回転糸切り後、高台ナデつけ。
100 

22 高台付椀 口19.4 高10.0 B惰＋礫 灰 65 疇回転糸切り後、高台ナデつけ。
高台10.5

23 高台付椀 高台6.8 B+W 灰 高台部 カマド。底部回転糸切り後、高台ナデつ
100 け。高台端部ヘラアテ。

24 壷 青灰 口縁端部外面櫛描波状文。内面に自然釉
付着。

25 坪 口(12.0) 底(7.0)B+R+W 橙 20 口縁部ナデ。底部外面ヘラケズリ。風化
高(3.0) 顕著。

26 坪 口12.0 底7.8 B+W 橙 95 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。
高3.4

27 坪 口12.3 底7.8 B+R+W+W' にぶい橙 75 口緑部外面ヘラアテによる段をもつ。胴
高3.4 部内面ヘラナデ。

28 窺 口(18.0) B+R+W+W' 橙～にぶい橙 口縁 25 口縁端部ヘラアテ沈線。胴部外面ヘラケ
ズリ、内面ヘラナデ。

29 窺 口(19.0) B+R+W+W' 橙 口緑 35 口縁部ナデ。胴部外面ヘラケズリ、内面
ヘラナデ．

30 甕 口(19.2) B+R少＋W+W' にぶい赤褐 45 カマド。口縁部ナデ。体部外面ヘラケズ
リ、内面ヘラナデ。

31 甕 口(22.0) B+R+W+W' 橙 口縁 25 口縁部ナデ。胴部外面ヘラケズリ、内面
ヘラナデ。

32 甕 底(15.4) B渭＋礫少 灰 底部 65 胴部外面ヘラケズリ。底部外面ほぼ一方
向のヘラケズリ。

33 甕 底（18.0) B渭＋礫少 暗青灰 底部 30 胴部外面ヘラケズリ、内面ヘラナデ。

34 甕 底（17.0) H＋礫少 暗青灰 底部 25 輪積み成形。胴部~ト端ヘラケズリ。底部
外面多方向のヘラケズリ。

ている。なお、煙出しは第71号土坑を切って構築されている。壁溝は西側と南側からは明瞭に認め

られたが、ほぽ同じ幅で全周するものと考えられる。貯蔵穴はカマドの向かって右側、南東隅に設

けられている。方形のプランで、規模は82X73cm、深さは30cmである。底部の掘り込みは若干だら

しがない。柱穴は確認することができなかった。

遺物は主に覆土から出土したが、須恵器杯類が多贔に含まれていた。壁溝内からも須恵器杯の出

土をみる。

第222号住居跡（第732図）

ヘ・と一445• 446Gridに位置し、第221 • 223号住居跡に切られる。規模は長軸4.8m、短軸

4.6mで、形態は正方形に近い。主軸の傾きは N-4°-E、床面までの深さは20cmである。覆土は

一部攪乱の影響を受けている。

カマドは北壁中央に位置するが、煙道部のほとんどが第221号住居跡によって切られている。燃
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第222号住居跡

1.褐色土 茶褐色土プロック・同粒子を多星に、焼土粒子を少星含む。

2.暗褐色土 茶褐色土粒子を少鼠、同プロックは若千含まれる。焼土粒子

は1層より多くなる。

第222号住居跡貯蔵穴A

1.暗褐色土 茶褐色土および粘土小プロ

ックを多凪に混入。焼土粒

子・炭化物を若干含む。

第222号住居跡貯蔵穴B

1.褐色土焼土プロックを多最に、炭

化物を少景含む。しまりよ

＜粘性に富む。

0 2m 
ト—| - 1 

第732図第222号住居跡
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第222号住居跡（第733~735図）
No. 器種 大きさ（C且） 胎土 色調 残存率（災） 備 考

1 坪 ロ(12.0) 高(4.1)B+R+W 橙 30 体部外面細かいヘラケズリ。

2 坪 口12.0 高5.0 R+W 橙 50 口縁部～体部内面中位ナデ。やや風化。

3 坪 口(12.6) R+W+W' 橙 45 風化顕著。

4 坪 口(13.0) B+R多＋N にぶい黄橙 20 ロ緑部と体部の境目ヘラアテ。

5 坪 口(13.0) 高4.9 B+R多惰 橙～黒 50 風化著しく調整不明瞭。

6 坪 口13.0 高5.4 R多瑾 にぶい黄橙 80 ロ縁部ナデ。風化顕著。

7 坪 ロ(13.0) 高(5.9)B+R+li少 にぶい黄橙 30 口緑部～体部内面ナデ。

8 坪 口13.6 高5.3 R+W 橙～にぶい黄橙 70 体部外面ヘラケズリ。風化顕著。

， 坪 口(14.0) B+R多＋屑 にぷい橙 25 風化顕著。外面一部剥離している。

10 坪 口12.6 高5.8 B少＋R＋柑 にぶい赤褐 90 ロ縁部ナデ。体部外面風化によりケズリ

不明瞭。

11 坪 口13.0 高5.5 B+R多＋H にぶい黄橙～黒 50 体部外面風化によりケズリ不明瞭。

12 坪 口(14.0) B+R+W 橙 20 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。風化

13 坪 口(13.8) 高(5.5)B+R多＋H 橙 30 体部外面風化によりケズリほとんど見え

ない。

14 坪 口(13.2) 高(5.7)R渭少 橙 40 風化著しく調整ほとんど見えない。

15 坪 口(14.0) R十川 橙 15 口縁部と体部の境目ヘラアテ。

16 椀 口(12.0) R+W 橙 上半部 20 胴部外面ヘラケズリ、内面ヘラナデ。風
化。

17 高坪 口(15.0) R多惰 橙 70 脚部中位に三角形の透かしが2ヶ所認め
られる。風化顕著。

18 高坪 口(22.0) B+R+W 橙 坪部 40 口縁部内外面ナデ。

19 高坪 脚12.0 R＋屑 橙 脚部 70 脚裾部内外面ナデ。

20 壷 口(14.6) B+R多＋H 橙～にぶい黄橙 40 胴部内面ヘラナデ。風化。

胴（17.6)

21 頴 口(16.2) R＋屑＋砂 にぶい黄橙 ロ縁 40 口縁部ナデ。胴部内面ナデ。

22 甕 底6.6 B+R瑾＋砂 橙～黒褐 下半部 40 胴部内面ヘラナデ。底部外面ナデ？やや
風化。

23 甕 口16.0 B+R＋付＋砂 にぶい橙 30 ロ疇ナデ。疇内面ヘラナデ。

24 甕 口(18.2) R＋砂多 橙 上半部 30 胴部外面ヘラケズリ。風化顕著。

25 壷 底6.2 B+W＋砂多 （内）にふい黄橙～ 下半部 70 風化著しく器面ザラザラしている。胴部
黒褐（外）橙 に輪積み痕。胎土中の含有物量多い。

26 襄 口17.2 R＋礫 浅黄 上半部 70 頚部外面ヘラエ具痕。胎土中の含有物量
多い。

27 琵 口17.6 底7.2 B+R多＋柑十川＇ にぶい黄橙 50 底部外面ほぼ一方向のヘラケズリ。

高28.7

28 甕 口(18.6) 底6.6 伯礫多 橙 70 胴部外面上半粗いハケメ、下半ヘラケズ

高30.0 リ。凹み底。風化。胎土中の含有物量多

tヽ。

29 甕 口(18.8) 高30.6 B少斗R濯 浅黄橙 70 口縁端部面取り。胴部内面輪積み痕。底

胴23.6 部風化により調整不明瞭。
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30 甕 口(19.2) 底6.6 R+W+砂 灰黄～にぶい橙 70 底部周辺ヘラケズリ。凹み底。風化。

高31.8 胴22.6

31 甕 口(20.6) R+W＋砂多 橙 30 風化著しく器面ザラザラ。胎土中の含有

物量多い。

32 甕 口(20.0) B+R少渭＋W' にぶい黄橙 上半部 60胴部内面ヘラナデ。

33 甕 口19.0 R多＋H＋砂多 浅黄 上半部 70 胴部外面ヘラケズリ、内面ヘラナデ。

34 壷 口18.6 胴(25.0) B+R+W にぶい赤褐 35 No.7。口縁端部ヘラアテ。胴部内面ヘラ
ナデ。

35 壷 口(20.2) B+R+W多 にぶい黄橙～黒 上半部 30 口縁鋤濯弱澤をもつ。胴畢内面ヘラ
ナデ。

36 壷 口(18.8) R+W 橙 口縁 15 口縁端部ヘラアテ面取り。口縁部外面一
部・頚部内面ハケメ。胴部外面ハケメ

内面ヘラナデ。

37 壷 口(20.2) 砂 にぶい橙 口縁 50 口縁部外面ヘラアテにより段をもつ。

38 壷 胴28.5 B+R少＋H＋砂 にぶい橙 胴部 70 胴部外面風化によりケズリ不明瞭。

39 壷 底6.8 B+R+W （内）灰黄褐 底部 100 疇内面ヘラナデ。風化顕著。
（外）にぶい赤褐

40 壷 底6.4 屑＋W'＋礫 橙 底部 90 胴部内面ヘラナデ。

41 甕 底7.4 B+R少渭＋屑＇ 橙～にぶい黄橙 底部 100 貯 B。底部外面ヘラケズリ後ナデ。

焼部もまた後世の攪乱をうけており、残存状態は良好ではない。小さく造り出された袖が片側にか

ろうじて確認することができた。柱穴は 4基、深さはいずれも40~50cmである。その位置は典型的

でバランスがとれた配置である。

壁溝は幅29cm、深さ15cmで、一部を除いて全周する。貯蔵穴は 2箇所に設けられている。貯蔵穴

Aはカマドの向かって左側、北西隅にある。規模は73X70cm、深さは18cmである。貯蔵穴Bはカマ

ドの向かって右側、北東隅にある。規模は76X75cm、深さは42cmである。ともに覆土は均ーである

が、貯蔵穴Bの覆土には多量の焼士ブロックが混入しており、住居跡に伴わない後世の土坑である

可能性がある。また、カマドの対面南壁際には主柱穴よりも浅いピットが検出されている。これは

おそらく入口の施設に伴うものと考えられる。

出土遺物は多く、プラン確認時にも多量の遺物が出土した。主として土師器の破片であるが、甕

壺類の出土がめだっている。

さて、第219~222号住居跡の新旧関係は、平面におけるプランの確認および覆土断面の観察か

ら、（旧→新） 220→219→221、222→221という関係を明らかにすることができた。これは各住居跡

の出士遺物からも裏づけることができよう。
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第223号住居跡

1.暗褐色土

2.暗茶褐色土

焼土粒子・炭化物を少鼠含む。

茶褐色土ブロック・炭化物を多量に、焼土粒子を少鼠含む。

第223号住居跡貯蔵穴

1.暗褐色土 茶褐色土プロック・同粒子を多量に、炭化物・焼土粒子を少最含む。

第223号住居跡カマド

A.褐色土 茶褐色土粒子を多鼠に、炭化物を少量含む。
B. 暗褐色土 焼土粒子をやや多く、炭化物を少巖含む。しまりよし。
C.暗褐色土 2層に焼土プロックが多量に含まれる。天井の崩落したもの。
D.黒褐色土 しまりなく、灰を多盤に含む口焼土プロック・炭化物を多めに含む。
E.暗茶褐色土 よくしまった土で、茶褐色土プロックを多盤に、炭化物・焼土粒子を少

星含む。
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第736図 第223号住居跡
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第737図 第223号住居跡出土遺物

第223 弓•中五 ；’'、（第737図）
No. 器種 大きさ（C且） 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口(13.0) 底(6.4)関 灰白 30 カマド。底部回転糸切り。
高(3.5)

2 高台付椀 口14.8 高6.4 B多惰 灰白 80 疇回転糸切り後高台ナデつけ。風化顕
高台6.7 著。

3 皿 口(15.0) 底(6.8) W 灰 40 疇回転糸切り。
高2.6

4 坪 口(13.7) 高3.6 橙～にぶい黄橙 50 口縁部～体部内面ナデ。

5 甕 口(16.0) B+R+W惰＇ 橙～にぶい橙 ロ緑 15 口縁部ナデ。胴部内面ヘラナデ。風化顕
著。

6 甕 口(20.0) B+R+W+W'少 橙～褐灰 30 口縁端部接合せず復元実測。

第223号住居跡（第736図）

ヘー446 • 447Gridに位置し、第222 • 224号住居跡を切る。形態は短い長方形を呈し、 長軸

3.9m、短軸3.2mである。主軸の傾きは N-90°-Eとほぼ真東を向く。床面までの深さは23cmで

ある。覆土の層は単純で、自然に堆積した経緯を示している。東南コ ナ と南西コーナ に攪乱

をうけている。

カマドは東壁中央に構築されている。袖はなく、燃焼部は深く掘り込まれている。壁溝はカマド

のある東壁を除いて検出された。幅18cm、深さは 6cmである。貯蔵穴はカマドの向かって左側、北

東隅に設けられている。規模は64X60cm、深さは14cmと浅い。床面を精査したが柱穴は確認されな

かった。

出士遺物は破片で量は少ないが、土器以外に用途不明の鉄製品が出土している。
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第224号住居跡

1.暗茶褐色土 炭化物・焼土粒子をわずかに含む。

2.褐色土 茶褐色土粒 rを多贔に、炭化物・焼土粒子をごくわずかに含む。

3.褐色土 茶褐色土粒子・炭化物・焼土粒子を 2層より多く含む。

4. 暗黒褐色土 砂を多く含み、炭化物・焼土粒子も多鼠に含む。

5.暗褐色土 砂を多く含み、炭化物・焼土粒子を少量含む。茶褐色土が径5

~7cIllのブロック状に混入。

6.褐色土 茶褐色土粒子・炭化物を少械含む。

第224号住居跡カマド

A.黄掲色土 カマド天井部．下部が赤色に焼けている。

B.灰褐色土 炭化物・灰を多く含む。しまりに欠ける。

C.赤褐色土 カマド壁体の崩落土。

D. 灰褐色土 灰・炭化物・焼土を多く含み、しまりに

欠ける。

第224号住居跡
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第739図 第224号住居跡出土遺物

第224号住居跡（第738図）

ほ・ヘ一446• 447Gridに位置し、第223• 226号住居跡に切られる。噴砂を伴う地割れによって

南壁が大きく歪んでいる。本来は一辺5.8m程度のほぼ正方形の形態であったと推測される。主軸

の傾きは N-22°-Eで、床面までの深さは40cmである。覆土は均等な埋没状態を示しており、地

割れは本住居跡が完璧に埋没したあとでおきた現象と考えられる。

カマドは北壁ほぽ中央に構築されている。袖はほぽ床面の高さで確認されたもので、実体はほと

んど残っていない。燃焼部は掘り込まれていないが、焼土の薄い堆積がみられた。煙道は四角くく

り抜かれており、わすかに屈曲している。

柱穴は東側に 2基確認された。地割れのために確認できなかったが、西半分にもおそらく存在し

ていたであろう。壁溝は幅20cm、深さ10cmで、全周している。カマドの右側に士坑が2つ並んだ状
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第224旦圧E呻（第739図）
No. 器種 大きさ(c■) 胎土 色調 残存率（%) 備 考

1 坪 口12.0 高5.7 B+R+W 橙 90 体部外面丁寧なヘラケズリ。

2 坪 口(11.6) 高4.6 R多渭 橙 30 風i頃しく貞整札朦．

3 坪 口(13.0) 高(4.4)B少＋R+W少 橙～にぶい褐 10 口縁端部面取り。体部外面ヘラケズリ。

4 坪 口(14.0) 高(5.0)R多渭 浅黄橙 20 風化著しくー調整イ湖薫。

5 坪 口(13.0) 高(5.6)B+R+W 橙～浅黄橙 25 口縁端部繭又り。風化。

6 坪 口(12.6) 高4.1 R多＋H 橙～黒 50 衛訊面風化によりケズリ不明瞭。

7 坪 口(12.0) 高5.5 W+W' 橙～にぶい黄橙 40 知訊疇化著しくケズリ不明瞭。

8 坪 口(14.0) 高(5.4)B少＋R渭少 橙 25 口縁端部面取り。口縁部と体部の境目へ
ラアテ。体部外面風化によりケズリ不明
瞭。， 坪 口(12.0) 高(4.6)R多＋H 橙 25 風化着しく調整小明瞭。

10 坪 口10.2 高4.9 B+R多 橙 60 口縁部内面に稜をもつ。

11 椀 口（9.2) 高5.7 R+W 橙～灰褐 45 体部外面下半ヘラケズリ。

12 椀 口(10.0) B+R+W 橙 上半部 40 口縁部～体部上半内外面ナデ。体部外面
下半ヘラケズリ。風化。

13 高坪 口(15.4) R多＋H 橙 15 風化著しく調整イ喝薫。

14 壷 口(18.0) H＋礫多 橙 口縁 40 口縁部外面ヘラアテ。風化著しく器面凹
凸している。

15 壷 底7.0 B+R渭＋砂多 橙 底部 100 胴部外面ヘラケズリ、内面ヘラナデ。底
部外面一方向のヘラケズリ。

16 壷 口(20.2) H＋砂 橙～にぶい黄橙 口縁 35 口縁端部面取り。風化顕著。

17 壷 胴部(16.8) 砂 橙 胴部 60 カマド。風化顕著。胎土中含有物量多い

態で設けられている。深さは12cmと浅いが、覆土には灰や焼土が多量に含まれていた。貯蔵穴とは

異なる性格をもつ土坑と考えられる。

住居跡の規模や深さのわりに遺物はそう多くはなく、床面直上やカマド内からの土器の出土はみ

られなかった。土器の出土が貧弱であるのとは対照的に、滑石製の臼玉が壁溝内から大量に出土し

たことは特筆される。臼玉は地割れに切られた南西コーナー近くの西壁の壁溝内に集中して発見さ

れた。径が4mm程度の小さな遺物であったことに加え、湧水などの悪条件のため、残念ながら正確

な原位置をおさえることができなかった。これらの臼玉は破片を含めると90個以上にもなり、 1軒

の住居跡から出土した石製品としては、本遺跡ではもっとも多い。臼玉と同じ地点から蒲鉾状の滑

石製品も 1点出土している。

第225号住居跡（第740図）

に・ほー445• 446Gridに位置し、第226号住居跡に切られている。南壁のラインは浅く不明瞭で

あったが、形態は一辺4.8mほどのほぽ正方形を呈していると思われる。主軸の傾きは N-29°_
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E、床面までの深さは13cmである。部分的に後他の攪乱を受け、あるものは床面下まで達してお

り、状態は悪い。カマドの左側に突出部があるが、 これは本来の住居に伴うものではない。

カマドは北壁中央に構築されている。袖は地山の造り出しで、燃焼部は大きく掘り込まれてい

る。 ピy卜は 2某確認されたが、深さは8~10cmと浅く、柱穴ではない可能性もある。位置的にい

うとカマドよりに柱穴が存在してもよいが、確認されなかった。貯蔵穴もなく、攪乱に切られた可

能性も考えられる。
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第225号住居跡

1．暗茶褐色土 黄褐色土粒子（径2~3mm)を少量，焼土粒子をわずかに含む。粘性な

＜堅緻。

2・ 暗黄褐色上 茶褐色十を基本に黄褐色土プロック（径 5mm~1 cm)を多巖に含む口粘

件なく堅緻。

第225号住居跡カマド

A. 暗茶褐色上 黄褐色十粒子（径3~5mm)を全体的に多量に、焼土粒子を少景含む。

粘件なく堅緻。

B. 賠黄褐色士 黄褐色土プロック（径1~2cm)を主体に茶褐色土を少醤含む。やや粘

性があり堅緻。 ゜
2m 

第740図 第225号住居跡
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第741図 第225号仕屈跡出土遺物

第225号住且 跡（第741図）
No. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口11.6 高5.1 B+R多＋関十W' 橙 90 内面風化。

2 坪 口(12.4) 高5.3 R多＋H 橙 40 ロ縁端部面取り。

3 坪 ロ(16.0) R多＋H 橙 15 風化著しく調整不明瞭。

4 琵 口15.0 R濯＋砂多 橙～にぶい黄橙 80 No.1。内面輪積み痕。

5 甕 口15.0 底6.6 伯砂多 橙 60 No.3。口縁部ナデ。胴部内面ヘラナデ
高14.6 底部外面ヘラケズリ。

6 甕 口12.4 底5.6 伯砂多 橙～暗赤褐 90 No.4。口縁部ナデ。胴部内面板状工具に
高14.9 よるナデ痕。底部外面丁寧なヘラケズリ

調整。

7 甑 口20.2 底7.4 B+R多＋H 橙 55 口縁部外面輪積み痕。胴部外面風化によ
高15.7 りケズリ不明嵐内面ヘラナデ。

8 甕 口16.0 B+R+W+W' にぶい橙～橙 口縁 100 No.2。口疇ナデ。醗内面ヘラナデ。

， 甕 口(16.0) B＋砂多 橙 口緑 35 口縁端部ヘラアテ。口縁部内外面ナデ。

遺物の贔は少ないが、カマド付近から残りの良い土師器が出土した。また、北西隅の床面直上か

ら編物石が9個一部重なり合って出土している。
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26号住居跡カマド

A.褐色土 茶褐色土粒子・焼土粒子を少呈含む。

B.暗茶褐色土 茶褐色土粒子と焼土粒子が1層より多く含まれる。

c.暗赤褐色土 カマド天井部の崩落土．よく焼けている。
D.灰褐色土 上部が灰層で下部が炭化物層となっている。

E.暗赤褐色土 焼士を大量に、炭化物をわずかに含む。しまりよし

第226号住居跡

1.暗褐色土 茶褐色土粒子を少呈、炭化物・焼士粒子を若干含む。

2.暗褐色土 茶褐色土粒子を多く含み、炭化物等は 1層より少ない。

3.褐色士 茶褐色士粒子・小プロックを多めに含む。しまりよし。

゜
第742図第226号住居跡
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第743図 第226号住居跡出土遺物
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第226号住［ 跡（第743図）
No. 器種 大きさ（C艮） 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口(12.0) B+W にぶい橙 20 地割れ出土。口縁部～体部内面ナデ。

2 坪 口(12.7) 高(4.2)B+W 明赤褐 40 地割れ出土。口縁端部ヘラアテ。

3 坪 口(12。0) R+W 橙 15 内面暗文。体部外面ヘラケズリ。

4 坪 口(14.0) B+R+W にぶい橙 30 口縁端部弱いヘラアテ。

5 皿 口(16。0) B+W 橙 20 地割れ出土。口縁端部ヘラアテ。

6 坪 口(18.0) B+R+W 橙 口縁 20 地割れ出土。口縁端部ヘラアテ。

7 小型壷 口9.2 高8.7 B+R少渭＋闇 橙～黒 100 躙穴。口認ナデ。外面胴部～底部へ
ラケズリ。

8 甕 口(20.0) B+W 橙 口縁 20 内面風化。

， 甕 口21.6 B+R+W+l'I' 橙 70 No.1カマド。口縁端部弱いヘラアテ
胴部内面ヘラナデ。

10 窺 口(22.0) B+W'＋屑 橙 口縁 20 地割れ出土。口緑部外面ナデのこし部分
あり。

11 甕 口(22.0) B+R+W+W' 橙 口縁 20 地割れ出土。口縁端部ヘラアテ。

12 甕 口(23.6) 胴19.9 B少＋W濯＇ にぶい褐～橙 40 地割れ出土。風化。

13 甕 底(3.6) B+R＋屑 にぶい黄橙～黒褐 疇 25 底部外面ヘラケズリ。

14 甕 口(20.0) B+R少＋H 橙 ロ縁 15 口縁部外面弱い段をもつ。胴部内面ヘラ
ナデ。

15 甕 口(22.4) B+R渭＋'II'多 橙 口縁 55 口縁端部ヘラアテ。頚部外面ヘラエ具痕
鵬内面ナデ。

第226号住居跡（第742図）

に・ほ一445• 446Gridに位置している。規模の大きい地割れにより、西壁が分離してしまって

いる。南西隅は道路にかかっている。規模は長軸およそ5.7m、短軸4.5mである。主軸の傾きは N

29°-W、深さは22cmである。床面には地割れの爪痕がなまなましく残っており、さらに後世の

攪乱を各所に受けているため、遺存状態は良好ではない。

カマドは北壁に構築されている。右側の袖には甕が使用されていた。地山の造り出しで、燃焼部

の掘り込みは深いが焚口にいくにつれて浅くなっている。煙出しの先端は第224号住居跡を切って

いる。ピットは 6某検出されたが、主柱穴はピット 1~ 4と考えられる。壁溝は、一部地割れによ

り切断されているが、カマドの向かって右側の北壁から南壁にかけて巡っているものと思われる。

貯蔵穴は確認されなかったが、地割れの内部に堆積している土の中から土器がややまとまって出土

していることから、地割れによって破壊されたものと思われる。

第227号住居跡（給744図）

ぬ・る一446• 447Gridに位置し、第228号住居跡を切る。大半が調査区域外にかかり、規模・形

態とも不明である。深さは50cmである。住居内の施設は確認されず、遣物も出土しなかった。
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第744図 第227• 228号住居跡および第228号住居跡出土遺物

第228号住居跡（第744図）
No. 器種 大きさ(CIll） 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口(18.0) 高(5.5)R多＋¥i+W' 橙 口縁 10 体部外面風化によりケズリ不明瞭。

2 甕 口(14.0) B少＋R少＋関十W'少 橙 口縁 20 口縁部内外面ナデ。口縁部外面ヘラアテ
による段をもつ。

3 甕 口(18.0) B+W＋W'＋砂 （内）浅黄橙 口緑 15 口縁部内外面ナデ。
（外）淡橙

4 壷 底8.0 B多＋W+W'少 橙 疇 70 No.lo 疇内面ヘラナデ。底部外面一方
向のヘラケズリ。風化。

5 坪 底(10.0) 伯針多 灰 底部 25 疇回転糸切り後、周迦回転ヘラケズ
リ。
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第229号住居跡

1.褐色土 茶褐色土小ブロックを若干含む。

2.黒色土 炭化物を多く含み層を成している。

3.黄褐色土 茶褐色土プロックを多最に含む。しまリ・粘性ともに強い。

4.黄褐色土 炭化物・焼土粒子を少量含む。カマド天井部の崩落土。

5.黒褐色土 多量の炭化物と焼土粒子を含み、灰を多く含む。

6.黄褐色土 カマド袖の部分であり、混じりの少ない黄褐色土で形成される。

第230号住居跡

1.褐色土 茶褐色土小プロックを少昼含み、炭化物・焼土粒子を若千含むロ

2.黒褐色土 少量の炭化物を含むが、大きくなる。焼土プロックを少最含む。

3.茶褐色土 茶褐色土小プロックを多鼠に、炭化物粒子を若干含む。しまり・

粘性に富む。

第228号住居跡（第744図）

ぬ・る 446 • 44 7Gridに位置し、

第227号件居跡に切られている。大半

は調査区域外にかかり、南西コーナー

部分しか検出されなかった。深さは

22cmである。住居内の施設はまった＜

確認されていなし。

出土遣物は少なく、主に覆土から破

片が出土したにすぎないが、検出部分

中央の床面直上から土師器壺の下半部

(4)が出土している。

第229号住居跡（第745図）

る。を 447 • 448Gridに位置し、

東側は調査区域外にかかる。南壁は第

19号溝によって切られ、確認されなか

った。第230峠住居跡を切って構染さ

れている。規模は西慰で長さ4.6mで、

カマドの位置からすると東西に長い長

方形を星していたと考えられる。主軸

の傾きは N-26°-W、床面までの深

さは43cmである。

カマドは北壁に構漿され、左袖と燃

焼部の一部が確認されている。袖の残

っている部分は地山を造り出したもの

である。燃焼部の掘り込みはほとんど

認められない。貯蔵穴はカマドの向か

って左側に 1基設けられている。規模

は60X66cm、深さは18cmである。もう 1

某は南西隅に確認されたが、溝に切ら

れているため痕跡しか残っていなかっ

た。ピットは数基検出されているが、柱

穴として確実なものは見当たらない。

廿土遺物は覆土からのものが多し

が、完形に近いi不（14) がカマド脇か

ら出土している。また、土器以外の出
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第229号住恒r;;.n（第746。7471、1)
No. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（災） 偏 考

1 坪 口(11.0) 高（3.4)B+W少＋H＇少 橙 25 ロ縁端部面取り。

2 坪 ロ(11.0) 高(3.5)B+R少柑少 橙～にぶい橙 20 口縁端部内面に面取り。体部外面ヘラケ

ズリ。

3 坪 口(11.0) 高(3.8)B+W+W' 橙 20 口縁端部強いヘラアテ。体部外面細かい

ヘラケズリ。

4 坪 口10.8 高4.4 B多＋H 明赤褐 75 口縁部強いナデ。

5 坪 口(11.0) 高4.5 B+W+W' （内）黒褐（外）橙 55 口縁部ナデ。体部ケズリ出す。

6 坪 口(12.0) 高(5.0)B+R+W少濯’少 橙 20 口縁端部面取り。体部外面ヘラケズリ。

7 坪 口(12.0) 高(5.1)B+W+W' 橙 20 口縁端部ヘラアテ面取り。

8 坪 口(12.0) 高(4.8)B少サ汁屑少 橙～浅黄橙 30 口縁寧螂面取り。

9 坪 口(14.0) B+l'I にぶい黄橙 45 口緑部と体部の境目ヘラアテ。

10 坪 口(14.0) 高(5.0)R多惰＋w＇少 橙～黒褐 20 口縁端部面取り。口縁部と体部の境目強

いヘラアテ。

11 坪 口13.0 高3.9 B多＋W+W'少 橙～黒 100 N認。口縁端部ヘラアテ。体部外面一部
剥離。風化。

12 坪 口(14.0) 高(6.5)B+R+W少 橙 ロ緑 20 口縁端部ヘラアテ面取り。体部外面ヘラ
ケズリ。

13 坪 口(15.0) B+W十屑＇ 明赤褐 口縁 25 風化顕著。
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14 坪 口10.2 高3.5 B湘少 橙 95 No.1。口縁端部ヘラアテ。内面放射状暗

文。

15 坪 口(12.0) 高3.5 B+W 灰褐 60 内面放射状暗文。

16 坪 口11.4 高4.4 B多噸渭＇ 橙 95 内面暗文の痕跡。風化顕著。

17 坪 口(11.6) 高3.8 B+W濯＇少 にぶい橙 50 口縁部ナデ、僅かに内傾する。

18 坪 口(12.2) 高3.7 B多＋R少柑濯＇ 褐灰 70 風化顕著。

19 坪 口(18.0) 高(6.0)R多惰 （内）にぶい貢橙 口縁 10 口緑端部繭又り。風化。
（外）橙

20 椀 口18.0 高6.4 B+W十屑＇ 灰褐 70 口縁端部ヘラアテ面取り。内面放射状暗

文。

21 坪 口(22.0) B舟少 （内）灰白（外）黒 5 口径残存部少ないため推定。体部外面へ

ラケズリ。

22 鉢 口(26.0) B+R少＋W十柑＇ にふい橙 口縁 10 口縁端部強いヘラアテ面取り。

23 高坪 脚15.4 B多＋R少濯 浅黄橙 脚部 100 カマド。脚部外面ヘラケズリ、内面ケズ
リ。

24 台付甕 脚11.2 B多舟濯＇ 赤橙 脚部 90 声内面ヘラナデ。

25 鉢 口(21.6) B多＋R少刊＋H＇少 にぶい黄橙 40 体部外面ヘラケズリ。

26 短頚壺 口(12.4) 高14.9 B+W＋闇少 にふい褐 45 ロ緑部外面・ロ縁部と体部の境目ヘラア

フ。

27 疇壷 ロ（6.0) 高(5.2) B少＋R+W少 橙～にぶい黄橙 30 口鵬砂デ。醗訊面ヘラケズリ後ナデ

内面上部指頭オサエ。

28 壷 底7.0 B+R多＋船哨 （内）橙（外）浅黄橙 疇 100 やや上げ底。底部外面周辺部ヘラケズリ

29 甕 口18.2 B+R少＋il少 にぶい黄橙 口緑 80 P-8。風化顕著。

30 褻 口21.4 B多戌少tt1+11' 橙 口縁 90 P-8•9 。胎土中の含有物量多い。

31 甕 口(20.0) B柑＋N'少 黒褐 口縁 35 口縁端部弱い面取り。風化顕著。

32 壷 口(23.0) B少瑾濯＇ 黒褐 口縁 50 口緑端部ヘラアテ面取り。口縁部外面へ
ラアテによる段をもつ。

33 甕 口(20.0) B 灰白 口縁 10 疇内面ヘラナデ。

土遺物として滑石製臼王 2.七玉 2.土製紡錘車 1、および編物石 1が覆土から出土している。

第230号住居跡（第745図）

る・を一448。449Gridに位置し、第229号住居跡に切られる。長軸4.4m、短軸4.lmの正方形に

近い形態をしている。カマドは確誇、されなかったが、おそらく北東側に構築されていたと考えられ

る。ピソトは放基検出されているが、確実に杵穴と認定できるのはピソト 1と2の2基である。切

り合っているため、第229号住居跡のピソトが本住居跡に伴う可能性もある。壁溝は深さ 6cmと浅

く、西壁から南壁の半分まで巡っている。貯蔵穴は南東隅、件居の壁際に設けられており、溝と切

り合うが、掘り込みが深いためよく残っていた。規模は115X 100cmと幅広く掘り込まれている。深

さは75cm、底は平らである。

出土遣物の量は多く、按合率も比較的良奸である。特に、貯蔵穴上層から上師器杯などがまとま

って出土した。また、エ具擦痕のある大きな軽石が床面直上から出土している。

- 964 -



□ 口／三□］□□
`／□□ロロ
ローロ□三／□ 
ロロロ＼＼7 

三 □□口／三□
口／口□三ロロ

24ロ ロ
こロロロ
三二口／
□□:口

第748図 第230号住居跡出土遺物（1)

- 965 -



ロロロ
□ 

ロロ／／／―；/ 0 10cm 

□／ □ 口＿ー／：こ~ 45 

こロニロl-) □，
□~ GJ-7 ~, 

51 

ロ／：ロ
ロ□□／胃
□ ／□ 
□i r:-;_::~ 
第749図 第230号住居跡出土遺物(2)

- 966 -



□-\6 □□”〖 □□□〖
62 

63 
＼ヽ（し／『＇

ロー□64 ロ

＼／  ロニ／

言 75

72 1 1 ゞ 74 0 10cm 

第750図 第230号住居跡出土遺物（3)

- 967 -



第230号住届跡（第748~750図）
No. 器種 大きさ（C目） 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口10.1 高4.2 B多＋H にぶい橙～灰褐 75 体部外面ヘラケズリ。風化顕著。

2 坪 口(13.0) 高(4.9)B少＋R惰＋屑＇ 橙 30 口縁端部面取り。体部外面ヘラケズリ。

3 坪 口11.2 高5.4 B+R少碍濯＇ 橙 90 口緑端部面取り。風化著しく調整不明康

4 坪 口(11.6) B+R少刊＋M＇ 橙 30 口縁端部繭又り。

5 坪 口(12.0) B渭少 橙 30 口縁端部繭！り。婢嘩疇い。

6 坪 口(12,0) 高5.3 B渭少 橙 25 口縁端部面取り。体部外面風化によりケ

ズリ不明康。

7 坪 口12.0 高5.5 B+R少斗屑十w'少 にぶい橙 100 No.4。口縁端部ヘラアテ面取り。風化顕
著。

8 坪 口12.0 高5.5 B+R少＋H少渭＇少 橙～黒 95 駆。体部外面丁寧なヘラケズリ。

， 坪 口(12.0) 高(4.8)B少斗R+H少 橙 20 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

10 坪 口12.0 高5.4 B+R+W少 にぶい橙～黒褐 100 嵐3。口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

11 坪 口11.8 高5.4 B多＋R少＋関十H' にふい橙～灰褐 100 嵐15。風化。

12 坪 口(12.0) 高(5。9)B+W少瑾＇ 橙 40 口縁端部ヘラアテ痕。

13 坪 口10.2 高(5.4) B渭少柑’少 橙～褐灰 85 No.7。口縁端部ヘラアテ面取り。風化顕
著。

14 坪 口12.0 高6.4 B多＋R刈＋ii' にふい赤褐 75 No.20。口縁端部面取り。器壁やや厚い。

15 坪 口12.2 高5.4 B多＋R+船N'少 明赤褐～にぶい橙 80 口緑端部面取り。

16 坪 口12.2 高5.8 B+W+W' にぶい黄橙 55 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

17 坪 口(12.4) 高(5.3)B+W 橙 25 口緑端部面取り。風化顕著。

18 坪 口(12.0) B＋船十N'少 橙 35 口縁端部ヘラアテ面取り。風化。

19 坪 口(12.0) B少＋W+W' 橙 20 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

20 坪 口12.4 高5.4 B+R多＋屑十H'少 橙 95 No.8。風化顕著。

21 坪 口12.6 高6.1 B+R少＋W濯＇少 橙 100 No.18。風化著しく器面ザラつく。

22 坪 口(12.6) 高5.5 R多州 橙 口縁 30 ロ縁端部繭又り。儲訊面風化著しくケ
ズリ不明瞭。

23 坪 口13.0 高(5.7) B+RH/濯＇ にぶい黄橙 75 口緑端部弱い面取り。

24 坪 口13.4 高6.1 B+R にぶい橙 80 血 1。口縁部ナデ。風化。

25 坪 口13.0 B+R濯＋W'少 明赤褐 60 口縁端部面取り。

26 坪 口(13.0) 高5.1 B+R少＋W+W'少 橙～黒 45 口縁端部面取り。体部内面ヘラナデ。

27 坪 口13.6 高5.4 B多＋R少＋IHW' にぶい橙～灰褐 100 No.17。口緑部ナデ。風化。

28 坪 口(13.0) 高5.1 B少＋R瑾 にぶい橙 60 体部外面ヘラケズリ。風化。

29 坪 口13.0 高6.5 B少＋屑十川＇ 明赤褐 100 恥10。器壁厚い。体部外面丁寧なヘラ
ケズリ。
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30 坪 口13.0 高6。3 B+R少濯少 にぶい橙 100 N認 1。口縁部と体部の境目強いヘラア
プ。

31 坪 口13.2 高5.8 B瑾＋屑＇ 明赤褐 100 No.l貯蔵穴。口縁部と体部の境目ヘラ
アテ。

32 坪 口12.8 高6.0 B+R惰少 灰黄褐～黒褐 70 No.16。口縁端部面取り。

33 坪 口(13.6) 高4.9 B+R多＋H 橙 20 ロ緑端部面取り。体部外面ヘラケズリ。

34 坪 口13.6 高5.2 B+R少碍＋w'少 明赤褐～灰褐 80 即 2。口緑部と体部の境目ヘラアテ。

35 坪 口13.2 高6.0 B+R少惰 明赤褐 100 嵐11。器壁厚い。

36 坪 口12.0 高6.6 B+R少惰＋屑' 赤褐～暗赤褐 95 No23。口縁端部ヘラアテ。体部外面へ

ラケズリ後、上位ナデ。

37 坪 口14.4 高6.4 B+R濯＋H'少 にぶい橙 95 No.2貯蔵穴。口縁端部面取り。風化。

38 坪 口14.4 高6.6 B+R少輝濯' 明赤褐～黒褐 100 No.4・14・21貯蔵穴。風化。

39 坪 口16.4 高5.8 B+R少刈＋W' 疇褐 70 ロ緑端部ヘラアテ。風化。

40 坪 口(16.0) 高(7.0)R柑少 橙 10 口縁端部疇又り。体部外面風化。

41 坪 口(16.8) B+R濯少 明赤褐 口縁 40 口縁端部面取り。風化。

42 坪 口(12.0) B＋屑 にふい橙～黒褐 25 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

43 坪 口(11.0) 高3.6 B濯多＋W' にぶい黄褐 60 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

44 坪 口(12.0) 高(3.7)B+R+W 橙 10 口縁端部弱い面取り。口緑部外面ヘラア

テによる段をもつ。

45 坪 口(12.0) 高4.2 B+W少 橙 45 内面放射状暗文。

46 坪 口(11.0) 高2.6 B+il少輝’少 橙 25 ロ緑ナデ。体部外面ヘラケズリ。

47 坪 口10.8 高3.1 B+l:/+W'少 橙 70 体部外面ヘラケズリ。風化。

48 坪 口(12.4) 高(6。2)B+R少濯 明赤褐 25 体部外面ヘラケズリ。風化顕著。

49 坪 口6.0 高3.6 B多＋R渭 明赤褐 100 小型品。口緑部ナデ。体部外面ヘラケズ

リ。

50 坪 口(11.0) 高(5.9)R濯少 橙 10 No.18。口縁端部面取り。口縁部と体部

胴(13.4) との境目強いヘラアテ。

51 椀 口(16.0) B＋砂少 灰白 10 口縁端部ヘラアテ面取り。体部外面ヘラ

ケズリ。

52 坪 口（7.4) 高4.7 B濯＋付＇少 橙 20 口縁部付近直径4皿程の穿孔。
胴(lo.2) 

53 小型壷 口（7.5) 底3.0 B+W濯＇ 明赤褐 80 No.14。口縁部ナデ。肩部外面ヘラケズ
高6.0 胴7.9 リ後ナデ。底部外面一方向のヘラケズリ

54 椀 口(14.0) R少＋H 橙 口緑 25 口縁部～体部内面ナデ。体部外面にヘラ

アテ。

55 小型壼 口12.2 高9.2 B+W少 橙 85 No.6。口縁部ナデ。胴部外面ヘラケズリ。

56 鉢 口(17.0) B+R少濯少 （内）黒（外）にふい 20 口縁端部ヘラアテ沈線。体部内面ミガキ

黄橙

57 小型壷 胴14.1 B+R少＋l'I少 橙 疇 100 No.12。胴部外面上半ヘラケズリ後ナデ。

58 小型壷 底(5.6) B+R濯少 橙 疇 50 疇内面ヘラナデ。陶訊面一方向のヘ

ラケズリ。

59 鉢 口(16.0) B＋屑＋砂少 橙～褐灰 口縁 20 口縁部歪んでいる。胎土に気泡が混在

風化顕著。
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60 鉢 底(7.0) M多＋砂 橙～褐灰 疇 50 胎土に気泡混在。風化著しく調整不明。

61 小型壷 ロ(13.0) B+W+'II'少 （内）黒褐 口縁 25 口縁部ナデ。胴部内面ヘラナデ。
（外）橙

62 小型壷 口(16.0) B惰少 浅黄橙 口緑 20 疇内面ミガキ。

63 甕 口(18.0) B瑾＋砂多 赤褐 口縁 25 口縁端部面取り。胴部内面ヘラナデ。風
化。

64 甕 口(19.0) B濯少＋闇＋砂少 浅黄橙 口縁 25 口緑端部ヘラアテ面取り。風化。

65 甕 口20.4 B+R少＋関多＋W' 明赤褐 口緑 25 ロ緑端部ヘラアテ。胎土中の含有物量多
tヽ。

66 鉢 口(20.0) B＋屑濯＇＋砂多 明赤褐 口縁 25 体部内面輪積み痕。

67 小型壼 口(19.0) B少＋H+闇' 明赤褐 口緑 25 翻捌面風化著しく調整小明瞭。

68 甕 口(15.0) B+R少濯少＋N＇少 浅黄橙 口縁 40 口縁端部面取り。胴部外面風化著しくケ
ズリ不明療。

69 壷 口(20.0) R少柑＋砂多 橙 口縁 25 貯蔵穴。口縁端部ヘラアテ面取り。

70 壷 底(8.0) R少渭＋屑＇ （内）灰黄褐（外）橙 底部 25 胴部外面ヘラケズリ。風化顕著。

71 壷 底(6.0) R+l'l+W' 橙 疇 30 風化著しく調整小明。

72 甑 口24.8 底9.8 B+R少斗屑十W' 明赤褐 100 No.3貯蔵穴。器壁厚い。口縁端部面取
高27.1 り。口緑部外面ナデ後、横方向のヘラケ

ズリ。

73 甑 底(12.0) R十川＋砂多 橙 疇 10 胴部外面ヘラケズリ、内面ヘラナデ。底
部面取り。

74 支調 上端5.0 下端11.2 B多＋H濯＇＋砂 橙 100 No.5。外面ヘラケズリ。内面ヘラナデ
高13.3 胎土中の含有物量多い。

75 支脚 下端（10.0) B+¥11 にぶい橙 脚部 3¥J 内面ヘラ調整。外面ヘラケズリ後ナデ
裾部輪積み痕。風化。

第751図 第230号住居跡貯蔵穴
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第231号住居跡

1.暗褐色土 炭化物を少量含み、焼土小ブロックを多めに含む。

2.褐色土 焼土小プロックが少なくなり、炭化物が多くなる。

3.暗黄褐色土 黄褐色土プロックを多く含み、粘性・しまり強い。

4.黒褐色土 焼土粒子・炭化物を少最含む。覆土への切り込み。

第231号住居跡カマド

A.茶褐色土 黄褐色土粒子（径l皿以下）を少鼠、白色微粒子

（径1mm以下）を全体的に多量に含む。焼士粒子

をまばらに含む。

C. 暗茶褐色土 黄褐色土粒子および焼土粒子（径2~3mm)を多

く含む。

D.黄褐色土 黄褐色土プロック（径l~2cm)を基本に茶褐色

土を少量含む。

E.赤褐色土 黄褐色土プロック（径l~3cm)を基本に焼土プ

ロック（径5mm~1 cm)を多鼠に含む。

F.暗茶褐色土 基本的に 3層と同じだが、黄褐色土粒子（径2~

3皿）と焼土粒子をより多く含む。

G. 暗赤褐色土 焼土を基本に黄褐色土粒子（径3~5m•) をまば

らに含むC

B. 黒褐色土 黄褐色土粒子（径 l~3mm)を少量、焼土粒子を 1土暗黄褐色士 黄褐色土プロック（径5mm~) Clll)を多最に含み、

まばらに含む。 焼士・炭化物粒子を多く含む。

第752図第231号住居跡
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第753図 第231号住居跡出土遺物(1)
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第754図 第231号住居跡出土遺物(2)

第231号住居跡（第752図）

ぬ・る 448 • 449Gridに位置する。第230号住居跡・第78号土坑を切り、第19号溝に切られる。

規模は長軸5.5m、短軸4.2mの長方形で、主軸の傾きは N-16°-W、深さは30cmである。

カマドは北壁やや東寄りに構築され、煙道の一部が第19号溝によって切られている。袖の残りは

地山の造り出しで、燃焼部は深く掘り込まれている。左袖に甕を使用しており、燃焼部にも甕が倒

れた状態で出土した。ピットは 4基確認されているが、柱穴と断定できるものは見当たらない。こ

の他に、床を掘り込んだ土坑が 2基検出された。少なくとも 1基は覆土を切っており、新しいもの

であることが判明している。壁溝はきれいに全周する。幅30cm以下、深さは 9cmほどである。

出土遣物の最は多くはないが、甕の残りがよい。カマド袖、カマド内、床面直上から出土してい

る。土器以外にはピット 1内から土製紡錘車の破片が、覆土から土王］．砥石片 1・編物石 lが出

土している。
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第231号住巨；臼、（第753• 7541 a) 
No 器種 大きさ(c●) 胎土 色調 残 (X) 備 考

1 坪 口(10.6) B+R渭少惰＇ （内）黒（外）橙 20 口縁部と体部の境目ヘラアテ。

2 坪 口(12.0) B+W 橙 口縁 10 口縁端部ヘラアテ。風化顕著。

3 坪 口12.6 高3.4 B+W少渭＇少 にぶい橙 80 No.8。螂諷傾しくケズリ布朦。

4 坪 口(13.0) B+W 橙 口縁 20 口縁端部面取り。

5 坪 口(14.0) B渭少 橙～黒 口縁 25 口縁端部強いヘラアテ沈線。内面暗文痕

6 坪 口(14.0) B+W+W'少 橙 口縁 20 口縁端部ヘラアテ。内面暗文痕。

7 坪 口(15.4) B+W+W'少 （内）黒 50 口縁端部ヘラアテ。
（外）にぶい赤褐

8 坪 口(14.0) 高(4.1)B惰少渭＇少 （内）黒（外）橙 25 平底。内面放射状暗文。

， 椀 口(18.0) B少惰＋W' 橙 口縁 20 内面暗文。

10 甕 口(18.0) B+W少惰＇ 赤褐 口縁 30 胴部内面輪積み痕。

11 小型壷 口12.0 B+W少 橙 30 口縁部ナデ。胴部外面ヘラケズリ。

12 椀 口(11.0) B+R少＋W+W' 橙 30 口縁端部ヘラアテ。体部外面ヘラケズリ

13 甕 口22.4 B+W多＋H' 橙 35 No.4 • 5。胴部外面ヘラケズリ、内面ヘラ
ナデ。

14 窺 口22.6 B多柑＋W' 明赤褐 35 No.4~7. 

15 甕 底(5.4) B渭少 橙 40 No.3~7カマド。胴部内面風化。

16 甕 底(5.0) B十川＋W' にぶい赤褐 胴部 25 皿。カマドと接合。

17 甕 口22.0 底5.2 B+R少＋屑十W' 橙 85 No.4 • 5。口縁端部ヘラアテ。頚部外面横
高30.2 方向のヘラケズリ。風化。

18 甕 口21.8 B少＋R少渭＋屑＇ 橙 35 No.1カマド。胴部内面ヘラナデ。

19 甕 口22.0 高33.8 B+R少濯＋W'少 にぶい橙 90 No.3カマド。頚部外面横方向のヘラケ
ズリ。

20 甕 口(22.6) B+R少＋W+W' 橙 80 No.2カマド。胴部内面ヘラナデ。風化。

21 甕 底5.0 B+W+W' にぶい橙 30 No.3カマド。風化著しく調―整小明腺。

第232号住居跡（第755• 756図）

り・ぬ一447• 448Gridに位置し、第223号住居跡に切られる。正方形に近い形態で、規模は長軸

5.4m 、短軸5.2m である。主軸の傾きは N-132°— E で、床面までの深さは38cmである。床面には

炭化物が一面に付着しており、遺物の出土状況からも、焼失家屋であった可能性がある。

カマドは東壁やや南寄りに構築されている。袖は地山の造り出しで、燃焼部ははっきりと掘り込

まれている。主柱穴は 4基検出されている。ほぽ定位置にあり、深さは40~50cm、柱痕も観察する

ことができる。貯蔵穴は 2基設けられている。貯蔵穴Aはカマドの向かって右側、東南隅にある。

規模は82X65cm、深さは60cmである。貯蔵穴 Bは北西隅にあり、規模は径60cm、深さ47cm、底は平

らである。また、カマド対面壁よりに深い土坑が検出された。
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第232号住居跡カマド

A.茶褐色土 焼土粒子（径3~5mm)を全体的に多く含む。黄褐色土粒子（径

3~5 mm)を少量、炭化物粒子をわずかに含む。

B.橙褐色土 焼土プロック（径5mm~2 cm)を主体に、茶褐色土を少饂含む。

C. 暗茶褐色土 茶褐色土を主体に黄褐色土粒子（径3~5mm)を多く含む口焼土

粒子をわずかに含む。

D.黄褐色土 黄褐色土を主体に暗茶褐色土を少抵含む。また部分的に灰を含む。

゜
1m 

第755図第232号住居跡カマド
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第232号住居跡

1.黒褐色土 焼上プロックを少鼠含み、炭化物を多く含む。

2. 暗黄褐色上 黄褐色土プロックを多く含み、 1層より大形の炭化物を多く含む。

3.暗褐色土 基本は2層と同じだが黄褐色土プロックはあまり含まない。

4.褐色土 床面に炭化物が多く付着しており、人為的な堆積土である。黄褐

色土プロック・焼土ブロックを少鼠含む。

5.黒褐色土 粘性の強い土で、炭化物を少量含む。

6.黄褐色士 褐色土プロックを含み、しまリ・粘性ともに強いロ

7.黒色上 覆土への掘り込みの土で、第234号住居跡の覆土が切る。炭化物・

黄褐色土プロックを多紙に含む。

8. 暗褐色土 黄褐色土小プロックを含み、炭化物・焼土粒子を少呈含む。

9.暗褐色土 大粒の炭化材を含み、黄褐色土プロックを多く含む。しまりは強

いが粘性に欠ける。

10.黄褐色土 きめ細かく、少戴の炭化物を含む。しまり・粘性に富むロ
0 2m 
ト ―| ---→ 

第756図第232号住居跡
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第232号住居跡貯蔵穴A

1.暗褐色土 黄褐色土プロックを多量に含み、大形の炭化材を多く含む。

2.暗褐色土 1層と類似するがブロックの粒が小さくなり、炭化材をほ

とんど含まない。

3.黒褐色土 黄褐色土ブロックを少量含み、粘性・しまりともに強い。

第232号住居跡貯蔵穴B

1.暗褐色土 焼土プロックと炭化材を多く含む。

2.暗褐色土 褐色土プロックを多量に、炭化物を少量含む。

出土遺物はたいへん豊富である。床面直上・カマド・及び覆土から多数の完形品が出士してお

り、その状況も往時をしのばせる状態を保っている。破片の接合率もたいへん良好であった。

カマドの燃焼部には支脚（95) の上に甕（107) が置かれ、右袖外側には甕（101) ＋小型甕

(87) 十甑（91) の順に重ねてある。左袖付近からは須恵器の賠 (80)が落下したように逆位で出

土した。貯蔵穴Aには完形の坪が数点出土しているが、貯蔵穴Bからは良好な土器の出土はない。

床面直上からも完形品、特に坪の出土が多い。カマド手前の床面からは大甕（117)が押しつぶさ

れたように破片となって出土していた。

注目すべき遺物としては、焼成時の焼けむらの残る土師器（32• 77)や、内斜口縁で内面上半部

に一方向の暗文を施す群馬産系の椀（75) などがある。本住居跡の土師器を対象にして胎土分析を

行っているので巻末の附篇を参照されたい。また、カマド袖から出土した須恵器迎は 6世紀初頭に

属するものと推定される。土器以外には滑石製臼玉 2・砥石 1.土玉 3が出土している。

第233号住居跡（第764図）

り・ぬー447• 448Gridに位置し、第232号住居跡を切る。プランは不明瞭であるが、規模は長軸

5.lm、短軸3.0mの長方形を呈すると思われる。東壁に突出した部分があり、カマドの可能性があ
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第232号1生且躊（第757---763図）
No. 器種 大きさ(c11) 胎土 色調 残存率（況） 備 考

1 坪 口(10.0) 高(4.1)B+R渭少 橙 25 ロ疇ナデ。僻訊面ヘラケズリ。

2 坪 口(11.0) 高(4。5)B+R少柑瑾' 橙～褐灰 30 口縁端部ヘラアテ面取り。風化。

3 坪 口(11.0) B+W 橙 20 口緑端部ヘラアテ。口緑部と体部の境目

ヘラアテ。

4 坪 口(10.8) 高4.5 B+R少惰 明赤褐 25 体部外面ヘラケズリ後、非常に細かい}¥

ケ状工具によって再度ケズル。

5 坪 口11.2 高5.2 B多＋W+W' 橙 100 嵐6。口緑部～体部内面ナデ。外面風化
著しいが、内面残り良好。

6 坪 口12.0 高5.0 BHI十屑＇ 橙 85 口縁端部ヘラアテ面取り。口縁部と体部

の境目ヘラアテ。胎土分析資料。

7 坪 口11.8 高4.8 B多＋H濯＇ にぶい橙～黒 70 口縁端部面取り。口緑部と体部の境目へ

ラアテ。

8 坪 口(12.0) B瑾少 橙 25 口縁端部面取り。風化著しく調整不明鞭

9 坪 口(12.0) 高(5.0)B濯少刊＇ 褐灰 20 口縁端部ヘラアテ。体部外面ヘラケズリ

10 坪 口(12.0) B十屑 橙 25 口緑端部ヘラアテ面取り。風化。

11 坪 口(12.0) 高(4.0)関 褐～黒褐 25 風化により調整不明瞭。

12 坪 口(12.0) B少＋l/1＋屑' 橙～黒 30 口緑部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

13 坪 口(12.0) B+W+W' 橙 25 口縁端部繭又り。

14 坪 口12.0 高4.8 B+Rサl+N' にぷい橙～黒褐 100 No.9。風化顕著。胎土分析資料。

15 坪 口(12.4) 高5.0 B+R+W 橙～黒褐 50 体部外面ヘラケズリ。風化顕著。

16 坪 口(12.4) 高(5.3)B少＋R＋屑 明赤褐～暗赤褐 50 口縁端部弱い面取り。風化。

17 坪 口(12.7) B+R+W にぶい橙～黒褐 50 体部外面風化によりケズリ不明療。

18 坪 口(12.8) 高4.5 屑 橙 15 口縁端部繭又り。風化。

19 坪 口(13.0) B少刊 にぶい赤褐 口緑 20 口縁端部ヘラアテ面取り。体部外面ヘラ
ケズリ。

20 坪 口13.0 高4.7 B+l'I 橙 100 No.25。口緑端部厚い。口緑部～体部内
面ナデ。外面風化。胎土分析資料。

21 坪 口10。4 高6。2 B+R+W 明赤褐 80 口緑部～体部外面ナデ。体部外面風化に

よりケズリ不明瞭。

22 坪 口12.6 高6.6 B+R少斗屑＋W' 赤褐～黒 95 ロ緑端部ヘラアテ面取り。口緑部と体部
の境目ヘラアテ。

23 坪 口12。6 高6.5 B多惰＋W' 明赤褐 95 No.13。口縁端部ヘラアテ面取り。口縁
部と体部の境目、数回ヘラアテ。胎土分
析資料。

24 坪 口13.0 高(6.1) B+R少＋屑＋屑＇ 橙～褐灰 85 No.46。口縁端部繭又り。風｛頃著。

25 坪 口(13.0) B濯 褐 口緑 20 ロ緑端部ヘラアテ。風化により調整不明
瞭。

26 坪 口13.0 高5.9 B+R少渭多舟' 橙 100 No.18。口縁端部面取り。風化顕著。

27 坪 口13.0 高5.4 B+l'/+W' 橙 100 血。口縁端部面取り。

28 坪 口12.9 高6.1 B多濯＋H＇少 明赤褐 100 No.20。口縁部～体部内面ナデ。器面状
態良好。

29 坪 口12.0 高5.6 B+R＋屑 橙～黒褐 100 No.10。口緑端部ヘラアテ面取り。体部
中央に径2.8c頑呈の穿孔（意図的なもの
か？）。胎土分析資料。

30 坪 口(13.0) B+H 明赤褐 20 口緑端部弱いヘラアテ。
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31 坪 口(13.0) 高4.8 B+W にぶい橙 60 口縁端部ヘラアテ面取り。

32 坪 口12.4 高6.2 B+W+W' 暗赤褐～にぶい橙 100 No.22。内外面に円形の焼きむら痕。

33 坪 口13.0 高(5.6) B+R少＋W+W' 橙 65 口縁部～体部内面ナデ。風化。

34 坪 口(13.0) B廿l+W' 橙 30 風化著しく調整不明。

35 坪 口(13.0) B＋屑 橙 20 ロ縁端部繭又り。

36 坪 口(13.0) B少＋R＋H 橙 ロ縁 20 口縁端部非常に弱いヘラアテ。

37 坪 口13.2 高5.8 B+R濯少 橙 100 No.4。口縁端部面取り。体部外面丁寧な
ヘラケズリ。胎土分析資料。

38 坪 口(13.0) B濯多＋屑＇ 橙 口縁 20 口縁端部面取り。

39 坪 口13.4 高6.0 B濯濯＇ 明赤褐～赤黒 100 No.17。口縁部～体部内面ナデ。器面状
態良好。

40 坪 口(13.0) 高(5.5)B+W濯＇ にぶい褐～黒 25 口縁端部ヘラアテ。

41 坪 口13.2 高6.8 B+R濯＋H'少 橙 95 貯蔵穴A。口縁端部面取り。口縁部と体
部の境目ヘラアテ。風化。

42 坪 口(12.8) 高5.9 B＋屑少 橙 70 No.24。口縁端部ヘラアテ面取り。風化。

43 坪 口13.2 高6.2 B+R+W 橙 85 No.15。口縁部～体部内面ナデ。口縁部
と体部の境目ヘラアテ。

44 坪 口(13.4) 高6.2 B+R少廿i+'1/' 赤褐 70 No.21。器壁やや厚い。

45 坪 口(13。4) 高6.2 B+W 橙～黒 80 No.1。体部外面風化によりケズリ不明瞭。

46 坪 口13.6 高5.7 B+R少＋N多＋N'多 明赤褐 100 貯 A。口縁部～体部内面ナデ。

47 坪 口13.8 高7.0 B少＋R少＋屑十川＇ にぶい赤褐～黒褐 100 No.3。口縁部～体部内面ナデ。胎土分析

資料。

48 坪 口(13.6) 高(5.9)B+R多＋N 橙 35 口縁端部繭又り。口岬～暉内面ヘラ

ケズリ。風化。

49 坪 口13.8 底5.4 B少＋R少＋H にぶい橙～褐灰 100 No.43。口縁端部面取り。底部外面ヘラ
高6.6 ケズリ。平底。

50 坪 口13.6 高6.2 B多＋H 明赤褐～赤黒 100 No.17。口縁端部ヘラアテ面取り。体部
外面丁寧なヘラケズリ。

51 坪 口(14.0) 高(4.6)B少舟＋蘭 にぶい褐 25 口縁端部ヘラアテ面取り。

52 坪 口(14.0) 高(4.0)B+W 橙 10 ロ縁端部ヘラアテ面取り。風化により調

整不明瞭。

53 坪 口(14.0) B+R+W 橙 25 風化により調整不明瞭。

54 坪 口(14.0) 高(5.1) B+W濯' 橙 25 口縁部と体部の境目にヘラアテ。

55 坪 口14.2 高5.4 B+R少＋N 橙 100 No.34。口縁端部～体部内面ナデ。風化。

56 坪 口14。1 高6.0 B+W少＋H'少 橙～黒褐 95 嵐16。体部外面丁寧なヘラケズリ。胎
土分析資料。

57 坪 口14.4 高6.1 B少＋R少＋1'1十川＇ 橙 100 No.12。口縁端部面取り。口縁部～体部
内面ナデ。

58 坪 口14.6 高5.8 B+R少＋W+W'多 明黄褐～黒褐 100 No.41。口縁部～体部内面ナデ。

59 坪 口14.0 高6.5 B+W+W'少 明赤褐 95 風化顕著。胎土分析資料。

60 坪 口(14.0) 高(6.3)B+R少＋H少 明赤褐～にぶい黄 50 口縁端部ヘラアテ面取り。口縁部～体部

橙 内面ナデ。

61 坪 口14.2 高6.2 B少＋R少＋H 明赤褐～橙 85 No.15。口縁端部面取り。口縁部～体部
外面ナデ。

62 坪 口(15.0) B渭＋柑＇ 橙 口緑 30 体部外面風化による器面剥落が激しい。

- 986 



63 坪 口(16.0) B+R+W にぶい橙 35 体面風化によりケズリ不明瞭。

64 坪 口(16.0) 高(6.3)B+W濯＇ 橙 15 口縁攀〖ヘラアテ疇り。

65 坪 口(16.4) 高7.4 B+R柑少 橙 50 No.7。口縁部～体部内面ナデ。風化。

66 坪 口(17.0) 高7.5 B+R+W+W' にぶい赤褐～黒褐 45 No.19。口緑端部面取り。底部外面ヘラ
ケズリ。凹み底。

67 坪 口(14.0) B+W+W' 橙 25 体部外面風化によりケズリ不明瞭。

68 坪 口8.6 高3.2 B少＋R+W 明赤褐 55 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。やや

小型。

69 坪 口(12.0) 高5.1 B多柑 橙 45 風化著しく器面凸凹している。

70 坪 口(12.0) H十関＇ にぶい赤褐 30 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

71 坪 口11.4 高5.5 B少＋R少＋屑＋W' 明赤褐 95 口緑部ナデ。体部外面細かいヘラケズリ

72 坪 口(12.0) 高(4.5)B少＋R少＋W+W' 橙 30 風化著しく調整小明瞭。

73 坪 口(13.0) 高(4.2)B+W多＋H＇ 橙～灰褐 30 風化著しく調整不明瞭。

74 坪 口17.2 高5.2 B+R少惰＋H' 橙 100 No.8。口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

75 椀 口15.0 高5.7 B+R少十'II 明赤褐 85 No.l • 7 • 2 3。口縁端部ヘラアテ。内面上
半部暗文。胎土分析資料。

76 椀 口13.2 高7.0 B+W十屑＇少 明赤褐 95 No.5。口縁端部ヘラアテ面取り。体部外
面剥落した面にケズリ痕。風化。

77 椀 口15.2 高8。8 B+R+W少 明赤褐～赤黒 100 No.11。体部外面焼きむら。

78 椀 口14.0 高6.1 B+W濯＇少 橙 100 No.14。口縁部～体部内面ナデ。歪んで
いる。

79 椀 口(14.0) B+R+W+W'少 橙 口縁 20 体部外面風化によりケズリ不明療。

80 はそう 口10.2 高9.7 B+W 灰 100 No.35。口緑部・頚部外面7~8本工具
による波状文。胴部中位7~8本工具押
しあて後、その下部カキ目。底部ロクロ

脱後ヘラケズリ。肩部外面・ロ縁部内面

自然釉付着。

81 鉢 口11.6 高8.3 B+R少＋屑 明赤褐 85 No.37。内外面に輪積み痕。底部外面へ
ラケズリ。凹み底。

82 鉢 口13.6 底5.3 B多＋柑十W' にぶい橙～灰赤 95 No26。体部外面風化著しくケズリ不明

高9.0 瞭。

83 鉢 口12.0 底7.4 B+W+W'少 明赤褐 95 底部外面ヘラケズリ。平底。胎土分析資

高8.5 料。

84 鉢 口13.6 底5.8 B+R少惰 橙 100 No.47。胴部内面ヘラナデ。凹み底。
高11.1

85 鉢 口(22.0) 高16.2 B+R+W 橙 30 体部外面ヘラケズリ、一部ハケメ痕。

86 小型壷 口(13.0) 底5.8 B＋屑＋砂 明赤褐 60 No.36。底部外面一方向のヘラケズリ
高14.3 風化。胎土分析資料。

87 小型甕 口24.0 底6.3 B+R+W 橙 95 No.45。胴部内面ヘラナデ。底部外面一
高15.6 方向のヘラケズリ。胎土分析資料。

88 小型甕 底(4.4) B+R+W 橙 40 胴部外面風化によりケズリ不明瞭。口縁

端部欠損。

89 小型甕 口13.6 底(5.0) B濯多＋ii' 明赤褐 45 胴部内面ヘラナデ。風化。胎土分析資料

高16。9

90 小型甕 口(13.0) B+R＋屑＋W' 橙 口縁 30 ロ攀ナデ。岬飢面ヘラケズリ。風化

91 甑 口17.6 底4.0 B+W 明赤褐 100 No.44。口縁部ナデ、端部つまみ上げ
高13.C 疇内面ヘラナデ。胎土分析却。

92 台付坪 脚9.0 B多舟＋屑' 橙 脚部 30 脚疇内外面ナデ。

93 台付坪 脚基部5.0 B+W 橙 脚部 60 脚部外面ナデ。
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94 這 上端(5.7) 下端7.8B＋闇 橙 70 外面粗いヘラケズリ後ナデ。内面ナデつ
高15.5 孔(2.0) け。

95 支脚 上端5.5 下端9.8 B多＋W+W' 橙 100 No.48。外面ヘラケズリ。内面上部オサ
高18.0 孔2.5 工。裾部内外面ナデ。

96 壷 口(16.0) B少＋R少濯渭' 橙 口縁 25 口縁端部ヘラアテ。口縁部外面ヘラアテ
による段をもつ。

97 甕 口19.8 B+W瑾' 橙～灰褐 ロ縁 100 No.40。胴部外面ヘラケズリ、内面ヘラ
ナデ。

98 甕 口(16.0) B濯多＋関＇ にぶい褐～黒 口縁 70 口縁部内面ヘラナデ。胴部外面ヘラケズ
リ、内面ヘラナデ。風化。

99 窺 口(19.2) B少＋W+砂多 にぶい褐～灰褐 口縁 50 口縁部ナデ。胴部外面ヘラケズリ。

100 壺 底（7.0) 胴(27.4)B+R+W 橙 胴部 40 カマド。胴部外面ヘラケズリ。

101 甕 口21.2 B+R柑＋砂多 赤褐 40 No.46。胴部内面ヘラナデ。

102 壺 底7.8 B+R+W少 にぶい橙～黒褐 胴部下半 No.21・31・32。胴部外面風化によりケズ

80 リ不明療。

103 壺 底7.0 B+R少＋け多＋W' にぶい橙～黒褐 胴部下半 底部外面一方向のヘラケズリ。
70 

104 壺 底5.4 B少柑＋闇 灰褐 底部 100 胴部外面ヘラミガキ。底部外面一方向の
ヘラミガキ。

105 甕 底(5.0) B少＋R渭 黒褐 疇 80 No.32。風化により調整不明瞭。

106 甕 口17.0 胴21.0 B多＋屑＇ にぶい橙～黒褐 75 疇内面ヘラナデ。風化。

107 甕 口19.0 底7.0 B+R＋関＋砂 赤褐 100 No.39。体部内面ヘラナデ。底部外面一
高30.8 胴22.8 方向のヘラケズリ。

108 琵 口18.6 底6.6 B瑾＋砂多 明赤褐 95 No.38。口緑端部ヘラアテ面取り。胴部
高31.3 胴部23.2 内面ヘラナデ。底部外面ほぼ一方向のヘ

ラケズリ。胎土分析資料。
109 甕 口(17.0) 底5.4 B多柑 橙 30 No27。底部外面ナデ。口縁部～胴部上

高28.5 半と底部接点なし。

110 褻 口(26.0) B+W 明赤褐 ロ縁 20 肩部外面ヘラミガキ。胴部内面ヘラナデ

111 甕 底(6.6) B+R+W+W'少 明赤褐 疇 50 カマド。胴部外面ヘラケズリ。底部外面
一方向のヘラケズリ。

112 甕 B少廿む¥'I' にぶい褐 疇 100 底部外面一方向のヘラケズリ。風化。

113 甕 底6.0 B+W 橙 疇 100 胴部内面ヘラナデ。底部外面一方向のヘ
ラケズリ。

1 14 甑 口26.6 底9.9 B+R+W少 にぷい橙～黒褐 90 No.33。口縁部ナデ。体部外面ヘラケズ
高30.2 リ。胎土分析資料。

115 窺 口15.0 底7.8 B惰多＋付＇ にぶい褐 100 No.42。器壁厚く歪んでいる。口縁部内
高27.7 胴22.1 面斜方向のナデ。胎土分析資料。

116 甕 口20.2 底7.3 B+R少＋H濯＇ 橙～褐 65 疇—方向のヘラケズリ。胎土分析資料
高29.6 胴21.5 

117 壷 口(21.2) B+R+W瑾＇ にぶい橙～褐灰 75 嵐30。P-6。口縁端部面取り。口緑部外
底(10.5) 高51.5 面ハケメ後ナデ。胴部外面ハケメ後、中

胴43.5 位ヘラケズリ。胎土分析資料。

る。柱穴等の施設は検出されなかった。

出土遺物は少なく、すべて破片である。

第234号住居跡（第766図）

ち・り 446 • 447Gridに位置する。第235• 236 • 237号の 3軒の住居跡に切られており、一部を

残すのみである。検出された北壁は長さ 5.6m、主軸の傾きはN-13°-E、深さは24cmである。

カマドは北壁中央に構築されている。燃焼部は小さく掘り込まれており、袖は確認できなかっ

た。壁溝は検出された範囲に限り認められる。その他の施設は確認されなかった。
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第233号住居；．9. （第764図）
No. 器種 大きさ(c11) 胎土 色調 残存率(%) 備 考

1 坪 口(12.0) 高4.0 W+W'＋片 灰 40 体部回転ナデ。底部回転糸切り。

2 椀 口(12.4) 底(9.0)W 灰 30 体部回転ナデ。底部回転糸切り。

高6.7

3 坪 口(14.o) B+W 橙 口縁 25 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。風化

4 甕 口(20.0) B+W+W' 橙 口縁 20 口縁部ナデ。胴部外面ヘラケズリ。

5 甕 底4.8 B+R+W少 橙 胴部下半 胴部外面ヘラケズリ。
25 

遺物はおもにカマド覆土から出土しているが、本住居跡に伴う遺物である確証はない。

第235号住居跡（第766図）

ち・り一447• 448Gridに位置し、第236• 237号住居跡に大半が切られている。第236号住居跡の

床面を精査中に、そのわずか下から床面と壁溝が検出されたものである。確認された壁溝の一辺の

長さは5.5mである。

出土遺物は少なく、すべて破片である。切り合いが激しく、混入している可能性がある。

第236号住居跡（第766図）

ち・り一446• 447 • 448Gridに位置し、第237号住居跡、第77号土坑に切られている。規模は一

辺6.6X6.6mの正方形に近い形態をしている。主軸の傾きは N-9°-Eで、床面までの深さは

24cmである。

SJ 234 

□ □□2 

喩，＼＇ぃ，＼＇

’ `  ` a 

゜
10cm 

SJ 235 

三 ／ロ
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第765図 第234• 235号住居跡出土遺物
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第234号住且 跡（第765図）
No. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 均 ロ（8.8) 底(3.2) B+R+W 浅黄橙 40 カマド。内面口縁部～肩部ハケメ。頚部

高5.5 外面ハケメ。外面体部～底部ヘラケズリ

2 小型壷 口（7.6) 底(4.5) B+R＋屑 （内）黒褐 40 No.l。胴部外面ヘラケズリ後ナデ。凹み
高6.0 （外）にぶい橙 底。歪んでいる。

3 甕 口(15.0) B+R少刊 橙 口縁 20 カマド。頚部外面ハケメ。

第235号住居跡（第765図）
No. 器種 大きさ(CIll） 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口(13.0) 高(4.5)R+W 橙 15 口縁端部ヘラアテ面取り。

2 椀 口(16.0) B+W 橙 20 口縁端部ヘラアテ。口縁部と体部の境目

ヘラアテ。内面暗文。

3 椀 口(16.0) B+R+W 橙 25 口縁端部ヘラアテ。口縁部と体部の境目

強いヘラアテ。内面暗文痕。

4 甕 口(28.0) B+R+W 浅黄橙 口縁 15 口縁端部ヘラアテ面取り。胴部内面ヘラ
ナデ。

第236号住居跡（第767図）
No. 器種 大きさ(cl!I） 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口11.0 高3.2 B+R+W 橙 95 口縁部～体部内面ナデ。

2 坪 口12.0 高4.2 B+R渭＋闇＇ 橙 70 口緑部～体部内面ナデ。

3 坪 口(14.0) B+RHI 橙 25 口縁端部ヘラアテ。内面不規則な暗文。

4 坪 口(13.0) 高5.5 B+R+W 橙～黒 30 口縁部～体部内面ナデ。

5 坪 口14.2 高3.5 B+W+W' 橙～黒 55 内面暗文。

6 皿 口17.2 高3.4 B+R+W 橙 100 口縁端部ヘラアテ。口縁部～体部内面ナ

フ一。

7 皿 口17.0 高3.2 B+屑十W' 橙 35 ロ緑部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

8 皿 口16.0 高3.3 B+H 明赤褐 40 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

9 皿 口(15.8) B多＋M 橙～黒 30 口縁端部ヘラアテ。口縁部～体部内面ナ
プ-・。

10 皿 口17.8 高3.8 B+il 橙 70 ロ縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

11 甑 口(26.0) B+R多＋N 橙 上半部 15 胴部外面ヘラケズリ、内面ヘラナデ。

12 支脚 上端（4.4) 孔1.6 B＋屑 灰白～にぶい黄橙 上疇にスラグ付着。穿孔部分丁寧に調

整している。

13 蓋 口(22.4) B+R惰＋砂 橙 口縁 30 口縁端部強いヘラアテ。胴部内面ヘラナ
プ‘—·`。

14 窺 口22.0 B多＋R＋屑＋ii' 橙 25 貯蔵穴。胴部内面ヘラナデ。

15 甕 底(5.6) B濯＋屑＇ にぶい橙 底部 50 貯。胴部外面ヘラケズリ。底部外面
一方向のヘラケズリ。

16 甕 B+R渭＋礫 明赤褐～黒褐 胴部下半 風化。胎土中の含有物量多い。

45 

17 甕 底(4.4) B多＋W+W' 橙 胴部 30 胴部外面ヘラケズリ、内面輪積み痕。

18 甕 B+R惰＋H＇ 橙 胴部下半 胴部外面ヘラケズリ。

40 

19 甕 B多惰＋W' 橙 胴部 30 貯蔵穴。胴部外面ヘラケズリ。
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第234号住居跡

1.褐色土炭化物・焼土粒子を少晨含む。

2.暗褐色土 黄褐色土粒子および炭化物・焼土粒子を多く含む。

3.黄褐色土 炭化物を多く含み、粘性・しまりともに強い．

第235号住居跡

4.黄褐色土 茶褐色土ブロックを多最に含む。

第236号住居跡

5.褐色士 茶褐色土プロックをまばらに、炭化物・焼土粒子

を少最含む。

6.暗褐色土 炭化物と灰が層状に堆積している．粘性・しまり

強い。

第236号住居跡カマド

A.暗褐色土 焼土プロックを少量含む。

B.赤褐色土 焼土粒子・ブロックを多く含み、炭化物を少量含

む。

カマド袖。C.褐色土

D.黒褐色土

｀
 

カマドは北壁ほぼ中央に構築されている。袖はわずかに認められる程度で、燃焼部は浅く掘り＜

ぼめられている。 ピットは 5基検出されているが、 どれが本住居跡に伴うものかは不明である。壁

溝は全周していたと思われる。幅は21cm、深さ 9cmである。貯蔵穴はカマドの向かって右側、北東

隅に設けられている。一部水道にかかっているが、全体の70％が確認された。規模は127X87cm、

深さは60cmである。出土遺物はすべて覆土から出土した。やはり混入が認められるようである。

第237号住居跡（第768図）

と．ちー446• 447Gridに位置し、第234~236• 239 • 241号住居跡を切る。規模は長軸6.3m、短

軸3.8m のやや歪んだ長方形を呈する。主軸の傾きは N-82°— E である。

カマドは東壁やや南寄りに、第238号住居跡のカマドを埋めて再構築されている。 また、床面は

同一レベルであり、壁溝は掘り返されているため、第238号住居跡を拡張したものと考えられる。
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第237号住居跡

1.黒褐色土炭化物と灰と焼土が層状に堆積している。

2.暗褐色土 茶褐色小ブロックを多く含み、炭化物・焼

土粒子を少量含む。粘性・しまりに富む．

3.褐色土焼土ブロックを多量に含み、粘性・しまり

強い。

“'  □9 

第237号住居跡カマド

A.褐色土焼土ブロックを少量含み、若干の炭化物を含む。

B.暗褐色土焼土ブロック（壁の崩落土）を多く含み、粘性は強いがしま

りに欠ける。

焼土・炭化物等を少量含み、粘性あり。

炭化物・焼土・灰を多く含み、粘性は強いがしまりに欠ける。

C.茶褐色土

D.黒褐色土

゜
2m 

第768図 第237• 238号住居跡
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ピットは 4基確認されているが、柱穴にあたるものは見あたらない。貯蔵穴は検出されなかった。

出土遺物は須恵器の割合が比較的多い。残りはあまり良好ではない。

第237- （第769図）
No. 器種 大きさ(c■) 胎土

1 坪 ロ(12.6) 底6.8 屑

高3.5

2 坪 口(13.2) 底(5.8) B+W多＋砂

高3.7

3 坪 口(12.2) 底(5.2)B少＋R多＋H

高3.4

4 坪 口14.0 底7.2 B+W 
高3.6

5 坪 口(13.2) 底6.3 B多＋川十W'

高3.9

6 坪 口(13.9) 底6.2 B+W 

高3.9

7 坪 口12.8 底5.9 B+W＋礫少

高3.8

8 高台付椀 口(14.0) 高7.1 B+W+W' 

高台7.0， 坪 口(13.5) 底5.3 B+W十川＇
高3.0

10 坪 口(12.8) 底(6.8)B+W+W' 
高3.6

11 坪 口(14.0) 底6.3 B+W+W’ ＋礫少

高3.7

12 坪 口(15.0) B+W 

13 高台付椀 高台7.0 R+W 

14 高台付椀 底6.8 W+W' 

15 高台付椀 高台7.2 R+W 

16 皿 口(15.5) 底6.3 B多＋和十川＇

高2.5

17 高台付皿 口13.8 高3.1
高台7.2

18 蓋 口(16.0) 底(8.2)W 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

坪

坪

甕

甕

甕

甕

高2.0

口12.2 高3.3

口(12.0) 底(7.2)
高3.4

口(18.2)

口(16.0)

口(16.2)

口(26.0)

口14.0 底7.0
高4.4

甕旧(26.o)

B+W 

B+W+W' 

B渭＋片

B+R+W 

B+W 

H 

B+W少

B+W 

胎土

色調

灰

暗オリーブ灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

灰

オリーブ灰

灰白～灰

灰

灰～灰褐

緑黒

灰

灰

灰黄

灰

にぶい橙

橙

橙～にぶい橙

橙

橙～にぶい橙

暗青灰

色調

にぶい褐

にぶい黄橙～黒

- 997 -

残存率(%) 備 考

30 底部回転糸切り。

45 貯蔵穴。底部回転糸切り。

35 底・部回転糸切り。

55 底部一回転糸切り。

65 疇回転糸切り。

35 疇回鯰切り。

90 疇回転糸切り。

25 疇回転糸切り後、高台ナデつけ。

35 底部回転糸切り。

45 底部回転糸切り。

55 底一部回転糸切り。

40 ロクロ成形。底部欠損。

高台部 底部回転糸切り後、高台ナデつけ。焼成

100 やや不良。胎土中の含有物量多い。

30 底部回転糸切り後、高台ナデつけ。高台

部欠損。

高台部 底部回転糸切り後、高台ナデつけ。

100 

45 底部一回転糸切り。内面に重ね焼き痕（径

7.5cm)が丸く残る。風化。

85 底部・回転糸切り後、高台ナデつけ。

30 天井部回転糸切り。

85 ロ縁部波状にうねる。底部外面ヘラケズ

リ。風化。

25 口縁端部ヘラアテ。外面体部～底部ヘラ

ケズリ。

口縁 25 カマド。口縁部外方へ屈曲する。

口縁 25 口縁部外面ヘラアテによる段をもつ。

口縁 25 口縁端部弱いヘラアテ面取り。頚部外面

ナデ後、一部繍かいヘラナデ。

上半部 20 口縁端部強いヘラナデ。

残存率（％） 備考

95 内面暗文。底部外面一方向のヘラケズリ

口縁 15 I口縁部ナデ。胴部外面ヘラケズリ。
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第239号住居跡

1.褐色土 茶褐色土小ブロック・粒子を多めに、炭化物・焼土粒子を少巌含む。

2.暗褐色土 茶褐色土はブロック状に少量含まれる。炭化物・焼土粒子は粒が大きくな

る。

3.暗褐色土 茶褐色土ブロックおよび焼土粒子・炭化物を多く含む。しまり・粘性とも

に強い。

第239号住居跡カマド

A.褐色土 焼土粒子・炭化物を少量含む。しま1Jよし。

B.暗褐色土 焼土ブロックを多呈に、炭化物・灰を少量含む。しまり弱い。

C.暗茶褐色土 焼土ブロック・炭化物を少量含む。しまりよし。

゜
2m 

第770図 第239号住居跡
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第771図 第239号住居跡出上遺物(1)

- 999 -

＼ 

¥16  

22 



3
 
2
 

＼
 
,
9
 

―

-

・,. 

-

.

,

 

-

i

--

_

-

―

―

 

_

―

 

ー
J
•
一
ー
，
，
．
＇
「
．
i
_

．． 
ー

_― -

―

―

 

．

＿

＿

＿

＿

一

―

-

―

 

ー
＿
—
-
．
一

―

―

 

―ロ-
¥
/
 

~-- ---□--] ロ24 

□ ¥ 
）--j□ ¥26  
-ー・ • 

)~ 
7
 
2
 

万―― 

28 口

~31 

゜
10cm 

第772図 第239号仕居跡出上遺物 (2)

第239号住居跡（第771.772図）
恥． 器種 大きさ(c鼠） 胎土 色調 残存率（況） 備 考

1 坪 口12.4 底5.6 W多＋W' 暗青灰 80 底部回転糸切り。
高3.9

2 坪 口(13.0) 底(6.4)W 灰 30 疇回転糸切り。
高3.5

3 坪 口(13.0) 底(6.4) 伯礫 灰 15 疇回転糸切り、糸切りにより粘土がは
高3.5 み出ている。。

4 坪 口(13.0) 底(5.8) 11 灰 25 疇回転糸切り。
高(3,6)

5 坪 口(12.8) 底(5.2)伯礫 青灰 35 疇回転糸切り。
高(3.8)

6 皿 口(13.6) 底(7.O) W 灰 30 口緑端部強いナデ。底部回転糸切り。
高2.1

7 皿 口(14.0) 底(5.0)R 灰白 20 疇回転糸切り。胎土中の含有物量多い
高(2.6)

8 皿 口(15.0) 底6.4 B濯濯＇＋礫少 灰 45 嵐4。瞬5回転糸切り。
高2.8， 皿 口14.4 底6.6 W+W' 青灰 90 No.l貯蔵穴。底部回転糸切り。重ね焼
高1.7 きの痕跡（径7.5cm)。

10 皿 底7.6 H 灰 疇 100 疇回転糸切り。

11 高台付椀 口14.4 高6.2 B+R柑＋W'＋砂多 灰 100 No.4。疇回転糸切り後、高台ナデつけ
高台8.2 風化顕著。

12 高台付椀 口14.8 高6.0 B+H 灰 95 No.ふ疇回転糸切り後、高台ナデつけ。
高台8.0

13 高台付椀 口（14.2) 高5.9 B濯＋H＇ 灰 65 疇回転糸切り後、高台ナデつけ。
高台7.0

-1000-



14 高台付椀 高台8.2 B濯＋W'＋礫少 橙～褐灰 45 底部回転糸切り後、高台ナデつけ。

15 高台付椀 口(13.6) 底(6.0)B+W多 灰 40 底部回転糸切り後、高台ナデつけ。高台
部欠損。

16 高台付椀 高台7.6 H 青灰 高台部 底部回転糸切り後高台ナデつけ。
100 

17 高台付椀 高台8.0 B+R+W にぶい黄橙～黒 高台部 底・部回転糸切り後、高台ナデつけ。高台
100 端部ヘラアテ。底部中央器壁が剥離。

18 高台付坪 口13.8 高4.2 B少廿l 灰白 100 No.6。底部回転糸切り、周辺右回転ヘラ
高台7.2 ケズリ後高台ナデつけ。灰釉刷毛がけ。

19 坪 口12.2 高3.3 B+W 橙 95 口縁端部強いヘラナデ。底部外面ヘラケ
ズリ。風化顕著。

20 坪 口(13.0) 底(7.8)B+R+W+W' 橙～褐灰 40 口緑部～体部内面ナデ。底部外面一方向
高3.1 のヘラケズリ。

21 台付甕 調(9.0) B+R+W+W' 橙 脚部 45 調端部内側に粘土を折り返している。脚
部内外面ナデ。

22 台付甕 口12.6 高15.3 B多＋R+W+W' 橙～暗赤褐 90 No.2。胴部外面上半ヘラケズリによる
胴13.5 調8.8 ノッキング激しい。調部内外面ナデ。

23 甕 口(21.0) B+R+W+W' にぶい赤褐～にぶ 口縁 20 口縁部輪積み痕。
い褐

24 甕 口19.2 B+W+W'少 橙 口縁 60 口縁部ナデ、屈曲している。

25 甕 口(20.0) B+R＋砂 橙 口縁 40 口縁部ナデ、屈曲している。

26 甕 口(19.0) B+R+W+W' 橙 口縁 25 胴部外面ヘラケズリがオーバーハングし
てガタガタになっている。

27 甕 口20.4 B少渭＋W' 褐 口縁 55 口縁部ナデ、屈曲している。

28 甕 底(6.0) B渭＋砂 橙～にぶい赤褐 疇 30 底部外面ヘラケズリ。風化顕著。

29 甕 底3.8 B+R+W+砂 （内）橙（外）明赤褐 底部 50 カマド。胴部内面風化により調整不明瞭
底部外面一方向のヘラケズリ。

30 甕 底3.8 B+R+W+W' 橙 底部 100 底部外面一方向のヘラケズリ、風化によ
りやや凸凹している。

31 壷 B+R+W多 淡黄 底部ヘラ描き模様。胎土中の含有物量多
い。

第238号住居跡（第768図）

と．ち—446 • 447Gridに位置する。壁溝とカマドが確認されたのみであり、全容は不明である。

主軸の傾きは N-78°-Eで、床面は第237号住居跡と同じ高さである。

カマドは東壁に構築されている。第237号住居跡のカマドを造るときに、埋めて拡張したため、

燃焼部と思われる部分のみ残存している。壁溝は北壁と東壁の一部で確認されている。

本住居跡に伴うと考えられる遺物はわずかで、図示できたものは 2点のみである。

第239号住居跡（第770図）

と一446• 447Gridに位置する。第237号住居跡に切られ、西側が水道にかかっている。東西に長

い長方形を呈し、規模は長軸4.0m 、短軸2.8m である。主軸の傾きは N-102°— E で、床面までの

深さは26cmである。

カマドは東壁やや南寄りに構築されており、煙出し部はわずかに攪乱を受けている。袖は地山の

造り出しで、燃焼部は掘り込まれ、煙道に向かって立ち上がっている。貯蔵穴はカマドの左側、北

西隅に設けられている。規模は45X65cm、深さは45cmである。
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第240号住居跡

1.褐色土 茶褐色士粒子を少量含む。

2.暗黄褐色土 茶褐色土粒子を多量に、炭化物を若干含む。

3.暗褐色土 きめ細かな土で、茶褐色士粒子・炭化物を少量含む。 ゜
2m 

三 □□ ロ
こ □□/ ゜ 10cm 

第773図 第240号住居跡および出土遺物
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第240号住居跡（第773図）
No. 器種 大きさ(CIll） 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口13.5 高6.2 B+R+W 明赤褐～黒 85 口縁部～体部内面ナデ。口縁部と体部の
境目ヘラアテ。

2 坪 口13.6 高6.3 B+R渭少 橙～黒 85 口縁端部ヘラアテ面取り。口縁部～体部
内面ナデ。

3 坪 口12.8 高5.7 B+R+W にぶい橙 80 口縁部～体部内面ナデ。

4 坪 口(12.8) 高4.6 B+R+W 橙～黒 35 口縁端部ヘラアテ面取り。

5 小型壷 底5.2 B+W にぶい黄橙 胴部下半 胴部外面ヘラケズリ後ナデ、内面ヘラナ
100 デ。底部外面工具切り離しの後軽くケズ

リ。

遺物の出土状況は良好で、貯蔵穴の周囲から残存率のよい遺物が出土した。また、覆土から土製

紡錘車が出土している。

第240号住居跡（第773図）

へ。と一446• 447Gridに位罹し、第239号住居跡に切られる。規模は長軸5.5m、短軸5.2mの正

方形に近い形態になると推定される。長軸の傾きは N-47°-Eで、床面までの深さは20cmである。

壁溝は一部水道にかかるため小明だが、全周すると考えられる。カマド及びピ；；トなどは、精査し

たにもかかわらず確認できなかった。

覆土の大半が第239号住居跡に切られ、残りはわずかであったので、出土遺物の量は少ない。に

もかかわらず、完形に近い土師器杯が3点出土している。

第241号住hる，、（第775回
No。器種 大きさ（C員） 胎土 色調 残存率(%) 備 考

1 坪 口12。3 高4.7 B+W濯' 橙 100 疇。口鰤醐諏り。口縁部～僻内
面ナデ。

2 坪 口11.8 高4.9 B+W+W' 橙～黒褐 100 床面。風化。

3 坪 口(13.2) 高4.8 B+R惰少 橙～灰褐 55 体部内面ヘラナデ。

4 皿 口(14.0) 高2.1 B+R+¥11 橙 40 カマド。体部外面風化著しくケズリ不明
瞭。

5 坪 口(16.2) 高6.3 B+R+W 橙 30 カマド。口緑部～体部内面ナデ。

6 小型襄 口14.4 底(6.6) B+R+W にふい赤褐 75 カマド。胴部内面ヘラナデ。
高16.4 胴14.4

7 支調 上端5.2 下端10.0 B+R+W 橙 95 脚部外面ヘラケズリ後ナデ。裾部内外面
高14.2 ナデ。

8 甕 B+R+屑 橙～褐灰 胴部下半 カマド。胴部内面輪積み痕。
50 ， 琵 B+R+W 明赤褐～灰褐 胴部下半 カマド。胴部外面ヘラケズリ、内面ヘラ
30 ナデ。

10 甕 底6.8 B少＋R+il 灰褐 疇 100 底部外面多方向のヘラケズリ。

11 甕 B多＋R＋闇 にぶい赤褐 胴部 30 胴部外面ヘラケズリ。風化。

--1003-



！
 

、E
i

SJ 236 

C 

SJ 242 

OP, "-- -C' 

≪
 

g̀ 

」・紅

E' 

SJ 237 

：P' ，~~ □P, IIIIID' 

ーーー ニ 三

rnl 」
口｀：

m-

c
 

D D
 第241号住居跡

1.暗茶褐色土 黄褐色土粒子（径3~5mrn)

を全体的に多く含み、焼土粒

子をわずかに含む．

2.暗黄褐色士 暗茶褐色土を基本に黄褐色土

プロック（径5mrn~1 cm)を

多く含む。

3.黄褐色土 黄褐色土ブロックを基本に焼

土粒子を少量含む。

E' 

口コココ冒コロロニ
。

2m 

第774図第241号1中居跡
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第241号住居跡（第774図）

と．ちー447• 448Gridに位置し、第236• 237 • 242号住居跡に切られている。正方形に近い形態

で、長軸4.7m、短軸4.5m、主軸の傾きはN-13°-Wである。

カマドは北壁に構築されているが、右側が第234号住居跡に切られているため、その全容は明ら

かではない。左袖は地山の造り出しで、燃焼部は深く掘り込まれている。柱穴はほぼ定位置に 4基

確認されている。深さはピット 1は22cmと浅いが、ピット 2~ 4は50~80cmである。貯蔵穴らしき

土坑がカマドの左側に設けられている。規模は径50cm、深さは15cmと浅い。壁溝は検出された範囲

で全周している。また、カマドの対面にあたる南側中央の床面が、小さなピットを中心として半円

三 □ 三
こ

＼＼＼＼ □□—° 

I' 
I 

I 

゜
10cm 

11 

第775図 第241号住居跡出土遣物
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W
 第242号住居跡

］．暗褐色土 焼土粒子・炭化物を多めに含む。床面士に炭化物層（約

1 cm位）が存在し、床は明瞭である。

2.暗褐色士 黄褐色土ブロックを多く含む。貼床。

3.黒褐色土 焼上粒子・炭化物を少量含み、しまりに欠ける。掘り方。

4.黄褐色土 炭化物を少量含む。しまリ強い。

5.灰褐色土 灰を多量に含み、炭化物・焼土粒子が少旦含まれる。第

244号住居跡のカマドの可能性あり。

6.褐色土 黄褐色七粒子を少量含む。粘性は強いがしまりに欠ける。

WI 

G G' 

胃

F' 

第242号住居跡カマド

A.褐色土 茶褐色土粒子を少量、炭化物・焼土粒子を多量に含む。

B.暗褐色土 炭化物を少星、焼土小ブロックを多鼠に含む。

C.黒褐色土 灰を多く含み、炭化物・焼土小プロックを少鼠含む。

D.赤褐色土 灰を多く含み、赤色化した褐色土である。

E.暗褐色土 茶褐色上プロック・焼土粒子を少抵含む。

F.黒褐色土 焼土粒子・炭化物を少緻含み、粘性・しまりに欠ける。

G.褐色土 焼土粒子・茶褐色土粒子を多めに含み、炭化物を少旦含む。

第243号住居跡

1.暗黒褐色七 焼土粒子・炭化物を多祉に含む。土器を多く出土する層。

2.暗茶褐色土 黄褐色土粒子（径l~3mm)を多最に含み、焼土粒子を

まばらに含む。

3.暗黄褐色土 黄褐色土粒子（径2~3mm)を多凪に含み、同プロック

（径5mm~J cm)をまばらに含む。

4.黄褐色土 黄褐色土プロック（径1~2cm)を主体に暗茶褐色土を

少景含む。

冒

形にわずかに盛りあがって検出された。住居の入口と考えられる。

出土遺物はあまり多くはないが、カマド内や床面から残りのよい土器が出土している。

第242号住居跡（第776図）

と・ち 448 • 449Gridに位置し、第243号住居跡を切って構築されている。切り合いは平面で確

認できなかったため、その規模は明確ではないが、覆土の観察では、一辺の長さが4mほどの正方

形に近いものと考えられる。主軸の傾きは N-81°-E、深さは20cmである。掘り方が深く、床面

は不明瞭であった。

カマドは東壁南寄りに構築されており、燃焼部は深く掘り込まれている。住居内から土坑が3基

確認されている。床面から掘り込まれたものであり、貯蔵穴もしくは床下土坑である可能性があ

る。柱穴．壁溝は検出されなかった。

出土遺物は多く、須恵器・土師器の他に、灰釉の高台付杯が出土している。また、鉄製品として

刀子の破片が出士している。

第243号住居跡（第776図）

と一448• 449Gridに位置し、第242• 244号住居跡と切り合う。長軸4.7m、短軸4.0mの長方形

を呈し、主軸の傾きはN-10°-W、床面までの深さは52cmである。

カマドは検出されていないが、東壁南寄りに焼土と灰が堆積しているのが確認されている。壊さ
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第779図 第242り住居跡出土遺物（3)

第242号住居跡（第777~779図）
No. 器種 大きさ(CRl） 胎土 色調 残存率（％） 備 考

l 坪 口(12.0) 底4.8 W+W'少 灰白 60 No.9。疇回転糸切り。
高4.0

2 坪 口13.0 底5.8 B渭＋礫少 灰 100 疇回転糸切り。
高3.6

3 坪 口(13.6) 底6.2 B+W 灰 65 疇回転糸切り。
高3.9

4 坪 口12.8 底5.8 伯礫少 灰オリープ 100 No.10。疇回転糸切り。歪みあり。

高3.1

5 坪 口(12.6) 底(5.2)屑十W' 灰 40 疇回転糸切り。
高4.7

6 坪 口(11.8) 底(4.4)H多＋関＇ 暗灰 30 疇回転糸切り。
高4.5

7 坪 口(14.0) Bt¥'I 灰白 30 疇欠損。

8 坪 口(13.0) B+W多＋W' 浅黄 口縁 30 風化顕著。

， 坪 底6.0 W+il' 黄灰 疇 50 疇回転糸切り。

10 皿 口13.0 底5.8 W渭'+礫少 暗緑灰 75 カマド。底部回転糸切り。
高1.6 

11 皿 口13.0 底6.3 B瑾＋H'＋礫少 灰 80 No.8。疇回転糸切り。
高2.0

12 皿 口(13.0) 底(6.2)B+il十川＇ 灰 60 疇回転糸切り。
高2.6

13 皿 口(13.4) 底(3.0)B+W 灰 30 疇回転糸切り。
高2.8
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14 皿 口(14.0) 底(6.0)H＋屑＇ 灰 25 疇回転糸切り。
高2.5

15 高台付椀 高台(7.4) W渭＇＋礫少 灰黄 疇 50 疇回転糸切り後、高台ナデつけ。

16 皿 B+W 灰 疇 70 疇回転糸切り。

17 高台付椀 高台6.4 H+W' 暗青灰 疇 60 底部回転糸切り後、高台ナデつけ。

18 高台付椀 口(12.4) 高5.5 佑礫 暗 40 カマド。底部回転糸切り後、高台ナデつ
高台6.2 け。

19 高台付椀 口(13.0) 高5.9 伯礫少 暗オリーブ灰 50 疇回転糸切り後、高台ナデつけ。
高台5.6

20 高台付椀 口13.4 高5.8 B＋柑十H' 灰 75 No.4。疇回転糸切り後、高台ナデつけ。
高台5.8

21 高台付椀 口(13.2) 高5.7 B濯＋礫少 灰 55 疇回転糸切り後、高台ナデつけ。
高台5.8

22 高台付椀 口14.0 高5.9 W+W' 灰 100 カマド。底部回転糸切り後、高台ナデつ

高台6.0 け。

23 高台付椀 口12.2 高5.4 W+W'+片少 灰 60 カマド。底部回転糸切り後、高台ナデつ
高台5.7 け。

24 高台付椀 口15.0 高7.2 W渭＇＋片少 暗褐 85 カマド。底部回転糸切り後、高台ナデつ
高台7.0 け。

25 高台付椀 高台5.6 B+W+W' 灰 疇 100 疇回転糸切り後、高台ナデつけ。

26 高台付椀 口(14.8) 高6.9 B+W 灰 65 疇回転糸切り後、高台ナデつけ。
高台7.3

27 高台付椀 口(15.0) 高5.7 W+W' 灰 45 
高台7.0

28 高台付椀 口16.0 底7.0 ¥i/+¥ii＇＋礫多 疇 80 No.7。疇回転糸切り後、高台ナデつけ
高台部欠損。

29 高台付椀 口13.4 高5.4 B+R少＋li+W' 灰 40 疇回転糸切り後、高台ナデつけ。

高台6.9

30 高台付椀 口(16.8) B+W惰＇ 灰 口縁 25 tlクロ成形。

31 高台付椀 口(13.0) 高5.5 B多柑 灰 30 疇回転糸切り後、高台ナデつけ。
高台(6.8)

32 高台付椀 高台(6.0) 闇 暗緑灰 底部 30 疇回転糸切り後、高台ナデつけ。

33 高台付椀 高台6.0 H＋砂少 灰 疇 70 疇回転糸切り後、高台ナデつけ。

34 高台付坪 口(14.8) 高4.6 B+W 灰 50 灰。瞬監回転ヘラケズリ後、高
高台7.2 台ナデつけ。内面灰釉つけがけ？。外面

は風化により灰釉は確認できない。

35 坪 口(10.8) B+屑＋関＇ 明赤褐 30 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

36 坪 口(12.8) B+W+W' にぶい赤褐 口縁 25 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

37 坪 口13.1 底8.5 B多＋1/1 橙 95 嵐12。口縁部～体部内面ナデ。体部外
高3.8 面ヘラケズリ。

38 坪 口12.4 底8.4 B多惰 橙～黒褐 100 No.2。口疇ナデ。佑訊面ヘラケズリ。

高3.7

39 坪 口13.0 底8.2 B多＋H 橙 100 Na11。口緑部ナデ。体部外面ヘラケズ
高3.7 リ。

40 坪 口(12.6) 底(7.2)B+W 橙 50 ロ緑部ナデ。体部外面ヘラケズリ。
高4.2

41 坪 口(13.4) 高(4.5)W十闇＇ 褐灰 30 カマド。口縁端部やや厚い。体部外面へ
ラケズリ。歪んでいる。

42 皿 口(13.2) 底(7.0)B+W 橙 40 ロ縁部～体部内面ナデ。体部外面ヘラケ
高2.4 ズリ。

43 台付甕 口(14.4) B＋屑 橙 口縁 40 風化して調整不明瞭。
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44 台付甕 口(12.0) B+W 橙 ロ緑 25 ロ疇ナデ。騨訊面ヘラケズリ。

45 台付甕 口(14.0) B+W 橙 口縁 40 口縁部輪積み痕。胴部内面ヘラナデ。

46 台付甕 膨（10.0) B+W 橙 脚部 30 脚部内外面ナデ。風化。

47 台付嚢 B+¥11少 橙 脚部 25 鵬内外面ナデ。

48 甕 口(18.0) B+W にぶい橙 口縁 20 ロ疇ナデ。岬靱面ヘラケズリ。

49 台付甕 口13.2 B+W にぷい赤褐 口縁 70 ロ疇ナデ。鵬飢面ヘラケズリ。

50 台付窺 B廿| 疇褐 胴部下半 胴部外面ヘラケズリ。外面胴部と脚部の
30 境目ナデ。

51 台付甕 口13.2 胴(14.8) B+R+W少 明赤褐～黒褐 65 ロ緑部ナデ。胴部外面ヘラケズリ。脚部
欠損。

52 至 口19.5 B多＋R少＋H にぷい橙 口縁 55 カマド。胴部内面ヘラナデ。

53 甕 口19.0 B+R+W 橙～褐灰 口縁 55 口緑端部ヘラアテ。胴部内面ヘラアテ。

54 甕 口20.6 B+R+付 橙～黒褐 25 口緑部ナデ。胴部内面ヘラナデ。

55 甕 口(21.4) B多柑 橙～褐灰 口緑 30 口緑端部ヘラアテ面取り。胴部内面ヘラ
ナデ。

56 甕 底(4.0) B濯＋W' 橙 胴部下半 カマド。外面胴部～底部ヘラケズリ。
30 

57 褻 口(18.6) 底4.0 B+R+W 橙～灰褐 25 No.5。口縁部ナデ。胴部外面ヘラケズリ。
高24.9 胴(20.8)

58 甕 底(3.0) B+W+W' 明赤褐 疇 50 胴部外面ヘラケズリ。

59 甕 底3.0 B+R少叶i 灰褐 疇 100 胴部外面ヘラケズリ。

60 甕 底(14.0) B少舟＋＼i＇ 灰 疇 40 No.1。外面底部付近ヘラケズリ。内面へ

ラナデ。

61 甕 底(15.0) B少＋H+M'＋礫少 （内）灰褐 疇 70 No.3。外面底部付近ヘラケズリ。

（外）暗緑灰

れてしまったものであろう。ピj卜は 3悲確認されたが、柱穴となるものは見あたらない。また、

土坑が3某存在するが、すべてが本住居跡に付うものかどうかは不明である。

出土遣物は比較的多い。大半が覆土上面でややまとまって出十した。

第243号住居跡（第780• 781図）
No. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（災） 備 圭っ

1 坪 口(10.0) B+R+¥'I少 浅黄橙 30 ロ疇～衛内面ナデ。体部外面ヘラケ

ズリ。

2 坪 口10.0 B濯少 橙 口縁 20 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

3 坪 口10.8 高3.7 B多舟＋W' 褐～黒 50 ロ疇ナデ。内疇文。

4 坪 ロ(10.0) 高4.2 B+R少＋屑 橙 45 口縁部ナデ。内面暗文。

5 坪 口(12.0) B+W 橙～黒褐 口緑 25 口縁部～体部内面ナデ。体部外面ヘラケ

ズリ。

6 坪 口(11.4) 高5.0 B少-+R少＋柑十W' 褐 40 口緑部～体部内面ナデ。体部外面ヘラケ

ズリ。

7 坪 口11.6 高4.2 B多＋R瑾＋削 浅黄橙 100 口縁部～体部内面ナデ。体部外面ヘラケ

ズリ。

~ 1012 



□ 口］／ 

ロ／ー7¥{L/ ¥iJC7ロ
□□ □1[ // ロ／―ニロ□ ーロ］
尋

ロ
15 ~□二／／ロニこ二／

- ------_-—• -] 

／
22 

．
 

21 

10cm 

ロー ］ ロ

ロ
第780図 第243号住居跡出土遺物(1)

--1013-



）C-一＼2 

•—,',-,.f' 

_
_
 

―-
l

 

＿
〖
〖
＿
ニ
―

□/ 
¥ 2 ， 

口ロロ ロ

ロ]28一

―

-

ー

ー

＿ー
＿

＿

＿

 

一

「

I 
＇ 

-―`ーニ：／ニーニーニ
口―—-—·二／］

―_1 

30 

ー
／

—··· ・・--- ・- 口＿[ 一_― ＿｝ 
口一~·· ／ 33 ¥‘~‘~ ~ 

口 ／ 35 

-[―- -- - --

□□／．ご―-］一•-―-•-- -

I// 
ロ ’ 

~36 

つ

~37 

。
10cm 

第781図 第243号住居跡出土遺物(2)

-1014-



8 坪 口11.8 高4.3 B多＋R+W 浅黄橙 85 口縁端部ヘラアテ。口緑部～体部内面ナ
プ—―。

， 坪 口11.9 底4.3 B多＋R少濯少 浅黄橙～黒褐 70 口縁部～体部内面ナデ。底部静止糸切り

高4.5

10 坪 口(12.0) 高(4.5)B+屑十H' 明赤褐 30 ロ蒻ナデ。内疇諏暗文。

11 坪 口(12.0) B+W+W' 橙 20 口緑部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

12 坪 口(13.6) 高(4.3)B+R+W にぶい橙 30 口縁部～体部内面ナデ。体部外面風化に

よりケズリ不明療。

13 坪 口(14.4) 高3.5 B多＋R＋屑 橙 70 口縁部～体部内面ナデ。体部外面ヘラケ

ズリ。

14 坪 ロ(14.0) B+W 橙 口緑 20 口縁部～体部内面ナデ。体部外面ヘラケ
ズリ。風化。

15 蓋 つまみ(3。0) B+R少柑＋屑＇ 灰 55 天井部外面右回転ヘラケズリ。風化顕著

16 皿 口17.6 高3.9 B多＋R+屑十W' 橙 95 口縁端部ヘラアテ。口緑部～体部内面ナ
フ--。

17 皿 口(17.2) 高3.2 B+R少渭 橙 45 ロ緑端部ヘラアテ。体部外面ヘラケズリ

18 坪 口(14.0) B+W 橙 ロ緑 20 口緑端部ヘラアテ面取り。体部外面風化
によりケズリ不明瞭。

19 椀 口(18.4) B+R少柑 黒褐 25 ロ総ナデ。内暉音文。

20 椀 口(16.8) 高9.7 B濯＋W' 橙～黒 60 口縁部外面数回のヘラアテによる段をも

つ。

21 鉢 口26.2 高12.4 B+R少＋W+W' 橙 50 口縁部ナデ。体部内面ヘラナデ。

22 甕 口(13.4) B+W 橙 口緑 25 口縁部ナデ。胴部外面風化によりケズリ
不明瞭。

23 小型甕 底4.4 B多＋R少＋IHW' 橙～黒 胴部下半 胴部外面ヘラケズリ。底部外面一方向の

45 ヘラケズリ。

24 甕 口(23.0) B+R+il 橙～灰褐 胴部上半 口緑端部ヘラアテ。胴部外面ヘラケズリ

50 

25 窺 口(22.0) B+W少刊' にぶい橙 口縁 25 口縁部ナデ。胴部内面ヘラナデ。

26 甕 口(21.8) B+R少＋屑十川＇ にぶい橙 ロ緑 30 口緑端部ヘラアテ。胴部内面ヘラナデ。

27 蚕 口(18.0) B+R少柑多濯＇ にぶい黄橙 口縁 25 風化により調整不明康。

28 壷 口(20.0) B+R少斗W+W' 橙 口縁 20 口縁端部ヘラアテ。口縁部ナデ。胴部外
面ヘラケズリ。

29 甕 口18.6 B多十R＋屑＋闇＇ 橙 ロ緑 100 口緑端部ヘラアテ。胴部外面ヘラケズリ

30 甕 口(22.8) B+R少＋屑十W' にぶい橙 口縁 30 口縁部ナデ。胴部内面ヘラナデ。

31 甕 口(22.4) B+R少斗W+W' 橙 口緑 45 口緑端部ヘラアテ。胴部外面ヘラアテ
内面強いヘラナデ。

32 甕 口(26.0) B多＋屑濯＇ 橙 口縁 25 口緑部ナデ。胴部外面ヘラケズリ、内面
ヘラナデ。

33 甕 口(26.4) B濯多＋W' にぶい黄橙 ロ緑 20 口縁部ナデ。胴部外面ヘラケズリ。

34 窺 底(6.0) B+li/+W'少 にぶい橙 底部 30 胴部外面ヘラケズリ。

35 甕 底(5.0) B+R少＋W+W'少 （内）橙（外）褐灰 胴部下半 胴部外面ヘラケズリ、内面輪積み痕。

40 

36 甕 口(22.0) 胴26.4 B+R+W少 橙～暗褐 30 口縁端部ヘラアテ。胴部外面風化著しく

ケズリ不明瞭。胎土中の含有物量多い。

37 甕 口24.0 胴25.6 B多＋R+W 橙～黒褐 70 口縁端部ヘラアテ。胴部外面ヘラケズリ
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第244号住居跡

1.暗褐色土 茶褐色土粒子・炭化物を少量含む。

2.褐色土 茶褐色土小プロックを多量に、焼土粒子を少量含む。

3.暗茶褐色土 茶褐色土ブロック・炭化物・焼士粒子を多く含む。

4.暗褐色土 しまりのない土で、焼土ブロック・茶褐色土小プロックを含む。

第244号住居跡カマド

A.黒褐色土 黄褐色土粒子（径2~3mm)を多星に、同ブロック（径5mm 

~1 cm)を少量含む。土器片を多量に出土する。

B.暗茶褐色土 黄褐色土粒子（径1~3mm)を多量に、焼土粒子を若干含む。

土器片を多く含む。

c.暗黄褐色土 暗茶褐色土を基本に黄褐色土粒子（径 1mm以下）を多量に含
む。土器片は含まれない。

D. 黄褐色土 黄褐色士プロック（径5●m~1cm)を主体に暗茶褐色土を若

干含む。焼土プロックを若干含み、土器片も多く含む。

E.淡黄褐色土 黄褐色土を甚本にした袖と考えられる層で、第244号住居跡に

切られる。

第244号住居跡（第782図）

ヘ・と一449• 450Gridに位置し、第243号住居跡に切られる。形態は南北にややながい長方形

で、規模は長軸6.4m、短軸5.9m、主軸の傾きはN-4°-Eとほぽ真北を向く。床面までの深さ

は41cmである。

カマドは北壁東寄りに構築されている。右袖にあたる部分を切られているが、燃焼部は深く掘り

込まれており、左側の袖は確認されている。ピットは小さいものが合計12基検出された。あまりき

れいに並ばないが、後世の攪乱と考えられるものはない。壁溝は確認された範囲ではすべてに検出

されている。貯蔵穴は東南隅壁際に設けられている。規模は65X77cm、深さは50cmで底は平らにな

る。

出土遺物は非常に多く、また接合率も比較的良好である。ただし若干の混入が認められるようで

ある。注目すべき遺物としては、焼きむらの残る土師器甕（54) や土師器胚、陶邑編年のMT15形

式に相当する須恵器杯 (33• 34) などが出土している。また、滑石製の剣形模造品が覆土から出土

しているが、造りもよく優品である。
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第244号住届跡（第783~787図）
No. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口(11.2)底5.0 B多＋H 明赤褐 50 平底。底部外面多方向のヘラケズリ。
高5.0

2 坪 口(11.8) B+R+W 明赤褐～黒褐 30 口縁部～体部内面ナデ。体部外面ヘラケ
ズリ。胎土中の含有物量少ない。

3 坪 口(12.0) B+W 明赤褐～黒褐 25 口縁端部ヘラアテ面取り。体部外面ヘラ
ケズリ。風化。

4 坪 口(12.0) B+R少斗H 橙 25 口縁端部面取り。体部外面ヘラケズリ
風化。

5 坪 口(12.0) 高4.8 B+W にぶい橙 30 風化著しく調整不明瞭。

6 坪 口(12.0) 高5.5 B+R+W少 橙 45 体部外面風化によりケズリ不明瞭。

7 坪 口12.4 B+W 橙～黒褐 45 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。風化

8 坪 口12.2 高5.7 B+R十川 橙 50 口緑端部面取り。体部外面ヘラケズリ
風化。， 坪 口12.2 高6.5 B+R+W 橙～褐灰 100 No.4。口縁端部ヘラアテ面取り。口縁部
～体部内面ナデ。体部外面ヘラケズリ
風化顕著。

10 坪 口(13.0) B+R+W多 黒褐 口縁 25 口縁端部面取り。体部外面ヘラケズリ。

11 坪 口(13.0) 高7.1 B惰＋砂少 明赤褐 30 ロ緑部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

12 坪 口(12.8) B+R少碍＋屑＇少 にぶい橙 25 口縁部と体部の境目ヘラアテ。体部外面
ヘラケズリ。

13 坪 口(13.0) B+W にぶい橙 口縁 25 口緑部ナデ。体部外面ヘラケズリ。器面
荒れている。

14 坪 口(12.4) B+R少引H （内）橙（外）黒褐 30 ロ緑部ナデ。体部外面風化によりケズリ
不明瞭。

15 坪 口13.2 高(6.2) B+R+W 明赤褐 70 口緑部～体部内面ナデ。体部外面ヘラケ

ズリ。風化。

16 坪 口(13.0) 高(6.0)B少渭 赤褐～黒 30 口縁端部ヘラアテ面取り。口縁部～体部
内面ナデ。

17 坪 口12.4 高5.9 B+W 明赤褐 80 口縁部～体部内面ナデ。体部外面ヘラケ

ズリ。

18 坪 口(13.6) 高6.0 B+R少＋H 橙 65 口縁端部ヘラアテ面取り。口縁部～体部
内面ナデ。

19 坪 口(13.8) 高(6.4)B+R+W 明赤褐 20 口緑端部ヘラアテ面取り。口縁部～体部
外面ヘラケズリ。

20 坪 口(13.5) 高6.5 B+R少斗H 橙～赤灰 50 ロ緑部～体部内面ナデ。体部外面ヘラケ
ズリ。風化。

21 坪 口(13.5) 高5.9 B+R惰少 橙 45 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。風化

22 坪 口(14.0) B+W 橙 30 口縁部～体部内面ナデ。胎土中の含有物

量少ない。

23 坪 口(13.2) B+R少＋¥ti 明赤褐～赤黒 40 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。風化
顕著。

24 椀 口(12.0) B+R+i/ にぶい橙～褐灰 30 口縁部ナデ。体部外面下半ヘラケズリ。

25 坪 口(12.0) 高(5.7)B+R+W 橙～黒 35 口縁端部ヘラアテ面取り。口縁部～体部
内面ナデ。体部外面ヘラケズリ。

26 坪 口(14。O) 高5.5 B+R少斗H 橙 30 体部外面風化によりケズリ不明瞭。

27 坪 口(12.0) 高(5.8)B+W にぶい橙 40 口縁端部ヘラアテ面取り。口縁部～体部
内面ナデ。

28 坪 口(14.2) B+R+W 橙 25 体部外面風化によりケズリ不明瞭。

29 坪 口14.2 高5.6 B+R+W 明赤褐 80 口縁端部ヘラアテ面取り。口縁部～体部
内面ナデ。
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30 坪 口(14.0) B+W 橙 25 口縁端部ヘラアテ面取り。体部外面ヘラ

ケズリ。風化。

31 坪 口14.0 高(6.1) B多＋R少＋ii 橙 70 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。風化

32 坪 口(16.0) B+R少渭＋W' 明赤褐 30 口縁端部面取り。体部外面ヘラケズリ

風化顕著。

33 坪 口(10.0) 高4.8 B+W 灰 50 口縁端部ヘラアテ面取り。左回転ヘラケ

ズリによる成形。

34 坪 口11.4 高4.9 B+W多 灰 65 体部外面下半左回転ヘラケズリ。

35 有蓋高坪 口(10.6) B少＋H 暗青灰 坪部 60 坪部外面下半右回転ヘラケズリ。脚部

坪部高5.0 3ヶ所に透かし。

36 壷 口（9.4) 胴16.2 B+R+W 橙 45 口縁部ナデ。胴部外面上半ヘラケズリ後

粗いミガキ、下半ヘラケズリ。

37 小型壷 口8.4 底5.2 B+R+W+W' 橙 100 口縁部ナデ。胴部外面一部ヘラケズリ

高6.1 底部外面多方向のヘラケズリ。器壁厚く

歪んでいる。

38 高坪 脚10.2 B+R+W 橙 脚部 90 脚部内外面ナデ。風化顕著。

39 高坪 胴11.0 B+R+W+W' 明赤褐 脚部 75 No.2。脚部外面ナデ。

40 はそう 胴12.0 B+R+W 橙 胴部 100 No.3。胴部外面上半ナデ、下半ヘラケズ
リ。穿孔は焼成後。

41 小型襄 口(16.0) 底(6.2)B+R+W にぶい橙～褐灰 45 風化著しく器面の剥落顕著。口縁部風化

高12.5 により凸凹している。胴部外面ヘラケズ

リ。

42 鉢 口(18.0) B+W にふい橙 20 口縁端部ヘラアテ。体部外面ヘラケズリ

風化顕著。

43 小型壷 ロ(10.0) B+R少廿i 橙 胴部 25 口縁部ナデ。胴部外面ヘラケズリ。

44 小型甕 口(17.0) B+R惰少 にぶい黄橙 胴部上半 口縁部ナデ。胴部外面ヘラケズリ、内面

25 ヘラナデ。風化。

45 小型窺 口16.4 B+R少渭濯' 橙 胴部上半 胴部外面風化著しくケズリ不明瞭。胎土

40 中の含有物量多い。

46 小型甕 口13.8 胴13.8 B+R少柑 橙 上半部 40 胴部外面ヘラケズリ、内面ヘラナデ。風
化。

47 甕 底5.4 B+R+W 橙 胴部下半 胴部外面ヘラケズリ、内面ヘラナデ。底

40 部多方向のヘラケズリ。

48 壷 口(18.0) B+W 橙 口縁 30 口縁端部ヘラアテ。口縁部外面ヘラアテ
による段をもつ。

49 小型甕 底（6.8) 胴(17.5)B+R+W にぶい黄橙 胴部 30 胴部外面上半ヘラケズリ後ナデ、下半へ
ラケズリ。底部多方向のヘラケズリ。

50 小型壷 口14.6 底6.8 B+R+W+W' 明赤褐 95 No.5。口縁端部面取り。胴部外面上半粗

高20.8 胴20.8 いハケメ、下半ヘラケズリ後ナデ。底部

外面一方向のヘラケズリ。丁寧なつくり

51 甕 口17.4 底6.5 B+R渭＋砂多 橙～黒 65 口縁部歪んでいる。底部一方向のヘラケ

高28.0 ズリ。凹み底。風化。

52 甕 口(21.0) 底5.4 B+W 明赤褐 60 口縁端部ヘラアテ面取り。胴部内面ナデ

高23.5 胴21.9

53 甕 口18.0 底7.5 B+R少＋H にぶい黄橙～黒 90 胴部内面ヘラナデ。底部外面ほぼ一方向

高31.2 胴20.4 のヘラケズリ。

54 甕 口21.0 底7.0 B+R+W 橙 80 胴疇化によりケズリ和暉。外面

高25.4 胴25.4 に焼きむらがある。

55 甕 口(23.0) B+W 橙 口縁 25 口縁端部面取り。外面口縁部～胴部ヘラ
ケズリ。

56 甑 底(11.2) B+R渭少 橙 疇 30 胴部外面ヘラケズリ。風化顕著。

57 甕 口(24.0) B+W多 橙 口縁 25 カマド。口縁部ナデ。胴部内面ヘラナデ

58 壷 底8.0 B+R+W （内）赤褐 底部 95 胴部外面ヘラケズリ、内面ヘラナデ。底

（外）明赤褐～橙 部外面一方向のヘラケズリ。
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59 壷 口(20.0) 底6.4 B+R+W 橙 45 口縁端部ヘラアテ面取り。胴部外面ヘラ

高29.3 ケズリ、内面ナデ。底部外面一方向のヘ

ラケズリ。

60 甕 口19.0 底(6.8) B+R+¥'I十闇＇ にぶい橙 70 口縁端部ヘラアテ面取り。胴部外面ヘラ

高28.8 胴23.8 ケズリ、内面ヘラナデ。底部外面一方向

のヘラケズリ。

61 甕 口23.5 胴27.8 B+R+W 橙 50 No.1。口縁端部ヘラアテ面取り。胴部外
面ヘラケズリ、粘土接合部分横方向のヘ

ラケズリ。

62 甕 B+R+W濯’少 にぶい黄橙 疇 100 胴部外面ヘラケズリ。

63 甕 底5.8 B＋屑 灰褐 疇 75 胴部外面ヘラケズリ。底部外面一方向の

ヘラケズリ。

64 襄 底7.2 B+R+W 黒褐 疇 90 胴部外面ヘラケズリ。底部外面多方向の

ヘラケズリ。風化顕著。

65 甕 底4.6 B+R渭少 （内）にぶい橙 疇 100 底部外面二方向のヘラケズリ。風化。

（外）褐灰

66 甑 底(6.0) B+R少濯 にぶい橙～黒褐 疇 30 カマド。外面胴部～底部ヘラケズリ。

67 甕 底(7.6) B＋屑＋砂多 にぷい赤褐 疇 50 外面胴部～底部ヘラケズリ。風化。

68 甕 底(5.6) B濯多 明赤褐 疇 80 胴部外面ヘラケズリ。底部外面一方向の

ヘラケズリ。

69 甕 底7.0 B多＋屑 橙～黒 疇 90 貯蔵穴。底部外面多方向のヘラケズリ。

70 甕 底(6.0) B+¥ii+ii' にぶい橙～黒 疇 80 胴部外面ヘラケズリ。底部外面多方向の

ヘラケズリ。

71 甕 底(6.0) B十屑 （内）褐（外）明赤褐 疇 70 胴部外面ヘラケズリ、下端部指ナデ。底

部外面一方向のヘラケズリ。

72 甕 底6.4 B+R少惰 赤褐～灰赤 疇 100 胴部外面ヘラケズリ。底部外面多方向の

ヘラケズリ。凹み底。

73 這 B+¥11濯＇ にぶい橙 50 外面ヘラケズリ後ナデ。内面輪積み痕明

瞭。風化顕著。胎土中の含有物量多い。

74 支脚 上端4。6 B+W+W' にふい橙 25 外面ヘラケズリ。内面ナデ。

75 坪 口(13.0) B+R少サl 褐灰 口縁 25 口縁端部強いヘラアテ。体部外面ヘラケ

ズリ。

76 坪 口(13.5) 高4.1 B多＋R渭 浅黄橙 40 疇外面静止糸切りの諏暉かに残る。

77 坪 口12.6 高3.5 B+R+W 橙 100 口縁端部ヘラアテ。風化。

78 坪 口(13.5) B+R少＋付 橙 35 口緑端部ヘラアテ。口縁部～体部内面ナ

デ。口縁部と体部の境目ヘラアテ。

79 坪 口(13.2) B+R+W 橙 25 ロ縁端部ヘラアテ。内面疎な暗文。

80 坪 口(14.0) 底6.0 B＋屑 橙 30 内面暗文。底部外面二方向のヘラケズリ

高(3.9) 平底。

81 坪 口(16.0) B+W 明赤褐 20 口縁端部ヘラアテ。内面暗文。

82 皿 口(18.5) 高（3.2)B多＋R＋屑 橙 40 口縁部ナデ。内面暗文（風化替しく確認

できない）。

83 皿 口(19.2) B濯少 にぶい橙 30 ロ蒻～靡内面ナデ。

84 皿 口(20.0) B+W 橙 口緑 25 カマド。口縁部～体部内面ナデ。

85 長頚壷 口10.8 B少刊 灰白 頚部 85 頚部内外面に自然釉付着。ロクロ成形。

86 甕 口(18.0) B+R＋屑 橙 口縁 25

87 甕 口(18.0) B+R＋屑 橙 ロ縁 30 口縁端部ヘラアテ。
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88 甕 口(17.4) B＋闇 橙 口縁 25 口縁端部ヘラアテ。風化。

89 甕 口(18.0) B+R+W+W'少 橙 口縁 25 口縁端部ヘラアテ面取り。

90 甕 口(22.0) B+W 橙 口縁 30 貯蔵穴。胴部内面ヘラナデ。

91 甕 口18.0 B+R+W+W' 橙 口緑 70 風化。混入

92 甕 口(22.6) B多＋N 橙～灰褐 胴部上半 カマド。口縁端部ヘラアテ。

25 

93 窺 口23.6 胴32.4 B+R+W にぶい橙 上半部 60 口縁端部ヘラアテ。胎土中の含有物量多
tヽ。

第234号住居跡から第244号住居跡までの11軒は、連続して切り合っていることが判明した。湧水

その他の悪条件の下で発掘を行ったため、平面だけでとらえることができず、同時に掘り下げざる

を得なかった部分もある。説明文中にも触れたが、これらの関係を整理すると次のようになる。

（旧→新） 234→ (235→236) →237

238→237 

240→239→237 

241→236→237 

241 → 242 

244→243→242 

この所見を念頭に入れて、遺物の整理を行ったが、異なる住居跡からの遺物が接合するものも若

干認められた。また、時期の異なる遺物の混在も認められたが、あえて不必要にこれらの遺物を削

除することは避けた。したがって、各住居跡の遺物としたそのすべてが、必ずしもその住居跡に伴

う遺物ではないことをここで明記しておく。

明らかに混入と判断できるか、その可能性が強い場合にのみ、遣物の所属変更および観察表記載

を行った。なお、これは本報告書全てに共通する手続きである。

第245号住居跡（第788図）

ほ一448• 449Grid←1立置し、南側が道路及び水道にかかっている。形態は正方形に近く、規模

は長軸4.5m、短軸4.3m、主軸の傾きは N-17°-Wである。床面までの深さは25cmである。

カマドは北壁中央に構築されている。袖は地山の造り出しで、残りは良好である。燃焼部はわず

かに掘り込まれているが、床面との差はほとんどない。土製の支脚（31) が完全に残っていた。柱

穴と考えられるピットは北半に 2基検出されている。南半の床面も精在したが、柱穴らしきピット

は確認できなかった。なお、ピット 1に接する落ち込みは攪乱と考えられる。貯蔵穴はカマドの右

側に設けられている。隅丸の長方形を呈しており、規模は84X70cm、深さは64cmである。壁溝は確

認されなかった。

出土遺物はさほど多くはない。覆土からの破片が多く、完形になる土器はなかった。土器以外に

は石製の勾玉が出土している。

1026-



y
 

y
 

◎R こ
券
惣・

g
 

＜
 

B B' 

D' 

量 u 
第245号住居跡カマド

A.茶褐色土 黄褐色土粒子（径1~3mm)を多量に含み、白色微粒

子を全体的に多量に含む。焼土粒子をわずかに含む。

B.暗黄褐色士 茶褐色土を基本に黄褐色土ブロック（径5mm~1 cm) 

を部分的に含む。焼土粒子を少量含む。

C.暗橙褐色土 黄褐色土粒子（径3~5mm)を全体的に多量に含み、

焼土粒子（径3~5mm)を多量に含む。

D.黒褐色土 茶褐色土を基本に焼土・炭化物粒子（径2~3mm)、

および黄褐色土ブロック（径5mm~1 cm)を多く含む。

゜
2m 

第788図第245号住居跡
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第245号生居跡（第789図）
No. 器種 大きさ(Cll!） 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口(12.0) B+W 黒褐 口縁 25 口縁端部ヘラアテ。体部外面ヘラケズリ

2 坪 口(12.0) B+W十屑＇ にぶい橙 ロ縁 25 ロ鰤砂デ。臨訊面ヘラケズリ。

3 坪 口11.6 高4.9 B+R+W にぶい橙～黒 70 ロ緑部ナデ。体部外面ヘラケズリ。風化

4 坪 口(11.8) B+R少廿| 橙 口縁 40 ロ疇ナデ。靡訊面ヘラケズリ。風化
顕著。

5 坪 口(12.0) B+W 黒褐 口縁 20 口緑部ナデ。体部外面風化によりケズリ
不明旅。

6 坪 口12.0 高4.7 B+R+W廿l' 橙 80 口緑端部ヘラアテ面取り。口緑部～体部
内面ナデ。風化顕著。

7 坪 口(12.0) B多＋R+W にぶい橙 口縁 30 口縁端部ヘラアテ面取り。体部外面ヘラ
ケズリ。

8 坪 口(12.0) 高(4.5) B+R少＋柑 にぶい橙 25 カマド。口縁端部ヘラアテ？面取り。ロ

縁部～体部内面ナデ。風化。， 坪 口(12.0) B+R+W 橙 口縁 20 口緑端部ヘラアテ面取り。風化。

10 坪 口12.2 高4.8 B+R少渭 橙 70 口緑端部ヘラアテ面取り。風化顕著。

11 坪 口12.4 高4.9 B+R多＋屑 橙 70 口縁端部ヘラアテ面取り。口縁部～体部

内面ナデ。風化。

12 坪 口(12.6) 高4。3 B+R+W 橙～黒 50 口縁端部面取り。口縁部ナデ。

13 坪 口(13.0) 高5.2 B+R+W 橙 30 口縁端部ヘラアテ面取り。口縁部～体部

内面ナデ。

14 坪 口(13.0) B+W にぶい橙 口縁 30 口縁端部ヘラアテ面取り。体部外面ヘラ
ケズリ。

15 坪 口14.2 高4.6 B+R+l'I 明赤褐 85 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

16 坪 口(13.8) B+R多＋屑 にぶい橙 口縁 20 口縁端部面取り。体部外面ヘラケズリ
風化顕著。

17 坪 口(14.0) 高(5.6)B+W十屑＇ 橙 25 口縁端部面取り。口緑部と体部の境目へ

ラアテ。

18 坪 口11.4 高4.5 B+R＋闇 にぶい黄橙～黒 60 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

19 坪 口(13.0) 高3.9 B+W 橙 20 内面暗文痕。体部外面ヘラケズリ。

20 坪 口(13.8) B惰＋W' 明赤褐 口縁 30 口縁部～体部内面ナデ。体部外面ヘラケ

ズリ。

21 鉢 口22.0 底5.6 B+R少斗H にぶい橙 60 ロ緑端部ヘラアテ面取り。体部外面ヘラ

高13.2 ケズリ、内面ヘラナデ。底部外面一方向

のヘラケズリ。

22 小型壼 口(13.7)底4.9 B濯＋W' にぶい橙～黒褐 40 口縁部ナデ。底部外面一方向のヘラケズ

高14.8 胴(15.0) リ。

23 甕 底5.0 B+W+W' にぶい赤褐 疇 100 外面胴部～底部ヘラケズリ。

24 琵 底5.8 B+R＋闇多＋＼1' 橙～黒褐 底部 90 胴部外面ヘラケズリ。底部外面一方向の
ヘラケズリ。

25 甕 口18.0 B+R＋関 褐灰 胴部下半 口緑部ナデ。胴部内面ヘラナデ。

30 

26 甕 口(20.0) B少紐＋W濯＇ 橙 ロ緑 25 口縁部ナデ。胴部内面ナデ。

27 壺 口(21.4) B+R＋柑＋礫 橙 口緑 25 口緑端部面取り。口緑部外面ヘラアテに
よる段をもつ。風化顕著。

28 壷 口(18.0) B柑＋砂少 にぶい橙～黒褐 30 ロ緑部ナデ。胴部外面ヘラケズリ。

胴(24.4)

29 甕 底7.2 B＋屑十H' 灰褐 疇 80 胴部外面ヘラケズリ。底部外面一方向の
ヘラケズリ。

-1029 



30 i::.ニチュロ（4.0) 高3.0 IB+R＋り少
ァ

31 I支脚 上端5.4 下端9.8 IB+W 
高16.2

にぶい黄橙

橙

35 

100 

ロ縁部ナデ。底部外面ヘラケズリ。風化

No.1。裾部内外面ナデ。

第246号住居跡（第790図）

り一448• 449Gridに位置し、南側は風倒木の攪乱によって失われている。長軸4.3m、短軸

4.0mのほぼ正方形を呈し、主軸の傾きは N-102°-E、床面までの深さは38cmである。

カマドは東壁やや北寄りに構築され、左側の袖に甕を使用している。燃焼部は方形にしっかり掘

り込まれている。煙道の残りは浅く、やや長い。柱穴は壁に接近して 5基検出されている。いずれ

も浅く、最も深いもので22cmである。貯蔵穴はカマドの右側に設けられている。規模は56X 44cm、

深さは52cmで、底に近づくはど幅が狭くなっている。

出土遺物はいずれも破片であるが、底部全面ヘラ削り調整の須恵器杯が出土している。土器以外

には編物石とすり石が 1点出土している。

第247号住居跡（第792図）

り・ぬー449• 450Gridに位置する。形態は正方形に近く、規模は長軸5.7m、短軸5.2mである。

主軸の傾きはN 12°-E、床面までの深さは30cmである。

カマドは北壁ほぱ中央に構築されている。袖は小さく造り出されており、燃焼部は明瞭に掘り込

まれている。柱穴は 4基（ピット 1~ 4)検出され、その並びは比較的均等である。いずれも深

く、 40~70cmの堀り込みが確認された。なお、ピット 5は本住居跡よりも新しい遣構と考えられ

る。壁溝は浅いが、全周する。貯蔵穴はカマドの右側に設けられている。規模は117X86cm、深さ

は72cmであり、段をもつ。

出土遺物は少なく、破片が多い。

第248号住居跡（第794図）

と。ち 449 • 450Gridに位置する。規模は長軸4.lm、短軸2.9mと東西に長い長方形を呈する。

主軸の傾きは N-80°―E、床面までの深さは38cmである。
カマドは東壁中央に構築され、袖はわずかに認められる程度に造り出されている。燃焼部は四角

く、深く掘り込まれている。ピットは 2基検出されているが、いずれも浅い堀り込みで、住居に伴

うものかどうかは不明である。壁溝はカマドのある東壁を除いて確認された。深さは10cmほどであ

る。貯蔵穴は東南隅に設けられている。径50cm前後、深さ30cm、底は幅が狭まっている。

遺物は多くはないが、比較的残りがよい。貯蔵穴から完形の須恵器杯（ 3)が出士した。また、

灰釉陶器の破片も出土している。

第249号住居跡（第796図）

る一451Gridに位置し、北半は排水溝にかかる。集落の中心からやや離れて検出された住居跡で

ある。全体のおよそ1/2が確認された。南壁の長さが1.9mと小型の住居跡である。主軸の傾きは
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第246号住居跡

1.茶褐色土 黄褐色土粒子（径2~3mm)を多最に、同ブロック

（径5mm~1 cm)を少量含む。炭化物粒子をごくわず C. 暗茶褐色土 黄褐色土粒子（径2~3mm)を全体的にまばらに含む。

かに含む。堅緻。 焼土・炭化物粒子をわずかに含む。堅緻。

2. 黄茶褐色土 黄褐色土プロック（径5rnm~1cm)を多量に、同粒子 D. 暗黄褐色土 2層によく似るが、黄褐色土粒子は少なく、同ブロッ

（径2~3mm)を少巌、炭化物粒子を若干含む。堅緻。 ク（径5mm~lCIIl）が多い。堅緻。

3. 黄褐色上 基本的に 2層と同じだが、黄褐色土ブロック（径 5mm 旦橙褐色土 暗茶褐色土を基本に焼土プロック（径 1~2Clll)を多

~1 cm)を多く含み、茶褐色土をわずかに含む。堅緻。 く含む。堅緻。

第246号住居跡カマド り暗橙褐色土暗茶褐色土を基本に焼土プロック（径 5mm~1 cm)少

A. 茶褐色土 黄褐色土粒子（径3~5mm)を少鼠、焼土粒子をわず 量含む。堅緻。

かに含む。堅緻。 G. 黒灰色土 黄褐色士粒子（径 1mm以下）を全体的に多量に含む。

B. 暗黄褐色土 茶褐色土を基本に黄褐色土粒子（径2~3mm)を多星、 また灰・炭化物粒子を多星に、焼土粒子を少試含む。

同ブロックを若干、焼土粒子をわずかに含む口堅緻。 粘性なく軟弱ロ

第790図第246号住居跡
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第791図 第246局住居跡出土遣物
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第246号件f琺（第791図）
No. 器種 大きさ(CI) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口（9.0) 高(2.0) B+W にぶい黄橙 20 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

2 坪 口(12.0) 高3.0 B+W にぶい黄橙 25 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

3 坪 口(12.0) B+W にぶい橙 口縁 20 貯蔵穴。口縁部ナデ。体部外面ヘラケズ
リ。

4 坪 口(13.6) B+W にぶい橙 20 カマド。口縁部ナデ。体部外面ヘラケズ
リ。

5 坪 口(13.6) B+W にぶい橙 20 体部外面ヘラケズリ。風化。

6 坪 口13.2 高3.5 B+W+W'少 にふい橙 85 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。風化
顕著。

7 坪 口(14.0) 高（3.5)B+W にぶい黄橙 25 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。風化
顕著。

8 坪 口(14.0) 高(3.0)B+W 橙 30 体部外面ヘラケズリ。風化顕著。

， 坪 口(14.4) 高3.3 B+W+W' にぶい橙 65 No.6。口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

10 坪 口15.4 高3.8 B+W にぶい橙 75 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

11 椀 口(16.0) 高(5.1)B+W 橙 20 口縁端部面取り。体部外面ヘラケズリ
風化顕著。

12 坪 口(12.6) 高3.4 H 灰 50 底部一方向のヘラケズリ後、周辺回転へ
ラケズリ。

13 坪 底11.0 W+W' 灰 底部 100 No.7。底部右回転ヘラケズリ。

14 甕 口(19.0) B+W+W' 橙 口緑 20 カマド。体部外面横:fJI祁」のヘラケズリ。

15 甕 口(24.0) B+R少＋W+W' 明赤褐 口縁 20 No.3カマド。体部外面ヘラケズリ。

16 襄 口20.8 B+R+W+W' 橙 口縁 30 No.5。口縁部外面輪積み痕。

17 甕 口22.3 底4.8 B+R少＋H多＋W' 橙 85 No.lカマド。胴部外面上半斜方向のヘ
高28.3 胴22.4 ラケズリ、下半縦方向のヘラケズリ。

18 甕 口(18.2) B+R少＋伯十川＇ 赤褐 口縁 30 胎土中の含有物量多い。

19 甕 口(25.0) B+W多渭＇＋片少 諏 口縁 25 No.4。口縁端部丁寧なナデ。

N-92°-Eで、床面までの深さは30cmである。覆土には多量の黄褐色の鉄分が含まれていた。

カマドは東壁に構築されている。袖は認められず、燃焼部はわずかにくぼんでいる程度である。

壁溝は南壁から西壁にかけて L字状に確認されている。柱穴は確認できなかった。

遺物の量は少ないが、完形に近い土器も出土している。

第250号住居跡（第797図）

り一458• 459Gridに位置する。長軸5.0m、短軸3.3mで、顕著な長方形を呈する。覆土は浅く、

床面と確認面との差がほとんどないところもある。主軸の傾きは N-32°— E である。

カマドは北壁中央やや東寄りに構築されているが、左袖はプランがはっきりしない。燃焼部は広

い範囲で、浅く掘り込まれている。壁溝は北壁の一部を除いて確認された。カマドの両側にある土

坑2基のうち、カマドの右側、北東隅に設けられたものは貯蔵穴と考えられるが、もう 1基と住居

跡との関連は不明である。その他の施設は確認されていない。
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第247号住居跡

1.暗褐色土 茶褐色土プロックを多く含み、炭化物を若干含む。

2.褐色土 茶褐色土プロックを 1層より少なく含み、少景の炭化物

を含む。しま，）よし。

3.黒褐色土 少量の炭化物を含み、粘性・しまりが強い。茶褐色士プ

ロックをほとんど含まない。

4.暗褐色土 茶褐色土小プロックを多く、炭化物を若千含む。

5.茶褐色土 茶褐色土ブロックを多星に含む。粘性・しまり強い。

6.暗褐色土 1層に比べて含まれるプロックが大きくなる。

7.褐色土 粘性・しまり強く、プロックをほとんど含まない。

8.褐色上茶褐色土プロックを多く含む。

8.褐色土 5層のプロ、アクをほとんど含まなくなる。

10.黄褐色土 茶褐色上ブロックを多く含む。粘性・しまり非常に強い。

。
」 -- | Jm 

第792図
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第247号住居跡カマド 第247号住居跡貯蔵穴
A. 暗褐色土 茶褐色土小プロック多く含む口 1.暗褐色土 茶褐色土小プロックを多く含み、炭化物を若干含む。
B.暗褐色土 焼土粒子・プロックを多めに含み、炭化物を少最含む。 2.暗褐色土 1層のプロックをほとんど含まなくなる。
C.赤褐色土 火を受け赤色化した暗褐色土で、炭化物を少巌含む。 3.茶褐色土 茶褐色土プロックを多く含む。粘性・しまり強い。
D.黒褐色土 灰を多量に含み、しまりのない土。炭化物を多く含む。 4.暗黄褐色土 炭化物を少童含む。粘性・しまり非常に強い。
E.褐色土 茶褐色土粒子を多星に含み、粘性は強いがしまりなし。

F.暗赤褐色土 黄褐色土プロックを基本に暗褐色土をわずかに含む。

下層部分がよく焼けている。

G.暗茶褐色土 黄褐色土プロックを少最、焼土粒子をわずかに含む。
H. 暗黄褐色土 黄褐色土プロックを主体に暗茶褐色土多量に含む。

］．黒灰色土 灰で構成され、焼土粒子をわずかに含む。しまりなし。

第247号住居跡
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第793図 第247号住居跡出土遺物

第247号住居跡（第793図）
No. 器種 大きさ（C目） 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口11.3 高3.5 B+R+W十柑＇ 橙 65 ロ疇ナデ。佑靱面ヘラケズリ。

2 坪 口11.0 高3.1 B多＋W+W'少 明赤褐 90 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。風化

3 坪 口11.8 高(3.6) B+W少 橙 75 体部外面ヘラケズリ。風化顕著。

4 坪 口(13.0) 高3.9 B+H にぶい黄橙 50 体部外面ヘラケズリ。風化顕著。

5 坪 口(13.0) 高4.0 B廿l+W' にぶい黄橙 25 体部外面風化著しくケズリ不明瞭。

6 坪 口(10.5) 高(4.5)B+W+W' 橙 30 体部外面風化著しくケズリ不明瞭。

7 皿 口19.4 B+W 明赤褐 70 内面放射状暗文。外面特に風化著しい。

8 椀 口(16.0) B惰＋W' 橙 25 体部外面風化著しくケズリ不明瞭。

， 甕 口22.8 B+W濯＇ 赤褐～黒 口縁 70 口縁端部ヘラアテ。胴部外面ヘラケズリ

10 甑 底(3.5) B+R少舟瑾' 橙～黒 25 胴部外面ヘラケズリ。口縁部欠損。

11 琵 口22.8 B多＋R少＋H 橙 口縁 100 貯蔵穴。口緑部外面輪積み痕。
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第248号住居跡

1.茶褐色士 黄褐色土粒子（径3~5mm)を少量、焼土粒子を若干含む。炭

化物粒子をわずかに含む。

2.暗茶褐色士 黄褐色土ブロック（径5mm~1 cm)を若干、焼土・炭化物粒子

をわずかに含む。

3. 暗黄褐色土 茶褐色土を基本に黄褐色土プロック（径 5mm~1 cm)を多く含

む。焼土・炭化物粒子を少最含む。

黄褐色土プロック（径l~2cm)を基本に茶褐色土を少量含む。4.黄褐色土

第248号住居跡カマド

A. 暗褐色土 焼土小ブロック・炭化物を少量含む。

B. 暗褐色土 黄褐色土プロックを少鼠、焼土粒子を多めに含む。

C.暗黄褐色土 黄褐色土プロックを多量に、焼土粒子を若干含む。

D. 暗赤褐色土 2層に比べて焼土粒子が多くなる。

E.赤褐色土 赤色化した褐色土で灰を少贔含む。

F.黒褐色土 灰・焼土小プロックを多く含み、粘性・しまりに欠ける。

゜
2m 

第794図 第248号住居跡
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第248号住居跡（第795図）
No. 器種 大きさ(c111) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口12.4 底4.3 B渭＋片 灰 90 疇回転糸切り。

高4.1

2 坪 口13.0 底5.2 B多＋W にぶい褐 85 カマド。底部回転糸切り（風化して見え

高4.0 ない）。酸化炎焼成。

3 坪 口12.4 底5.3 B+il+W' 黒 100 No.l。底部回転糸切り。酸化炎焼成。
高3.8

4 椀 口(12.4) 底(5.6)B柑＋礫少 黄灰 30 カマド。底部回転糸切り。風化顕著。

高5.0

5 椀 口13.4 底(4.9) B+il 灰オリーブ 35 疇回転糸切り。

高4.4

6 椀 口(13.0) 底(5.4)B多＋R多＋li にぶい黄橙 70 譴。疇回転糸切り。酸他践誠。

高4.5

7 坪 底6.2 B多＋W+礫少 灰 底部 100 疇回転糸切り。

8 椀 口(12.0) 底(6.0)W 灰 15 疇回転糸切り。

高4.1， 椀 口(13.0) B少＋1i 灰 25 ロクロ成形。

10 皿 口13.6 底6.4 B多＋H 灰 50 疇回転糸切り。

高2.1

11 高台付椀 高台6.8 B+W 灰黄 45 疇回転糸切り後、高台ナデつけ。風化

12 高台付椀 底6.3 B惰＋礫 灰 65 カマド。底部回転糸切り。高台部欠損。

13 坪 口(14.0) 高2.9 B+W にぶい褐 25 底部回転糸切り。

14 高台付椀 高台6.0 B+R+W にぶい赤褐 45 疇。疇回転糸切り後、高台ナデつけ

胎土中の含有物量多い。

15 高台付坪 口15.0 B+W少 灰白 50 床直。灰釉陶器。灰釉付けがけ。

16 甕 底(12.0) B+W+W' 灰 疇 25 カマド。底部多方向のヘラケズリ。

17 坪 口(13.7) B+R渭少 橙 ロ縁 15 体部外面ヘラケズリ。風化。

18 甕 口(19.0) B+R＋屑＋屑’少 褐灰 口縁 20 口縁部ナデ。胴部外面ヘラケズリ。

19 甕 口(20.0) B多＋R+W 橙 ロ緑 20 口緑部ナデ。胴部外面ヘラケズリ。

20 甕 口(22.0) B多＋R＋屑 にぶい橙 口緑 20 カマド。胴部外面ヘラケズリ。

21 甕 口(20.0) B多＋R少濯 橙 口緑 30 カマド。口縁部外面輪積み痕。胴部内面
ヘラナデ。

22 甕 口(22.9) B多＋R濯 橙 口縁 30 カマド。口縁部ナデ。

出土遣物は少なく、全て破片である。土器以外には、棒状の鉄製品が出土している。

第251号住居跡（第799図）

と．ち 458。459Gridに位置する。西側のプランは確認されず、検出された東壁の長さは4.1m 

であった。確認面と床面との差がなく、覆土はほとんど存在しない。北壁寄り中央に焼土と炭化物

を含んだ土層の堆積が認められた。柱穴は 4基確認されたが、掘り込みは浅い。壁溝は東半でかろ

うじて残っている程度である。

出土遺物はほとんどなく、図示できる遺物は存在しなかった。
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第249号住居跡

1.茶褐色土 黄色土・炭化物粒子を少呈含む。

2.暗茶褐色土 黄色ナ・炭化物粒子を少鼠含む。焼土を含む。しまり良し。

3.黄褐色土 比較的多巌の黄色土粒子と、少量の焼土・炭化物粒子を含む。

しまり良し。

4.茶褐色土 炭化物・焼土・黄色土粒子を少量含む。閉まり良し。

第249号住居跡カマド

A.黄褐色土 多鼠の黄色土粒子及び少星の焼土粒子を含む。

B. 茶褐色土 多量の黄色土粒子及び少量の焼土粒子・炭化物粒子を含む。しまり良し。

C.暗褐色土 炭化物・焼土粒子を少鼠含む。

D. 明褐色士 多鼠の黄色土粒子及び少星の焼土・炭化物粒子を含む。しまり良しロ

E. 赤褐色土 焼土・炭化物粒子を多旦に含む。

F.灰褐色土 多量の灰・炭化物粒子と焼土を含む。しまりなし。

G.黄褐色土 多餓の黄色土粒子と少景の焼土を含む。しまり良し。

ローロ5

〇 10cm 

第796図 第249号住居跡および出土遺物
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第249号住居跡（第796図）
No. 器種 大きさ(CIll） 胎土 色調 残存率（%) 備 考

1 坪 ロ(12.0) 高(3.5)関 灰白 10 口縁ナデ。体部外面ヘラケズリ。

2 坪 口13.2 高3.5 B多惰 （内）にぶい黄橙 95 N⑫。
（外）にふい橙

3 坪 口14.0 底8.8 R多柑 橙 80 No.5。内面放射状暗文。平底。
高3.2

4 坪 口16。6 高(6.1) B+R＋屑 橙 30 嵐3・4。内面暗文。

5 蚕 口(12.O) M 橙 ロ緑 20 口縁端部面取り。胎土中の含有物量多い
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第250号住居跡

1.暗黒色土 粘性の大変強い層で、焼士粒子や炭化物を多く含む。

2.淡褐色土 黄褐色粘七と褐色土の混じった層。

3.淡褐色土 黄褐色粘土を主体とした層で、粘性に富んだ褐色土を混入する。 ゜
2m 

第797図第250号住居跡
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第798図 第250号住居跡出土遺物

第250号住居跡（第798図）
No. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 蓋 つまみ3.2 砂 灰 70 No.2。左回転ナデ。

2 坪 口(16.0) 高(4.9)R 橙 10 内面暗文。

3 坪 B+R 橙～浅黄橙 40 No.I貯蔵穴。内面暗文。
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第799図 第251局住居跡
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第252号住居跡

1.暗褐色土 粘性の強い粒子の粗い層で、土器片・炭化物を含む。

2.暗黒色土 炭化物・焼土粒子混じりの層。炭化材を含む。

゜
2m 

第800図第252号住居跡
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第801図 第252号住居跡炭化物出上状況

第252号住居跡（第800• 801図）

る・を一460Gridに位置する。長軸5.8m、短軸4.3mの長方形で、長軸の傾きは N 74°-W、

床向までの深さは16cmである。覆土全面に焼土及び炭化物を含み、覆土除去後、床面直上から多最

の炭化木材が検出された。焼失家屋と考えられる。

炉は西壁寄り中央に設けられている。楕円形を呈し、わずかにくばんでいる。また炉の西側に

も、焼土粒子が多量に堆積している範囲が認められた。柱穴は 4悲確認された。バランスよく配さ

れているが、深さは10cm前後で堀り込みが浅い。壁溝は幅20cm、深さ15cmで、ほぼ全周する。東壁

際に土坑が存在するが、住居との閃連は不明である。

出土遺物は少なく、床面もしくは覆土から破片が広範囲で出土した。床面直上から鉄製鎌が出土

しているのが注目される。

第253号住居跡（第803図）

る一459• 460Gridに位置し、東南隅は上坑に切られる。形態はやや歪んだ長方形で、規模は長

辺5.0m、短辺3.3m、主軸の傾きは N 62°-Eである。床面と確認面の差はほとんどない。

カマドは東壁やや北寄りに構築されている。燃焼部はわずかに堀り込まれているが、袖は確認さ

れなかった。杜穴はすべて深さ 9~10cmと浅い。壁溝は検出された範囲すべてに認められたが、わ

--1044-
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第802図 第252号住屈跡出土造物

第252号住居跡（第802図）
No. 器種 大きさ(c111) 胎土 色調 残存率（駕） 備 考

1 小型壷 口12.4 底3.4 B+R＋関＇ 橙 80 No22 • 27 • 35。口縁端部外面ナデ。風化
高15.6 胴13.9 顕著。歪みあり。

2 甕 口(17.4) B 橙～明赤褐 口縁 30 嵐1・11。口疇｝ヽケメ、端部ナデ。胴
部外面ハケメ。胎土中の含有物多量。

3 壷 底7.4 w＋砂 浅黄橙 30 No.30 • 31 • 34。風化顕著。

4 壷 底(8.4) R濯多＋関＇＋砂多 橙 40 No.3・4・5・25。胴部外面ヘラケズリ部分
的にハケメの後、粗いミガキ。

5 高坪 疇部(4。O) B濯多＋砂 橙 30 No.15。

ずかな堀り込みしかなかった。

出土遣物はきわめて少なく、図示できるものは 3点しかない。つまみをケズリだした土帥器の蓋

(1)が出土している。

第254号住居跡（第804図）

ぬ一459Gridに位置し、第255• 256号住居跡と切り合うが、その新旧関係は不明である。規校は

長軸5.0m、短軸3.8mのいびつな長方形を呈する。主軸の傾きは N-31°-W、床面までの深さは

2 cmと非常に浅く、ほとんど確認面との差がない。

カマドは北壁やや西寄りに構築されている。袖はなく、燃焼部の堀り込みは浅い。ピ、ノトは 2基

検出されているが、住厄跡との関係は不明である。壁溝は確認された範問で全周している。
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第253号住居跡カマド

A. 暗赤褐色十 焼土粒子混じりで、粘性の強い粒子の粗い層。炭化物をわずかに含む。
0 2m 
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第803図 第253号住居跡および出土遺物

-1046 



第253号住届＂n(第803図）
No. 器種 大きさ(c■) 胎土 色調 残存率(%) 備 考

1 蓋 つまみ1.3 B 橙 40 No.3カマド。つまみ部四角＜丁寧にケ
ズリ出している。内面ヘラミガキ。

2 鉢 口(24.0) 高7.7 R+W 橙 口縁 20 No.2カマド。体部内面ナデ．

3 甕 口(14.4) R多＋H 橙 口縁 30 カマド。外面風化。

さ
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SJ 256 

v̀ 

2550 

SJ 

ク，

と

B' 

B' c_ C' 

言
第254号住居跡カマド

A.暗赤褐色土 焼土粒子混じりで、粘性の強い粒子の粗い層。炭化物をわずかに含む．

゜
2m 

□/-9 
゜

10cm 

第804図 第254号住居跡および出土遺物
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N]で竺゚（ロ-)6IB+R+W胎土
甕 口(22.0) B+R+W 

色調

橙

（内）黒（外）橙

残存率（災）

口縁 20

口縁 10

備 考

No.1。

No2。内面黒色を呈する。

朽
'

4

6

こ 一
SJ 256 

B 

SK 120 。ロ
< 

B' 

SJ 254 

3
 

B
 

゜
2m 

□□□ 
」゚

一
10cm 
⇒ 

第255号住居跡

1.暗褐色土 粘性の強い粒子の粗い層。

2.黄褐色土 黄褐色土プロックを多星に含み、炭化物をわずかに含む。

3.黄褐色土プロック

4. 暗赤褐色土 赤色の焼土プロックを多蟄に含むロ

第805図 第255号住居跡および出土遺物

（第805図）

口(1:：さ(;]。)I8+R+H胎土

色調 残存率（％）

20 1内疇文。

備 考

橙

（第806図）

(1~多胎土 色調

橙

残存率（％）

10 

備考

口縁疇ヘラアテ。風イ頃著。
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第806図 第256号住居跡および出土遺物
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第257号住居跡

1.暗褐色土 粘性に富む粒子の粗い層で、黄褐色土プロックを多量に含む。

2.暗茶色士 粘性の弱い粒子の粗い層で、炭化物をわずかに含む。

3.褐色土粘性に富む粒子の粗い層で、焼土を含まない。

4.暗褐色土 粘性に富む粒子の粗い層で、焼士・炭化物をわずかに含む。

5.黒色土柱痕。粘質の弱い粒子の粗い層。

6.褐色土粒子が粗く炭化物混じりの層。

7.淡褐色土 炭化物をほとんど含まない。

0 2m 

D D’ 

“̀ 第257号住居跡炉跡

1.暗褐色土 粘性の強い粒子の粗い層で、焼土粒子をわずかに含む．

2.赤褐色土 焼土ブロックを多量に混入する．粘性弱い。

三'

第807図
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カマドB

第257号住居跡カマドA

A.暗赤褐色土 焼土粒子をわずかに含み、炭化物をやや含む。
B.黒色土 炭化物層。粘性の強い粒子の細かい層。
C.赤色土 焼士層。固くしまりよく焼けている。
D.灰褐色土 炭化物灰層。粘性の弱いバサバサした層。
E. 暗褐色士 粘性の弱い炭化物・焼土粒子混じりの層。
F.褐色土 粘性の強い炭化物混じりの層。

G.赤褐色土 焼土。焚き口部。

．
 

`
3
 

3
 

3
 

F' 
第257号住居跡カマドB

A.暗褐色土 粘性の弱い粒子の粗い層で、炭化物を多量に含む。
B.赤色土粘性の強い焼土層。固くしまる。

C.褐色土 粘性の粗い褐色土を主体とし、炭化物を含む。
D.焼土ブロック

゜1 | 
1m 
＿＿」

第257号住居跡
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第808図 第257号住居跡出土遺物（1)
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第809図 第257号住居跡出土遺物(2)

第257号住且 ：‘'、（第808~809[1<1) 
No. 器種 大きさ(c■) 胎土 色調 残存率（箕） 備 考

1 坪 口12.4 高3.7 B+R 橙 70 No.7カマド。口縁端部ヘラアテ。

2 坪 口13.0 高3.7 B 橙 50 No.5カマド。体部外面ヘラケズリ。

3 坪 口(12.0) 高3.5 R （内）浅黄橙（外）橙 20 内面風化顕著。

4 坪 ロ(13.0) 高(4.0)R （内）にぶい赤褐 20 口縁部ナデ。
（外）橙

5 坪 口(12.2) 高4.3 B 橙 20 口縁端部ヘラアテ。

6 坪 口13.0 高4.4 B+W 橙 60 口縁端部ヘラアテ。体部内面ナデ。

7 坪 口(12.4) 高3.8 B にぶい橙 20 口縁端部ヘラアテ。内面暗文。

8 坪 口13.0 底6.0 B+R 橙 60 No.1 • 2カマド。底部外面ヘラケズリ
高3.3 内面暗文。， 坪 口(12.0) 高3.8 R多＋H 橙 40 No.6カマド。口縁端部ヘラアテ。内面

暗文。

10 坪 口12.0 高3.5 R 橙 50 No.3カマド。内面放射状暗文。

11 椀 口14.0 底7.6 B+R+W 橙 50 口縁端部ヘラアテ。底部外面ヘラケズリ
高5.1 胴14.4 内面放射状＋螺旋状暗文。

12 坪 口(13.6) 高(4.2)H＋砂 橙 20 口縁端部強いヘラアテ面取り。内面暗文

13 椀 口(14.8) 底(7.4)B+W 橙 30 口縁部強いヘラナデ。底部外面ヘラケズ
高5.5 リ。

14 坪 口17.0 高4.0 R+W 橙 50 体部外面風化。

15 坪 口18.8 高3.8 B 橙 60 口縁端部ヘラアテ。内面放射状暗文。

16 椀 口(15.6) 底9.0 R多惰 橙 30 口縁端部強いヘラアテ面取り。底部外面
高6.9 ヘラケズリ。内面放射状暗文。

17 椀 口(18.4) B+R多＋N 明赤褐 20 口縁端部ヘラアテ面取り。体部外面ヘラ
ケズリ後ヘラミガキ。
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18 椀 B+R+W 橙 底部 30 体部内面ナデ。底部外面ヘラケズリ。

19 甕 口(14.0) B+R 橙 口縁 10 口縁端部ヘラアテ面取り。

20 甕 底10.0 屑 （内）黒（外）橙 疇 40 胴部内面ヘラミガキ。

21 台付甕 底（8.4) B+W （胴内）浅黄橙 臓部 10 胴部内面ヘラナデ。調部内面黒色。
（臓内）黒（外）橙

22 甕 口(17.0) 底7.6 B+W にぶい橙 20 No.1 • 4カマド。口縁端部ヘラアテ。胴
高15.0 胴(17.2) 部内面ナデ。

23 甕 口25.0 B+R 橙～にぶい黄橙 上半部 40カマド袖。

24 甕 口(26.0) B+R多 橙 口縁 20 胴部外面風化によりケズリ不明瞭。

25 甕 B+R 橙 下半部 30丸底。底部黒色。

26 甕 口(23.0) B+砂多 橙 口縁 30 内面風化。

遺物は土器の破片が少量出土したにすぎない。図化できなかったが放射状の暗文のある杯小片が

出土している。

第255号住居跡（第805図）

ぬ一459Gridに位置し、第254• 256住居跡、第118~120号土坑と切り合っている。規模は一辺

3.5mほどの正方形に近い形態だが、若干歪んでいる。主軸の傾きはN-90°-W、床面までの深さ

は10~20cmである。

カマドは西壁南寄りに構築されている。両袖をもち、燃焼部はほとんど掘り込まれていない。そ

の他の施設は確認されなかった。

出土遺物の贔は少なく、すべて破片である。坪 1点しか図示できなかった。

第256号住居跡（第806図）

り・ぬー459• 460Gridに位置し、第254• 255 • 257号住居跡と切り合っている。長軸6.0m、短

軸5.8mの歪んだ長方形を呈する。長軸の傾きはN-27°-E、床面と確認面との差はほとんどない。

壁溝は全周するものと思われるが、掘り込みは大変浅い。南西隅近くにある楕円形の掘り込みと

住居跡との関連は不明だが、カマドではないと思われる。その他の施設は検出されていない。

出土遺物はほとんどなく、土器片がわずかに出土しているにすぎない。

第257号住居跡（第807図）

ち・り一459• 460 • 461Gridに位置し、第256号住居跡とわずかに切り合っている。新旧関係は

不明である。規模は長軸6.8m、短軸5.5mの大型の住居跡である。地震による液状化現象によって

噴きだした下層の黒色土の帯（以下、黒色土帯と呼ぶ）により西南コーナーが大きく落ち込んでい

る。主軸の傾きは、カマドAでN-31°-E、カマドBでN-50°-W、深さは15cmである。

カマドは北壁（A)と西壁（B）に構築されており、覆士の状況をみると西壁がカマドBを切ってい

るのが観察されるため、カマドBを使用した後、新たにカマドAを構築したものと思われる。カマ
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第258号住居跡

1.褐色土 粘性の強い粒子の細かい層で、炭化物をわずかに含む。

2.暗赤褐色土 焼土プロック混じりで、粘性の弱いサラサラした層。

3.黒色土 粘性の強い粒子の細かい陪で、炭化物の純層である。

4.淡褐色土 粘性の弱い粒子の粗い層て、炭化物を含まない。

5.黄褐色土 貼床。

6.黒色土 地震の亀裂に堆積したもの。

※ 2~4はカマド土層

゜
2m 

第810図 第258号住居跡
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第811図 第258号住居跡出土遺物

第258号ナ・::.'，` （第811図）

No. 器種 大きさ(CRI） 胎土 色調 残存率（%) 備 考

1 坪 口(16.0) B （内）灰白（外）橙 30 風化。体部内外面下半黒色を呈する。

2 高台付椀高台6.0 W にぶい橙 疇 100 疇回転糸切り後、高台ナデつけ。焼成
不良。

3 高台付坪 口(16.0) 灰白 10 灰。

4 椀 口(14.0) B+W 橙～にぶい橙 30 口縁部内面帯状に黒色を呈する。

5 椀 口(14.0) B+W 橙～にぶい橙 20 口縁部内面黒色。

6 甕 口(22.0) B多＋H 橙 口縁 30 口縁部外面ヘラエ具痕、端部ヘラアテ面
取り。

7 羽釜 口(20.0) B 灰白 口縁 10 口縁端部面取り。胎土中の含有物多量．
胴(23.4)

ドBの袖は地山の造りだしであり、右袖には甕が伏せた状態で置かれていた。燃焼部にば焼土範囲

が明瞭に確認された。また、ピット 1と3との間にやや赤く焼けた面が検出された。焼土の堆積は

非常に薄いが、明らかに被熱した痕跡である。柱穴は 3基検出されている。柱材は約40cm程度土中

に入れられ、その底面は砂層に達している。壁溝は北壁の一部を除いて、すべての壁に巡ってい

る。幅は30cm、深さは10cmである。貯蔵穴は確認されなかった。

出土遺物は比較的多いが、完形のものはない。出土土製品には土錘4点、紡錘車 1点がある。

第258号住居跡（第810閲）

る一461Gridに位置する。黒色土帯を切って構築されている。規模は長軸3.6m、短軸3.lmと小

さな長方形を呈する。主軸の傾きは N-98°— E で、床面と確認面との差はほとんどないが、貼床

は明瞭で、非常に堅い。

カマドは東壁南寄りに構築されている。燃焼部は浅く、いっきに掘り込まれている。柱穴は 4基

検出されたが、ピット 3は黒色土帯にかかっており、プランは不明瞭である。壁溝は全周し、深さ
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第259号住居跡

1.暗褐色土 粘性の強い層で、炭化物を含む。粒子粗い。

2.暗黒褐色士 粘性に富んだ粒子の粗い層。

3. 暗褐色士 粘性はやや弱いが粒子の細かな層で、炭化物を含む。

4.黒褐色土 粒子の粗い粘質の層で、焼土・炭化物をわずかに含むロ

5.褐色土 粘質の強い粒子の細かな層で、炭化物を含む。

6.暗褐色土 粒子の粗い炭化物混じりの層で、焼土をわずかに含む。

7.黄褐色土 粘性強い粒子の粗い層で、焼土プロックを含む。

8.暗黄褐色上 貼床。黄褐色士と黒色土の混合層。固くしまる。

9.黒色土 柱痕。粘質の弱い粒子の粗い層。

10.褐色．十 炭化物混じりの層で、粒子は粗い。

゜
2m 

第812図第259号住居跡
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第813図 第259号住居跡出土遺物

第259号住居跡（第813図）
No. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口(16.0) 高(3.2)B+W 橙 10 カマド。口縁端部ヘラアテ。

2 坪 口(12.0) 高(2.6)R にぶい黄橙 10 カマド。

3 椀 口16.0 高5.6 R 橙～にぶい橙 50 口縁端部ヘラアテ面取り。

4 椀 口(14.0) 高5.7 B+W 橙 30 口縁端部ヘラアテ面取り。内面暗文。

5 椀 口(14.0) 高(5.5)B+W 橙 20 口縁端部ヘラアテ面取り。内面暗文。

6 坪 口(16.6) 高(3.0)B+R 橙 20 口縁端部ヘラアテ。体部内面ヘラナデ

7 甕 口(21.2) H 橙 口縁 10 口縁端部ヘラアテ。

8 甕 底4.0 B+R （内）にふい黄橙 疇 50 底部外面ヘラケズリ。
（外）にぶい橙， 甕 口21.8 R 橙 70 No.1カマド。口緑端部ヘラアテ。

10cmと浅い。貯蔵穴は南西隅に設けられているが、浅く不明瞭である。

遺物は少なく、破片のみである。灰釉陶器の口縁片（ 3) が出土している。

第259号住居跡（第812図）

ぬ・る一460• 461Gridに位置し、西壁から南壁にかけて、黒色土帯による大きな攪乱をうけて
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第260号住居跡

1.暗褐色土 粘性の強い粒子の粗い層で、炭化物を含む。

2.暗黄褐色土 黄褐色土ブロック混じりの層。 ゜| l -- 予m
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第814図 第260号住居跡および出土遺物
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第針60号住居跡（第814図）
No. 器種 大きさ(c■) 胎土 色調 残存率(%) 備 考

1 高台付椀 口(13.8) 底(6.0) W 灰 30 No.6。風化顕著。作りが粗雑。
高5.2

2 高台付椀 底6.4 R多＋H 橙 底部 100 No.7。底部・回転糸切り。焼成不良。

3 坪 口(14.o) R多＋屑 橙 10 酸化炎焼成。風化顕著。

4 高台付椀 底8.0 B多＋R 灰白 臓部 80 No.2。灰釉陶器。内面全体と外面一部に
暉。咽訥面に重濾き咽暉。

5 坪 口(13.0) 高（3.4)W 橙 30 貼床。風化顕著。

6 坪 口(11.0) 高(3.6) B 橙 20 貼床。外面風化。

7 坪 口13.2 底5.8 R 橙 100 No.1。底部外面ヘラケズリ。
高4.3

8 坪 口13.4 底6.4 R 橙 50 No.4 • 5。体部外面ヘラケズリ後、上半指
高4.1 オサ工．

9 坪 口13.0 底7.2 R 橙 95 No.3。体部外面ヘラケズリ後、上半指オ
高4.1 サエ。

10 坪 口(16.0) 高(5.6)B+W 橙～にぶい褐 20 体部外面ヘラケズリ後、上半指オサエ。

11 蓋 口(17.2) H 灰白～にぶい黄橙 20 貼床。風化顕著。焼成やや不良。

12 坪 口(14.2) 高(4.1)B+R 橙 20 内面ナデ。混入。

13 蓋 つまみ1.3 B+W 橙 30 貼床。つまみ部四角くケズリ出している
内面丁寧なナデ。混入か？

14 鉢 口(18.0) B 橙 10 貼床。体部内面丁寧なナデの後、暗文
混入。

15 鉢 底9.0 H （内）橙（外）黒 底部 100 貼床。内面暗文。混入。

いる。本来の住居の規模は、長軸4.6m、短軸4.5mの正方形に近い形態であったと思われる。主軸

の傾きも N-54°-Wと推定される。貼床は広い範囲で検出され、非常に堅く、床面の検出は容易

であった。

カマドは黒色土帯中から落ち込んだ状態で確認された。そのため原型をほとんどとどめていな

い。カマドがあったと思われる部分の黒色土中から、土師器甕が検出されており、カマドに伴うも

のと考えられる。柱穴 3基は、検出状態もよく、柱痕部が明瞭に確認された。壁溝は全周していた

ものと思われる。貯蔵穴は見あたらなかった。

遺物はほとんどが覆土中から浮いた状態で出土した。小さな破片が多く、量も少ない。

第260号住居跡（第814図）

わ・か一461 • 462Gridに位置し、黒色土帯を切って造られている。規模は長軸3.0m、短軸

2.5mと小型の住居跡である。覆土は10cm程で、貼床はよくしまっている。壁溝は27cm前後の輻で、

全周している。カマドは見当たらない。

出土遺物は、おもに覆土や壁溝から出土しているが、貼床中からそれよりも古い時期の遺物が出

土している。また、緑釉の底部が1点（4)出士している。
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第73号土坑

1.暗茶褐色土 茶褐色土ブロックを多量に、炭化物を若干含む。しまり強い。

一度に埋まった土である。

第74号士坑

1.暗褐色土 礫を多く含み、炭化物を少量含む。

2.暗茶褐色土 茶褐色土粒子を多く含み、炭化物・焼土粒子を若干含む。

゜
2m 

第816図第 5発掘区土坑（1)
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第88号土坑

1.赤褐色土 焼土・焼土プロックを多盤に含む。

2.黄褐色土 炭化物を少最含む。茶褐色土をブロック状に含む。しまりよし。

3.黄褐色土 炭化物を少鼠含む。しまりよし。

第94号七坑

1.明褐色土 黄色土粒子を少鼠含む。しまりよし。

［明褐色土 黄色土粒子および少旦の火山灰を含む。しまりよし。

2.暗褐色土 黄色土粒子および少鼠の炭化物・焼土を含む。しまりよし。

3.黄褐色土 しまりよし。

4.茶褐色土 炭化物粒子を少凪含む。しまりよしロ

第95・96号土坑

1.暗茶褐色土 焼土粒子・炭化物粒子および黄色土粒子を少量含む。粘性な

く、しまりよし。

2.黒褐色土 焼土粒子・炭化物粒子および黄色土粒子をわずかに含む口や

1.黒褐色上 焼土・炭化物粒子を含む口 や粘性があり、しまりよし。

2.明褐色土 焼土・炭化物粒子を少戴、黄色上粒子を 3.茶褐色土 比較的多鼠の黄色土粒子と、少鼠の焼土を含む。粘性があり、

比較的多く含む口しまりよい しまりよし。

3.暗茶褐色土 多量の焼上粒子・炭化物粒子を含む。し 4.暗黄褐色土 多量の砂と少鼠の褐色土・焼土を含む。しまりなく、砂質。

まりよし。

4.黄褐色土 多星の黄色土粒子を含む。しまりよし。 0 2m 
←- | --—--4 

第817図第 5発掘区土坑(2)
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第98・99号t坑

1.明褐色土 黄色土粒子を少盤含む口しまりよし。

l 明褐色土 黄色土粒子および少簸の火山灰を含む口しまりよし。

2.暗褐色土 黄色土粒子および少籠の炭化物・焼土を含む。しまりよし。

3.黄褐色土 しまりよし。

4.茶褐色土 炭化物粒子を少量含む。しまりよし。

言言量冒

109 

冑

第100~102・104号土坑

1.暗茶褐色土 焼土粒子・炭化物粒子および黄色土粒子を少量含む。粘性

なく、しまりよし。

2.黒褐色土 焼土粒子・炭化物粒子および黄色土粒子をわずかに含む。

やや粘性があ＇）、しまりよし。

3.茶褐色土 比較的多星の黄色土粒子と、少屋の焼土を含む。粘性があ

リ、しまりよし。

4.暗黄褐色土 多醤の砂と少量の褐色土・焼土を含む口しまりなく、砂質

である。

第103号土坑

1.黄茶褐色土 比較的多量の焼土・炭化物粒子を含む。しまりよし。

第105-107号土坑

1.暗褐色土 黄色土・焼土・炭化物を少量含む。しまりよし。若干粘性あり。

2.茶褐色土 黄色土粒子・炭化物粒子を少量含む口しまりよし。粘性あり口

3.黄褐色土 多量の黄色土粒子を含む。粘性あり。

第106-108~110号土坑

1.茶褐色土 多賦の黄色土粒子と少鼠の焼土・炭化物粒子を含む。しまりよし。

2.褐色七 多鼠の黄色土粒子を含む。しまりよしロ

3.黄褐色土 多巖の黄色土粒子を含む口しまりよし。若干粘性あり。

第818図 第 5発掘区土坑 (3)
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第111• 112号土坑

l.暗茶褐色土 焼土粒子・炭化物粒子および黄色土粒子を少星含む。粘

件なく、しまりよし。

2.黒褐色土 焼土粒子・炭化物粒子および黄色土粒子をわずかに含むロ

やや粘性があり、しまりよし。

3.茶褐色土 比較的多鼠の黄色土粒子と、少鼠の焼土を含む口粘性が

あり、しまりよし。

第120号土坑

1.暗黄褐色土 第256号住居跡貼床。固くしまっている。

2.暗褐色土 比較的粘性の強い層。粒子は粗い。

3.赤褐色土 焼土プロックを多墓に含む。やや固い。

4.焼土ブロック

5.暗黄褐色土 粘性の強い粒子の粗い層で、炭化物を多量に含む。

0 2m 
| ----—+-··-- -------1 

第819図 第 5発掘区土坑（4)・ピノト
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第5発掘区土坑（第820~822図）
NO. 器種 大きさ（C員） 胎土 色調 残存率（％） 偏 考

1 小型甕 口(12.0) B+W 橙～褐灰 胴部上半 SK71。胴部内外面ハケメ。
30 

2 均 底2.2 胴7.7 B+W 褐 胴部100 SK73。胴部内外面ヘラミガキ。

3 壷 口22.0底9.5 B渭＋礫多 明赤褐～にぶい橙 30 SK72。口縁端部横位ハケメ。口縁部外
高(47.5)胴(44.5) 面上・下端にハケ状工具による押圧。胴

部外面ハケメ後、上半ミガキ、下半ヘラ
ケズリ。凹み底。木葉痕。

4 小型甕 口(14.3) B少＋R+W 橙 胴部上半 SK69。風化著しくケズリ不明瞭。
20 

5 小型甕 底6.4 B+R+W+W' にぶい橙 胴部上半 SK69。胴部外面風化によりケズリ不明
70 瞭。底部外面一方向のヘラケズリ。

6 椀 口(14.0) B+W+W'少 橙～黒褐 20 SK78。胴部外面風化著しくケズリ不明
瞭。

7 椀 口(16.4) 高(9.0)川＋砂 にぶい橙 50 SK78。No.l。体部外面下半ヘラケズリ。

8 椀 口12.6 高7.5 B+R渭少 にぶい橙 75 SK78。No.1・2。底部外面ヘラケズリ。風
化。， 鉢 口(22.0) B+R少渭 橙 口縁 15 SKBl。

10 甕 口(20.0) B+R少渭 橙 口縁 25 SKBl。

11 甕 口(22.0) B+R少渭＋W' 橙 口縁 20 SKBl。

12 坪 口(16.0) B+W 明赤褐 口縁 20 SK86。口縁端部ヘラアテ。

13 坪 口(12.4) 底(4.0)B+R+W 明赤褐～黒 40 SK86。口縁端部ヘラアテ。底部静止糸
高2.9 切り。

14 皿 口(16.8) 高(3.2)B+R少廿i 橙 30 SK101。No.3・27。内面暗文。

15 椀 口(16.2) B+R少＋屑 橙 口縁 50 SK102。No.l。口縁端部ヘラアテ。内面
暗文。

16 甕 底5.4 B多＋R少+W+W' にぶい橙～灰褐 底部 100 SK102。No.5。風化。胎土中の含有物量
多い。

17 甕 口(20.0) B+W+W' にぶい橙 口縁 15 SKlll。胎土中の含有物量多い。

18 坪 口14.6 高4.0 B+W+W' 橙 60 SK113。No.3。口縁端部ヘラアテ。内面
暗文。

19 皿 口(17.0) B+W 明赤褐 口縁 25 SK113。No.3。口縁端部ヘラアテ。内面
暗文。

20 甕 口(24.0) B+R+W 橙 口縁 10 SK113。口縁部ナデ。

21 甕 底(7.8) B+R少＋W+W' 橙 疇 25 SK113。凹み底。

22 坪 口(12.0) B+W 橙～黒 30 SK116。口縁端部ヘラアテ。

23 坪 口(12.4) 高(2.9)B+R少濯 明赤褐 50 SK116。内面放射状暗文．

24 坪 口(15.4) 高5.0 B+R+W 橙 35 SKllB。口即螂ヘラアテ。内暉音文。

25 坪 口12.0 高3.5 B+R+W+W' 橙 65 SK120。No.2。

26 坪 口(14.0) B多＋H 明黄褐 ロ縁 30 SK120。口縁端部ヘラアテ。

27 坪 口13.2 高4.2 B+R+W 橙 100 SK120, No.36。口縁端部ヘラアテ。内面
暗文。

28 皿 口21.6 高3.2 B渭＋W' にぶい橙～黒 80 SK120。No.13・21。口縁端部ヘラアテ
内面暗文。
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29 甕 口(24.2) B+R+W+¥11' 橙 ロ緑 30 SK120。No.24。

30 壷 口(25.0) B+R＋屑濯＇ にぶい橙 口縁 30 SK120。No.1• 7。

31 甕 口(23.2) B多＋R＋屑十川＇ にぶい橙 30 SK120。No.6・7・16。
胴(19.5) 

32 襄 底(7.0) B柑多＋W' にぶい橙 胴部下半 SK120。No.18・20。
40 

33 坪 口(12.2) B+W 灰黄 65 SK75。底部回転糸切り。胎土中の含有
底（5.6) 高3.7 物量少ない。

34 皿 口(13。O) 底(6.2)屑＋H＇ 暗灰黄 30 SK75。底部回転糸切り。
高2.6

35 甕 口(14.2) B+W 灰褐 口縁 15 SK75。

36 坪 口(12.0) 底(5.0)W渭＇＋礫少 灰 40 SK76。底部回転糸切り。
高3.1

37 皿 口14.2 底6.0 W十屑＇ 青灰 80 SK76。底部回転糸切り。
高2.3

38 高台付椀 口(14.6) 高6.1 B渭＋片少 黄灰 25 SK77。底部回転糸切り後、高台ナデつ
高台(7.8) け。風化。

39 坪 口(12.0) 底(7.2)H多＋ii' 暗青灰 30 SK77。瞬B回転糸切り。
高3.9

40 甕 底4.4 B+R+W+W' 橙 疇 100 SK77。疇—方向のヘラケズリ。

41 高台付椀高台(8.0) B少柑＋¥II' 灰 疇 20 SK83。高台ナデつけ。高台端部ヘラア
プ。

42 高台付椀高台6.4 B多＋H 灰 底部 100 SK85。底部回転糸切り後、高台ナデつ
け。風化。

(2) 掘立柱建物跡

第 6号掘立柱建物跡（第815図）

り・ぬ 443 • 444Gridに位置する。規模は 2間(394cm)X 3間(500cm)で、柱間は一定していな

い。特に、ピyト 13は定位置からおおきくはずれており、歪みが大きい。建て替えもしくは切り合

っている可能性もあるが、明確にとらえることはできなかった。長軸はほぱ真北を向いていると考

えられる。柱穴の形態は円形が基本だが、その形状はさまざまである。主柱穴に近接して数基のピ

y卜が検出されたが、掘立柱建物跡に伴う遺構かどうかは不明である。堀り方はまちまちで、深さ

は22~64cmである。遺物は出土しなかった。

(3) 土坑・ピット

第5発掘区からは53基の土坑と、十数某のピy卜が検出されている。土坑は形態・規模ともにさ

まざまで、出土遺物の時期も広範囲にわたっている。特徴的なものを数某あげておくことにする。

なお、遺物は土坑番号順ではなく、おおまかに時期を追って掲載した。

第72号土坑（第816図）

ヘー445Gridに位置する。 80X 64cmの楕円形を呈し、深さは16cmである。小さく浅いが、五領期

の大型壺が出土している。
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第823図 第5発掘区ピット出土遺物

第5発掘区ピット（第823図）
NO. 器種 大きさ(c111) 胎土 色調 残存率（災） 偏 考

1 小型丸底 ロ(9.2) B+R少柑＋H'＋砂少 黄橙～橙 口緑 15 ちー439Pitll。頚部外面ハケメ (7本
/8疇）。胴部外面ヘラケズリ後ナデ
内面指ナデ。

2 壷 口(16.0) B+R+W+W'多＋砂多 橙 口縁 20 ちー439Pit11。複合口緑。風化により
調整不明。

3 坪 口(12.2) 底(5.2)B+W 灰 30 りー448Pit3。底部回転糸切り。
高4.0

4 高台付椀 口(17.3) 高8.0 B+R多＋W+W' 灰～明赤褐 50 りー448Pit3。底部回転糸切り後、高台
高台7.6 ナデつけ。

第73号土坑（第816図）

ヘー445Gridに位置する。規模は257X 108cm、深さ38cmである。東西方向に長い長方形を呈し、

覆土は 1層で、一度に埋まった状態を示している。遺物は土師器川の体部が 1点出土したのみであ

る。その形態や覆土から、墓堀である可能性も考慮されよう。

第78号土坑（第816図）

ぬ一449Gridに位置し、第231号住居跡に切られている。規模は147X84cm、深さは40cmである。

比較的残りのよい土師器が覆土から出土している。

第120号土坑（第819図）

ぬ＿459Gridに位置する。 222X 98cmの不整楕円形を呈し、深さは35cmである。第256号住居跡の

床下から検出されている。覆土にば焼土や炭化物が多量に認められ、遺物の量も多い。住居のカマ

ドである可能性があるが、調査時にそれを明確にはできなかった。

(4) 溝

第17• 18号溝（第824図）

第17号溝は、る一447• 448Gridに位置し、第19号溝に接する。北側は調査区域外にかかる。南北

方向に延びる部分では一部途切れている。コーナーから西方向にのびる部分の幅はやや狭いが、深さ
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はあまり変化がない。 コーナーから逆に東へ延びる溝を第18号溝とした。深さ10cmと浅く、細い。
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第19号溝（第824図）
NO. 器種 大きさ(c●) 胎土 色調 残存率(%) 備 考

1 坪 口(14.0) B+W少 浅黄橙 25 口縁端部ヘラアテ。内面暗文痕。

2 坪 口(14.0) B+W+W' 橙 口縁 25 風化著しく調整小絣薫。

3 蓋 口(16.0) B少廿l 灰 20 天井部欠損。

4 甕 底(5.4) B+W+W' 浅黄橙 疇 70 胴部外面ヘラケズリ。底部外面ナデ。

5 甕 底(6.0) B+W 淡黄 底部 50 底部外面ナデ。
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第826図第20号溝出土遣物

第20号溝（第826図）
NO. 器種 大きさ(c阻） 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口(12.0) 底(5.0)W+W' 青灰 35 疇回転糸切り。
高3.9

2 坪 底(5.8) B少惰＋W' 灰黄 疇 25 疇回転糸切り後、周辺回転ヘラケズリ

3 坪 口(11.6) B少舟＋W' 橙 口縁 25 体部外面ヘラケズリ。風化顕著。

第23号溝（第828図）
NO. 器種 大きさ(c羅） 胎土 色調 残存率（災） 備 考

1 坪 口11。2 底5.2 闇＋W'＋針 灰 45 No.4。疇回転糸切り。
高3.3

2 坪 口(12.4) 底(5.0) 灰白～灰 45 疇回転糸切り。火欅。

高3.9

3 坪 口12.0 底5.2 B+W濯' 灰 65 No.1。底部回転糸切り。火欅。
高3.8

4 坪 口(12.6) 底(6.0)B+W濯＇＋礫 灰 20 疇回転糸切り。

高3.9

5 坪 口(13.6) 底(7.0)B少刊＋W' 灰 25 疇回転糸切り。

高3.6

6 坪 口(13.4) 底(6.4)B+R+W少＋W'少 にぶい黄褐 45 疇回転糸切り（風化により見えない）

高(3.6)

7 皿 口14.4 底6.1 B少渭 灰 50 疇回転糸切り。

高2.4

8 高台付椀 口14.1 高5.8 W濯＇＋礫少 灰 75 疇回転糸切り後、高台ナデつけ。

， 高台付椀 高台7.8 ll+W' 灰オリーブ 30 疇回転糸切り後高台ナデつけ。高台端

部ヘラアテ。風化。

10 高台付椀 高台7.0 B+W+W' 灰 高台部 底部回転糸切り後高台ナデつけ。

100 

11 高台付長 胴19.0 高台12.8 B十川多 灰 胴部 100 No2。肩部内面指オサエ。高台ナデつけ。

頚壷

12 甕 底(14.4) B多＋R+W 灰白 疇 50 底部外面ヘラケズリ。

13 坪 口(13.4) 高3.2 B少濯 橙 30 口緑部～体部内面ナデ。体部外面ヘラケ

ズリ。

14 坪 口(11.4) 高3.7 B+il+W' 灰黄褐～黒 25 口緑部ナデ。混入。

15 坪 口12.6 高4.2 B＋屑 明赤褐 90 口緑端部ヘラアテ。風化顕著。混入。

16 甕 口（14.0) B+R少輝＋屑＇ にぶい橙 口緑 30 胴部外面ヘラケズリ。混入。

17 甑 底5.0 孔1.3 B多＋屑 橙 疇 100 胴部外面ヘラケズリ。混入。

18 甕 口(22.0) B+R少＋H＋H' 橙 口縁 20 口縁端部ヘラアテ。胴部外面ヘラケズリ
混入。
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第23号溝

1.黄褐色土 黄色土粒子を多量に含む。しまりよし。
2.茶褐色土 白色土粒子（火山灰）・焼土・黄色土粒子を少量含む。しまりよし。
3.明褐色土 黄色土および茶色土粒子からなる。少量の焼土を含む。
4.暗褐色土 焼土・黄色土粒子 (1層に類似）を含む。しまりよし。
5.褐色土 焼土・炭化物粒子を少量、黄色土をブロック状に含む。しまりよし。
6.灰褐色土 粘土層。黄色土・焼土を少量含む。
7.灰白色土 粘土層。黄色土・焼土を少量含むが6層より少ない。
8.灰白色土 7層の粘土と酸化鉄を含む。少量の火山灰を含む．粘性強い。
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第22号溝（ 肖828図）
NO. 器種 大きさ(CIii） 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口(12.0) 底(5.6)B+R少刊 灰 40 No.2。底部回転糸切り。
高3.6

2 坪 口(12.8) 底(5.1)B+R少惰 灰 30 疇回転糸切り。
高3.7

3 坪 口(12.5) 底6.2 B少刈 暗青灰 35 疇回転糸切り。
高4.2

4 高台付椀 高台6.8 B+W にぶい黄褐 疇 100 底部回転糸切り後、高台ナデつけ。

5 高台付椀 高台6.4 B+R多濯 灰白～橙 50 No.3。底部回転糸切り後高台ナデつけ
酸化炎焼成。風化顕著。

6 高台付椀 高台9.2 B+R多＋H多＋礫 にぶい黄橙 高台部 No.4。瞬5回転糸切り後、高台ナデつけ
100 酸化炎焼成。

7 坪 口(12.0) B+W+W' 橙 20 体部外面ヘラケズリ。

8 甕 底（13.6) 佑礫 灰 疇 20 胴部外面下位ヘラケズリ。

第19号溝（第824図）

る 448 • 449Gridに位置する。第229• 230号住居跡と切り合っており、一＾部プランがはっきり

しないところがある。南北に延び、幅は60~70cm前後である。深さは25cm前後で、ほぼ一定であ

る。南寄りの部分が方形に突出しているが、骨格は不明である。

第20。21号溝（第825図）

ともに、り～る一451Gridの間に位置し、南北に延びている。第20号溝は西側の壁の痕跡がほと

んどないが、南側の一部では幅25cmと幅狭く掘り込まれているのが確認された。

|
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第829図第24号溝
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第831図 第25~27号溝出土遣物

第25号溝（第831図）
NO. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 ロ(13.8) B濯＋W' 橙 25 口縁端部ヘラアテ。内面暗文。

2 甕 底(4.0) B+¥1/+W' にぶい橙 底部 30 胴部外面ヘラケズリ。

3 甕 口(24.0) B+IHW' 橙 口縁 15 胴部外面ヘラケズリ。

第26・27号溝（第831図）

NO I器坪種 1口(1:：さ(cm) IBtR少斗：濯：
色調

にぶい橙

残存率（％） 備考

口縁 3o I口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

2 I内耳土器 B濯＋H' 灰

第21号溝は、第20号溝と並行に延びているが、概して浅く （深さ5~15cm前後）細い溝で、一部

途切れて検出されている。

第22• 23号溝（第827図）

ほ～を一453• 454Gridに位置し、第23号溝は南北に屈曲しながら調査区を横切っている。幅は

2.0~2.5m、深さは60cm前後で、南へ向かってわずかに浅くなる。第22号溝は第23号溝の肘曲した

部分に接し、底面のレベルはあまり変化はない。両者はほぼ同時に機能していたものと推定される。

第24号溝（第829図）

へ。と一454~456Gridに位置し、東西に延びる。幅は西側で広くなり、中央はやや深く掘り込

まれている。

第25号溝（第830図）

へ～を一456Gridに位置し、南北方向に延びる。幅は0.7~l.Om、深さは10~45cmと南へ向かっ

て浅く傾斜している。
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谷 第832~840図）
NO. 器種 大きさ（C凰） 胎土 色調 残存率(%) 備 考

1 坪 口10.6 底6.5 B+W 灰 90 底部全面回転ヘラケズリ。

高3.7

2 坪 口12.0 底6.4 W＋針多 明オリーブ灰 100 底部回転糸切り。底部外面ヘラ記号。

高3.4

3 坪 口14.8 高4.3 B+W多 灰～オリーブ黒 100 No.35。体部下半～底部右回転ヘラケズ
リ。

4 坪 口(12.0) 底(6.4) W 灰 40 底・部回転糸切り。

高3.3

5 坪 口(11.6) 底(6.0) ¥II 灰 30 底部回転糸切り。口縁端部外面に重ね焼

高3.8 きの痕跡。

6 坪 口(12.0) 底5.8 B+W 灰 60 底部回転糸切り。

高4.0

7 坪 口(12.6) 底5.6 W 灰 30 底部回転糸切り。

高3.6

8 坪 口(12.0) 底(6.4)B+W 灰 40 疇回転糸切り。

高3.3， 坪 口(12.0) 底(5.8)B+W+W' 灰 50 底部回転糸切り。

高3.4

10 坪 口(12.4) 底5.8 N 灰 30 底部回転糸切り。

高3.2

12 坪 口12.0 底5.8 B+W+W' 灰 90 底部回転糸切り。

高3.4

13 坪 口(13.0) 底（7.0)B少渭渭＇ 黄灰 25 底部回転糸切り。

高3.4

14 坪 口12.8 底7.0 B＋伯＋礫少 灰白 70 底幽叫転―糸切り。

高3.5

15 坪 口(12.4) 底6.9 B渭＋礫少 灰 70 底部回転糸切り。

高3.5

16 坪 口(12.5) 底5.0 B+W 灰 45 底部回転糸切り。火欅。

高3.5

17 坪 口12.6 底5.8 B多渭 灰オリーブ 70 底．部．回転糸切り。風化顕著。

高3.5

18 坪 口(12.8) 底4.6 B+W多 灰 45 底部回転糸切り。

高3.5

19 坪 口12.6 底5.8 B+W 灰 85 底・部回転糸切り。

高3.3

20 坪 口(12.4) 底5.0 B+W+W'少 灰 50 胆・部回転糸切り。

高3.7

21 坪 口12.6 底6.2 B渭多＋W' 灰 95 疇回転糸切り。

高3.3

22 坪 口(12.5) 底6.2 B+W 暗青灰 60 底・部回転糸切り。

高3.3

23 坪 口(12.4) 底(5.0)B濯 灰 25 底部回転糸切り。火欅。

高4.1

24 坪 口(12.8) 底6.0 針 灰 30 底部回転糸切り。

高4.2

25 坪 口(13.0) 底(6.8) 灰白 30 ）碑．回転糸切り。

高4.0

26 坪 口(13.0) 底(7.2) R 灰 30 No.17。底部―回転糸切り。
高4.5

27 坪 口13.0 底6.6 R+W多 灰～黒 60 螂廻転糸切り。

高3.7

28 坪 口12.6 底5.0 B+R多渭＋砂 にぶい黄橙～黒 50 底部回転糸切り。酸化炎焼成。

高4.4

29 坪 口12.7 底5.4 B少渭＋針 灰～橙 65 底部回転糸切り。

高4.2

30 坪 口(13.6) 底(7.4)W 灰白 20 底部回転糸切り。

高3.3
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31 坪 口13.6 B+W 灰白 50 ロクロ成形。

32 坪 口13.0 底6.0 B＋屑＋礫少 灰 85 疇回転糸切り。
高3.5

33 坪 口(13.0) 底6.5 B+R+W 灰～にぶい赤褐 50 疇回転糸切り。酸化炎焼成。
高3.5

34 坪 口13.0 底6.2 B+W＋礫少 灰 75 疇回転糸切り。
高3.7

35 坪 口13.0 底6.6 B多惰 灰白 55 疇回転糸切り。風化。
高3.6

36 坪 口13.2 底6.4 B少＋R+W＋砂 灰黄～にぶい黄橙 60 疇回転糸切り。酸化幻醐。
高4.0

37 坪 口13.2 底6.4 B+W 青灰 100 疇回転糸切り。
高3.7

38 坪 口12.9 底5.5 B多＋け 灰 65 疇回転糸切り。
高4.3

39 坪 口13.0 底6.4 B多渭 灰 60 ロクロ成形。

高4.0

40 坪 口13.B 底7.2 B＋屑 灰 55 疇回転糸切り。
高2.9

41 坪 底5.6 B+R+W にぶい橙～浅黄橙 疇 100 疇回転糸切り。酸イ邸漂成。

42 坪 底6.2 R惰＋片 灰 疇 100 疇回転糸切り。

43 坪 底6.0 高2.5 N 灰 疇 100 疇回転糸切り。

44 坪 底6.0 高2.4 R多＋ii 灰 30 疇回転糸切り。

45 坪 底6.6 高3.2 針 灰 60 疇回転糸切り。

47 坪 底（6.0) 高2.5 H 灰 40 底部回転糸切り。

48 坪 底6.0 高2.3 H 灰白 疇 100 風化顕著。

49 坪 底6.2 高1.3 H 灰白 底部 100 底部回転糸切り。

50 坪 底5.6 高2.2 N 灰白 疇 100 疇回転糸切り。

51 坪 底5.6 高2.4 R 灰白 疇 90 疇回転糸切り。

52 坪 底6.0 高1.2 H 灰 疇 100 底部回転糸切り。

53 坪 口(15.0) 高4.4 R多＋H 灰 20 ロクロ成形。

54 蓋 口(15.0) 高2.4 針 灰 10 ロクロ成形。

55 蓋 B 灰 つまみ部 ロクロ成形。
100 

56 高台付坪 口14.0 高4.1 B少渭 灰 85 底部全面回転ヘラケズリ後、高台ナデつ
高台9.6 け。

57 蓋 口(18.0) 高3.5 H 灰 10 回転ナデ後、上半部のみ回転ヘラケズリ

58 皿 口15.4 底6.7 B多＋柑 灰 80 疇回転糸切り。
高2.3

59 皿 口16.0 底6.4 B多＋W 灰 70 疇回転糸切り。歪みあり。
高1.8

60 皿 口15.5 底7.2 B+R+W 灰～灰オリーブ 80 疇回転糸切り。風匹暉。
高1.9

61 皿 口16.0 高6.5 B多＋N 灰 60 疇回転糸切り。
高1.8
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62 皿 口(14.0) 底(5.6)B十川 灰白 50 底部回転糸切り。
高2.5

63 坪 口(20.0) 底8.6 B+W 暗 55 底一部回転糸切り。
高3.7

64 坪 口(16.8) 底(8.0)W 灰 20 底部一回転糸切り。
高2.2

65 皿 口14.5 底6.0 B多渭 灰 60 底ー部ー転―糸切り。
高1.9

66 高台付皿 口13.4 高3.0 B+W 灰 65 底部回転糸切り後、高台ナデつけ。
高台6.6

67 高台付皿 口(14.4) 高2.5 B+W 暗灰 50 底・部回転糸切り後、高台ナデつけ。
高台5.6

68 高台付皿 口(13.2) 底3.0 B+W多＋礫少 灰 50 底部回転糸切り後、高台ナデつけ。高台
高台6.9 端部ヘラアテ。

69 高台付皿 口13.1 高台7.4 B+W多 灰 80 底一部回転糸切り後、高台ナデつけ．

70 椀 口12.8 底6.8 N 暗青灰 40 No.17。疇・回転糸切り。
高6.0

71 高台付椀 口(13.7) B少渭＋W' 灰褐 50 No.11・12。底部回転糸切り後、高台ナデ
つけ。酸化炎焼成。

72 高台付坪 口14.4 高5.8 B+W 灰 50 底部―回転糸切り後、高台ナデつけ。

73 高台付椀 高台7.4 B+R+W 灰黄～にふい黄橙 底部 100 底部回転糸切り後、高台粗いナデつけ
酸化炎焼成。

74 高台付椀 口14.6 高5.9 H多＋礫 暗青灰 70 疇一回転糸切り後、高台ナデ。
高台7.5

75 高台付椀 口13.9 高5.9 B少惰 暗青灰 55 底—部．転―糸切り後、高台ナデつけ。
高台6.4

76 高台付椀 口(14.4) 底6.6 H 灰 40 藍鯰切り。高器墨欠損．
高4.6

77 高台付椀 口(14.0) 高5.7 H十川＇＋礫少 暗青灰 25 醐部回転糸切り樹台ナデつけ。
高台(7.4)

78 高台付椀 高台8.0 B十川＋礫少 橙 底部 80 No.14。底部回転糸切り後、高台ナデつ
け。酸化炎焼成。

79 高台付坪 口15.4 高4.5 B+W多 灰 30 底部ー回転糸切り後、高台ナデつけ。風化
高台7.8 顕著。

80 高台付椀 底（8.0) 高1.6 w 灰白 高台部 30風化顕著。

81 高台付椀 高台6.9 B+W 灰 55 底部回転糸切り後、高台ナデつけ。高台
端部ヘラアテ。

82 高台付椀 高台8.2 B十川 灰 50 底・部回転糸切り後高台ナデつけ。

83 高台付椀 高台6.0 B+R渭＋砂 灰黄 底部 100 底部―回転糸切り後、高台ナデつけ。風化
顕著．

84 高台付椀 高台7.6 B+R多 灰 底部 100 底部回転糸切り後、高台ナデつけ。高台
端部ヘラアテ。風化。

85 高台付椀 口8.0 B少＋屑 灰黄 底部 100 底部回転―糸切り後、高台ナデつけ。

86 高台付椀 高台7.5 B+W 灰白 底部 100 底・部回転糸切り後、高台ナデつけ．

87 高台付椀 高台9.8 R+W 褐 底部 100 醐伽l転糸切り後、高台ナデつけ。酸化
炎焼成。風化顕著。

88 高台付椀 高台7.4 B多＋R+W 灰白 底部 100 底部―回転糸切り後、高台ナデつけ。

90 高台付椀 底7.0 高2.3 B多渭 灰 高台部 底・部回転糸切り。
100 

91 高台付椀底7.4 高2.6 R多舟＋礫 灰白 高台部 底・部・回転糸切り。
100 

92 高台付椀 底7.6 高1.7 w 灰 高台部 90底部回転糸切り。
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93 高台付椀 底6.4 高2.1 R 灰白 疇 100 底部回転糸切り。高台部剥がれている。

94 高台付椀 高台4.8 B少叶 灰白 底部 100 No.11。底部回転糸切り後、高台ナデつ
け。内外面釉付着。

95 壷 底4.0 B少惰 灰 底部 100 疇回転糸切り。

96 平瓶 胴部17.3 B+W多 灰 70 胴部外面上半カキメ。外面胴部下位～底

部回転ヘラケズリ。

97 鉢 口19.6 B+W多 灰 口縁 20 口縁端部強いヘラナデ。

98 鉢 口(24.0) B＋屑＋礫少 灰 口縁 20 No.17。口縁端部強いヘラアテ。

99 壷 W十屑＇ 灰 ロ縁部外面ヘラアテ。

100 甕 B渭多＋閉 灰 口緑端部強いヘラナデ。

101 褻 B+W 暗緑灰 No.18。口縁端部強いヘラナデ。

102 甕 底(15.0) B少濯＋N＇ 灰 胴部下半 疇み後、回転ナデ疇瞬訊面付近

30 回転ヘラケズリ。

103 壺 高台11.6 H 暗灰 胴部下半 高台ナデつけ。

25 

104 甕 B少＋け 灰 疇 25 疇回転切り離し面を上に置いた後、粘
土紐を積み上げて胴部を成形している。

105 甕 底(18.0) B＋関 灰 疇 30 輪積み後、回転ナデ成形。

106 坪 口12.3 底8.4 B+W 灰白 75 灰釉陶器。灰釉刷毛がけ（剥離により不

高3.5 明瞭）。疇回転糸切り。

107 高台付坪 口(16.0) 灰白 10 灰。全醗が剥がれている。
底(12.0) 高4.0

108 高台付椀 高台7.4 H 灰白 高台部 90 灰釉陶器。坪部外面及び底部内面に緑が
かった灰釉付着。底部回転ヘラ切り離し

高台部粗雑な調整。

109 疇 B+R+¥II 橙 外面ハケメ。突帯部分ナデ。

110 攀 B少＋R少柑＋ii' 橙 外面ナデ。

111 坪 口8.4 高3.4 B+R濯 橙 95 No.18。口縁端部面取り。口緑部～体部
内面ナデ。

112 坪 口11.2 高4.5 B+W 黒褐～黒 85 口縁部～体部内面ナデ。

113 坪 口(12.2) 高4.8 B+W濯＇ 橙～暗赤褐 35 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

114 坪 口11.8 高3.8 B+R少廿l+H' 橙～黒 100 No20。口縁端部ヘラアテ面取り。

115 坪 口13.4 高4.1 B+R少刊 にふい橙 25 口縁端部ヘラアテ。風化。

116 坪 口13.6 高3.8 B+R少刊 浅黄橙～褐灰 60 ロ縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

117 坪 口(11.5) B多＋H 浅黄橙 20 No.23。口縁部～体部内面ナデ．

118 坪 口13。0 高5.4 B+R少刊濯＇ 橙 95 No.19。口縁端部ヘラアテ面取り。

119 坪 口11.0 高(5.7) B+W 明赤褐 45 口縁端部ヘラアテ面取り。口縁部～体部

内面ナデ。

120 坪 口(13.4) 高(4.5) B濯＋W' 橙 25 口縁部～体部内面ナデ。

121 坪 口15.4 高5.3 B+W にぶい褐 70 口縁端部面取り。口緑部～体部内面ナデ

122 坪 口13.8 高（7.1) B+R多＋H 橙 80 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。
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123 坪 口12.8 高4.6 B+R少柑＋H＇少 灰黄褐～黒 100 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

124 坪 口12.8 高3.3 B多＋闇 橙 100 No.3。口縁部ナデ。

125 坪 口12.6 高3.2 B+R少＋肖 にぶい橙 100 No.8。口縁部～体部内面ナデ。

126 坪 口(12.0) 高3.7 B+R少＋屑 橙 50 口縁部ナデ。内面に高師,1憎i付着。

127 坪 口12.6 高4.6 B多柑＋W' にぶい橙～褐灰 100 体部内面ナデ明瞭。

128 坪 口(12.8) B+R少刊 橙 25 ロ蒻～暉内面ナデ。

129 坪 口14.2 高5.4 B+W （内）黒（外）橙 30 口縁端瑯ヘラアテ。

130 坪 口13.4 高4.5 B+W 橙 30 口縁端部ヘラアテ面取り。

131 坪 口10.8 高4.2 B+R+W にぶい橙～黒 95 No2。口縁部ナデ。

132 坪 口14.6 高3.5 B+R+W にぶい橙～黒 75 口縁端部ヘラアテ。口縁部～体部内面ナ
ァー9。

133 坪 口(13.4) B+R+W+I!/' 橙 20 内面暗文。風化。

134 坪 口(16.0) 高4.4 B+W 橙 50 ロ縁部ナデ。高師小僧付着。

135 坪 口14.6 高4.5 B多＋R渭＋ii' にぶい橙～黒褐 100 口縁部ナデ。風化。

136 坪 口(10.6) B+R+W 浅黄橙 30 内面暗文。

137 坪 口(12.8) B多＋R渭 橙 20 口縁端部ヘラアテ。内面暗文。

138 坪 口(13.6) 底8.2 B+W 橙 40 口縁端部ヘラアテ。底部外面ほぼ一方向

高(3.9) のヘラケズリ。内面暗文。

139 椀 口11.8 底6.0 B+R+W 橙 95 口縁端部ヘラアテ面取り。体部外面ヘラ

高4.5 ケズリ、一部ミガキ。底部外面一方向の

ヘラケズリ。内面暗文。

140 坪 口(12.4) 高3.5 B多＋R+W 橙 45 口緑部～体部内面ナデ。

141 坪 口(12.4) 高3.4 B十川少 にぶい橙 25 口縁部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

142 坪 口11.6 高3.2 B+R少＋W+W' にぶい橙～褐灰 100 器面の鉄分付着か著しい。

143 坪 口12.0 高3.4 B多瑾 橙 100 口緑部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

144 坪 口12.6 高3.4 B+W濯' にぶい褐 100 No.4。口縁部～体部内面ナデ。

145 坪 口12.5 高3.4 B+R少刊 橙 100 嵐33。口緑部ナデ。

146 坪 口13.0 高3.5 B＋屑 にぶい赤褐 95 No.5。口縁部ナデ。風化。

147 坪 口(12.8) 高(3.4)B+W 橙 35 口緑部～体部内面ナデ。高師小僧付蕃。

148 坪 口(14.0) 高4.1 B+R+W少 橙 50 口縁部ナデ。風化。

149 坪 口(13.6) 高(3.5)B＋屑 にぶい橙 30 口縁部～体部内面ナデ。

150 坪 口（14.0) 高3.2 B+R+li+W' にぶい赤褐 40 嵐6。口緑部ナデ。体部外面ヘラケズリ。

151 坪 口14.4 高4.0 B+R少＋H にぶい橙 100 No.1。口緑部ナデ。

152 坪 口13.6 高3.2 B多＋R濯 にぶい橙 100 No.7。口緑部～体部内面ナデ。
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153 坪 口11.8 高3.5 B+R+W+W' にぶい橙 90 体部外面ヘラケズリ。

154 坪 口15.4 底3.7 B+R+il にぶい橙 90 口縁部～体部内面ナデ。体部外面ヘラケ

高4.8 ズリ後ナデ。

155 坪 口17.8 高7.3 B少柑 橙 80 No2・ 6。口縁端部強いヘラアテ。体部内
面ヘラナデ、エ具痕残る。

156 蓋 B+W 橙 つまみ 天井部外面ヘラケズリ。

100 

157 皿 口20.0 高3.6 B+W+W' 赤褐 60 口縁端部ヘラアテ。

158 皿 口(20.2) B+W 赤褐 20 口縁部～体部内面ナデ。

159 高坪 口(17.0) B+W 橙 25 No.19。口縁端部ヘラアテ面取り。

160 手づくね 口4.0 高2.6 B+W にぶい橙 100 外面ヘラケズリ。内面ヘラナデ。

161 柑 底3.6 胴部7.4 B+W+W'少 明褐灰 胴部 95 底部外面ヘラケズリ。

162 高坪 脚基部(3.0) B+RHl+W'少 にぶい赤褐 疇 30 暉と欝福の接頷紛、剥薗頁。脚部外

面ケズリ後ナデ、内面ナデ。

163 高坪 B+R少廿i にぶい橙 脚部 40 脚部外面ヘラケズリ後ナデ。脚部内面上
位ナデ、中位～下位ヘラケズリ。

164 台付甕 脚部 (9.8) B十川 にぶい橙 疇 35 脚部内外面ナデ。

165 台付甕 脚9.8 B+W 赤褐～黒 脚部 100 No.10。脚部外面上半ヘラケズリ、外面
下位～内面ナデ。

166 鉢 口(22.2) B多＋R+W にぶい橙 50 口縁端部ヘラアテ。口縁部と体部に境目

高(10.1) 強いヘラアテ。

167 鉢 口(21.6) 高(9.6)B+R+W 灰白～黒 45 口縁端部ヘラアテ。

168 小型嚢 口(10.4) 底5.0 R+W 橙～黒 50 No.6・8。底部外面ヘラケズリ。

高10.0

169 小型壷 口(10.8) B+R少＋W+W' 橙～黒 上半部 25 口縁端部ヘラアテ。胴部内面ヘラナデ。

170 小型壷 口14.0 高15.9 B+R少＋屑十柑＇少 にぶい黄橙 100 No.9。胴部内面ナデ。
胴部16.8

171 壷 口(14.4) B+R+W にぶい橙 口縁 30 口縁端部ヘラアテ面取り。口縁部外面へ

ラアテによる段をもつ。

172 壷 口(10.8) B+W にぶい赤褐 口縁 45 口縁端部強いヘラアテ。口緑部外面ヘラ

アテによる段をもつ。

173 甕 口23.0 B+R+W多 橙 口縁 80 ロ縁部と胴部の境目強いヘラアテによる
段をもつ。胴部内面ヘラナデ。

174 甕 口15.3 B+R+W 橙 胴部上半 No.34。口縁部ナデ。

80 

175 甕 口(13.0) B+R+W 橙 ロ縁 30 胴部外面ヘラケズリ、内面ヘラナデ。

176 壷 口21.0 胴(30.6) B+R濯＋関'+砂 橙～黒 30 口縁端部ヘラアテ。口縁部外面ヘラアテ

による段をもつ。

177 壷 口(20.6)底(12.8) B少サし＋W 橙 70 輪積み痕明瞭。底部外面ヘラケズリ。胴

高(30.2) 部外面風化著しく器面ツルツル。

178 壷 口15.4 底5.0 B+R+W にぶい橙 90 口縁部外面ヘラアテによる段をもつ。胴

高23.8 胴部22.1 部内面ヘラナデ。

179 甕 口18.4 高32.5 B+R少＋W+W' 褐灰～黒褐 80 胴部外面上位ハケメ後、全体をヘラケズ

胴部28.3 リ。

180 窺 口17.4 疇 23.5B+R+W 橙 70 No25 • 31。口縁端部ヘラアテ。胴部内面
ヘラナデ。

181 甕 口19.6 B+R+W+W' にぶい赤褐 口縁 90 口縁端部ヘラアテ面取り。胴部外面ハケ
メ、内面ヘラナデ。

182 甕 口19.8 底10.6 B+R少惰 にぶい橙 70 No.32。口縁部外面段をもち、ナデ調整
高33.9 胴部内面ヘラナデ。底部やや丸い。
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B+R渭少

184 I 甕 I底6.2 礫

四 1デ上半 1口麟部欠損。

灰白～にぶい黄橙 下半部 25INo.2 • a。風化著しく器面凹凸している
胎土中の含有物量多い。

第26• 27号溝（第830図）

へ～を一456• 457Gridに位置する。切り合うように南北へ延びているが、その新旧関係を明ら

かにすることができなかった。第26号溝は南端部で幅0.8m、深さ20cmほどが確認されている。第

27号溝は幅1.4~2.5m、深さは60~90cm、南に向かうにつれて広くかつ深くなっている。これらの

溝は谷を切っており、出土遺物は少ないが、近泄の遺物も含まれている。

(5) 谷

谷の東斜面に堆積した包含層からは、古墳時代後期から平安時代にかけての遺物が大量に出土し

ている。破片も多いが、完形もしくはそれに近い遺物もみうけられる。図示するにあたっては、特

異な遺物を除いて残存率が高いものを選択して掲載した。

口
ロ＼＼こ 4

ロッ

三 7

—_ ~ ~ ~—-

こ：
゜

10cm 

第841図 第5発掘区グリッド出土遺物
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第5発掘区グリッド（第841図）
NO. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 高坪 口16.8 B渭＋砂 橙～にぶい黄橙 坪部 80 ちー439。口縁端部面取り。口縁部外面
段の上方ハケメ。

2 台付甕 B+R+W+W' 灰白～浅黄橙 口縁 20 ぬー455。胴部外面↓方向のハケメ (7本
/1. 2cm)、内面↑方向のヘラケズリ
口縁端部欠損。

3 台付甕 脚(9.6) B+R濯＋N＇ 浅黄橙 疇 50 ぬー455。胴部外面↑方向のハケメ (7本
/1.2cm)。脚部外面↓方向のハケメ
(7本／1.2cm)後、指ナデ。脚裾部内

面折り返しナデ。

4 平瓦 B+R多＋H にぶい黄褐 No.7。SKY-1覆土。一板造。表、布目ア
テ。裏、縄目？後ナデ。

5 高台付椀 口14.0 高5.5 B+R+li 灰白 60 ぬー455。底部回転糸切り後、高台ナデ

高台6.8 つけ。歪みあり。

6 坪 口12.0 底5.4 B+R+W 淡黄～黒 70 ぬー455。底部回転糸切り。酸化炎焼成。
高4.0

7 蓋 口(12.0) 高5.5 H 暗青灰～褐灰 25 ヘ-447。天井部外面回転ヘラケズリ。

8 甕 口22.4 B+R少＋H 橙 上半部 80 りー463。口縁端部弱いヘラアテ面取り

頚部外面ヘラエ具痕。， 甕 底5.8 B+R+W 橙 下半部 30 りー463。底部外面風化著しく調整小明。

これらの遺物の時期は東側に形成された集落から出土する遺物とほとんど重複しており、近憔の

溝（第26• 27号溝）がこの包含層を切って構築されているため、集落の営まれていた時代に土器捨

て場的な場所として機能しており、近世にはほぼ埋まっていたものと推定される。

この包含層からは、士器の量に比べれば少ないが、それ以外の遺物も若干出土している。石製品

には滑石製の未製品が 1点、臼玉が4点、片岩製の紡錘車が 1点および砥石が 3点ある。土製品は

土錘と紡錘車の破片がおのおの 1点出土している。また、円筒埴輪片 2点が出土しているが、これ

は本遺跡で唯一の出土例であり、ともに 6世紀代の遣物と考えられる。

(6) グリッド出土遺物

第5発掘区は検出された遺構が多く、遺構の確認作業や排水溝の掘削などのおりに、遣構の所属

が明らかでない遣物も多数出土している。それらのうち残存率のよい遺物や注目される遣物をここ

に掲載した。

平瓦の破片（4) は弥生時代の土坑 (Y-1号土坑）の覆土上層から出土したもので、明らかに混

入と考えられる。本遺跡では出土例がほとんどないので、あえてこの項で紹介した。また、 2 • 3 

• 5の土器が出土した、ぬー455Gridには遣構が確認されていない。その他の遺物は、出土グリッ

ドに位置している遺構 (1 ピット群、 7ー第223• 224号住居跡、 8 • 9ー第121号土坑）に所属

する可能性がある。

-1096 



6 第6発掘区

第6発掘区は、 X軸の464から唐沢川に至るまでの発掘区で、本遺跡の最西端にあたる。遺構確

認面における標高は33.5mである。南側にはちょうど発掘区と平行するように攪乱が走っており、

遺構に大きな影響を与えている。住居跡の分布は疎になるが、かわって古墳跡や方形周溝墓が立地

しており、他の発掘区とは様相を異にしている。また、弥生時代中期の住居跡が3軒近接して検出

されている。

第5発掘区で検出された遺構は、古墳跡 1基、方形周溝墓 9基、住居跡14軒（第261~274号） ． 
掘立柱建物跡4棟（第 7~10号） •土坑51基（第122~172号） •井戸11基（第 5~15号） ・溝 3条

（第28~30号）である。

古墳跡は円墳と推定され、周堀の 1/4が検出された。方形周溝墓はまばらに分布しており、墓

群としての統一的な構成を示していない。主体部はいずれの墓からも検出されなかった。時期はお

おむね古墳時代前期と考えられる。

住居跡は、他の発掘区に比べて、その総数は少なくなるが、分布域は集中している。これらの時

期別の内訳は、古墳時代前期 1軒、古墳時代後期 1軒、奈良時代 1軒、平安時代前期 4軒、不明 7

軒である。発掘区の中程から西側には、古墳時代以降の住居跡は分布していない。本遺跡において

はこれ以上西側に集落が形成されることはなかった。当時の唐沢川の流路は現在の位置にはなかっ

たことから、そこには何か別の地理的あるいは人為的要因が存在したものと推定される。

掘立柱建物跡は 4棟接近して確認された。建物の方向は方位に忠実で、二間二間および二間三間

の建物が存在する。出土遺物は少ないが、平安時代前期の建物跡と考えられる。

土坑は、その規模・形態等さまざまで、住居跡の周辺に密集している。出土している遺物のほと

んどが平安時代のものであるが、その性格は明らかではない。

11基確認された井戸のうち、湧水の関係で完掘できたのは 3基であり、図示できる遺物が出土し

たのは 1基にとどまった。これには近世の遺構も含まれるようである。

溝もまた遺物がほとんど出土しておらず、その時期・性格とも不明である。

(1) 古墳跡

第1号古墳跡（第843図）

ぬ～わー467~472Gridに位置する。周堀の一部が確認されたが、主体部はなく、大半は調査区

域外にかかる。本古墳は径およそ44mの円墳と推定される。

周堀の幅は3.0~4.7mで、深さは東端で15cm、西端で48cmを測り、西側にいくほど深くなってい

る。周堀中より多量の土器片が検出されたが、本遺構に伴うと考えられるものは少なく、大部分が

混入物であった。赤彩された堪（1)やS字状口縁をもつ台付甕（2)、焼成前底部穿孔の壺（8)

などが出土している。また、数点の緑泥片岩の破片が出土しているが、本古墳の主体部と関連があ

るかどうかは不明である。
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第1号古墳

1.褐灰色土 粘性は少なく、粒子の粗い砂粒によって構成される．耕地整理の溝．

2.黒褐色土 粘性の強い粒子の細かな層で、炭化物をわずかに含む。

3.黄褐色土 粘性の強い粒子の細かな用で、黄褐色のソフトな粒子を多量に含む．

墳丘流失土JI!.

4.黒褐色土 粘性の強い粒子の細かな層で、自然堆積の層．炭化物を多拭に含む．

5.淡褐色土 黄褐色土ブロックを多且に含む。粘性が強い．

6.黄褐色土 黄褐色土ブロックを多黛に含む．粘性がたいへん強い．

第843図 第1号古墳跡（1/200)
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第844図 第1号古墳跡出土遺物

第1号古墳跡（第844図）
NO. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率(%) 備 考

1 壷 口(11.2) B+R 浅黄橙 口縁 20 No.16。全面赤彩。口縁部外面ハケメ
内面ヘラナデ。

2 甕 口14.4 R+H' （内）橙（外）灰褐 口縁 25 No.73。胴部外面↓方向のハケメの後
←方向のナデ。

3 壷 口23.8 B+W 橙～浅黄橙 口縁 70 No.60。口縁部段をもつ。

4 高坪 佑礫 橙 脚部 60 No.57。臓部外面ハケメ、内面ヘラナデ。

5 壷 R＋礫 浅黄橙 頚部 15 No.20。外面口縁～胴部ハケメ。胴部外
面赤彩。肩部内面指押痕。風化。

6 壷 （内）黒（外）橙 底部 25 No.5。胴部内面ナデ。風化顕著。

7 壷 B+R少刊 にぶい橙 No.35。肩部破片。肩部外面RL単節
横方向の縄文。

8 壷 底9.4 胴31.3 B+W 橙～浅黄橙 胴部 70 No.41 • 42 • 59。底部焼成前に穿孔。風化
著しく調整イ囁薫．

(2) 方形周溝墓

第1号方形周溝墓（第845図）

か・よ一466~468Gridに位置し、第262号住居跡に切られている。規模は周溝の外側で東西

7.3m、南北8.2m、方台部径が東西6.3m、南北6.7mで、やや南北に長い長方形を呈する。北西隅

と南東隅にブリッジをもち、南西隅はおそらくつながっているものと思われる。周溝幅は40~
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第1号方形周溝墓

1.暗褐色土 粘性の強い粒子の粗い層で、炭化物を含む。

゜
2m 

第845図 第 1号方形周溝墓
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第 2号方形周溝墓

1.灰褐色土 粘性の強い粒子の粗い層で、水田の土層（表土層）。

2.黒色土 粘性のたいへん強い粒子の粗い層で、若干の炭化物層を含む。

3.黒褐色土 粘性の強い粒子の粗い層で、黄褐色土粒子をやや含む．

4.黒褐色土 3層と同じだが、黄褐色土粒子の含まれる量が多い。

5.淡黄黒色土 粘性の強い粒子の粗い層．

゜

第846図 第2号方形周溝墓
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第847図 第 2号方形周溝墓出土遺物

第2号方形周溝墓（第847図）
NO. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

l 壷 口16.2 高18.1 B多＋R濯＇ 橙 90 内外面赤彩痕。頚部外面ヘラケズリ後ナ

胴19.0 デ。胴部外面上～中位ハケメ、下位ヘラ

ケズリ。底部焼成前に穿孔。外面口縁部

～胴部に黒斑。風化。

2 壷 口15.6 高16.9 B多＋R柑＋礫 橙 100 No2。赤彩痕。胴部外面黒斑。底部焼成
胴17.5 前に穿孔。風化。

3 甕 口17.6 胴25.6 R+W+W' にぶい黄橙 70 No.6。胴部外面上位↓方向、中位～下位
↑方向のハケメ。肩部内面指頭痕。

4 窺 伯礫 にぶい黄橙 疇 20 No.4。頚部外面→方向のハケメ。胴部外
面上半↓方向、下半↑方向のハケメ。胴

部内面→方向のハケメ若干残る。

5 壷 底(6.2) B+R 黄橙 疇 30 嵐3。風化顕著。

6 脚 底(9.0) B＋礫 橙 脚部 30 脚疇いミガキ、内面ヘラナデ。裾
部ナデ。

60cm、深さ10~30cmを測る。

出上遺物は土師器片が数点検出されたにすぎない。図示できないが、混入の可能性が大きい。
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第849図 第3号方形周溝翠出土遺物

第3号方形周溝墓（第849図）
NO. 器種 大きさ(CI!!） 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 鉢 口10.4 底6.8 B 橙 70 No.7。体部外面ヘラミガキ。底部外面へ
高8.0 胴11.4 ラケズリ。風化。

2 甕 口12.2 B 橙～黒 口緑 20 No.5。口縁部内面横方向のハケメ。胴部
外面↓方向のハケメ。

3 甕 口14.2 胴18.6 B多＋R多＋W' 橙～明赤褐 70 No.5。胴部外面上位↓方向後ヨコ方向
中～下位↑方向のハケメ。胴部外面に赤
彩痕？

4 壷 底5.8 R濯惰＇＋礫 橙 疇 50 No.8。胴部外面丁寧なヘラケズリ。底部
外面ヘラケズリ。風化。

5 蚕 口17.2 胴22.8 B渭多＋礫 橙～明赤褐 60 No.9・ 10・ 11。胴部外面ハケメ(1単位4
~5本）。風化著しく調整不明凛。

6 壼 口15.2 胴25.2 B多＋R＋屑 橙 60 No.1 • 6。外面ヘラミガキ。胴部内面中～
下位ハケメ。風化。
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第4号方形周溝墓

1.暗黒褐色土 粘性のたいへん強い粒子の粗い層で、

炭化物粒子を多量に含む。

2.淡黒褐色土 粘性のたいへん強い粒子の粗い層で、

炭化物・土器片は含まない。

3.淡褐色土 黒色土を霜降り状に混入する層で、

褐色土が基調である。

4.淡褐色土 3層より明るい。粘性の強く粒子の

たいへん粗い層で炭化物をわずかに

含む。

ー '1

焼
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ローロ

〇 2m 

゜
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第850図 第4号方形周溝墓および出土遺物
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（第850図）
大きさ（C員） | 胎土 色調 残存率（％） 備 考

口(11.8) IR柑＇＋礫 にぶい橙 口縁 10 No.3。口緑部内外面ナデ。風化。

2 I 壷 I底8.6 IR瑾多＋礫 黄橙 疇 50 No.2。胴部外面丁寧なヘラケズリ、内面
ヘラナデ。

第2号方形周溝墓（第846図）

た一468• 469Gridに位置する。北側の大半は調査区域外であり、南溝のみ調査の対象となった。

その規模は全掘していないので定かではないが、周溝の外側で東西7.3m、方台部は径3.4mになる

ものと思われる。南東隅は丸味をもち、胴張りの傾向がある。周溝幅は1.1~1.4m、深さは40~

45cmで、西溝は幅広になる可能性がある。

遺物量はさほど多くはないが、残りはよい。完形に近い底部穿孔の有段口縁壺が2点 (1 • 2) 

とS字状口縁の台付甕（ 3) が 1点出土している。いずれも溝底から浮いた状態で検出されてい

る。壺］ • 2にはともに赤彩されていたが、取り上げの際にまわりの覆土に貼りついてしまったた

めに表面にはほとんど残らなかった。

第 3号方形周溝墓（第848図）

わ・か一468• 469Gridに位置する。第265• 266号住居跡に切られており、残存状態は良好では

ない。北・東溝は失われ、南溝もほとんど残っていない。南西・南東隅とも丸みをもち、やや胴張

りを呈する。規模は周溝の外側で東西6.3m、南北4.6m、方台部径は東西4.6m、南北2.9mであ

る。溝幅は55~80cm、もっとも深い部分で深さ35cmほどである。

遣物は南溝中央にある土坑状の掘り込みから、 S字状口縁の台付甕（3)・壺（6) などが集中し

ていた。残りは比較的良好である。

第 4号方形周溝墓（第850図）

れ•そ一473~475Grid に位置する。南溝と西溝の一部が検出された。他は調査区域外および排

水溝にかかる。形態は四隅をブリソジ状に残すタイプと考えられ、規模は周溝の外側で東西

13. 7m、方台部径12.5mである。周溝幅は1.15~1.50mで、南溝のほうが若干広くなっている。

出土した遣物は少なく、図示できるものは 2点にすぎなかった。それぞれ壺の口縁部と底部の一

部である。

第5号方形周溝墓（第851図）

そ・つ一477• 478Gridに位置し、北側の大半は調査区域外にかかる。そのため形態は不明であ

るが、東溝の一部が検出されており、南東隅にブリッジをもつものと思われる。南西隅はやや丸味

をもち、周溝外縁が張るプランを呈している。規模は定かではないが、方台部で東西径6.9m前後

と推定される。周溝幅は0.8~1.2mで、溝底はほぽ平坦である。

遺物はまったく出土しなかった。
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冒
第5号方形周溝墓

1.暗褐色土 黄褐色土ブロックを含む．粘性強く粒子の粗い層。

2.暗黒褐色士 1層よりも暗く、粘性強く固くしまる。

3.暗黄褐色土 黒色土プロックを含み、粒子の粗い層。

゜
2m 

第851図 第5号方形周溝墓
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第7号方形周溝墓（第853

NO I器壷種 1口(1:：さ(cm) IR+W+N戸土
色調

浅黄橙 ロ:::X)1口疇内外面ナ：。風し著。

第 6号方形周溝墓（第852図）

た・れ一480~482Gridに位置する。形態はコーナーに丸味をもち、北側の溝を欠いている。南

～東溝は「L」字形を呈し、西溝は北端でわずかに屈曲して立ち上がっている。規模は周溝の外側

は東西11.4m、南北13.6m、方台部径は東西9.4m、南北10.3mである。周溝の深さは、東溝45cm

前後、南溝28cmで、西溝はさらに浅く 10cm程である。

出土遣物は少なく、本周溝墓に伴う遺物は見当たらなかった。

第7号方形周溝墓（第853図）

か一480~482Gridに位置する。北西隅が第29号溝に切られ、南側は発掘区域外にかかる。胴が

強く張り、円形に近い形態である。規模は検出範囲がわずかなためはっきりしないが、発掘区域外

にかかる部分の方台部の長さは9.8mである。周溝の幅は65cm前後であるが、その幅は一定してい

ない。北溝の一部は中央で一段深く掘り込まれている。東溝の内側にあるピソトは、本周溝墓に伴

うものかどうかは不明である。

遣物は有段口縁帝の口縁片 1点が出土した。なお、本周溝蔭に伴う遺物ではないが、JJ子片など

の鉄製品が数点出土している。

第8号方形周溝墓（第854図）

‘

,

3
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¥
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第854図 第8号方形周溝墓出土遣物

No. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 小型壷 口10.8 底3.2 B+R 橙 80 口縁部内面ハケメ。

高(11.7)

2 高坪 口15.0 底11.8 R多＋H 橙 70 No.80・ 121。脚部外面ミガキ、内面上半

高12.4 指頭ナデ。

3 はそう 胴(10.0) W多＋砂 灰 胴部 20 No.113。胴部外面上位刺突文、中央に穿

孔推定。混入。
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＜
 UL 第8号方形周溝墓（第855図）

た～そ一484~486Gridに位凶するQ

弥牛時代の住居跡 3軒に囲まれるよう

に位置している。当初は住居跡と推定

して調査を行ったが、几活に伴う施設

が検出されず、幅広の溝が四周する形

態を呈したため、方形周溝硲と刊断し

た。

形態は隅九方形を呈し、周溝の外側

は束西6.2m、14'1北6.5m、方台部径は

東西7。7m、南北8.0mである。周溝は

全周しているが、北溝ほほ中央部がや

や戊くブリソジ状を旱している。

覆土から弥化土器が多星に混人して

おり、これらのなかには周囲の住居跡

と按合する資料も含まれている。本周

溝墓に伴うと思われる遣物は、周溝中

より出土した小型壺（ 1) と高杯

(2)があげられるが、これらは本遺跡

の方形周溝菓に件う遺物のなかではも

っとも時代の下るものと考えられる。

3
 
二

第8号方形局溝墓

1.黄褐色土粘性強い。

a. プロック（径1~2cm)少駄。

b. プロック（径2~3cm)多且。

C. プロック（径2~3cm)多量。黒色土わずかに含む。

2.黒褐色土 黄褐色土粒子（径0.5~1.OCill）多菫に含む。粘性あり。

3.黒褐色土 黄褐色土粒子（径0.1~0.5cm)多景に含む。炭化物粒子を少拭含むロ

3'褐色土 黄褐色土粒子（径0.1~0.5cm)多最に含む。炭化物粒子を少量含む。

4.黒褐色土 黄褐色土粒子（径0.5~1.Ocm)少量含む。斑状。やや褐色昧強いロ

4'褐色土黄褐色土粒子（径0.5~1. 0cm)少量含む。斑状。

5.黒色土 黄褐色土の微粒子をわずかに含む。

6.褐色土

第9号方形周溝墓（第856図）

な 486~488Gridに位置し、北半

分が発掘区域外にかかる。形態はコー

ナーが角張った方形であり、西溝は重

なりあった形態をなしている。東溝は

幅を広げているが、攪乱を受けている

可能性がある。規模は周溝の外側は東

西12m、方台部径は束西9.5mである。

周溝の深さは、西溝50cm前後、南溝

24cmで、南溝の中央部分は深さ50cmの

土坑状に掘り込まれている。

出土遺物には近世のものが含まれて

おり、本周溝墓に伴う遺物は見当たら

なかった。
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1.暗黒色土
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(3) 住居跡
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第857図第261号住居跡

＜ □_U‘ 
＜ 

8 B' 

＼ 冒

第262号住居跡

1. 暗褐色土 炭化物粒子を含む。

2.暗赤褐色土 炭化物・焼土粒子を多最に含むロ

゜
2m 

第858図第262号住居跡
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第261号住居跡（第857図）

る一465• 466Gridに位置する。確認面と床面との差がほとんどなく、西側は発掘区域外にかか

り、北半のプランは確認されなかった。南西と南東のコーナ 部分のみ残存している。径35cmほど

の小さなピソトが 1某、南東隅に検出された。深さ10cmと掘り込みは浅い。

覆土はほとんどなく、遺物はまったく出土しなかった。

マ

I 

口
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こ｝
II II B' 

ふ禽

］ 
I( ⑰ □P, ‘ 7 'ンが'I/1(\~ II II o' 

ニ---—---===-＝ー·:

＜ I 

B' 

C' 

D
 

E' 

三

F' 

冒
第263号住居跡

1.淡褐色土 粘性の強い炭化物混じりの層で、遺物を含む。

2.暗黒褐色土 粘性の強い粒子の細かな層で、炭化物を多墓に含む。粒子の粗い
プロック状の地山を若干含む。

3.淡褐色土 粘性の強い黄褐色土ブロックを含み、焼土プロックを多呈に含む。
4.淡茶褐色土 砂質の強い屑で、焼土・炭化物粒子をやや含む。 O 2m 

第859図第263号住居跡
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0 10cm 

第860図 第263号住居跡出土遣物

第263号住居跡（第860図）
No. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口11.6 底6.0 B+R 橙 80 No.5・ 6。平底。底部外面ヘラケズリ。内
高3.3 疇文。

2 坪 ロ(13.0) 高(4.3)B+R多 橙～にぶい橙 20 口縁部～体部内面ナデ。

3 窺 口(22.0) R+W+W' 橙 上半部 20 嵐3。頚部外面ヘラエ具痕。

4 壷 胴(16.0) B+R多 （内）黒（外）橙 胴部 40 No.4。カマドと接合。胴部内面ナデ。

第262号住居跡（第858図）

よー467Gridに位眉する。北東壁隅の壁溝とカマド燃焼祁のみ検出された。規模。形態は不明。

東壁に確認された浅い掘り込みの覆土には、炭化物や焼土が多く含まれており、カマドの燃焼部と

考えてよい。したがって、主軸の傾きは N-65°―Eである。北壁に沿って 2基の小ピ；；トが検出

されている。深さは15cm前後である。壁溝は深さ5cmと浅い堀り込みである。

遣物は出土しなかった。

第263号住居跡（第859図）

る。を一467• 468Gridに位置する。長軸4.7m、短軸3.7m、北壁より南壁がやや短いいびつな

長方形を呈する。主軸の傾きは N-41°-W、確認面と床面との差は 5cmと非常に浅い。湧水が激

しく、貼床の検出状態は良好ではない。

カマドは北壁やや東寄りに構築されている。袖は小さく造り出され、燃焼部の堀り込みは浅い。

柱穴は 4基確認されているが、位置や大きさにばらつきがあり、深さは 5~16cmと浅い。柱痕は確

認されなかった。壁溝は同じ幅でほぼ全周する。貯蔵穴はカマドの向かって左に設けられている。

規模は66X 64cm、深さは18cmである。

覆土が浅いため、遺物の量も少ないが、床面直上に土師器がかろうじて残っている。また、土製

紡錘車が 1点出土している。
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第264号住居跡（第861図）

る 466 • 467Gridに位置する。やはりほとんど削平されており、確認面と床面との差はないに

等しい。北東および南西コーナーがかろうじて確認された。規模は推定で長軸2.5m、短軸2.0m、

本遺跡で検出された住居跡の中では極めて小さい。形態は南北に長い長方形を呈すると考えられ

る。カマドなどの施設は検出されなかった。中央部に土坑が、南西隅にピットが 1悲確認されてい

るが、本住居跡との関連は不明である。

遺物は破片すらまったく出土しなかった。

第265号住居跡（第862図）

わ・か 469Gridに位置し、第 3号方形周溝墓を切って構築されている。第266号住居跡とも切

り合うが、その新旧関係は明らかにすることができなかった。北側は一部攪乱を受けている。規模

は長軸4.7m、短軸3.6mで、北東隅の張り出しが弱い不整長方形を呈する。主軸の傾きは N

-81°-E、床面までの深さは10cm前後である。

カマドは東壁やや南寄りに構築されている。袖は地山の造り出しで、燃焼部は浅く掘り込められ

ているが、凹凸が認められる。壁溝は南西コーナーを中心に検出されている。深さは 6cmである。

貯蔵穴はカマドの左側に設けられている。規模は103X 92cmと大きいが、深さは20cmとあまり深く

はない。反対側のカマド袖にも落ち込みが存在している。

出土遣物は少なく、すべて破片である。
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第265号住居跡
1.暗褐色土 粘性の強い粒子の粗い層で、炭化物混じり、多巌の土器片を含む。

2.淡黒色土 粘性・砂質の強い粒子の粗い層で、炭化物をあまり含まない。
3.赤褐色土 焼土プロック・炭化物を含む．

｀｀｀＼峰瓢、、詈

゜
2m 

第862図第265号住居跡

第266号住居跡（第864図）

わー468• 469Gridに位置し、第 3号方形周溝墓および第265号住居跡と切り合っている。北壁及

び東壁の一部はプランがはっきりしない。形態はほぽ長方形で、長軸2.8m、短軸2.6m、主軸の傾

きはN-84°-E、床面までの深さは 6cmである。

カマドは東壁に構築されているが、残存状態はあまり良好ではない。床中央に掘り込みが存在す

るが、本住居跡との関連は不明である。その他の施設は確認されなかった。

覆土が浅く、出土遺物は破片が多い。わずかに床面直上から土師器甕（4）がつぶれた状態で出土

している。
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第863図 第265号住居跡出土遺物

第265号住屏；;,"（第863図）
No. 器種 大きさ(Cll） 胎土 色調 残（X） 備 考

1 坪 底6.8 佑砂 灰白 底部 100 螂柚」転糸切り。火欅。

2 坪 底6.4 w＋砂 にぶい橙～灰白 底部 80 底部回転糸切り。焼成不良。

3 壷 胴(17.4) B 灰 胴部 20 胴部外面に自然釉付着。

4 坪 ロ(12.0) 高（3.7)B+W （内）橙 20 体部外面風化。
（外）橙～灰黄褐

5 坪 口(12.0) 高(3.8)W にぶい赤褐 20 カマド。外面風化。

6 坪 口(14.0) 高(3.5)B多＋¥t1 橙 20 風化。

7 坪 口(14.o) B 橙 20 口縁部外面口顧貴み痕。

8 台付甕 調(10.4) H 橙～にぶい橙 廣部 20 貯蔵穴。調部内外面ナデ。

， 甕 底(4.8) B多＋R渭 にぶい黄橙 胴部下半 胴部内面ナデ。
10 

第267号住居跡（第865図）

か・よ一472• 473Gridに位置し、第29号溝に切られる。また南北方向に攪乱が走っている。規

模は長軸6.0m、短軸4.7m、若干台形に近い不整長方形を呈する。長軸の傾きは N-47°-E、床

面までの深さは12cm、ほぼ全域に貼床が確認されている。

床直から炭化材が検出されており、焼失住居と考えられるが、上屋が推定しえるような出土状況

や部材ではなかった。

柱穴は全部で 7基確認された。主となるのはピット 1~ 4で、ほぼ均等な定位置にある。深さは

70cm前後で、柱痕も確認されている。炉はピット 1と4のほぽ中間に設けられている。堀り込みは

ほとんどない。炉以外にも焼士の堆積している個所が散見された。壁溝は幅20cm、深さ13cmで、き

れいに全周している。また、ピット 3と4の間に、小砂利の集中している範囲が認められた。その
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第266号住居跡
1.暗褐色土 炭化物粒子を含み、土器片を多量に含む。

2.暗赤褐色土 炭化物・焼土粒子を多量に含む。

~2 

゜
2m 

□/ 
，ロ
一

J
 

゜
10cm 

第864図 第266号住居跡および出土遺物

第266号― る，．（第864図）
No. 器種 大きさ (C•) 胎土 色調 残存率(%) 備 考

1 高台付椀 口(14.0) B+W 灰 40 No.1。高台ナデつけ。
高台(6.4) 高5.2

2 高台付椀 高台(6.0) B少＋R+W 黄灰 底部 55 底部回転糸切り後、高台ナデつけ．

3 坪 口(6.7) B+R少渭少 橙 口縁 20 風化。

4 甕 口19.0 胴(21.6) R 橙～灰白 上半部 60 No.2 • 3。胴部内面ヘラナデ。胎土中の含
有物多量。
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江

≪ I と し」

I I 
r ~―ー

＼ 

C // II. 心＼ 忍笠謬¥ ,. （ょ芍合 C' 

8 11 II 
◎ 

B' 

● II ふ｀， • a 口OP,  ー亀＇；＇， P'1 9 0 辱

》̀p,
1111 ~D 

0- 1/11 I/. ⑤p 
ツ9

： 
<,r) 

言

鸞冒
D' 

言
゜ 加

第865図

--l122 



し 、
J

占／／グ／グ／グ／／加／／／“|

u 

第267号住居跡

1.暗茶色土 粘性の強い固くしまった層で、炭

化物・焼土をわずかに含む。

2.淡赤黄色土 炭化物・焼土を多量に含む。粘性

強い。

3.暗褐色土 固くしまった層で、炭化物をわず

かに含む。

4.柱痕跡覆土

5.柱痕充填土

6.住居跡覆土

7.住居跡貼床

”とへ

第267号住居跡
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第866図 第267号住居跡出土遺物

第267号・-＂ （第866図）
No. 器種 大きさ(c●) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 小型甕 口15.4 底5.1 B+R＋砂 浅黄橙～橙 70 No.14・15。口縁部内面指オサエ。胴部内
高13.3 胴15.9 面風化。

2 小型壷 口(9.6) B+W 浅黄橙 20 No.18。内外面赤彩痕。

3 壷 底8.0 R+W多 橙 胴部 25 No.34。底部外面ヘラケズリ。内面黒色。

4 広口壷 口(18.2) 胴24.0 B多＋R 灰白～浅黄橙 30 No.1・3・29・31・32・33。口縁端部面取り
内外面ハケメ。

5 嚢 口(18.2) R渭＋砂 浅黄橙 口縁 20 No.4。口縁端部刻み目。内外面ハケメ
胎土中の含有物量多い。

6 甕 口(16.4) 高(2.9)W+W' 浅黄橙 口縁 15 No.28。口縁端部面取り。胴部外面↓方
向のハケメ、内面指オサエ。

7 台付甕 調（10.4) R＋砂 橙 脚部 20 No.22。臓部外面ヘラケズリ後端部ナデ
内面ヘラエ具痕。

性格は不明である。

出土遺物の量は少なく、おもに覆土中から出土している。

第268号住居跡（第867図）

わ一475Gridに位置し、攪乱によって遺構の大部分が失われている。第269号住居跡と切り合う

が、両者の新旧関係は明らかではない。カマドと北東コーナ一部分のみ確認された。北壁の長さは

推定 3mである。検出された範囲ではあるが、床面には固く貼床がされている。

カマドは北壁に構築されている。袖は粘士を造り付けたもので、燃焼部の床面は被熱し、円形に

赤く焼けている。右袖部分は甕を伏せて柱としている。貯蔵穴はカマドの向かって右側、北東隅に

設けられている。規模は60Xl90cmの歪んだ楕円形で、深さは20cmである。柱穴は攪乱下からも確
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第268号住居跡

1.褐色土 粘性の強い粒千の細かい層で、炭化物をわずかに含む。

2. 暗黒褐色t 粘性の弱い粒子の粗い層で、炭化物・焼土を含む。

3.暗黄褐色七 黄褐色七プロックを主体とした層。

4.暗掲色土 粘性の強い粒子の細かい層口

、8

g
 

第268号住居跡カマド

A.暗褐色土 粘性の強い粒子の粗い層で、炭化

物と微鼠の焼土粒子を含む。

B. 暗黒色土 粘性の強い炭化物層。

C.暗赤褐色土 焼土粒子・炭化物・土器片を多旦

に含む。

D.赤色土 カマド下面にみられる焼土陪。

E. 焼土プロック

F.焦茶色土 第1次使用後のカマド貼床面。悟l

くしまる。

G. 暗黒色土 第1次使用後のカマド底面。炭化

物層。

1-l.暗褐色土 カマド掘り方。非常に固くしまっ

た粘質土。

0 1m ， 

第867図第268号住居跡
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第868図 第268号住居跡出土遺物

第268号住昆 跡（第868図）
No. 器種 大きさ（C且） 胎土 色調 残存率（災） 備 考

wl 坪 口(13.2) 底(6.4) W 灰 20 No.4。カマド・罰蔵穴と接合。底部回転
高(3.5) 糸切り。

2 高台付椀 口(15.4) 底8.4 N 灰 60 No.5。カマド・貯蔵穴と接合。底部回転
高5.9 糸切り。

3 甕 口(12.4) B+W 橙 口縁 20 No.1~10・2。口縁端部ヘラアテ。風化。

4 甕 口(12.4) B+W 橙 口緑 20 No.3。胴部内面指オサエ。

5 台付甕 底6.8 屑 橙 脚部 70 No.1。脚部内外面ナデ。

6 甕 口(19.8) R+H濯＇ 橙 口縁 20 No.9。口縁端部ヘラアテ。

7 甕 底5.2 ¥'I （内）灰白（外）黒褐 底部 100 貯蔵穴。底部ヘラケズリ。

認することはできなかった。

検出された範囲がカマドを中心としているためか、住居跡の残りの割には、遺物の量はそれほど

少なくはない。破片ではあるが、図化に耐えうる土師器や須恵器が出土している。

第269号住居跡（第869図）

わ一475Gridに位置し、第146• 147号土坑に切られる。北側で第268号住居跡と切り合っている

はずであったが、攪乱によって明らかにできなかった。形態は長方形で、長軸3.7m、短軸2.8m、

主軸の傾きは N-111°-Eである。覆土は10~15cmと浅く、床面は固く貼床が認められる。

カマドは東壁中央に構築されている。平面プランは方形で、袖は短く、粘土で造り付けられてい

る。燃焼部は深く掘り込んであるが、床面は焼けていない。壁溝は部分的に検出されている。幅は

16cmとほぽ一定で、深さは 5cmと浅い。カマドの前に存在する土坑は、床下土坑と推定される。

出土遺物は少なく、破片が多い。床面直上からの遺物の出土はなく、すべて覆土中に浮いた状態

で出土している。
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第269号住居跡

1.暗黄褐色土 粘性の強い粒子の粗い層で、固くしまっている。炭化物・黄褐色土

プロックを多菫に含む。

淡い灰色の部分を若干含む層で、粘質に富む。2.暗茶色土

第269号住居跡カマド

A.暗茶色土 2層よりも暗く、炭化物を多鈷に含む。

B.淡黄褐色土 粘性の強い粒子の粗い居で、炭化物を含む。

C.赤色土 焼土層。固くしまっている口

D. 赤褐色土 焼土を多旦に含む陪で、固くしまる口炭化物プロックを多鼠に混入。

E.淡灰色土 粘性の大変強い層で、炭化物は含まれない。

F. 灰褐色土 暗褐色土を混入する粘質の強い層。

G.暗黒色土 粘性の大変強い炭化物居。 ， 
----- --- -__,_ --.. 

2m 

第869図 第269号住届跡
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第870図 第269号住居跡出土遣物

第269号住屏 盛（第870図）
No. 器種 大きさ(c■) 胎土 色調 残存率(X) 備 考

1 坪 底6.6 B+R渭＋片 暗灰黄 疇 100 底部回転糸切り。

2 高台付椀 口14.6 底7.4 R 橙～にぶい黄橙 80 No.1。底部回転糸切り後、高台ナデつけ
高6.7 焼成不良。

3 甕 口(16.0) R多川 橙 口縁 20 内面風化。

4 坪 底(6.0) H 灰 底部 30 カマド。底部回転糸切り。

5 高台付椀底7.0 R多＋屑 にぶい橙 調部 100 llo.2・3。底部風化。焼成不良。

第270号住居跡（第871図）

を一475Gridに位置し、大半が調査区域外にかかる。検出された一辺の長さは3.2mである。確

認面がすでに床面下まで掘り込まれており、堀り方のみわずかに確認できたにすぎない。柱穴や壁

溝はともに検出できなかった。

遺物はまったく出土しなかった。

第271号住居跡（第872図）

か一475• 476Gridに位置し、大半が攪乱によって削られている。検出された北壁は長さ4.lm

で、覆土はほとんどみられず、床面がわずかに確認されたにすぎない。柱穴は 2基存在するが、い

ずれも堀り込みは浅く、置き柱的なものと考えられる。中央の土坑と本住居跡との関連は不明であ

る。壁溝は検出された範囲すべてに認められ、幅15cm、深さは 6cmと浅いがしっかりと残ってい

る。攪乱の下面も調査を行ったが、柱穴やカマドの存在を裏づける資料には恵まれなかった。

遺物の出土はない。

第272号住居跡（第873図）

わ一476Gridに位置する。第273号住居跡に切られ、南側は調査区域外にかかる。検出された北

壁は長さ3.4mで、おそらく正方形に近い形態と考えられる。主軸の傾きは N-100°-Eである。

床面までの深さは 5cmと浅い。床面には固い貼床が認められる。

カマドは東壁に構築されている。形態は方形で、袖は短く造り付けられている。ピットは数基確

認されたが、柱穴に相当するものはなかった。壁溝はカマド右側を除いて確認されており、第273

-1128-
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第871図第270号住居跡
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第271号住居跡

1.暗黒色土 粘性の少ない粒子の粗いバサバサした層で、炭化物を多呈に含む。

゜
2m 

第872図第271号住居跡

号住居跡の貼床下からも検出された。ほぽ全周するものと思われる。

覆土は浅いが、出土遺物の状態は比較的良好である。カマドの焚口に甕が数個体分、細かい破片

となって出土している。
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第272号住居跡

l.暗褐色土 粘性の強い粒千の粗い陪で、炭化物混じり。

2. 暗黄褐色士 粘杵の強い粒子の粗い層て、黄褐色土プロックを多昆に含む。

3.赤褐色土 焼土プロック居。 ゜
1m 

第873図第272号住居跡
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第874図 第272号住居跡出土遺物

第273号住居跡（第875図）

わ―-476Gridに位置し、南半は調査区域外である。検出された北壁の長さは3.1mである。覆土

はほとんどなく、住居跡のプランのみ確認された。床面はやや不明瞭ながら、貼床が認められる。

カマドは検出されなかったが、 おそらく北壁以外に構築されたものと思われる。 ピットは 3基確

認されており、 ピット 1と2が杜穴にあたると考えられる。貯蔵穴は北西隅に設けられている。径

45cmほどの円形で、深さ30cm 底は平らである。

遺物は数えるほどしか出土しなかったが、 1点のみ図化することができた。

_1131 -



第272号 ・ら，． （第874図）

No. 器種 大きさ(c■) 胎土 色調 残存率(X) 備 考

1 坪 口14.0 底9.0 Wt針 灰 90 No.4。底部回転糸切り、回転周辺ヘラケ
高3.6 ズリ。口縁部外面重ね焼き痕。

2 甕 口16.0 胴(18.4) B+R 橙 上半部 60No.3 • 6 • 7 • 9 • 10 • 11 • 12 • 13。

3 甕 口(15.0) B 橙 上半部 30 No.1•9 ・ 11 。

胴(16.2)

4 台付甕 底（11.8) H 橙 鯛部 20 No.2。尉頃しく調整小鳴撮。

5 台付甕 底11.4 高5.7 砂 橙 調 100 No.3。調基部外面ヘラケズリ。

6 甕 口(16.2) B にぶい橙 上半部 30 No.2。口縁部外面粘土の接合痕明瞭。胴
部内面ナデ。

7 甕 口(24.0) H 橙 口縁 30 No.1・11。口縁端部曲取り。

8 甕 口22.0 B＋伯＋砂多 橙～黒褐 70 No.5 •6 • 7• 8• 9 • 10 • 11・12・13。胴部外面
黒色。， 甕 口(20.8) 底(6.0)B+W 橙～黒褐 40 No.5・ 6・ 7・ 8・9 • 11・ 13。胴部外面下位～

高30.3 胴(21.0) 底部黒色。底部ヘラケズリ。

＼ わ と

I 
SJ 272 | 

------

｀）  

II A' 

A-- lI 

0p2 
笠＇11 a】I 発掘区域外 | 

03 

A A' 

33 8m 

員＼＼＼言」言冒言言冒冒[
第273号住居跡

1.暗褐色土 粘性の強い粒子の粗い層で、炭化物混じリ。

2.暗黄褐色土 粘性の強い粒子の粗い層で、黄褐色土ブロ

ックを多量に含む。

／
｀
 

v̀ 

゜
2m 

゜
10cm 

第875図 第273号住居跡および出土遺物

N10.I 器甕種 1 口 (2:：さ (C•)し［下 1橙 色調
残存率(%) 備考

ロ縁 20 I胴部外面ヘラケズリ。
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第876図第274号住居跡

第274号住居跡（第876図）

わ・か一477Gridに位置する。北東隅の壁は土坑によって切られており、北壁の大半は攪乱によ

って破壊されている。規模は長軸3.4m、短軸3.0mの長方形を呈する。覆土はまったく存在せず、

床面も削られており、掘り方がかろうじて確認されたにすぎない。南壁中央の突出している部分は

カマドではなく、本住居よりも古い土坑と推定される。柱穴などの施設は確認できなかった。

本住居跡からは遺物はまったく出土しなかった。

(4) 掘立柱建物跡

第7号掘立柱建物跡（第877図）

よ・た一474• 475Gridに位置する。規模は 2間(514cm)X 3間(720cm)で、 3間のほうが柱間の

幅が狭い。柱の間隔はほぽ一定である。北側 3間の柱穴のうち 1ヵ所は検出されなかった。長軸の

傾きはN-90°-Eで、東西方向に向く。柱穴の形態は円形が基本だが、ピット 5は方形を呈する。

深さは10~54cmで、堀り込みは総じて浅いが、ほとんどのピットで柱痕が検出された。

出土遺物はごくわずかで、ピット 5から須恵器高台付椀の底部が出土しているにすぎない。
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第7号掘立柱建物跡

1.暗褐色土 粘性のたいへん強い粒子の粗い層で、炭化物・土器片を含む。柱痕．

2.淡白色土 粘性のたいへん強い砂層。柱痕最下層。

3.暗茶褐色土 1層よりも明る＜、黄褐色上ブロックを多量に含む．柱掘り方内に

充填した層。

4.淡黄褐色土 粘性の強い粒子の粗い層で、柱痕最下層。

0 2m 
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第877図 第 7号掘立柱建物跡
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第8号掘立柱建物跡

胃
1.暗黒色土 粘性少なく粒子の粗いバサバサした層で、

炭化物を多量に含む。

2.暗赤褐色土 粘性の強い粒子の粗い層で、焼土ブロッ

クを多量に含む。

3.黒色土 粘性の強い粒子の細かな層で、炭化物を

多量に含む。

゜
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第878図 第8号掘立柱建物跡
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第9号堀立柱建物跡

］．暗黒色土 粘性少なく粒子の粗いバサパサした層で、炭化物を多足に含む。

2.暗赤褐色土 粘性の強い粒子の粗い層て、焼＿十プロックを多是に含む。

3.黒色土 粘性の強い粒子の細かな層で、炭化物を多量に含む。

4.暗褐色土 粘件の強い粒子の粗い層て、炭化物を含む。
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第879図 第 9号掘立柱建物跡
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第8号掘立柱建物跡（第878図）

ゎ・かー473• 474Gridに位置し、第267号住居跡および第20号溝と切り合っている。規模は 2間

(472cm) X 2間(508cm)で、東西にわずかに長い。長軸は真北を向いている。柱穴の形態は円形で、直
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第10号掘立柱建物跡

1.暗黒色土 粘性少なく粒子の粗いバサバサした層で、炭化物を多羹に含む。

2.暗赤褐色土 粘性の強い粒子の粗い層で、焼土ブロックを多量に含む。
3.黒色土 粘性の強い粒子の細かな層で、炭化物を多量に含む。

4.暗褐色土 粘性の強い粒子の粗い層で、炭化物を含む。

5.褐色土 粘性の弱い粒子の細かな層で、炭化物をあまり含まない。 ゜
2m 

第880図 第10号掘立柱建物跡
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第881図 第7 • 9 • 10号掘立杜建物跡出土遺物

第6発掘区掘立柱建物跡（第881図）
NO. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 高台付椀 高台8.2 R多惰 灰 疇 100 SB7 Pit5。疇回転糸切り後高台ナデ
つけ。風化。

2 甕 口(18.0) B+R少＋M 橙 口縁 15 SB9 Pit3。胴部外面ヘラケズリ。

3 高台付椀 口11.6 高4.7 B+W にぶい橙～黒 85 SBlO Pit7。No.2。底部回転糸切り後
高台5.9 高台ナデつけ。内面に黒色付着物あり。

に堀り込まれている。南側中央の柱穴は確認できなかった。深さは浅いもので12cm、深いもので

58cmである。柱痕はあまりはっきりとはしないが、ピソト 5には焼土ブロックの多く含まれた粘性

土が堆積している。ピット］は住居跡、溝と切り合っており、正確なプラン、堆梢土等は不明であ

る。ピット 8~10はいずれも遺構に伴う補助的な柱と考えられる。

遺物は少なく、土師器や須恵器の破片が出土したが、図示に耐える遣物はなかった。

第 9号掘立柱建物跡（第879図）

を・わ 474 • 475Gridに位置する。調査終了後に掘立柱建物跡と認定したものである。第269号

住屈跡、第10号掘立柱建物跡と切り合っている。規模は 2間（480cm)X 3間(340cm)で、柱間は

240cm 、 170cm を某準とするが、南面の間隔は一定していない。長軸の傾きは N-90°— E である。

柱穴の形態は不定形で、直に掘り込まれている。堀り込みの深さは 4~68cmとまちまちである。覆

土が観察できたもののほとんどに粘質土の堆積が認められた。

出土土器はすべて破片であったが、ピソト 7から｝J子が出土している。

第10号掘立柱建物跡（第880図）

を・わ一473• 474Gridに位置する。第 9号掘立柱建物跡と切り合い、南側は調壺区域外にかか

る。当初土坑として調査したが、調査終了後、掘立柱建物跡と認定した。検出された北面は長さ

388cm、柱間は一定せず、かなり歪んでいる。長軸はほぼ真北を向いており、柱穴の形態はさまざ

まである。ピソト 7の底には自然石が敷かれていた。覆土の観察ができたピy卜のうちいくつかに

は、炭化物や焼土ブロックを含む粘性の強い土が堆積している。

遣物は、ビ゜ソト 7から残りのよい須恵器高台付椀が出土している。他のピソトからは破片しか出

土しなかった。
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(5) 土坑•井戸

第6発掘区で検出された土坑は、総じて掘り込みが浅く、出土遺物も少ないため、その時期や性

格は不明なものがほとんどである。井戸も数基確認されているが、湧水など条件が悪く、満足に調

査できたものは少ない。

第128号土坑（第883図）

か一469Gridに位置する。規模は54X34cmで菱形に近い形態を呈し、深さ13cmと小さい土坑であ

る。にもかかわらず、残りのよい須恵器杯がまとまって出土した。すべて底部回転糸切り離し無調

整のものである。

第133号土坑（第883図）

を一469Gridに位置する。規模は200X76cmの長方形を呈する。深さは12cmで、中央がわずかに

掘り＜ぽめられている。遺物は土師器杯が1点出土している。

第168号土坑（第885図）

ょ・た一486Gridに位置し、一部発掘区域外にかかる。規模は480X197cm、深さはもっとも掘り

第882図 第128号土坑遺物出土状況
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第126~133・136~139号土坑

1.暗黒色土 粘性少なく粒子の粗いパサバサした層で、

炭化物を多鼠に含む。

2.暗赤褐色土 粘性の強い粒子の粗い層で、焼土ブロッ

クを多凪に含む。

3.黒色土 粘性の強い粒子の細かな層で、炭化物を

多鼠に含む。

¥ 0:39  
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第883図第 6発掘区土坑（1)
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第140~145・154~161号土坑

l.暗黒色土 粘性少なく粒子の粗いパサパサした眉で、炭化物を多紙に含む。

2.暗赤褐色土 粘性の強い粒子の粗い層で、焼上プロックを多星に含む。

3.黒色土 粘性の強い粒子の細かな層で、炭化物を多最に含むロ
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第884図第6発掘区土坑(2)

1141-



＼ 
¥。-,“ — -0---;64 〔〕こ

二言； 3三 ］ 

、8
~
ー
、8

／ 

-0:5 
3二

言言言言言

一

ーロ

三

二こ

33~6m 

言

ー
A
 

168 a
 

A 
33.8 m 

A' 

冒
第162~164号土坑

1.暗黒色土 粘性少なく粒子の粗いパサパサした層で、炭化物を多量に含む。

2.暗赤褐色土 粘性の強い粒子の粗い層で、焼土ブロックを多巌に含む。

3.黒色土 粘性の強い粒子の細かな層で、炭化物を多量に含む。

第168号土坑

1.黒褐色土 黄色土粒子を少最含む口粘性あり口しまりよし。

2.暗褐色土 黄色土粒子を多量に含む。少量の炭化物を含む。粘性あり。

しまりよし。

3.茶褐色t 黄色土粒子を少量含む。少景の炭化物を含む。粘件あり口

しまりよし。

4.黄茶褐色土 黄色土粒子を多最に含む。粘性あり。しまりよし。

゜
2m 

第885図第 6発掘区土坑（3)
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第12号井戸

］．灰茶色上

2.灰色土

3.暗茶褐色土

4.暗茶黄色土

5.暗褐色土

6.褐色上

7.黄褐色土

8.黄褐色土 固くしまった黄色土プロックを多最に含む。

9.淡黄褐色土

10.褐色土

II.白色土

12. 暗黄褐色土

13.黒褐色土

14.淡黒色土

15.黄褐色土

16.黄褐色土

粘性が強く、炭化物・火山灰を含むロ

粘性の弱い粒子の粗い層で、火山灰の純層。

粘性の強い粒子の粗い層で、炭化物を含む。

固くしまった黄褐色粘土を含むロ

砂質層。

黄褐色砂質層。

粘質の黒色砂質層。

粘質の黒色土層。

粘性の強い細かな砂屑に黒色土を混入する。

きめの細かな砂層。
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第886図 第 6発掘区井戸
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第6発掘区土坑•井戸（第887図）
NO. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（％） 備 考

1 坪 口(12.0) 底5.7 関十W' 暗青灰 40 SK128。No.4。疇回転糸切り。
高3.3

2 坪 口(13。5) 底5.7 B+R渭＋砂多 黒褐 60 SK128。No.l。底部回転糸切り。
高3.6

3 坪 口12.4 底4.8 M+H' 灰 75 SK128。恥3。疇回転糸切り。
高4.4

4 坪 口(14.0) B少柑 灰 口縁 25 SK128。No.5。ロクロ成形。

5 甕 口(17.0) B+R少濯 明赤褐 口縁 20 SK128。No.4。胴部外面ハケメ。風化顕
著。混入。

6 坪 口(14.0) B＋関＋H'＋針多 にぶい黄 15 SK129。ロクロ成形。

7 坪 口(11.9) 高3.8 B+W 橙 25 SK133。No.2。胴部外面ヘラケズリ。

8 坪 口13.8 底6.0 B多咄少濯 浅黄 75 SK134。底部回転糸切り。風化顕著。
高4.3， 坪 口(13.5) 底(5.5)B柑＋礫少 灰 25 SK134。疇回転糸切り。
高3.9

10 坪 口(12.6) B+R少惰 橙 口緑 15 SK134。

11 甕 口(20.0) B+R多惰 橙 口縁 20 SK134。頚部外面ナデ残し。

12 甕 底(3.6) B+W 明赤褐～赤黒 疇 40 SK142。底部外面一方向のヘラケズリ。

13 坪 口(12.O) B少渭＋W' 灰～橙 25 SK146。口縁部内面に黒色付着物あり。

14 坪 口(14.0) B+W少 浅黄橙 口縁 20 SE12。ロクロ成形。

15 高坪 下端5.6 B+R+W少 橙 疇 50 SE12。No2。脚部外面ナデ、内面ヘラケ
ズリ。

16 灯明皿 口(10.0) 底(3.6)W （内）灰オリーブ 35 SE14。灰釉。瀬戸美濃産。口縁部外面
（外）灰 黒色付着物あり。

17 灯明皿 口（8.8) 底(3.8) B+W （内）にぶい褐 30 SE14。鉄釉。瀬戸美濃産。
（外）灰白

18 灯明皿 口(10.2) 高2.5 B+W 明褐 50 SE14。鉄釉。瀬戸美濃産。底部回転糸
切り。江戸後期。

19 灯明皿 口(13.1) 底4.9 B+屑 暗赤褐（地一浅黄60 SE14。鉄釉。瀬戸美濃産。底部回転糸
高3.8 橙） 切り。江戸後期。

20 丸椀 高台(4.2) H 灰 30 SE14。唐津焼。陶器。

21 徳利 高台(11.0) 暗オリーブ（地一 疇 50 SE14。鉄釉。底部か？
灰）

22 焙烙 口(28.0) B+R少刊 （内）灰（外）灰～黒 口縁 10 SE14。内耳欠損。

込まれているところで40cmである。土坑の中ではもっとも大きく、掘り込みも深いが、出土遺物は

ない。

第11号井戸（第886図）

ぬ 466Gridに位憤する。確認面での規模は90X 105cmとやや楕円形を呈する。深さは135cmであ

る。検出された井戸の中ではもっとも小さい。ほとんど垂直に掘り込まれているが、下部は側壁が

崩落しているかオーハーハングしている。遺物はまったく出土しなかった。
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第12号井戸（第886図）

か一475Gridに位置し、第151号土坑を切る。規模は径160cm、深さは150cmである。下部はオー

バーハングしており底はまる＜くほんでいる。河原石や角礫が多量に検出された。土器の出土は少

なく、図示できたのは 2点のみであるが、他の破片などからみると、主に須恵器杯 (14) と同じ時

期、平安時代の遺物がもっとも多いようである。

第14号井戸（第886図）

れー475Gridに位置する。規模は径260cm、深さは120cmである。直に掘り込まれており、底は平

らである。覆土からは灯明lIIl.やキセルなど近世の遺物が多く出土している。

1=--482 

|
‘
一

A' 

］ 

SR 7 

゜
2m 

第889図第29号溝
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(6) 溝

第28号溝（第888図）

わ～よー473Gridに位置し、南北方向に延びる。第267号住居跡および第 8号掘立柱建物跡と切

り合っている。 0.4m程の一定の幅で、浅〈掘り込まれている。深さは11~12cmとほぼ変化がない。

遺物はまったく出土しなかった。

第29号溝（第889図）

か・よ一481Gridに位置し、第 7号方形周溝募を切っている。ほば南北方阿に走る。溝の幅は

1.1 m、深さは32cmで、 2段に掘り込んでいる。

出土遺物は比較的多いが、近枇末以降のものが主であり、ここでは図示しなかった。陶磁器・瓦

．掏り鉢．焙烙などがある。

第30号溝（第890図）

よ一484Gridに位置し、南側は調査区域外にかかるため全容は不明である。幅0.6m、深さ27cm、

ほぽ一定の深さで延びている。方形周溝墓の一部かとも思われるが、遺物などからもその確証は得

られなかった。

遺物量は少なく、近世以降のものが主に出土している。
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第31号 (891図
NO. 器種 大きさ(c11) 胎土 色調 残存率(X) 備 考

1 坪 口(14.o) B+R+W多 橙 口縁 15 口縁端部ヘラアテ。

2 I 坪 口(15.0) B+R少渭 橙～黒 口縁 15 口縁端部ヘラアテ。口縁部～体部内面ナ
プ—―。

第31号溝（第891図）

よ～つー486• 487Gridに位置し、南北に発掘区を切っている。溝は南側で 2条に分かれている。

南端は幅85cmと45cm、深さは35cm前後、北端は幅80cm、深さは46cm前後で、北に向かうほど深くな

る傾向にある。掘り込みは断面逆台形を呈する。南側 2条に分かれるあたりで、極端に浅い溝が接

しているが、切り合いは不明。

遺物は少なく、破片のみであるが、他の溝のように近世以降の新しい遺物はほとんどみられなか

った。

(6) グリッド出土遺物

第6発掘区における遺構との帰属関係が不明な遺物のうち、残りがよく比較的重要と思われる遺

物をあげた。灰釉陶器のうち、 2は第 1号古墳跡の周堀覆土から出土したものであり、明らかに混

第892図第 6発掘区全景
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入と考えられるため、ここに掲載した。

板碑（第894図）は、 トレンチの出土遺物である。範囲確認のためのトレンチのうち、もっとも

唐沢川よりにいれた 1本から出土した。本調査以前のものであるため、残念ながら正確な位置をお

さえることができなかった。緑泥片岩製で、基部を欠く。現存長59.8cm、厚さは38cmである。銘文

は一部剥落しているためはっきりとはしないが、「延慶元□月日」と読める。延慶元年は鎌倉時代
後期の西暦1308年である。

／ ロロ

゜
10cm □ 
第893図 第6発掘区グリッド出土遺物

第6発掘区グリッド（第893~I) 
NO. 器種 大きさ(c●) 胎土 色調 残存率(X) 備 考

1 高台付皿 口12.2 高2.5 H 量少い 灰白 90 かー469。No.1。灰釉陶器。上半部灰釉付
高台6.6 けがけ。

2 高台付皿 口14.4 高3.1 w 灰白 65 STl覆土上層。灰藷淘器。輪花5弁。底
高台8.2 部調整小明、高台ナデつけ。灰釉刷毛が

け？
3 焙烙 口37.2 高6.8 B+W にぶい黄橙～黒褐 70 そー492~486・492~489付近。 4ヶ所に

内耳。内外面とも丁寧にナデ。
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7 石製品

これまで紹介してきたように、上敷免遣跡から出土する遺物は、人半が土器で占められている。

しかし、石製品や土製品、あるいは鉄製品も芳~1ーではあるが出土しており、これらの中には注目す

べき遺物も含まれている。また、石製品や土製品には祭祀的性格の強い遺物も含まれるが、本遺跡

では特に祭祀関連の遺構は検出されておらず、これらの大半は住居跡から出土している。

子持勾玉（第895図 1)

第84号住屈跡のカマドから出土した滑石製の子持勾玉である。形状は不均等、扁平で通例のもの

とは様相を異にする。「子」は、側面•平面ともに四角く削りだして表現しており、特に平は本体

の面をさらに削り込んで強調している。孔は片側穿孔である。

勾玉（第895図3。 4)

滑石製で扁平板状のものをここにあげた。 3は第169号住居跡、 4は第16号住居跡から出土した。

ともに荒い成形である。

有孔円板（第895図5~8)

5と8は穿孔が並んで 2ヵ所に、 7は中央 1ヵ所にあけられている。 6は欠損品であるが、その

位置から欠捐部に 1孔存在した可能性がある。 5 • 6は第31号、 7は第74号、 8は第78号住居跡の

出土である。

剣形品（第895図2 • 9~15) 

2は第244号住居跡の覆土から出土した。剣形品のなかでもたいへん優れた作品である。両面と

もに丁寧に仕上げており、鏑も明瞭である。滑石製ではあるが、他のものよりもきめが細かく、硬

い。 9~15は小形の剣形品である。孔は 1ないしは縦に 2穿孔される。 14と15は若干厚めで片面に

鏑を意識した削り込みがみられる。

不明品（第895図16~18)

16は不明品としたが、穿孔の位置から有孔円板である可能性が強い。肉厚。第181号住居跡出土。

17は蒲鉾形を呈し、 1ヵ所に穿孔をもつ。第224号住居跡の壁溝から、大量の臼玉（第898図17~

110) とともに出土した。 18は不整方形で 4ヵ所に穿孔をするものである。あるいは下駄の模造品

の末裔であるかもしれない。 8の有孔円板とともに第78号住居跡から出土した。

未製品（第896図）

滑石製で、模造品の未製品もしくは欠損品と思われるものを一括した。 1は両面ともに擦ってお

り、穿孔部分に茎部の鏑らしきものが窺えるので、剣形品と推定される。 2は両面からの穿孔を試
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みた痕跡がみられる。 6は規則性のない穿孔が何回も行われているものである。 8 • 9は勾玉状に

側面を丁寧に擦っているが、平の面は熱心に成形されていない。 13は穿孔部分（矢印）で割れてい

るのが観察される。

勾玉（第897図1~4) 

4点とも造りは非常に丁寧である。 1は第31号住居跡の床面から出土した。色調はオリーブ色で

ある。 2は青灰色を呈する。第164号住居跡の柱穴内から出土した。 3は暗青灰色を呈し、曲がり

具合がゆるやかだが稜は明瞭である。第243号住居跡覆土出土。 4は緑灰色である。

切子玉（第897図5)

色調は深みのあるエメラルドグリーンで、巧みにカットされている。通常のものとはその割り付

けが異なるが、切子玉の一種であろう。第31号住居跡出土。碧玉製か。本住居跡からは玉類や滑石

製品、土製品の出土が多い。
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管玉（第897図6)

色調は賠緑灰色を呈する。穿孔は太く、平の部分が漏斗状になっている。第41号住居跡のカマド

付近の床面から出土している。

丸玉（第897図7 • 8) 

7は緑灰色を呈する。不純物が多く含まれており、風化も著しく光沢がない。第229号住届跡出

土。 8は黒に近い濃紺である。穿孔の周囲にわずかに擦痕が認められるが、他の面は滑らかで光沢

を放っている。第132号住居跡出土。

臼玉（第897図9~28• 第898図）

すべて滑石製である。第897図 9~28は火～中形のもので、粗雑な造りのものも含まれる。 18~

22は第161号住居跡のカマドから出土した。 29~32は欠捐品で、すべて谷部から出土した。第898図

には小形の臼王を一括した。 18~110は第224号住居跡の壁溝から出土したものである。

紡錘車（第899図 1~9)

紡錘車には稜が明瞭なもの (1 • 2 • 9) と、そうでないもの (4~8) とがある。総じて丁寧

な造りであり、表面は滑らかである。 9は谷部の包含層から出土した。片岩製である。
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石裳 品(1) 嘩浩昂（第895図）
No. 種類 大きさ(IDll） 重さ(g) 出土地点 備 考
1 子持勾玉 96.0 X35. 5 X9. 0 65.96 第84号住居跡 No.7。カマド出土。滑石製。

2 剣形 85.0X26.5X5.5 14.93 第244号住居跡 滑石製。

3 勾玉 26. 0 X 16. 5 X3.5 3.25 第169号住居跡 カマド出土。滑石製。

4 勾玉 28.5X16.0X5.0 5.17 第16号住居跡 No.12。滑石製。

5 有孔円板 33.0X33.0X4.0 7.89 第31号住居跡 No.6。滑石製。

6 有孔円板 (14.5) Xl8.0x2.0 0.99 第31号住居跡 No.4。滑石製。欠損。

7 有孔円板 22. 0 X 23. 0 X 1. 5 2.32 第74号住居跡 No.20。滑石製。

8 有孔円板 20.ox22.oxa.o 2.25 第78号｛祖吾跡 No.54。滑石製。

， 剣形 34.0X17.5X2.5 3.22 第29号住居跡 No.74。滑石製。

10 剣形 27. 0 X 16. 0 X 2. 5 2.52 第31号住居跡 No.5。滑石製。

11 剣形 42.0X17.0X3.0 3. 73 第36号住居跡 No.15。滑石製。

12 剣形 27.5X14.0X3.0 1.99 第46号住居跡 No.8。滑石製。

13 剣形 45.0X23.5X4.0 9.85 第54号住居跡 滑石製。

14 剣形 37.5X20.0X4.0 3.73 第169号住居跡 滑石製。

15 剣形 36.5X18.0X4.5 4.53 第178号住居跡 滑石製。欠損。

16 不明 (20. 0) X35. 0 X5. 0 6.06 第181号住居跡 滑石製。欠損。

17 和月 27.0X18.5X3.5 3.34 第224号住居跡 壁溝出土。滑石製。

18 不明 21.0X14.0X4.0 2.90 第78号住居跡 No.98。滑石製。

備 考
39.0x14.0x4.0 3.96 第117号住居跡 滑石製。欠損。

2 不明 23.0X11.5X4.0 2. 44 第178号住居跡 滑石製。未製品。

3 不明 21.0Xl0.5X7.0 2.61 第42号土坑 滑石製。未製品。

4 不明 16. 0 X 19. 5 X5. 0 2.64 第181号住居跡 滑石製。

5 和月 12.0x4.0 1.05 第141号住居跡 滑石製。未製品。

6 布月 14.0X12.5X4.0 1.25 第183号住居跡 滑石製。未製品。

7 不明 22.0x4.0 1.17 第98号住居跡 No.2。滑石製。欠損。

8 不明 43.0X7.0 9.00 第141号住居跡 No.3。滑石製。未製品。

， 布月 36.0x5.0 5.19 第141号住居跡 No.48。滑石製。未製品。

10 布月 2.76 第105号住居跡 滑石製。未製品。

11 剣形？ (30. 0) X 18.0 X2.0 2.50 第121号住居跡 滑石製。欠損。

12 和月 44. 5 X 13. 0 X3. 5 4.08 谷（はー425g) 滑石製。未製品。

13 不明 33.0X14.0X8.0 4.90 表採 滑石製。未製品。側面に2条の溝がある。

石錘（第899図10~13)

10と12は形態は異なるが、表面の擦痕は顕著ではなく、成形に伴うものと考えられる。錘と考え

てよいであろう。 11は穿孔部（貰通する）で半裁してしまったもののようで、紡錘車である可能性

もある。 13はわずかではあるが線条の刻みが観察できる。
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石塵 品(3)玉類（第897図）
No. 種類 大きさ(mm) 重さ(g) 出土地点 備 考

1 勾玉 18.0X9.0X2.5 1.45 第31号住居跡 No2。

2 勾玉 28.0x16.0 4.98 第164号住居跡 P-1出土。欠損。

3 勾玉 36.5Xl6.0 9.55 第245号住居跡

4 勾玉 18.0 X 12. 0 1. 62 ちー439gP-11 

5 叩玉 13.0X6.5 1.42 第31号住居跡 No.3。

6 管玉 23.0X6.5 2.03 第41号住居跡 No.4。

7 丸玉 9.5x13.0 2.67 第229号住居跡 滑石製。 2方向から穿孔。

8 丸玉 13.0 X 15. 0 4.87 第132号住居跡 No.13。

， 臼玉 8.0x9.5 1.20 第21号住居跡 No.7。滑石製。

10 臼玉 5.0X11.0 1.46 第70号住居跡 No.9。滑石製。

11 臼玉 9.0Xl5.0 4.34 第72号住居跡 滑石製。

12 臼玉 5.0xlO.O 0.56 第84号住居跡 No.16。滑石製。欠損。

13 臼玉 8.0xll.O 1.42 第84号住居跡 No.15。滑石製。

14 臼玉 8.0Xl5.0 3.08 第84号住居跡 No20。滑石製。

15 臼玉 8.0X19.5 5.23 第84号住居跡 No.17。滑石製。

16 臼玉 4.0xll.O 0.79 第85号住居跡 滑石製。

17 臼玉 6.0 X 14. 0 2.20 第131号住居跡 No.16。滑石製。

18 臼玉 7.5Xll.O 1.59 第161号住居跡 カマド火床面出土。滑石製。

19 臼玉 8. 5 X 10. 5 1. 79 第161号住居跡 カマド火床面出土。滑石製。

20 臼玉 6. ox 10. 0 1.16 第161号住居跡 カマド火床面出土。滑石製。

21 臼玉 7.Oxl0.5 1. 40 第161号住居跡 カマド火床面出土。滑石製。

22 臼玉 7.0X11.0 1. 35 第161号住居跡 カマド火床面出土。滑石製。

23 臼玉 5.5X10.5 0.59 第181号｛む吾跡 滑石製。未製品。

24 臼玉 8.0x9.0 1.18 第181号住居跡 滑石製。

25 臼玉 8.0x13.0 1. 82 第3号掘立柱建物跡 No.6。滑石製。

26 臼玉 19.0 X 11. 5 4.28 第4号掘立柱建物跡 No.3。滑石製。

27 臼玉 7。5X 10. 0 1. 57 第5号掘立柱建物跡 P-1出土。滑石製。

28 臼玉 6.0Xl2.0 1.62 第77号住居跡 滑石製。

29 臼玉 (3.0)X9.0 0.18 谷（は-423g) 滑石製。欠損。

30 臼玉 (3.5)X9.0 0.21 谷（は-423g) 滑石製。欠損。

31 臼玉 (3.0) xB.O 0.13 谷（はー423g) 滑石製。欠損。

32 臼玉 (3.0) x9.0 0.13 谷（は-423g) 滑石製。欠損。

砥石（第900図•第901図 1 ~5) 

第900図 1は方形に長い完形品である。先端に吊り下げるための穿孔がみられる。 3も先端に穿

孔のあるものであるが、残りはわずかである。他の砥石も使い込まれているものが多く、エ具の筋

状の掠痕が顕著にみられるものもある。材質もだいたい同じだが、第901図 2だけは目が荒く、現

在のものとほとんど区別がつかない。谷の位置するグリ、Jドからの出土ではあるが、包含層からの

ものかどうかは不明である。
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石製品（4)臼玉（第898図）
No. 種類 大きさ(mm) 重さ(g) 出土地点 備 考
1 臼玉 3。0X4.5 0.13 第16号住居跡 No.106。滑石製。

2 臼玉 3.0x5.0 0.15 第17号住居跡 No.5。滑石製。

3 臼玉 4。0X6.5 0.33 第22号住居跡 No.134。滑石製。

4 臼玉 4.0x6.0 0.25 第22号住居跡 No.133。滑石製。

5 臼玉 2.0x4.0 0.07 第29号住居跡 No.78。滑石製。

6 臼玉 3.0x5.0 0.19 第40号住居跡 No.52。滑石製。

7 臼玉 3.0X3.0 〇.07 第62号住居跡 No.21。滑石製。

8 臼玉 3.0X3.5 0.06 第62号住居跡 N認3。滑石製。

， 臼玉 2.0X4.0 0.07 第80号住居跡 No.S-5。滑石製。

10 臼玉 4.0x5.0 0.19 第84号住居跡 No21。滑石製。

11 臼玉 4.0X5.0 0.22 第84号住居跡 No.14。滑石製。

12 臼玉 3.0x6.5 0.24 第148号住居跡 滑石製。

13 臼玉 5.0 X6。5 0.46 第193号住居跡 No.78。滑石製。

14 臼玉 5.5x5.5 0.31 第193号住居跡 No.78譴出土。滑碑。

15 臼玉 5.0X7.0 0.37 第193号住居跡 No.79。滑石製。

16 臼玉 4.0 X6.5 0.31 第193号住居跡 No.78。滑石製。

17 臼玉 4.0x5.0 0.16 第224号住居跡 壁溝出土（以下同じ）。滑石製。

18 臼玉 4.0x5.0 0.17 第224号住居跡 滑石製。

19 臼玉 2.5X5.0 0.11 第224号住居跡 滑石製。

20 臼玉 4。ox5.o 0.13 第224号住居跡 滑石製。

21 臼玉 4。5x5.5 0.17 第224号住居跡 滑石製。

22 臼玉 3.0X4.5 0.10 第224号住居跡 滑石製。

23 臼玉 3.0X5.0 〇.11 第224号住居跡 滑石製。

24 臼玉 3.5x5.0 0.13 第224号住居跡 滑石製。

25 臼玉 4.0x5.0 0.13 第224号住居跡 滑石製。

26 臼玉 4.0x5.0 0.13 第224号住居跡 滑石製。

27 臼玉 3.0x5.0 0.12 第224号住居跡 滑石製。

28 臼玉 2.0X6.0 〇.10 第224号住居跡 滑石製。

29 臼玉 3.0x5.0 0.12 第224号住居跡 滑石製。

30 臼玉 4.0x5.0 0.12 第224号住居跡 滑石製。

31 臼玉 4.0x5.0 0.11 第224号住居跡 滑石製。

32 臼玉 4.0x5.0 0.09 第224号住居跡 滑石製。

33 臼玉 3.0x5.0 0.11 第224号｛む吾跡 滑石製。

34 臼玉 5.0X6.0 0.20 第224号住居跡 滑石製。

35 臼玉 3.0X6.0 0.16 第224号住居跡 滑石製。

36 臼玉 4.5x6.0 0.20 第224号住居跡 滑石製。

37 臼玉 4.5x5.0 0.17 第224号住居跡 滑石製。

38 臼玉 4.0x5.5 0.15 第224号住居跡 滑石製。

39 臼玉 4.5x5.0 0.14 第224号住居跡 滑石製。
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40 臼玉 4.5x5.5 0.13 第224号住居跡 滑石製。

41 臼玉 3.5X6.0 0.16 第224号住居跡 滑石製。

42 臼玉 3.5x6.0 0.14 第224号住居跡 滑石製。

43 臼玉 2.5x5.5 0.12 第224号住居跡 滑石製。

44 臼玉 4.0x5.5 0.22 第224号住居跡 滑石製。

45 臼玉 4.5X6.0 0.18 第224号住居跡 滑石製。

46 臼玉 5.0x5.5 0.18 第224号住居跡 滑石製。

47 臼玉 4.0x5.0 0.11 第224号住居跡 滑石製。

48 臼玉 3.0x6.0 0.13 第224号住居跡 滑石製。

49 臼玉 4.0X6.0 0.20 第224号住居跡 滑石製。

50 臼玉 3.0X6.0 0.14 第224号住居跡 滑石製。

51 臼玉 4.0X6.0 0.16 第224号住居跡 滑石製。

52 臼玉 3.5X5.5 0.11 第224号住居跡 滑石製。

53 臼玉 3.5x5.0 0.10 第224号住居跡 滑石製。

54 臼玉 4.5x5.0 0.12 第224号住居跡 滑石製。

55 臼玉 4.5x5.0 0.12 第224号住居跡 滑石製。

56 臼玉 3.0x5.0 0.10 第224号住居跡 滑石製。

57 臼玉 3.0X6.0 0.15 第224号住居跡 滑石製。

58 臼玉 3.5x5.5 0.15 第224号住居跡 滑石製。

59 臼玉 4.0x6.0 0.15 第224号住居跡 滑石製。

60 臼玉 4.5x5.5 0.14 第224号住居跡 滑石製。

61 臼玉 4.0x6.0 0.14 第224号住居跡 滑石製。

62 臼玉 4.0x5.0 0.14 第224号住居跡 滑石製。

63 臼玉 4.0x5.5 0.13 第224号住居跡 滑石製。

64 臼玉 4.0x6.0 0.18 第224号住居跡 滑石製。

65 臼玉 4.0X6.0 0.14 第224号住居跡 滑石製。

66 臼玉 4.0x5.5 0.12 第224号住居跡 滑石製。

67 臼玉 3.0x5.5 0.13 第224号住居跡 滑石製。

68 臼玉 4.0x5.5 0.18 第224号住居跡 滑石製。

69 臼玉 3.5X6.0 0.15 第224号住居跡 滑石製。

70 臼玉 4.0x5.5 0.15 第224号住居跡 滑石製。

71 臼玉 3.5 X6.0 0. 1 4 第224号住居跡 滑石製。

72 臼玉 4.0X6.0 0.16 第224号住居跡 滑石製。

73 臼玉 3.5x6.0 0.13 第224号住居跡 滑石製。

74 臼玉 4.0x5.5 0.14 第224号住居跡 滑石製。

75 臼玉 4.0x5.0 0.11 第224号住居跡 滑石製。

76 臼玉 3.0x6.0 0.09 第224号住居跡 滑石製。

77 臼玉 3.0x6.0 0.11 第224号住居跡 滑石製。

78 臼玉 4.5x5.0 0.16 第224号住居跡 滑石製。

79 臼玉 2.5X5.5 0.10 第224号住居跡 滑石製。

80 臼玉 5.0x5。5 0.16 第224号｛む吾跡 滑石製。
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81 臼玉 3.0x5.5 0.11 第224号住居跡 滑石製。

82 臼玉 3.5x5.0 0.12 第224号住居跡 滑石製。

83 臼玉 2.5x5.5 0.11 第224号住居跡 滑石製。

84 臼玉 3.0x6.0 0.13 第224号住居跡 滑石製。

85 臼玉 3.0x5.5 0.14 第224号住居跡 滑石製。

86 臼玉 3.0x5.5 0.10 第224号住居跡 滑石製。

87 臼玉 3.0x5.5 0.10 第224号住居跡 滑石製．

88 臼玉 3.0X5.5 0.11 第224号住居跡 滑石製。

89 臼玉 4.0x5.0 0.09 第224号住居跡 滑石製。

90 臼玉 4.0x5.5 0.15 第224号住居跡 滑石製。

91 臼玉 4.0x5.5 0.14 第224号住居跡 滑石製。

92 臼玉 4.0X6.0 0.18 第224号住居跡 滑石製。

93 臼玉 4.5x5.0 0.14 第224号住居跡 滑石製。

94 臼玉 3.0X6.0 0.12 第224号住居跡 滑石製。

95 臼玉 3.5x5.0 0.10 第224号住居跡 滑石製。

96 臼玉 4.0x5.5 0.13 第224号住居跡 滑石製。

97 臼玉 3.0x5.5 0.09 第224号住居跡 滑石製。

98 臼玉 3.5x5.5 0.09 第224号住居跡 滑石製。

99 臼玉 2.5x5.5 0.08 第224号住居跡 滑石製。

100 臼玉 2.5X6.0 0.08 第224号住居跡 滑石製。

101 臼玉 2.0X6.0 0.06 第224号住居跡 滑石製。

102 臼玉 3.0x5.0 0.07 第224号住居跡 滑石製．

103 臼玉 4.0x5.0 0.09 第224号住居跡 滑石製。

104 臼玉 2.5X6.0 0.05 第224号住居跡 滑石製。

105 臼玉 3.0x5.0 0.08 第224号住居跡 滑石製。

106 臼玉 3.5x5.0 0.09 第224号住居跡 滑石製。

107 臼玉 2.0x5.0 0.05 第224号住居跡 滑石製。

108 臼玉 2.5x5.5 0.06 第224号住居跡 滑石製。

109 臼玉 3.0x5.5 0.21 第224号住居跡 滑石製．

110 臼玉 4.0x5.0 0.16 第224号住居跡 滑石製。

111 臼玉 2.0x5.0 0.10 第229号住居跡 滑石製。

112 臼玉 3.0 x5.0 0.09 第229号住居跡 滑石製。欠損。

113 臼玉 2.5x6.0 0.13 第232号住居跡 滑石製。

114 臼玉 3.5x6.5 0.17 第232号住居跡 滑石製。中央に稜をもつ。

すり石（第901図6~9)

住居跡から出土したもので、エ具の擦痕が認められるものを掲載した。 7以外はすべて軽石であ

る。 7は放射状に擦痕がみられる。第193号住居跡の床面出土。 9は第230号住居跡の床面に置かれ

ていたものである。形状は不整形であり、面取りをした部分 (6面）すべてにエ具擦痕や溝状の扶

りが観察される。
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石塑温(5),贈・石錘（第899~)
No. 種類 大きさ（重） 重さ(g) 出土地点 備 考
1 紡 10. 0 X45. 0 • 25. 0 26.73 第31号住居跡 No.1。滑石製。

2 紡 12. 0 X 40.0 • 21.0 23.01 第36号住居跡 No.14。滑石製。

3 紡 20. 5 X45. 0 • 27. 0 66.50 第70号住居跡 No.1。滑石製。

4 紡 12. 0 X44. 0 • 34. 0 51.55 第120号住居跡 No.28。滑石製。

5 紡 18. 5 X50. 0 • 30. 5 35.95 策202号住居跡 No.5。滑石製。欠損。

6 紡 14.0X51. 0•34.0 25.16 第221号住居跡 滑石製。欠損。上面に擦った痕跡あり。

7 紡 (l.0)X(2.5)・(2.l) 3.72 第229号住居跡 滑石製。欠損。

8 紡 19.0X(42.0)・ (30.0) 23.34 第243号住居跡 滑石製。欠損。

， 紡 9. 5 X49. 5 • 33.0 33.35 谷 片岩製。欠損。

10 石錘 66.0X44.0 61.13 第99号住居跡 No.1。滑石製。

11 石錘？ (40.0) X32.0 31.16 第125号住居跡 滑石製。欠損。

12 石錘 (47.5) X42.0 102.06 第178号住居跡 滑石製。裏面に未調整部分あり。 2方向から穿孔
欠損。

13 石錘 22. 0 X 19. 0 X 16. 0 11.25 第26号住居跡 砂。

石禦品(6) 氏石（第900図）
No. 種類 大きさ(mm) 重さ(g) 出土地点 備 考

1 砥石 151.0X20.0 90.62 第59号住居跡 No.31。先端に穿孔あり。

2 砥石 (41.0) X48.0 52.63 第77号住居跡 欠損。

3 砥 43.0 X32.0 48.15 第77号住居跡 No.1。先端に穿孔あり。

4 砥石 (75.0) X(59.0) 204.68 第67号住居跡 No.3。欠損。

5 砥石 50.0X21.0 42.98 第114号住居跡 3方の側面に砥いだ痕跡。

6 砥石 (32. 0) X39. 5 40.51 第189号住居跡 欠損。

7 砥石 (68.0) X34.0 119.28 第163号住居跡 欠損。

8 砥石 (60.0) X43.0 1052.5 第164号住居跡 欠損。

， 砥石 (74.0) X34.0 102.13 第225号住居跡 欠損。

10 砥 (125.5) X44.0 280.97 第231号住居跡 欠損。

11 砥石 10.5X57.5 181.92 第232号住居跡

石霞 品（7)砥石・すり石（第901図）
No. 種類 大きさ(mm) 重さ(g) 出土地点 備 考

1 砥石 73.0X21.0 41.92 第8号方形周溝墓 No.20。

2 砥石 (6.5)X24.5 62.84 谷（とー451g) 欠損。

3 砥石 67.0 X 18.0 39.98 谷（ちー451g)

4 砥石 (62.0) X39.5 70.89 谷（は-452g) 欠損。

5 砥石 44.5 X39.0 33.57 りー444gP-19 

6 すり石 64.0X51.0 77.88 第193号住居跡 軽石。エ具擦痕あり。

7 すり石 106.0X99.0 581.34 第193号住居跡 No.64。エ具擦痕が放射状にめぐる。

8 すり石 63.0X76.0 205.14 第169号住居跡 軽石。エ具擦痕あり。

， すり石 215. o x 83. o 1269.73 第230号住居跡 No.24。軽石。エ具痕・擦面あり。

-1166-



8 土製品

鏡（第902図 1)

第88号住居跡出土。鉦は剥離している。鉦の周囲に 2重の列点を施すが、間隔もまばらで整然と

はしていない。鉦の剥離面に列点がみられることから、鉦を接着する前に施されたものと考えられ

る。表面は丁寧にナデられている。胎土は B+R+W+W多。

玉類（第902図2~29)

2 • 3は勾玉である。 2の穿孔は貰通していない。第62号住居跡のカマド袖から出土。 4は面取

りが明瞭ではないが、切子玉を模したものであろう。第126号住居跡のカマド前の床面から出土し

た。 5~ 6は第98号住居跡からの一括品で、色調、造りともに共通する。 7以降は土製の丸玉であ

る。 9は浅い穿孔が2ヵ所にみられるが、その位置は通常と異なり胴部の中央にあり、左右対照で

はない。未製品であろうか。第99号住居跡出土。
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土錘（第903図•第904図 1 ~19) 

土錘は 1軒の住居跡から大量に出土した例は少なく、第32号住居跡から 8点（第903図2~9) 

出土した例が最高である。形態はおおまかにいうと、胴が張る大形品と、管状になる小形のものと

に分かれるが、なかには貰通のない未製品も含まれている。

不明土製品（第904図20~22)

20~22は紐状の土製品である。 21はゆるやかにねじれている。第79号住居跡のカマドから出土し

た。 22は勾玉の欠損品もしくは未製品かもしれない。 23は円盤状で片面に丸い剥離痕がある。第22

号住居跡出土。
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土製品（1)模造品（第902図）
No. 種輝 大きさ(lillll) 重さ(g) 出土地点 備 考

1 鏡 62.5x62.0x13.0 59.23 第88号住居跡 にぶい橙。

2 勾玉 38.0Xll.Oxl0.5 6.69 第92号住居跡 橙。穿孔は貫通していない。

3 勾玉 26.0 2.65 第62号住居跡 No.1。橙。欠損。

4 叩玉 19. 0 X 12. 0 3.39 第126号住居跡 No.3。橙。

5 小玉 3.0x6.5 0.19 第98号住居跡 No.4。黒。

6 小玉 3.0x6.0 〇.20 第98号住居跡 No.4。黒。

7 小玉 4.0x8.0 0.33 第98号住居跡 恥4。黒。

8 土玉 (23.0) Xl9.0 4.16 第141号住居跡 にぶい橙。欠損。

， 土玉 16.0xll.O 2.17 第99号住居跡 橙。未製品。

10 土玉 9.5Xl0.0 1.18 第21号住居跡 No.3。橙。

11 土玉 9.5Xll.O 1. 25 第21号住居跡 橙。

12 土玉 8.0XlO.O 18.71 第21号住居跡 にぶい橙。

13 土玉 9.5Xll.5 1.41 第41号住居跡 No.57。橙。

14 土玉 6.5X7.0 0.62 第53号住居跡 No.1。疇。

15 土玉 7.0X8.0 〇.67 第53号住居跡 No.3。黒褐。

16 土玉 7.0x8.5 0。71 第53号住居跡 No.57貯蔵穴出土。黒褐。

17 土玉 6.0x7.0 0.37 第70号住居跡 No.59。橙。

18 土玉 ll.5Xl3.5 1. 82 第88号住居跡 橙。

19 土玉 11.0Xll.O 4.93 第101号住居跡 にぶい橙～黒。上下を擦って平らにしている。

20 土玉 9.0X9.0 0.68 第147号住居跡 にぶい黄橙。

21 土玉 7.5X9.0 0.40 第169号住居跡 灰黄褐～黒。欠損。

22 土玉 9.5X11.5 1. 64 第194号住居跡 にぶい黄橙。穿孔は貫通しない。

23 土玉 7.5X11.5 1.10 第229号住居跡 灰褐。

24 土玉 8.5X10.0 0.78 第229号住居跡 橙。穿孔は貫通しない。

25 土玉 9.0x9.5 0.93 第231号住居跡 にぶい黄橙。

26 士玉 6.0x8.5 0.56 第232号住居跡 橙。

27 土玉 9。5X 10. 5 1. 07 第232号住居跡 橙。

28 土玉 9.5X11.0 1. 07 第232号住居跡 橙。

29 土玉 12.0xlO.O 1. 30 第22号土坑 橙。

紡錘車（第905図）

7を除いて厚みがあり、形態は反りが強いもの (2 • 4) と反りが弱く直線的なものとに分類で

きる。 7は須恵質で、両面ともにヘラケズリで成形している。耳もきれいに面取りしており、底部

転用のものではないと思われる。第239号住居跡出土。

貝巣穴痕泥岩（第906図）

貝巣穴痕泥岩は波打ち際に生息する細い二枚貝の巣穴を持ち込んで熟を与えたもので、祭祀的性

格の強い遺物とされている（高橋一夫1983「草加の遺跡(2)」『草加市史研究第 3号』）。

本遺跡では 3住居跡から、 4点の出土をみる。 1は大きな穴が 1ヵ所に認められる。第45号住居
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土製品（2)土錘（第903図）
No. 種類 大きさ（謳） 重さ(g) 出土地点 備 考

1 這 65.5x13.5 11.39 第4号住居跡 No29。にぶい橙～灰褐色。

2 土錘 74.0Xl7.0 23.72 第32号住居跡 No2(3)。橙。

3 這 62.0 X 15. 5 17.45 第32号住居跡 No.26。橙。

4 土錘 59. 0 X 16. 5 16.92 第32号住居跡 No.18。浅黄橙～黒。

5 這 57.0Xl5.0 13.62 第32号住居跡 橙。

6 這 51.0x14.0 10. 01 第32号住居跡 No.12。浅黄橙～黒。

7 土錘 (47.0)Xl4.0 10.00 第32号住居跡 No.17。浅黄橙～黒。

8 這 (22.0) xl0.5 3.56 第32号住居跡 No.2 (1)。にぶい橙。欠損。

， 土錘 (20.0)X(l2.5) 3.56 第32号住居跡 No.3(2)。橙。欠損。

10 這 27.0xll.O 2.78 第64号住居跡 にぶい橙。未製品。

11 土錘 27.Ox6.0 1. 77 第66号住居跡 橙。

12 土錘 (32.0)xl0.0 2.79 第71号住居跡 カマドB出土。にぶい黄橙。

13 這 (52.0)Xll.O 7.28 第72号住居跡 にぶい黄橙～黒。

14 土錘 (41.0) Xl5.0 10.51 第72号住居跡 にぶい黄橙～黒。

15 土錘 45. 5 X 15.0 10.42 第72号住居跡 にぶい橙。

16 土錘 48.0x15.0 12.66 第72号住居跡 にぶい黄橙。

17 土錘 (43.0) X15.0 11.66 第72号住居跡 にぶい橙。

18 土錘 50.0 X 16. 0 12.41 第72号住居跡 浅黄橙。

19 這 (50.0) xlO.O 7.39 第74号住居跡 橙。欠損。

20 土錘 (30.0) Xl3.0 5。22 第82号住居跡 にぶい黄橙。欠損。

21 土錘 67.0Xll.O 10.27 第84号住居跡 橙～黒。

22 土錘 (40.0) Xl6.0 12.68 第98号住居跡 にぶい橙。

23 土錘 48.0 X 15.0 12.36 第98号住居跡 にぶい橙。

24 土錘 (43.0) Xl5.0 10.55 第98号住居跡 にぶい橙。

25 土錘 47.0X15.0 12.35 第98号住居跡 にぶい橙。

26 這 46. 0 X 16. 0 12.86 第98号住居跡 にぷい橙。

27 這 (48.0) Xl5.0 13.90 第98号住居跡 にぶい橙。

28 土錘 28.0 X8.5 2.31 第99号住居跡 恥3。未製品。

29 這 42. 0 X 15. 0 8.61 第148号住居跡 No.3。浅黄橙。

30 這 45. 0 X 10. 5 5.23 第167号住居跡 橙。

31 土錘 47.5X17.0 16.32 第167号住居跡 No.5。灰黄褐～黒褐。

32 這 87. 0 X22.0 37.90 第178号住居跡 にぶい橙～黒褐。

33 土錘 63.0Xl4.0 12.27 第178号住居跡 灰褐。

34 土錘 (35.0) Xl4.5 7.84 第178号住居跡 黒。欠損。

35 這 (35.0) xlO.O 4.01 第183号住居跡 にふい橙～灰褐。欠損。

36 土錘 (49.0) Xll.O 6.01 第188号住居跡 にぶい橙～黒褐。欠損。

37 這 55.0xll.O 6.00 第200号住居跡 浅黄橙。

38 這 50。5X 12. 5 8. 52 第213号住居跡 橙。
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土製品（ 3) 土錘•その他（第904区）
恥． 種類 大きさ(mm) 重さ(g) 出十抽点 備 考

1 土錘 35.0 X 14. 0 6.46 第218号住居跡 橙。

2 這 (27.5) X (11.5) 2.40 第218号住居跡 赤褐。欠損。

3 土錘 (31.0) X13.0 3.96 第221号住居跡 橙。欠損。

4 土錘 (39.5) X9.5 3.69 第257号住居跡 橙。欠損。

5 土錘 (35.0)x9.5 2.73 第257号住居跡 橙。欠損。

6 土錘 (29.0)Xll.O 2.80 第257号住居跡 灰白。欠損。

7 土錘 (24.0) x9.0 2. 47 第257号住居跡 橙。欠損。

8 土錘 54.0X24.0 39.35 第2号井戸 浅黄橙。

， 土錘 51.0Xll.O 8.54 第2号井戸 にぶい橙。

10 土錘 24.0XlO.O 2.71 第2号井戸 浅黄橙。未製品。

11 這 31.0 X6.0 1. 48 第2号井戸 にぶい黄橙。

12 土錘 23.0xB.O 1.81 第3号土坑 明赤褐。

13 這 22.0X6.0 1.18 第227号住内の噴砂 No.20。黒褐。

14 土錘 72.5Xl4.5 14.95 第26~27号溝 橙

15 這 74.0 X20.0 22.13 はー423g にぶい黄橙。

16 土錘 62.0Xl5.0 15.67 へー365g 黄橙～灰褐。

17 土錘 63.0Xl5.0 13.90 表採 橙～黒。欠損。

18 土錘 51.0Xl3.0 8.12 第102号住居跡付近 浅黄橙。

19 土錘 (27.5)Xl4.0 5. 36 谷 橙。欠損。

20 不明 36.0X6.0 2.16 第71号住居跡 黄橙。

21 不明 (46.0) X6.0 2.69 第79号住居跡 カマド出土。橙～にぶい橙。

22 不明 27.OX9.0 2.05 第121号住居跡 浅黄橙。

23 不明 35.0 X35. 0 X 14. 0 0.94 第22号住居跡 橙。中央に円形の剥離痕あり。

跡出土。 2 • 3は第66号住居跡出土のもので、もとは同じ塊であったかもしれない。 4は第242号

住居跡出土で、砂粒が多量に含まれている。

土製品（4)紡錘車（第905図）
No. 種類 大きさ(mm) 重さ(g) 出土地点 備 考

1 紡錘車 20. 0 X 36. 0 • 30. 0 33. 77 第41号住居跡 No.56。橙

2 紡 25. 0 X 40. 0 • 26. 5 17.96 第45号住居跡 にぶい橙。欠損。

3 紡錘車 31.0X (53.0) • (32.5) 36.25 第216号住居跡 明赤褐～にぶい赤褐。欠損。

4 紡錘車 34.5x60.0・31.5 86.45 第226号住居跡 橙～黒褐。

5 紡錘車 33. 5 X 45. 0 • 30. 0 65.56 第229号住居跡 にぶい黄橙。側面と下面にヘラケズリ。

6 紡 32.0 X (39.0) • (24.0) 24.44 第231号住居跡 P-1出土。橙。全面ヘラケズリ。欠損。

7 紡 9.0x63.5 42.19 第239号住居跡 灰。須恵質。両面ヘラケズリ。

8 紡錘車 23. 0 X 46. 5 • 39. 0 66.97 第257号住居跡 橙～黒。

， 紡錘車 23. 5 X 44. 0 • 33. 5 47.31 第263号住居跡 No.l。橙。

10 紡 29. 5 X 48. 0 • 32. 5 34.94 谷（る-455g) にぶい赤褐。欠損。
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9 鉄製品

鉄製品には｝J子・鎌・鉄鏃などがあるが、全体的に錆化が著しく、また欠捐品も多いため、遣存

状態はかならずしも良好とはいえない。そのため不明鉄製品とせざるをえないものが多かった。鉄

製品を出土したのは、おもに奈良•平安時代の遣構であるが、古墳時代の住居跡からもわずかでは

あるが検出されている。調査された遺構の数と比べてその割合は非常に少ないといってよいであろ

う。しかし、これは乾湿差の激しい水田下という条件のもとに、遺跡が埋蔵されていたことを考慮

にいれるべきであろう。

刀（第907図 1)

1は全長が30cm弱で、 7)子と呼べるぎりぎりの線の遣物である。 2の刀子と共伴していることも

あり、ここでは「刀」と呼ぶことにしたい。背側が若干深い両関で、背幅が厚く、茎も太く丸みを

幣びている。刃こぼれのような欠捐部があるが、これは錆や断面の状態から、古いものと考えられ

る。第43号住居跡（平安前期）のカマド袖付近から出土した。

刀子（第907図2~13)

2は茎に木質が残り、切先は研き｀減りのため丸くなっている。 1と同様に造りが厚い。 3は片閃

の刀子で、茎に鹿角らしき付羞物がある。 4も同じく鹿角の痕跡があるが、こちらは両閃である。

ともに目釘孔は存在しない。ともに鹿角製の柄をもっていた刀子と推定されるが、関の形状からす

ると 3のほうが年代の遡る遺物であると考えられる。共伴土器からもそれは裏づけることができよ

う。 5と8はゆるやかな両関をもつ華奢な刀＋である。 7は錆がとくに進行しており、その形状は

推定であるが、浅い両関をもつものと考えられる。肉厚。 9 • 10 • 13は刃部の破片、 11は茎部の破

片である。 12はこれも肉厚で、茎は太く先端が尖る。均等な深い両関を呈する。刃はほとんどない

といってよく、錆化しているのを差し引いても、なまくらな刃物であったのは確実である。平安時

代の遺物と考えられる。。

14は茎の部分で、目釘孔が］ヵ所に詔められる。木質の付着が著しく、断面は角張っている。平

安時代の住居跡から出土しているが、近世以降の混入品としたほうが無難であろう。

鎌（第908図 1~3)

］は切先を欠き、 4片に分かれて出土した。柄装着部は背の角を折り曲げており、柄と刃との角

度は90度よりも大きくなると推定される。刃はあまり深い弧を描かない。第23号住居跡出土。 2は

一方（切先側？）は明らかに欠損しているが、もう一方は錆が激しくはっきりとしない。屈曲はし

ていないので、柄装着部ではなさそうである。 X線透視検査でもその点は不明であった。古い欠損

部と判断しておく。第237号住居跡出土。 3は切先が直になり、外反りを有する特異な形態の鎌で

ある。柄装着部も背刃側均等に折れ削がっており、刃の範囲は 2/3ほどである。直刃鎌の系統で

あろうか。古墳時代前期（五領期）の第252号住居跡の床面から出土した。
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鉄鏃（第908図6 • 7) 

6は錆化が激しく、 X線透視検査でも形状ははっきりしなかったが長頸鏃と思われる。鏃身部お

よび箆被部にわずかに閏がある。茎部先端を欠く。第149号住居跡から刀子 2点と共伴して出土し

ている。 7は関をもつ箆被部の破片と推定したが、よくわからない。第260号住居跡出土。

釘（第908図8~12)

断面が方形を呈する釘である。頭部がないものでも、先端が尖っているものは釘と判断した。］0

は唯一の完形品であるが、錆のため形状は椎定である。第135号住居跡出土。

不明鉄製品（第908図4 • 13~24) 

4はX線透視検査によって、一方が蕨手状になり孔を有することが判明した。左右対照に復元し

てあるが、その確証はない。火打鎌の一種か。 13は二股に分かれる棒状の鉄製品である。雁股式の

鉄鏃の破片である可能性もあるが、左右の太さが異なるのが気にかかる。 14は重厚な鉄製品で、 X

線透視をしてもその形状ははっきりしなかったが、欠捐部分はないと考えられる。全体の 1/3に
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あたる部分がわずかに幅広となるようである。 15は両端が環状となった金具の一方が連結したもの

である。強いて類例をさがせば、平安時代以降の馬具のなかに、このような形状の引手壺をもつ轡

があるが、この遺物をそれにあてるには連結方法に問題があろう。 16は細い鉄棒をあわせて一端を

輪状にしたものである。先端は欠失する。 17は鉄板が折れた部分の破片である。 18~24は棒状鉄製

品である。なかには鉄製紡錘車の軸の部分も含まれているかもしれない。

煙管（第908図5)

第14号井戸から出土した煙管の吸口である。銅製。内面には竹が残っている。
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鉄製品（1)刀子（第907図）
No. 種類 大きさ(mm) 蚕さ(g) 出土地点 備 考

1 刀 296.0x24.0 145. 60 第43号住居跡 No.4カマド袖付近出土。関は背側がやや深い両関。

2 刀子 95. 0 X 12. 0 12.03 第43号住居跡 No.7。柄木残存。両関。

3 刀子 86.5X17.0 21.14 第31号住居跡 No.154。柄に鹿角らしき付着物が残る。両関。

4 刀子 (58.5) Xl9.0 16.85 第80号住居跡 柄に鹿角？残存。両関。刀身の半分を欠く。

5 刀子 (68.0)xll.5 9.21 第84号住居跡 ゆるやかな両関。刀身の半分を欠く。

6 刀子 (79.5) Xl5.5 20.70 第89号住居跡 刀身片。

7 刀子 (136.5)x17.0 52.68 第149号住居跡 茎の大半を欠く。両関か？

8 刀子 (65.0) X9.5 7.81 第149号住居跡 ゆるやかな両関。刀身の大半を欠く。

9 刀子 (31.0) Xl3.0 3.14 第161号住居跡 刀身破片。

10 刀子 (70.0) X8.5 8.75 第217号住居跡 刀身片。

11 刀子 (96.0) XlO.O 16.07 第242号住居跡 茎片。

12 刀子 232.0X31.5 112.70 第9号掘立柱建物跡 P-7出土。両関で重厚。

13 刀子 (81.0)xl4.5 16.96 モー396g 刀身片。

14 刃物 (77.5)X20.5 25.85 第221号住居跡 茎。柄木残存。

鉄製品（ 2) 鎌•その他（第908図）
No. 種類 大きさ(mm) 重さ(g) 出土地点 備 考

1 鎌 (125.5) X27.0 74.11 第23号住居跡 嵐5。刃の先端を欠く。

2 鎌 (95.5)x28.0 62.71 第237号住居跡 刃部片。

3 鎌 121.5X24.5 73.79 第252号住居跡 No.26。刃は外反する。

4 不明 (49.0)X27.5 26.90 第3号掘立柱建物跡 No.7。左右対照にならない可能性あり。

5 キセル 48.0 x5. 5 3.97 第14号井戸 銅製。吸い口。

6 鉄鏃 (11. 7) Xl0.5 27.41 第149号住居跡 No.4。錆著しく形状推定。

7 鉄鏃？ (45.0) X8.5 6.15 第260号住居跡 箆被付近の破片か？

8 釘 (80.5)X11.5 17.29 第82号住居跡 頭部欠損。

， 釘 (39.5) X7.5 5.36 第82号住居跡 先端片。

10 釘 75.5Xll.O 42.47 第135号住居跡 形状は推定。

11 釘？ (46.5) xs.o 12.12 第197号住居跡 欠損。

12 釘？ (50.0)x7.5 7.28 第229号住居跡 欠損品か？

13 不明 (57.0)X23.0 15.73 第23号住居跡 二股に分かれる。

14 不明 21.6X16.0 162.49 第223号住居跡 重。用途不明。

15 不明 43. 5 X33. 5 X 19. 5（環径） 37.23 第19号土坑 環状連結金具。用途不明。

16 不明 (46.5) X4.5 4.20 は-429g ピン様。

17 不明 (49. 0 X 5. 0) 17.20 第30号土坑 板状の縁を曲げたもの。

18 不明 (64.5) x5.5 8.27 第84号住居跡 棒状鉄製品。紡錘車の軸か？

19 不明 (43. 0) X6. 5 6.31 第86号住居跡 No.3。棒状鉄製品。断面方形。

20 不明 (61.0) x5.0 6.12 第242号住居跡 棒状鉄製品。紡錘車の軸か？

21 不明 (36.5) X3.0 1. 26 第250号住居跡 棒状鉄製品。針様。

22 不明 (46.0) x6.5 4.31 谷（ちー452g) 棒状鉄製品。

23 不明 (76.0) X6.0 9.79 はー429g 棒状鉄製品。断面方形。

24 不明 (106.0) X6.0 12.35 はー429g 棒状鉄製品。紡錘車の軸か？
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第910図表採遺物(2)

表採（第909• 910図）
No. 器種 大きさ(cm) 胎土 色調 残存率（災） 備 考

1 坪 口(14.0) H 青灰 20 口縁端部ヘラアテ

2 坪 口(13.8) 底(6.8)B+R柑＋礫少 灰～にぶい橙 30 回転糸切り離し
高3.2

3 高台付椀 口(13.0) 台7.2 B+R少＋H 浅黄橙～褐灰 45 回転糸切り離し後、高台ナデッケ 内
高5.0 面ヘラ状工具による回転ナデ 酸化焔

焼成
4 坪 底5.4 B惰＋礫少 灰 35 回転糸切り離し

5 高台付椀 台5.8 B+R＋柑 淡黄～灰 40 回転糸切り離し後、高台ナデッケ

6 坪 底6.6 B+R+W 灰 25 回転糸切り離し後、高台ナデッケ

7 坪 口12.2 高3.9 B+R多＋H 浅黄橙 25 

8 坪 口(12.5) 高5.3 B+R多 橙 35 外面黒色部分

， 坪 口13.2 B+R多＋H 橙 45 

10 坪 口(14.5) 高4.5 B+W 淡黄～灰白 50 

11 椀 口(13.4) 底3.7 B+R多 橙 40 FA直下。風化著しい
高5.3

12 椀 口13.6 底3.4 B+R多 橙～黒 100 FA直下。内面黒色風化
高5.7

13 椀 口13.4 底4.6 B+R多 橙～黒 95 FA直下。内面黒色風化
高6.4

14 椀 口(13.5) 底3.4 B+R多 橙 25 風化
高4.7

15 坪 口14.0 B+R多舟 橙 口縁 50

16 坪 口12.6 B+R多舟 橙～にぶい赤褐 70 外面黒色
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17 高坪 口18.9 調14.4 B+R多 橙～浅黄橙 80 FA直下。風化
高15.9

18 高坪 口19.3 調14.2 B+R多＋H 浅黄橙～橙 90 FA直下。風化著しい
高15.6

19 高坪 口19.4 B+R 浅黄橙～橙 坪部 90 FA直下。風化著しい

20 高坪 騨18.7 B+R多 橙～褐灰 調部 40 FA直下。即騨面トリ

21 甑 口19.4 B+R多＋H 浅黄橙 口縁 60

22 高坪 調9.0 B+R多＋H 橙～黄橙 脚部 90

23 甕 口(16.4) 伯＋礫少 灰 口縁 20

24 支調 上端r,.2 B多＋R+W＋砂少 橙～黄橙 70 

25 台付甕 台11.8 B+R少惰 浅黄橙 脚部 90 FA直下。

26 甕 口(14.6) B+R多＋H 橙 口縁 45

27 甑 口23.4 B+R惰＋砂少 橙 口縁 25 風化

28 甕 口19.0 B+R多＋N 橙～黄橙 口緑 50

29 甕 口(21.4) B+R多渭 橙～黄橙 口縁 40

30 嚢 底(4.4) B+R多＋W 橙～黄橙 疇 30

10 表採遺物

遺構確認時において採集された遺物のうち、代表的なものを図示した。それぞれの遺物の所属す

る遺構は、残念ながら不明である。 11~13• 17~20 • 25は6世紀初頭に噴火したとされている榛名

山ニッ岳の火山灰 (FA)堆積層直下より検出されているが、所属する遺構やグリッドも明確では

ない。
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W まとめ

1 集落の変遷

上敷免遺跡は今回の一般国道17号深谷ハイパス関係の発掘調査に加えて、深谷市教育委員会によ

っても調査が行なわれている。市教委による第 1 • 7次調査を除いて、いずれも道路建設を原囚と

している。今回の調査は遺跡を東西に横断し、市教委の調在では南北に貰いている。これらの数度

にわたる調査の結果、遣跡のなかに十文字にトレンチを入れた状態となっている。今回の調査では

遣跡中央祁に埋没谷が仔什していることが判明し、この谷部を境にして、遣跡が分割される可能性

もでてきた。また遺跡西靖に走る唐沢川は人［的な流路であり、唐沢川を挟んで対峙する森下遺跡

との閃連も‘注目される。

上敷免遺跡から出土した遣物の時代は、縄文時代から中・近世にまでわたっている。

縄文時代の遺構は土坑 1基、集石 1基のみで、住居跡は検出されていない。遣物の大半は発掘区

中央の埋没谷埋土（包含層）から出土している。ほかに時期の異なる各遣構からも出土している。

後期から晩期のもので、その最は膨火である。そのため発掘区周辺に同時期の集落が想定され、台

地上から低地の自然堤防上に集落が進出している歴史的社会現象と合致している。

弥生時代の遺構は住居跡 4軒で、いずれも中期のものである。第 3発掘区にある 1軒を除いて、

第6発掘区に集中している。これと癸掘区中央の谷を挟んで対峙する市教委第 1次凋査地点では、

中期の再葬墓が 2某検出されている（庄野。蛭問1977)。これに続く弥生時代後期段階の人々が生

活した痕跡は、現在のところ確認されていない。

上敷免遺跡において、人々が活発に生活を営み始めるのは、古墳時代に入ってからのことであ

る。今回の調査によってこの時期の住居跡が274軒検出されている。また市教委の調査によって検

出された住居跡も、概ねこの時期に該当している。

古墳時代前期（第911図）

古墳時代前期の住居跡は 2軒検出され、いずれも点的に位憚している。発掘区西側に位置してい

る件居跡の周辺には、い］時期の古墳跡］基と方形周溝墓 9某が群{Eし、墓域を形成している。この

時期の遣跡では、墓域と集落域が分離されている傾向がある。そのためこの羞域の周辺には、住居

跡が構築されていないのであろう。この翠域を形成した集落は、発掘区域周辺の隣接した地域に存

在している可能性が高い。

上敷免遺跡周辺において、この時期の集落の大規模な展開は認められていない。しかし、小規模

でありながらも、東海系土器に代表されるこの時期を象徴する外来系土器は確詔されている。上敷

免遺跡でも、検出された住居跡は 2軒のみであるが、東海系とされる S字状口縁台付甕形土器が出

土している。集落の形成状況や出土遺物は、ネ［会的現象と合致している。

古墳時代中期前半（第912図）

1182 



古墳時代中期前半の住届跡は 4軒検出されている。いずれも削平の影響を受け、比較的洩いもの

である。 4軒のうち 2軒は隣按しているが、はかは 1軒ずつ単独に存在している。またそれぞれの

分布は、点的に位置している。単独に住屈跡が営まれていることは生活上、不合埋な面かある。ま

た2軒の住届跡が隣接していることから、数軒の住居跡がl単位にまとまっている可能性が想起さ

れる。しかし今回の調査の結果においては、あくまでも想像の域を出ない。いずれの住居跡も遣物

は少なく、 S字状口縁台付甕形土器の系譜を引くものが出土している。

古墳時代中期後半（第913図）

古瑣時代中期後半になると、住居跡の軒数が飛躍的に堺加している。これらの住居跡は、発掘区

東側に偏って存在し、また分布から 3グループに分割できる。これらのグループは大型住屈跡を中

心としているようであり、広範囲にわたっている。この点から、組織的な展聞が考えられる。

住居跡の軒数の増加とともに、カマドが設置されている。このカマドは初源的なものとされるよ

うな、形態や機能が明確に判断しにくいようなものではない。袖部は地山が掘り残されたしっかり

としたもので、煙道部も長く外方に延びている。あたかも規格化されたようなものが、ー一斉に尊入

されている。その一方では、まだカマドが設置されていない住居跡も併存し、これは規模の小さな

ものに多い。しかし大型の住居跡には、必ずカマドが設けられている。囚みに、この時期以降の上

敷免遺跡のカマド袖部は、地山が掘り残されたものが伝統的に続いている。

飛躍的な住居跡の軒数の堺加、大型件居跡を中心に形成された広範囲におよぶグループ、規格化

されたカマドの導入が古墳時代中期後半の特徴である。古墳時代中期前半までにはほとんど住居跡

が構築されていないこの地域に、突如として組織的な集落が展開している。この点に着目すれば、

その背景には政治的な影臀を感じずにはいられない。

毛野および北武蔵地域では、 5懺紀中葉に大きな時代の転換期を迎えている。毛野地域は古墳時

代前期から人型の古墳が追営され続け、 5匪紀中葉には東国最大の前方後円墳の太田市天神山古墳

（全長210m) が築造されている。墳丘の規模に加えて、畿内大王墓と同様の長持形石棺が採用され

ていることから、太田天神山古墳の被葬者は毛野地域を統率する大首長といえる。これに続く首長

墓は、 5世紀中葉の伊勢崎市御富士lll古墳（前方後円墳・全長125m)、5世紀後葉の高崎市不動lll

古墳（前方後円墳・全長94m) と考えられている。墳丘の規模が大幅に縮小しているという事実か

ら、毛野地域の勢力の縮小が想定される。さらに 5懺紀末には、墳丘規模が100m前後の前方後円

墳が利根川水系各地に出現している。まさに群雄割拠の様相を呈している。この段階に至っては、

太田天神山古墳を頂点とした毛野の勢力が解体したものと考えられる。利根川南岸地域では、北岸

と期を同じくして行田市さきたま稲荷山古墳が築造されている。さきたま稲荷山古墳は金錯銘（辛

亥銘）鉄剣の出土で著名であるが、この築追には畿内勢力が深く関与していたものと推定されてい

る。さらにさきたま稲1・1『山古墳以後、さきたまの地には大目長墓が継続して造営されている。これ

と時期を同じくする利根川南岸の古墳の規模はさきたま首長墓を凌駕するものはなく、また前方部

を西面させている。まさに古墳の築造に対して、さきたま大首長による規制が与えられている。し

かもその影響下にあった地域は、相当の広範囲におよんでいる（山本1991)。
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第911図 占墳時代前期のヒ敷免遺跡 (1/2,500) 
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第912図 古墳時代中期前半の上敷免遺跡（1/2,500) 
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第913図 古墳時代中期後半の上敷免遺跡（1/2,500) 
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第914図 古墳時代後期前半の上敷免遺跡（1/2,500) 
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第915図 古墳時代後期後半の上敷免遺跡（1/2,500) 
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第916図 7軋紀前半の上敷免遺跡 (1/2,500) 
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第917図 7世紀後半の上敷免遺跡（1/2,500) 
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第9181叉I 8世紀前半の上敷免遺跡（1/2,500) 
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第919図 8世紀後半の上敷免遺跡（1/2,500)
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第920図 9世紀前半の上敷免遺跡（1/2,500) 
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第921図 9軋紀後半のヒ敷免遺跡（1/2,500) 
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第922図 10懺紀代の上敷免遺跡 (1/2,500) 
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上敷免遺跡も利根川南岸地域に位置しており、これらの政治的な影響を受けていないとは考えら

れない。住居跡の軒数が急激に増加した古珀時代中期後半段階は、さきたま稲荷山古墳築造前夜に

あたっている。勢力を拡大するには、まず生酢｝］を増強させる必要がある。そのために、住民がほ

とんど居住していなかったこの地域の開発に取り組んだとしてもおかしくはない。しかし上敷免遣

跡とさきたま稲荷山古墳が直按関連していたという証拠は、どこにもない。けれども、上敷免遺跡

周辺には、この時期および前後の有力な古墳は確認されていない。また、さきたま勢力が広範囲に

わたる影響力を保持していることから推測すれば、間接的にではあったにせよ、その影轡下にあっ

たことは十分に考えられることである。この点を前提にすれば、この時代の政治動向に伴って、集

落が展開したものと理解できよう。その集落は組織的なグループによって構成され、周辺の耕地の

聞発に努めていた人々が生活していたものと想定したい。大型の住居跡に居住していた人達は、こ

れらの開発のリーダー的立場が加味されていたのかもしれない。

古墳時代後期前半（第914図）

古墳時代後期前半の集落は、発掘区東端と中央部の谷に挟まれた自然堤防上に展開している。古

墳時代中期後半に続いて住居跡の軒数がより大幅に増加している。住居跡の分布から、集落は 4グ

ループに分割できる。またカマドは、ほば完全に普及している。

この時期の住居跡の規模は千差万別である。各グループには、古墳時代中期後半のように中心と

なる大型の住居跡は存在していない。また住居跡の配置には、各グループとしての規則性は認めら

れず、連綿と構築されている感がある。しかし住居跡の方向件を細かくみていくと、比較的大型の

住居跡と中・小規模の住居跡による数軒からなる小グループに細分することが可能なようである。

小グループの各住届跡の相互関連を推測すると、小グループが集まって大きなグループを構成し、

さらにこれらのグループが狭い自然堤防上に展開している集落像を復元することができる。

この段階にみられる住居跡の軒数の増加は、古墳時代中期後半に行なわれたと思われる周辺耕地

の開発によって、生産）Jが拡大したことが背景になっていると思われる。これに伴って、人口が増

加していったのであろう。また耕地が開発されているこの地域に、新たに周辺地域から移り住んで

来た人々もいたに違いない。この結果、さらに人規模に集落が展開していったものと考えたい。

この時期はさきたま稲荷山古墳に始まるさきたま古墳群勢力の最盛期でもある。 6世紀初頭には

大型円墳の丸草山古墳（径105m) が、続いて惧内最大の前方後円墳の二子山古墳（全長135m) が

築造されている。墳丘規模の拡大は、勢力の拡大を背景にしているものと理解できる。これと併行

して造営されている利根川南摩地域の前方後円墳は、規模や方向性が強く規制されている。さらに

墳形にまで規制がおよび、帆立貝形前方後円墳の槃造に甘んじている首長墓が多い時期である。こ

のような大規模な勢力は、やはり周辺集落における生産）Jの増大に支えられていたのであろう。こ

れを反映するかのように、上敷免遺跡でも集落が、さらなる発展をしている。このような社会状況

が、住居跡の軒数および人口の増加を促したのであろう。

古墳時代後期後半（第915図）
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古墳時代後期後半の住居跡は、古墳時代後期前半と同様の地域に構築されている。但し、住居跡

の軒数は前代と比べると少なくなってきている。住居跡の分布から、集落は 5グループに分割する

ことができる。さらに各グループ内においても、相互に関連しているものと思われる数軒の小グル

ープに分けることができそうである。

グループには大型住居跡を中心に展開しているものと、中。小規模の住居跡か集まって構成して

いるものに分類できる。前者は古墳時代後期前半に急激に増えた住居跡が、組織的に再編成された

グループと思われる。このようなグループの再編成は、古墳時代中期後半の状況と同列には考えが

たい。古墳時代後期前半期においては、住居跡の規模から想定して、人々はほぼ同等の生産力をも

っていたものと推測される。しかし生産｝］の拡大に伴って、住民層の問には格差が生じ始めていた

のではないだろうか。その結果、富裕層（大型住居）を中心としたグループに、再編成されたもの

と考えたい。この時期には、周辺地域に上増田古墳群や木の本古墳群等の群集墳の造営が始められ

ている。群集墳の被葬者は前方後円墳に埋葬されているような首長層ではなく、規模や数および質

の面から被葬者層の増加と階層的により一般化した傾向を示しているものと考えられている。上敷

免遺跡の富裕層が群集墳に葬られた人々であるとまではいわないが、群集墳の出現や展開には彼ら

のような人達の成長が背景となっているのであろう。周辺の群集墳の成立と期を同じくして、富裕

層が成長し、また彼らを中心として集落内のグループが再編成されていることは興味深い。また一

方では、中・小規模の住居跡のみで構成されているグループも存在している。この場合、富裕層の

成長が認められず、同時期における複雑な社会状況を示している。但し、削平の影孵や発掘区域が

小間切れ状態であることを加味すれば、大型住居跡を中心に展開したグループであった可能性が秘

められている。

この時期の特記事項としては、大型土器の隆盛と須恵器の普及がある。大型土器は甕形土器と模

倣杯形を呈している鉢形土器に顕著である。これらの大型土器出現の契機は、生産力の拡大に伴っ

て生産量が増大し、これらの生産物の貯蔵・加工および消費量が増大していった結果なのではない

だろうか。大型土器の類例や系譜などについては、いまのところ資料の調査はほとんど行なってい

ないため、あくまでも想像である。今後の課題としたい。一方、須恵器は前代から認められている

が、ある程度普及しだすのはこの段階からである。特に第70号住居跡から出土している徳利型平底

壺の存在は注目される。これは東松山市桜山窯跡群第 8号窯（水村他1982)、美里町広木大町 9号

墳（駒宮1987)、岡部町砂田前遺跡第19号住居跡（岩瀬1991) に続いて、県内では 4例めである。

これは群馬県から埼玉県にかけて分布しているものであるが、出土例は少ない。本例は洒井清治編

年の 4期に相当するものと思われ、陶邑II-4に併行する（酒井1991)。

7世紀前半（第916図）

7世紀前半の住居跡の軒数は、古墳時代後期後半とは比較にならないほど少ない。 1~ 2軒の住

居跡が点在しているのみである。前方後円墳の築造の終了、ひいては古墳体制の衰退とともに、集

落の大規模な展開は終焉に向かっている。

上敷免遺跡の集落の大規模な展開に大きな影響をおよぼしたものと想定されるさきたま古墳群で
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も、 6世紀木U)ささたよ将箪山古墳を最後し入視模な首長蒻が造られなくなっ Cいる。 7胤紀にな

るとこれにかわって、周辺に位置している大型前方後円墳の行田市小見真観寺古墳（全長112m)、

円墳の行田市八幡山古墳（径74m)、方墳の行田市地蔵塚古墳 (28m) か、主導的な勢力を保持し

たようである。上敷免遣跡における大規模な集落の展開の終焉とさきたま古墳群の勢力の衰退が、

ほほ時期を同じくしていることは、単なる偶然とは思えない。とするならば、上敷免遣跡はさきた

ま勢力の消長と大きく関連していた集洛であったと位置づけられよう。

7世紀後半（第917図）

この時期になっても、 7祉紀前半の集落の状況とはどんどかわっていない。数庫1の住居跡が集ま

って、点的に存在しているのみである。傾向としては、発掘区中央部の谷を挟んだ地域に住居跡が

構築されている。

8世紀前半（第918図）

日本史上、この時期は律令体制に移行する時期である。上敷免遺跡の集落は、数軒からなる 8組

の小グループが全体に点在している。想像を退しくするならば、上敷免遣跡も律令体制に紺み込ま

れていき、居住地が定められていた可能性があるやも知れない。

8世紀後半（第919図）

8世紀前半にやや増加し始めた住届跡の軒数が、再び減少している。 1~ 2軒の小グループが、

点在しているのみである。また住居跡の規模もごく小さいものである。

9世紀前半（第920図）

9世紀前半にはさらに住居跡の軒数が減少している。］ ～ 2町の小グループが細々と営まれてい

る程度である。

では、なぜこの時期に住居跡の軒数が少ないのであろうか。その解明の鍵を握っているのは、妻

沼低地各所で確認されている噴砂の痕跡である。噴砂とは、大地震の地霰動に伴って地下の砂層が

液状化し、地盤の割れ目に沿って地表に噴出した砂（層）をさしている。これは気象庁震度V以上

の強い地震動を受けた場合に形成されるものといわれている。古記録には、武蔵国の被害地喪は弘

仁 9年 (818) と元慶 2年 (878) が記録されている。そのうち妻沼低地各所でみられる噴砂の痕跡

は、弘仁 9年の地震に対応する可能性が考えられている（堀口他1985・堀口 1986)。この説を運用

するならば、大地震の被害の影響によって集浴が展開されなかった可能竹を秘めている。しかし弘

「9年の地霞でないとするならば、ほかの案を考えざるをえない。だが、この時期に住居跡の軒数

が極めて少ない点を重視するならば、弘仁 9年に大地虞の被害にみまわれた説を支持したい。

9世紀後半（第921図）

9世紀後半になると、再び住居跡の車f数が堺加している。住居跡の軒数の増加は、大地震の被害
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から復興した姿を示しているように思われる。構築されている住居跡は、発掘区西側に偏って分布

している。数軒の住居跡による小グループが構成され、各グループごとに住居跡の形態や規模がほ

ほ統一されている傾向がある。検出されている掘立柱建物跡の多くはこの時期の遺構と考えられ、

各グループに数棟が含まれている。掘立柱建物跡の各グループにおける機能は明確ではないが、掘

立柱建物跡を中心にしてグループが展開していった可能性もある。

10世紀代（第922図）

10世紀代の住居跡は 2軒のみであり、それぞれが遣跡東靖と中央部の谷に面して点的に存在して

いるのみである。一方、上敷免遺跡と谷を挟んで対峙する上敷免北遣跡では、この時期の集落が確

認されている（澤出1985)。両遺跡の閃連が注目される。

第258号住居跡は大地震の痕跡である哨砂を切って構築されており、大地震が9世紀代に起こっ

た証拠となる。今後、周辺の遺跡においてこの様な類例が増加することによって、地震の年代を特

定していくことができるであろう。

今回の調査における上敷免遺跡の集落の展開は、以上のとおりである。線的な調査であり、今後

の調査によっては、状況が異なる場合もある。

集落展開の最人のピークは古墳時代中期後半から古墳時代後期後半にかかる時期である。市教委

で行なった調査でも、この時期の集落が発掘されている。この時期の利根川南岸地域では、さきた

ま古墳群の首長を頂点とする古墳体制が展開している。上敷免遺跡の集落の展開はさきたま古墳群

の動向と期を一にしており、直接的ではないにしろ、その勢力の影響下にあったものと思われる。

さきたま古墳群造営の終焉後は大規模な集落の展聞は認められない。さらに弘仁 9年には大地震の

被害にみまわれている。しかし 9祉紀後半代において、住居跡の軒数は再び増加している。この段

階には掘立柱建物跡も構築されている。けれども、 10世紀代にはいると 2軒の住居跡以外は確認さ

れていない。これを最後に、上敷免遺跡では人々の生活の痕跡を認めることはできない。

隣接している深谷市新屋敷東遺跡の報告において、北武蔵の集落の動態が考察されている。隣接

する集落間は住居跡の構簗数のピークが異なっていると指摘されている。この現象は、各集落の維

持する耕地の潜在的生産能力と農業水準に関わり、集落内の人口増加や耕地の拡大によって変移し

たためと考えている（田中1992)。上敷免遣跡において大規模な集落の展開のピークを終えた 7世

紀代に、新屋敷東遺跡では第 2のピークを迎えている。この状況は田中の考察を傍証している。

本稿では新屋敷東遺跡の報告で行なったような細かい土器の編年作業は行なっていないため、集

落が大規模に展開している期間が長い。上敷免遺跡においても、出土遺物の細かな編年作業を行な

えば、さらに集落の消長が克明になっていくものと思われる。今後の課題としたい。

2 子持勾王

上敷免遣跡第84号住居跡カマド内から、子持勾玉が出土している。管見では県内初の出土である
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と同時に、形態は全国にも例をみないものである。見た目には、＋持勾玉状の形態を呈している程

度の石製品で、一般に知られている子持勾王の形状とは大きく掛け離れている。如何にも、無理や

りに＋持勾玉を製作している感がある。

親勾玉（本体）は扁平で、頭部（孔のあいている方）と尾部の形状や大きさが極端に異なってい

るものである。このような歪な形態は子勾王（突起）の製作方法に大きく起囚している。

本例の子勾王（突起）は、佐々木幹雄分煩のc隈式もしくは d1型式に相当するものである

（佐々 木1985)。c型式は十勾王になる部分をまとめて削り残し、のちに子勾王を作るものである。

特に子勾玉と子勾玉の間は糾勾王の身を扶っている。一方 d1型式は、「とくに背部の十勾王と考

えられるものが視勾王の身より外側に突起しないもの。これは素材から＋持勾王をつくる際、とく

に背部の子勾王になる部分を意識して残さず、親勾玉の背をそのまま丸くつくり出し、のちにその

視勾王の背を削って＋を表現したもの」で、「親勾玉の背部を大きく幅広くゆるやかに扶った」も

のである。「ここではあきらかに勾王という形は勿論のこと、それを背に突出してつけるというこ

とさえ全く無視されている」。厳密にいえば、本例はどちらの型式にも属していない。しかし子勾

玉の製作に伴って親勾王が変形している点を重視するならば、 d1型式に属するものといえよう。

因に、大平茂の分類ではB塑 1類に相当するものであろう （大平1989)。

本例において最も重視すべき点は、子勾玉の形態にある。本米は勾王状を呈しているものである

が、本例は方形を呈している。このように＋勾王が勾玉形を見していない例として、群馬県＋持村

館野遺跡例がある（群馬火学1966・山本］986)。

＋勾玉の形態から、調査当初は未製品の可能性を考えていた。しかし出土した第84号住居跡は王

作工房跡ではないため、未製品である可能性はきわめて薄い。本例の場合、製品として考えるのが

妥当であろう。はかに子持勾王を模倣した模造品とも考えた。しかし元来が模造品的な存在である

子持勾玉を、さらに模造するということには疑問がある（註］）。さらに子勾玉の数も特徴として

認められる。通常は腹部・側部・背部の子勾玉の数が異なっているものが多い。これに対して本例

は2個に統一されている。方形の 2個の子勾王が子勾玉の両端を表現した結果として考えることも

できるが、この場合にも子勾王の数が統一されたものになる。そのため本例を、異形の子持勾王と

して把握している。

子持勾玉は単独出土や祭祀遣跡出土例が多い。これに続いて、古墳および集落出土例も認められ

ている。また他の王類や手摺土器などの祭祀遺物と共伴している例が多い。このような出土状態か

らも、＋持勾玉は祭祀または信仰上の遣物として一般的には把握されている。

関東地方は、子持勾玉の出土遣跡が多く分布している地域である。国立歴史民俗博物館研究報告

第7集『共同研究「古代の祭祀と信仰」附篇 祭祀関係遺物出土地地名表』では、茨城県28例、栃

木県15例、群馬県25遣跡47点、千葉県 8例、東京都 1遣跡 4点、神奈川県 5例、これに本例の埼玉

県 1例で、合計83遺跡108点の子持勾玉が検出されている（国立歴史民俗博物館1985)。佐々木幹雄

「子持勾玉私考」では、茨城県25遺跡26点、栃木県15例、群馬県31遺跡50?点、千葉県 9遺跡10点、

埼玉阻］例、東京都 l遣跡 4点、神奈川県 3例で、合計85遺跡109点である（佐々木1985、註 2)。

これらのうち、群烏県伊勢崎市城山遺跡からは、子持勾王が20点出土している。これと共伴する鏡
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・臼玉．））子等の石製模造品に加えて、石製模造品の原石も認められている。これらのことから、

製作遺跡として捉えられている。関東地方ではほかに、茨城県鹿島町鹿島湖岸北部条理遣跡が製作

遺跡の可能付を指摘されている（国立歴史民俗博物館1985)。そのためか、群馬・茨城両県での出

土例が際立って多い。

集落遺跡出土の子持勾玉は、祭祀遣構から検出されたものが多い。これに対し、住居跡から出士

した例は比較的少ない。関東地方では、明確に住届跡から出土した例として、茨城県総和町向坪B

遺跡、群馬県伊勢崎市・東村伊勢崎・東流通団地選跡、前橋市富田遺跡群、高崎市八幡中原遣跡、

千葉県成田市公津原遺跡例が挙げられる。

向坪B遣跡第 1号住居跡では、石製模造品の勾王10点、臼王3570点、滑石製紡錘車 1点、土王 9

点と土師器および須恵器高坪 (TK73~TK216) が共伴している。王類は一ヵ所に集中している。

報告では甕．椀。井形土器等の日常ル活具が出土していることから、「祭祀に関係のある者の日常

生活の場であった可能性が強く、祭祀だけを行った特別な遣構ではない」と考えられている。また

玉類が集中出土していることにたいして、「祭祀が行われたのではなく、祭祀用具の保管の場の可

能性」を示唆している（中沢1981)。

伊勢崎・東流通団地遣跡 1-11-5号住居跡からは、土師器、須恵器 (MT15~TKlO)が件出し

ている（群馬県企業局1982)。

富田遺跡群第16号住居跡では、土師器が共伴している（前橋市教育委員会1981)。

八幡中原遣跡では、 2軒の住居跡から子持勾玉が出士している（神戸他］982)。第84号住居跡は

古墳時代後期の住居跡で、臼王および井形土器と共伴している。＋持勾玉は本米の形状からは程遠

い特異な形をしている。子勾王は親勾王を無理やりに削り込んで、辛うじて表現している。視勾王

は勾玉本来の形状とは著しく異なり、破損品ではあるが全体的に長方形を呈している。第156号住

居跡の子持勾玉は、床面中央部から出土している。この部分には滑石製の勾王、剣、臼王等の石製

模造品も集中している。これらと共伴して、土師器（用。杯。甕等）や須恵器（蓋）、手捏土器が

砕かれたような状態で検出されている。特に底部を中心に、打ち砕かれたようなものが多い。覆土

中程から上層部にかけても阿様で、特に上層部では俎恵器が多くなる。炉跡やカマドは認められて

おらず、また子持勾王。石製模造品や土器類の出土状況等から、祭祀的な應味あいの強い遺構とも

考えられている。

公津原 Loe.19-2第205A住居跡は古墳時代後期のもので、 3軒の住居跡が重複している。石製

剣形品 1点、土製勾玉 1点、土製丸王 2克のほかに土師器、須恵器 (TK208~TK219)が共伴して

いる（玉口他］975)。

上敷免遺跡第84号住居跡は古墳時代後期の住居跡である。子持勾玉は、カマドの焚き口部から出

土している。しかし、長期間にわたって熱を受けたような痕跡は認められていない。さらにカマド

周辺からは、カマドを取り囲むように臼王が検出されている。これらと共伴して、上帥器も出土し

ている。いずれも日用什器であり、祭祀的な破砕行為等は確認されていない。また手捏土器の存在

も認められていない。

以上が、閃東地方において、住居跡内から子持勾玉が出土した例である。詳細が明確ではないも
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のもあるが、＋持勾玉の出土がすべて住居跡内において祭祀を行なった証拠とはならない。また祭

祀行為が行なわれた可能性が高いものについても、祭祀行為そのものを復元することはたいへん難

しい。しかし子持勾王だけでは、決して祭祀が行なわれていないことは明白である。必ず、他の石

製模造品や手捏土器および土師器・須恵器を祭祀用具として伴っている。

集落で執り行なわれた祭祀は、祭祀遺構として把握されている集落としての祭祀、住居祭祀、カ

マド祭祀に分類されている。しかし住居祭祀とカマド祭祀との違いは明確にはなっていない。本例

の場合、子持勾王がカマド焚き口部から出土し、さらにカマド周辺には石製模造品（日王）が存在

している。この点からすれば、カマド祭祀が執り行なわれた可能件がひじょうに高いものである

（註 3)。これに加えて、本住居跡は同時期の住居跡のなかでは際立って規模が大きく、また単位的

な住居跡グループの中心的な位置に構築されてもいる。このことから、グループのリーダー的な存

在の者の住居であったとも想定される。とするならば、本例の子持勾玉を用いた祭祀は一住居内に

おけるカマド祭祀とは性格を異にするものであろう。グループのリーダー的な存在の者が、代表し

て祭祀を執り行なった集落内祭祀であった可能性が想像される。しかし＋持勾玉を出土した住居跡

の数例を見ても、伴出遣物や出土状況等はそれぞれが異なったありかたを示している。そのため本

稿では、子持勾王がカマドから出土した一例として紹介するにとどめておく。

3 土製模造鏡

上敷免遺跡第88号住居跡から土製模造品の鏡が出土している（以下土製模造鏡）。住居跡一括資

料であり、残念ながら原位置は不明である。土製模造鏡は鏡を粘土によって模倣したもので、祭祀

遺物の 1つとして把握されている。紐は棒状の粘土を貼付して表現しているが、欠落している。ま

た櫛状のエ具による刺突によって文様も表現されている。大きさは62.5X62.0X13.0mm、重さは現

存で59.23 gを測る。

土製模造鏡は、埼玉県内において本例が6例めである。岡部町今泉（格山）祭祀遺跡では石製模

造品（勾玉・臼王・剣）、土製模造品（丸玉・人形品。動物形品・棒状具）、手捏土器と共伴してい

る（小沢1956)。本庄市西富田新田遺跡第 7号住居跡からは、古墳時代中期の土師器が伴出してい

る（菅谷1972)。東松山市大西遣跡第 2号住居跡では石製模造品（剣）と土師器（古墳時代中期）

が（東松山市1981)、草加市東地総田遣跡第 1遺構では土師器（古墳時代前期）が伴っている（草

加市1988)。坂戸市上谷遺跡では、出土遺構が不明である（田中1976・坂戸市1992)。また浦和市須

黒神社遺跡からは、古墳時代の土製円板が出土している（濱野1986)。グリッド出土であり、所属

遺構は不明である。土製円板は、ほかにも数例知られている。

関東地方において、土製模造鏡は比較的多くの遣跡から検出されている。群馬県 1例、千葉県 7

例、東京都 8例、神奈川県 2例である。茨城・栃木両県ではいまのところ出土例は認められていな

い（註 4)。分布は南関東地域に偏っているが、埼玉県。神奈川県では少なく、東京都・千葉県の

東京湾周辺を中心に分散している傾向がある。

群馬県甘楽町笹・遣跡第 8号住居跡は、弥生時代後期から古墳時代後期の 5軒の住居跡が重複して
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いる。ここから土製円板が出土しているが、どの住居跡に属するものかは明確ではない。石製模造

品（臼玉・剣）、土製模造品（勾玉・管玉・丸玉）と滑石剥片が共伴している（梅沢1963A• 

1963B)。

千葉県では、土製模造鏡は 5遺跡から出土している。柏市戸張南台遺跡（第一次・不動山遺跡）

第1号住居跡では土師器（古墳前期）が伴っている（古宮1978)。成田市公津原遺跡Loe.19-2の

5軒の住居跡が重複している第163A号住居跡では、土製模造品（丸玉）、手捏土器、土師器、須恵

器 (TK23orTK47)が共伴している（玉口他1975)。館山市沼つるとば遺跡からは土製模造鈴鏡、

土製円板、石製模造品（臼玉）、土製模造品（勾玉・丸玉・鈴釧・鐸）、土師器、須恵器が伴出して

いる（千葉県1963、神尾1967、森谷1971)。ほかに館山市大戸館の前からは土製模造鏡とともに土

製模造品（勾玉・丸玉）、手捏土器が出土している（千葉県1963、森谷1966)。千葉市木戸作遺跡第

020号住居跡からは報告では蓋形土製品とされている土製模造鏡と手捏土器、土師器（古墳後期）、

須恵器が共伴している（三森・阪田1979)。古墳時代の土製円板は 2遺跡から出土している。千葉

市有吉遺跡第127号住居跡では手捏土器、土師器（古墳後期）、須恵器が伴出している（種田・阪田

1978)。市原市番後台遺跡第039C号住居跡では手捏土器、土師器（前期）、鉄態？、不明鉄製品が

共伴している（藤崎1982)。

東京都では北部の足立区・北区と西部の八王子市に土製模造鏡が出土している遺跡が分布してい

る。足立区伊輿遺跡狭間地区（常福寺地区）では石製模造品（勾玉）と土師器（古墳中期） （大場

他1962• 1975、西垣1967)、足立区（水神橋際）遺跡では土師器（古墳中期）が共伴している（西

垣1967)。北区赤羽台遺跡八幡神社地区第 3号祭祀跡からは古墳時代前期の土師器が伴出している

（鈴木他1990)。八王子市では 3遺跡 5例が知られている。北八王子西野遺跡第 6号住居跡（宮塚他

1974)、船田遺跡B-29号住居跡、船田遺跡C-4号住居跡、船田遺跡E-64号住居跡（大場・玉口

1970）、中田遺跡C'地区第 2号住居跡（岡田他1967)では、いずれも古墳時代後期の土師器を伴っ

ている。

神奈川県横浜市戸塚区上郷猿田遺跡第 1号住居跡では土製模造鏡と奈良時代の土師器、須恵器が

共伴している（横浜市上郷猿田遺跡調査団1983)。秦野市根丸島遺跡からは土製有孔円板と石製模

造品（有孔円板・管玉・臼玉·棗玉）、土製模造品（勾玉・丸玉）が伴出している（曽根•福田

1978)。

以上のように、土製模造鏡は石製・土製模造品等の祭祀遺物を伴っている例が多い。また住居跡

内から出土している例が多いことも特徴としてあげられる。しかし伴出する石製・土製模造品の種

類には統一性がなく、なかにはこれらを共伴しない例もある。

上敷免遺跡第88号住居跡は古墳時代後期の住居跡である。土製模造鏡に伴って、土玉、手捏土器

（甑・壺）が出土している。いずれも原位置が不明であり、祭祀形態を復元することはできない。

しかしこれらの祭器が土製品に統一されている点にぱ注目される。土製品は石製品に比べて安易に

製作することができる。これに着目すれば、石製品を用いた祭祀よりも軽易なものであった可能性

があろう。さらに飛躍させるならば、石製の祭器による祭祀を執り行った人物よりも、階層的ラン

クが劣る人物による祭祀であったとも想像できる。だが、原位置をつかめていないこともあり想像
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を越える言及はできない。本例は住居内から土製模造鏡が出土した一例として、紹介するにとどめ

ておく。

現在の考古学研究において、集落内における祭祀の解明には程遠いものがある。現段階において

は、祭祀の対象物や祭祀形態などはまだまだ想像の域を脱しきれてはいない。上敷免遺跡において

も、多くの住居跡からさまざまの石製模造品、土製模造品等が出土している。第84号住居跡の子持

勾玉を用いた祭祀や第88号住居跡の土製模造鏡を用いた祭祀をはじめ、これらの祭器を用いた祭祀

が執り行なわれていることが推測される。しかしいずれの場合も、共伴遺物や出土状況等が千差万

別であり、これらを操作・分類することは難しい。わずかー遺跡においてもこのような状況であ

る。同時期の祭祀遺跡、遺構、遺物を論理的に操作・分類を行なっていき、古代祭祀の解明に至る

までには、相当の困難を要する。まず祭祀遺物一つとってみても、個々に意味するものがある。こ

れと同時に、「三種の神器」のように鏡・剣・玉のセットによって、より大きな意味合いを示すも

のもある。特に古墳時代においては、政治的祭祀である古墳祭祀が存在し、これと他の祭祀との関

連性や質的な違いも明確になっていない。また同じ古墳祭祀であっても、前方後円墳に代表される

大型古墳において執り行なわれる首長層の祭祀と、彼らとは物的・質的な格差が歴然と存在してい

る被葬者が埋葬されている群集墳祭祀との相違や格差および関連性等のもっている意味・意義すら

も明らかにはなっていない。さらに遺構・遺物という物質証拠や出土状況等の状況証拠から出発す

る考古学研究において、これらの証拠が残存しにくい精神文化の一端である祭祀を追求すること

は、なおさら困難を究めるものである。今後の研究課題となろう。

註 1 模造品の例として、福島県表郷村建鉾山三森地区第I地点が知られている（国立歴史民俗博物館1985)。

註 2 その後、茨城県勝田市西塙遺跡でも出土している（茨城新聞92.10. 3)。

註3 カマド祭祀の一要素として、「火」の祭祀を想定している。

註4 出土例数は国立歴史民俗博物館1982によるもので、その後の明確な数値は把握していない。土製模造鏡は紐部

が欠落している場合には土製円板と見間違いやすいものである。士製円板は石製の有孔円板と同様に鏡を模倣し

た祭祀遺物として扱うことができる。年代的には弥生時代から奈良•平安時代まで存在し、一方、土製模造鏡は

尋時代に時期が限定されている。このため、遺跡数には古墳時代の土製円板を出土している遺跡も含めてカウ

ントしている。
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圃附篇

胎土分析

株式会社第四紀地質研究所」卜 」こ 蘭支

第11• 19 • 232号住居跡（古墳後期・中期・後期）、第 2号井戸跡・第19号住居跡（平安前半）か

ら出土した遺物のうち、 50点の試料に対して分析を実施した。第11• 19 • 232号住居跡および第 2

号井戸跡45• 46、表採 3が土師器で、ほかは須恵器である。土器胎土に含まれている粘土鉱物およ

び造岩鉱物の同定はX線回折試験を行ない、土器胎土の組織、粘土鉱物およびガラス生成の度合に

ついては電子顕微鏡によって観察した。

実験結果は胎土性状表に示すとおりである。胎土性状表右側にはX線回折試験に基づく粘土鉱物

および造岩鉱物の組成が示してある。左側には各胎土に対する分類を行なった結果を示している。

土器胎土の組成分類は、 Mo-Mi-Hb三角ダイアグラムおよびMo-Ch、Mi-Hb菱形ダイアグラ

ムの位置分類によっている。焼成ランクの区分は X線回折試験による鉱物組成と、電子顕微鏡観

察によるガラス量から、 I~Vの5段階に区分した。タイプ分類は三角ダイヤグラム・菱形ダイヤ

グラムの位置分類の組合せと、焼成ランクに基づいて分類を行なった。

1 実験結果

(1) タイプ分類

Aタイプ…SJ19-117B（甕） •61 （高杯）

Mont, Mica, Hb, Chの4成分を含む。

Cタイプ…SJ232-56（杯） ・115（甕）、 SJ19-40（椀） ・29（椀）

Mont, Mica, Hbの3成分を含み、 Ch成分に欠ける。 Bタイプに類似している。

Eタイプ…SJ232-29（杯） ・23（坪） ．75（椀） ・116（甕）、 SJ19-123（甕）

SJll-4 （杯）、表採 3 （高台付椀）

Hb成分を含み、 Mont, Mica, Chの3成分に欠ける。

Gタイプ…SJ]9-129（甕）

Mica, Hb, Chの 3成分を含み、 Mont成分に欠ける。

Iタイプ…SJ19-52（尚杯） ．9 （杯） ・15（坪）、 SJll-6 （坪）、 SE2-45（高台付椀）

Mica, Hbの2成分を含み、 Mont, Chの2成分に欠ける。

Jタイプ…SJ232-114（甑） ・117（壷）、 SJ19-117A（甕） ．39（椀）、 SJll-1 （杯）

Mica, Hb, Chの3成分を含み、 Mont成分に欠ける。 Gタイプに類似している。

kタイプ…SJ232-59（杯） ．6 （恥） ．47（杯） ．86（小型壷） ．87（小型壷） ・108（甕）
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上敷免遺跡化学分析表
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SJ19-132（甕） ・115 （壺） ・121 （甕） •65 （高坪） ．111 （甑）

SK19-18（杯）・ 21 （杯）

Mica, Hbの2成分を含み、 Mont, Chの2成分に欠ける。

Mタイプ・・・SJ232-37（坪）、 SJ19-60（高杯）、 SE2-46（筒形土器）

Mica成分を含み、 Mont, Hb, Chの3成分に欠ける。

S タイプ•••SJ232-20 (J:不） ・14(:l:T、) .83 （椀） •89 （小型壷） ．91 （小型壷）

SE 2-28（高台付椀） ・22（高台付椀） ．33（高台付椀）、SK19 12 (l不） ・16 (J:杓
Mont, Mica, Hb, Chの4成分に欠ける。

以上の結果から明らかなように、最も多いタイプは Kタイプである。これと組成が類似する I

タイプは、強度が異なっている。これらが在地あるいは在地近傍の可能性が高い。またJタイプも

個体数が多く、在地あるいは在地近傍の可能性が高い。ほかに C・E・Sタイプも認められ、これ

ら6タイプが胎土の組成として主流のタイプになるのではなかろうか。

第232号住居跡の試料は、 Kタイプが 6点と最も多い。続いて Sタイプの 5点、 Eタイプの 4点

で、分散傾向にある。特に、 Sタイプは第11• 19号住居跡では検出されていない異質なタイプであ

る。 SタイプはnAl20:i • mSi02 • 1Hり（アルミナゲル）で構成され、第232号住居跡に特有のものか

もしれない。

SJ19-ll7 AとSJ19-117Bは同一個体のサンプルである。異形な甕で、上部 2/3と下部］ ／ 3 

の胎土に違いが詔められる。境界付近ではクラソクが目立つ。その原囚を解明するために、上部・

下部それぞれからサンプルを採取した。上部のサンプルはS]l9-117Aで、Jタイプである。下部サ

ンプルがSJ19-117Bで、 Aタイプに属している。組織的にはMont, Mica, Hb, Chのうち 4成分を

含むのものがAタイプ、 Montを除いた 3成分を含むものがJタイプである。 Montば焼成されると

収縮する竹質がある。そこで下部が収縮して、境界にクラ、Jクを竹ったのではなかろうか。

第1]号住居跡の試料は模倣杯である。 SJll-1はJタイプ、 S]]1-6はIタイプ、 SJll-4はEタ

イプであり、胎土のタイプが異なっている。これら 3タイプは、いずれも上敷免遣跡では多数派に

属するもので、胎土としては異質なものではない。
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第2号井戸跡、第19号土坑の試料のうち、 Eタイプと Kタイプは上敷免遺跡では多く検出され

ているタイプである。 Sタイプのうち焼成ランクが高いものは本来の組成である鉱物が熱によって

分解し、ガラスになったために、 4成分が検出されなかったものであろう。焼成ランクの低いもの

は本来の鉱物組成を反映しているもので、第232号住居跡では多く検出されている。このような結

果から判断して、土師器と須恵器の胎土の類似性が窺われる。

上敷免遺跡の東に隣接する深谷市新屋敷東遺跡でも、同様の胎土分析が行なわれている。 E・K

の2タイプが共通し、関連性が窺われる。

-1210-



Pl 
2000 

I ー一、
/、
, I 
， 
¥ -,  

1000・ 

■E2-28 

゜゚

---II 
/‘、 I--------、V
/ ¥ / ‘  
I i /‘‘  
I i / 19-117A ヽ
I I I ●●11-4 ¥ 

l ●H-3 I I I I I 
I / / 
¥ / ¥ I 
●19-52 -/  / / 
--- m "-19-132 / 

・E2-22・ - - -~、‘」-/ 
/ ¥ --- -----
/ ¥ 
／ I ＼ ■k19-21 -- - VII 
/ ¥ --- VI ／ ／ ●19`  

{ I.E2-46  ／互：：7：;;1 :‘¥  ¥ ¥ II¥:;-132: 、}

¥ ¥.E2こ38 ●19-61 / / / i/`  23 ぁ̀鱈房―6互5農；23¥2:8；ー・：9;= ~19-29 

―:-:ー・応1¥f¥23／ぶ翌茫げ 1/--
I I -.2日；／2、]←-釦32-83-- ¥ ¥、‘‘‘________/ 

2000 4000 
Qt-Pl相関図 6000 

Qt 
Al,Oa 
Wt駕

20 

●K19-18 

9-- -、 II
9●K19-21-

l ＿り心］沿
:9E9-45’:、F9{『46
，：  
‘、・曼E2-33
E2-28 

10 
0 10 20 

Sio2-Al2仇相関図
MgO 
Wt況

5 

30 
Si02 
Wt況

％
 。
成
可
M

O

 

ー

14記載不能

12 

〇駕
10 100灼 1

M O 

三角ダイヤグラム位置分類図
100忠

20記載不能

’`  
・-II 

I ¢E2-45、‘̀
‘、

K19-18-、‘、
·•H-3‘` ̀ ‘、、
ヽ● k19• 21‘、‘、‘、

●E2-46'、̀ • •虚12‘、、●E2-33
、 ~)9-16 ●Eなー22 ‘ヽ` 社2-28
` ̀ ’ ’`  ` -・’ 

゜゚
10 20 

Fe20:i -MgO相関図
〇

駕
t
 

2
 
k
H
5
 
I II 
、年6号―也
甚砂:~;~18

パ`2-46
o l 
0 5 10 

CaO-K20相関図

30 
Fe20a 
Wt況

〇

匁

5

a
t
 

1
C
w
 

100況

菱形ダイヤグラム位置分類図

-1211-



(2) QL （石英）一Pl（斜長石）の相閏について

土器胎土中に含まれる砂の粘土に対する混合比は、粘土の材質、土器の焼成温度と大きな関わり

がある。土器を製作する過程で、ある粘土にある量の砂を混合して素地土を作る。このことは、

個々の集団が持つ、土器製作上の個有の技術であると考えられる。

自然状態における各地の砂は、個々の石英と斜長石の比を有している。この比は、後背地の地質

条件によって各々異なってくるものである。言換えれば、各地域における砂は、各々個有の石英一

斜長石比を有しているといえる。この個有の比率を有する砂をどの程度粘土中に混入するかは、

各々の集団の有する個有の技術の一端である。

Qt（石英）ーPl （斜長石）相閏図において、 I～川llのグループに分類された。またQt（石英）の

強度は2200を境に、 Pl （斜長石）の強度は1000を境にして、 4フロックに分けることができた。な

おグループの分類には、同様の実験を実施した深谷市柳町・新届敷東・熊谷市北島・小敷田・岡部

町樋詰遣跡の土器も参考としている。

上敷免遣跡の試料はII・III・N・V・lll・Vllの6グループに分布している。また第19号住届跡の

試料は第232号住居跡のものと比較して分散する傾向が強い。

1ブロック

lグループ…Pl （斜長石）の強度が高いことで特徴付けられる。

IIグループ…SJ19-52

北島遣跡の土器が主体となるグループで、上敷免遣跡のなかでは異質である。

2ブロック

llIグループ…SJ19-61

全体的に分散傾向にあり、新屋敷東逍跡の土器が特に集中している。ほかに柳町

•北島遺跡のものも共存している。上敷免遣跡のなかでは異質である。

W グループ・・ •SJ232-75 • 116 

3ブロック

個体数が少なく、北島遣跡の土器が共存している。第232号住居跡の試料はEタ

イプのもので、集中度も高い。

Vグループ…SJ19-117A・ 132、SJll-4

4ブロック

分散傾向にあり、柳町・北島遣跡を主体として、樋詰遣跡の土器が共存するグル

ープである。このグループには小型の壺や甕が多く、第19号住居跡の甕もここに

属している。またSJll-4の模倣杯は異質である。

\l グループ・• •SJ232-59 • 6 • 56 • 20 • 47 • 29 • 14 • 23 • 37 • 83 • 86 • 87 • 89 • 108 • 91 • 114 

• 117、SJ19-117B• 115 • 121 • 129 • 60 • 65 • 111 • 40、SJll-1 • 6 

このグループは、集中度が比較的高いのが特徴である。

個体数も多く、胎土もKタイプを主体としていることから推察して、在地あるい
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は在地近傍の可能性が高い。

Qt（石英）一Si（斜長石）相関図に示すように、V[グループのなかでは中心部分

に杯類が集中している。一方、壺．甕類はこのまわりに分かれて分布し、器種に

よる差がみられる。

V][グループ・・・SJ232-115、SJ19-123• 39 • 9 • 15 • 29 

第19号住居跡の試料が集中し、坪を主体とする小型の土器で特徴付けられる。確

証はないが、これらが第19号住居跡を代表する土器の可能性がある。

VIIIグループ・・・分散傾向にあり、小敷田遣跡の土器のみが属している。

第232号住居跡において、 WグループのSJ232-75は群馬系の内斜□縁の賠文土器であり＞

SJ232-116（甕）と組成は一致している。しかしWグループのものとしては、異質のように見受け

られる。そこで高崎市小林山台遺跡の胎土分析の結果（実験条件は同様）と照合したところ、 75と

同じ組成をもつことが明らかになった。小林I[J台遣跡の試料 5点のうち 4点がMont, Mica, Hb, 

Chの4成分のうちHb成分のみを含むタイプである。 SJ232-75の組成とひじょうに類似性が高く、

しかも同じグループに属するとなれば、関連性はさらに高くなる。

第19号住居跡の117Aと117B（同一個体）は、胎土のタイプが異なる組成をしていることが判明

している。石英と斜長石の相関においても、 117AがVグループ、 117Bが汀グループに属し、両者

の砂の混合比も異なっている。このことから推察して、明らかに異質の粘土によって構成されてい

るものと判断される。

上敷免遺跡の土器はV[グループに多く属している。このグループには柳町・北島・新屋敷東・樋

詰遣跡のものが共存し、こられの遣跡との関連性が窺われることが特徴である。

第11• 19 • 232号住届跡と年代の異なる第 2号井戸跡・第19号土坑の試料は、大きく分けてill・

Wグループと“その他”に分類された。 IIIグループにはSE2 -22 • 33 • 46があり、高台付椀が主

体となる。一方、 WグループにはSE2 -45、SK19-18• 12 • 16があり、須恵器の杯が集中する。

その他のSE2-28は石英の強度が低く、異質である。 SK19-21は石英の強度が高く異質である。

しかしこの位悩は第19• 232号住居跡のものが分布する領域である。表採 3は斜長石の強度が高く、

北島遺跡などで構成される IIグループに属している。

2 化学分析結果

第 2号井戸跡・第19号土坑および表採の試料］0点を対象として、化学分析を行なった。分析は日

本電子製エネルギー分散型X線分析装置JED-2000で実施した。分析結果は化学分析結果表に示す

とおりである。

[Si02-Al203の相関について］

Si02-Al2応図に示すように、 I• IIグループと“その他”に分類されだ。

IグループはSi02が60％以下で、 SE2 -28 • 33 • 45の3点が集中する。

IIグループはSi02が60％以上で、 SE2-22 • 46、SK19-12• 16 • 21、表採 3の6点が集中する。
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“その他’'はAl203か20％以上で、ほかとは明ら力に関質である。

以上の結果からすると、］グループは須恵器の高台付椀、 Ilグループは須恵闘の坪が集中する。

[Fe203-MgOの相関について］

Fe203-MgO図に示すように、 I• Ilグループと“その他”に分類された。

IグループはFe2いが10~15%の範囲に分布し、 SE2-22、SK19-18• 12 • 16 • 21、表採 3の

6点が集中する。

IlグループはFe2応が15％以上の領域に分布するもので、 SE2 -28 • 33 • 45の3点が属する。

“その他’'はSE2-46のみで、 Fe2応が10％以下に分布する。

lグループは須恵器の外、 Ilグループは須忠器の高台付椀が集中し、 Si02-Al203の柑関とよく

類似する。

[K20-CaOの相関について］

k氏）一CaO閃に示すように、 I~IIIグループに分類された。

IグループはSK19-12• 16 • 21の3点が集中し、須恵器の杯で構成されている。

IlグループはSE2-45、SK19-18の2点で構成される。

IIIグループはSE2 -28 • 22 • 33 • 46、表採 3の 5点で構成される。須恵器の高台付椀 3点と土

師器の筒形土器（SE2-46)、ロクロ土師器（表採 3)が共存している。

以上の結果から推測して、 SE2 -28 • 33 • 45とSE2 -45。22• 46、SK19-18• 12 • 16 • 21、表

採 3の 2つのグループに分かれるように見受けられる。

3 まとめ

土器胎土のタイプ分類

第232炒住居跡の土器胎土は、 6タイプに分類された。 Kタイプが6点と最も多く、 Sタイプが5

点となっている。 Sタイプの胎土は第11• 19号住居跡、柳町遺跡では検出されておらず、異質であ

る。しかし、個体数の多いことからすれば、 Kタイプと同様にSタイプも在地あるいは在地近傍の

可能骨が高い。第232号住届跡の土器はこの 2タイプを中心として作られており、器種による胎土

の統一性はない。杯でも小型甕．壺も両タイプの胎土で製作されている。

第11• 19号住居跡の土器胎土は、 8タイプに分類された。 Kタイプが5点、 Iタイプが4点、Jタ

イプが3点で、これら 3タイプで60%を占める。この傾向は柳町遣跡でも認められ、関連性が窺わ

れる。

第 2号井戸跡・第19号土坑の土器胎土は、 E, I, K (2), M, S (5) の 5タイプに分類され

た。 E, K, Sタイプは第232。11• 19号住届跡でも、多く検出されているタイプである。 Sタイプの

一部には、高温で焼成された際に鉱物が分鮒してガラスに変化したものが含まれている。

電子顕微鏡によるガラスの分析

第232• 11 • 19号住居跡の試料の電子顧微鏡によるガラスの分析では、 SJ232-89、SJll-4を除

くすべてに、中粒のカラスが生成し、焼成ランクは11Iである。 SJ232-89、SJll-4は中～粗粒の
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ガフスか生成し、焼成ランクはII・-mと幾分高い。
第 2号井戸跡・第19号上坑の試料のうち、 SE2-28• SK19-16の 2点は、焼成ランクがIある

いは l~ IIと高い。ほかの 8点は IIあるいはII~ III、IIIと幾分低い。

石英と斜長石の相関

第232号住居跡の土器は、 N • VI・＼I[グループに分類された。 VIグループには20点のうち17点が

属し、刊グループの中心部分には杯が集中し、その周辺に小型甕や壺・甑などが3つの小グループ

に分かれて分布する。小型の壺や甑、甕などは1不とは異なる砂の混合比で作られていることは明白

である。1¥「グループには群馬系の内斜口縁暗文土器（75)があり、 116（甕）と共存している。向

者はともにEタイプで、共通性はある。 75の胎土紺成と、高崎市小林山台遺跡のものとの類似性は

ひじょうに高い。また同じグループに屈するとなれば、閃連性はさらに高くなる。

第11• 19号住居跡の土器は、 Il・III・V・vI・ 圃グループに属している。 IT• lIIグループには

各々 1点ずつであり、北島・新屋敷東遺跡との開連性が窺われる。 Vグループは小型の甕・壺で構

成されている。北島・樋詰・柳町遣跡のものと共存し、関連性が窺われる。 V1グループには20点の

うち10点が集中し、甕と恥を主体としている。土器胎土はおもにKタイプで、第232号住居跡、柳

町遺跡の傾向と類似する。このグループにも北島。祈屋敷東・樋詰遺跡のものが共存し、これら 4

遺跡との関連性が窺われる。刈グループは第19号住居跡が集中し、器種も坪を主体としている。特

徴的であり、第19号住居跡独自の土器であるのかもしれない。

第 2号井戸跡・第19号土坑の土器は、石英の強度が2400以下の領域に分布し、第232• 11。19号

住居跡のものとは異なる。北島遺跡に近い関係にあるものと推察される。 III• Nグループと“その

他”に分類された。 IIIグループはSタイプの胎土で作られた須恵器の高台付椀と、土師器の筒形土

器が共存している。 Wグループは須恵器の杯が集中し、土師器の甕 (SE2-45) と共存している。

“その他’'はSE2 -28、SK19-21、表採 3の 3点である。 SE2 -28は石英の強度が低く、異質で

ある。 SK19-21は石英の強度が2400以上で、第232• 11 • 19号住居跡が分布する領域にある。表採

3は斜長石の強度が高く、北島遺跡の土器で構成される IIグループに入る。このようにみてくる

と、石英の強度が2400以上の領域の影椰が強いようである。

化学分析

化学分析結果ではSE2-28。33• 45の3点と、 SE2 -22 • 46、SK19-18• 12。16• 21、表採3

の7点の土器とでは、組成が異なっている。前者は須恵器の高台付椀と土師器の甕が共存し、後者

は須恵器の坪が集中する。

実験条件および実験結果の取扱いについては、埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書 第111集

『新屋敷東・本郷前東』（1992) を参照されたい。
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